
茨城県教育財団文化財調査報告第166集

島名・福田坪一体型特定土地区画整理

事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅳ

熊の山遺跡

（上　巻）

平成12年　3　月

城

財団法人　茨城県教育財団



茨城県教育財団文化財調査報告第166集

島名・福田坪一体型特定土地区画整理

事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅳ

くま　　やま

熊の山遺跡

（上　巻）

平成12年　3　月

城

財団法人　茨城県教育財団



上：熊の山遺跡遠景（南から）下：第888号住居跡出土遺物



茨城県は，昭和38年に筑波研究学園都市計画地域の指定を受けて以

来，日本の科学技術の研究開発の核として，さらに，国際交流の拠点

都南こふさわしい町づくりを進めております。

この新しい町づくりに欠かせない交通機関である常磐新線の整備

は，つくばと東京圏を直結し，人・物・情報の交流を盛んにするだけ

でなく，地域活性化の大きな力となります。そこで，平成6年7月に

県，市，地権者が三者協議で合意に達し，新線整備と沿線開発を一体

的に進める土地区画整理事業が進められております。

この予定地内に熊の山遺跡が存在していたため，財団法人茨城県教

育財団は，茨城県から埋蔵文化財発掘調査についての委託を受け，平

成7年4月から発掘調査を実施してまいりました。その成果の一部は，

既に平成8年度に「（仮称）島名・福田坪地区土地区画整理事業地内

埋蔵文化財調査報告書I」，平成9年度に「（仮称）島名・福田坪地区

特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅱ」，平成10年度に

「（仮称）島名・福田坪地区土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報

告書Ⅲ」として刊行いたしました。

本書は，平成9年度に調査を行った熊の山遺跡の調査成果を収録し

たものであります。本書が学術的な研究資料としてはもとより，教育・

文化の向上の一助として，御活用いただければ幸いです。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県

からいただいた多大なる御協力に対し，心から御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，関係各機

関及び関係各位から御指導，御協力をいただいたことに対し，衷心よ

り感謝の意を表します。

平成12年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例　　　言

1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成9年4月から平成10年3月まで発掘調査を
くま　やま

実施した，茨城県つくば市大字島名に所在する熊の山遺跡の一部の発掘調査報告書である。

2　当跡の発掘期間及び整理期間は以下のとおりである。

調査　平成9年4月1日～平成10年3月31日

整理　平成11年4月1日～平成12年3月31日

3　当遺跡の発掘調査は，調査第2課長和田雄次の指揮のもと，調査第2課第1班長鶴見貞雄，首席調査員吉

沢義一，主任調査員川津法伸，書原作平，原信田正夫，川上直登，平石尚和，川又清明，仙波亨，小林孝，

川村満博，菱沼良幸，矢ノ倉正男が担当した。

4　当遺跡の整理及び本書の執筆・編集は，整理課長川井正一，首席調査員萩野谷悟の指揮のもと，首席調査

員矢ノ倉正男，主任調査員小林孝，川上直登が担当した。執筆は，第1章，第2章，第3章第1節，第2節

及び第3節6（1）竪穴住居跡のうち第733号竪穴住居跡から第844B号竪穴住居跡まで及び11区東部に分布する

その他の遺構を矢ノ倉が，第3章第3節1～3を小林が，第3章第3節4，5及び6（1）竪穴住居跡のうち第

845号竪穴住居跡から第906号竪穴住居跡まで及び11区の西部に分布するその他の遺構を川上がそれぞれ執筆

した。

5　本書の作成にあたり，墨書・刻書の判読については国立歴史民俗博物館教授の平川南氏に御教示をいただ

いた。灰粕陶器については，文化庁文化財保護部美術工芸課文化財調査官の斎藤孝正氏に御教示をいただい

た。鋳型については，東京国立博物館学芸部考古課原史室長の古谷毅氏・同考古課主任研究官の時枝務氏・

同工芸課金工室長の原田一敏氏・同彫刻室長の岩佐光晴氏・同彫刻室員の浅見龍介氏に御教示をいただい

た。

6　当遺跡から出土した鉄製品の金属学的保存処理については，財団法人岩手県文化振興事業団に委託した。

7　発掘調査及び整理に際し御指導・御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を表し
一ヽ＿ノ

ます。



凡　　　例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ⅹ＝＋57，400m，Y＝＋54，000mの交点を

基準点（Alal）とした。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C……，西から東へ1，2，

3……とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C・・・

…j，西から東へ1，2，3……0とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Alal区」，「B2b2区」のよう

に称した。

その他，調査年次等による調査区の名称は第3図に示した。

2　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　掘立柱建物跡－SB　土坑－SK　井戸跡rSE　清一SD　道路状遺構－SF

不明遺構－SX　ピットーP

遣物　　土器・陶器－P　土製品－DP　石器・石製品－Q　金属製品・古銭，M　拓本記録土器－TP

土層　　撹乱－K

計測値　現存値一（）　推定値－［］

3　遺構番号は平成7年度調査からの継続である。

4　土層観察と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遣物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（1）　遺構全体図は200分の1，遺構は60分の1，または80分の1に縮尺して掲載した。

（2）　遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もある。

（3）　遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

●土器　　　　　○土製品　　　　　口石器・石製品　　　　　△金属製品　　　　　　▲拓本土器

粘土・黒色処理 焼土・炉・寒由

6　遺物観察表の作成方法については，次のとおりである。

（1）　土器の計測値の表示は，Ar口径　B－器高　C一底径　D～高台径　E一高台高　F～つまみ径

G－つまみ高とし，単位は皿である。

（2）　備考の欄は，残存率，実測番号（Pなど），出土位置及びその他必要と思われる事項を記した。

7　「主軸」は，竃を持つ竪穴住居跡については竃を通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）を主軸と

みなした。「主軸・長軸方向」は主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示し

た（例　N－100－E，N－100－W）。
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コ　ー　ド 北 緯 東 経 標 高 ‘調査期間 調査面積 調 査 原 因

くま　　　　やま熊 の　山 遺 跡
いばらきけん　　　　　　　し
茨城県らくぼ市 08220－214 36度 140度 19 19970401 33，421Id 島名 ・福田坪

おおあざしま　な　あさ　か　とり
大字島名字香取 3分 3分 － ～ 一体型特定土

ばんち
1964番地ほか 41秒 46秒 22m 19980331 地区画整理事

業に伴う事前

調査

所収遺 跡名 種　 別 主な時代 主　 な　 遺　 構 主　 な　遺　物 特　 記　 事　 項

熊 の山遺跡 集落跡 古　　　 墳 竪穴住居跡　　 115軒 土師器　 須恵器

土製品 （土錘 ・支脚）

石器・石製品 （勾玉 ・

紡錘車 ・砥石 ・石製

模造品） 鉄器 ・鉄

製品 （鉄鉄 ・鎌）

熊の山遺跡では，平成10

年度整理分を含めて過去

4 か年間で，古墳時代か

ら平安時代に位置づけら

れる892 軒以上の住居跡

が調査されている。県内

でも最大規模の集落跡と奈良 ・平安 竪穴住居跡　　 124 軒 土師器　 須恵器

掘立柱建物跡　 12 棟

溝　　　　　　　 2 条

道路状遺構　　　 1条

土坑　　　　　　 2 基

土製品 （土錘 ・支脚）

石器・石製品 （砥石 ・

腰帯具） 鉄器 ・鉄

製品 （刀子 ・鎌 ・紡

錘車） 灰粕陶器

いえる。この地域は，古

代の行政組織で常陸国河

内郡島名郷に属しており，

熊の山遺跡はその中心集

落跡と考えられる。
中　　　 世 地下式墳　　　　 7 基

道路状遺構　　　 1条

陶磁器　 土師質土器

古銭

時 期 不 明 竪穴住居跡　　　 3 軒

掘立柱建物跡　　 7 棟

土坑　　　　　　 91基

溝　　　　　　 12 条

井戸跡　　　　　 3 基

道路状遺構　　　 3 条

不明遺構　　　　 3 基

縄　　　 文 ．縄文土器片

石鉄
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一下　巻－

4区

PLl　第401・407・416・417・911号住居跡完掘

状況，第407号住居跡遺物出土状況，第

911号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

PL2　第405・406・913・916号住居跡完掘状況，

第405号住居跡竃遺物出土状況，第406号

住居跡貯蔵穴遣物出土状況，第913・915

・916号住居跡遺物出土状況

PL3　第409・411・412・415号住居跡完掘状況，

第408・912号住居跡遺物出土状況，第287

号土坑遺物出土状況，第11号掘立柱建物

637

跡完掘状況

5区

PL4　第726・729～731号住居跡完掘状況，第

728～731号住居跡遺物出土状況

PL5　第738・739・741B・744・746・750号住

居跡完掘状況，第739号住居跡遺物出土

状況，第744号住居跡貯蔵穴遺物出土状

況

PL6　第737・740・741A・743・745号住居跡完

掘状況，第740号住居跡遺物出土状況，

第745号住居跡竃完掘状況，5区完掘全景



6区

PL　7　第662・663・665・669・670号住居跡完掘

状況，第662・663・665・671・686号住居

跡遺物出土状況，6区完掘全景

8・9区

PL　8　第917～919・922・923・925・926号住居

跡完掘状況，第924号住居跡・竃遺物出

土状況

PL　9　第927～929・931・932号住居跡完掘状況，

第926・929・930号住居跡遺物出土状況

PLlO　第933～938号住居跡完掘状況，第935号住

居跡遺物出土状況，第932号竃遣物出土状

況

PLll　第942号住居跡完掘状況，第38・41・42・

44～47号掘立柱建物跡完掘状況，第35号

溝遺物出土状況

PL12　第950～952号住居跡完掘状況，第950号住

居跡竃遺物出土状況，第35号溝完掘状況，

第7号道路状遺構完掘状況

PL13　第953号住居跡遺物出土状況，第25・26号

井戸跡完掘状況，第27号井戸跡土層断面，

第16号地下式境完掘状況，第681号土坑完

掘・遺物出土状況

11区

PL1411区完掘全景，第733～736号住居跡完掘

状況第733・734号住居跡遺物出土状況

PL15　第752～754号住居跡完掘状況，第751～

754号住居跡遺物出土状況，第751号住居

跡炉完掘状況

PL16　第756～760号住居跡完掘状況，第756・

757・759・760号住居跡遣物出土状況，

第758号住居跡竃遺物出土状況

PL17　第761～764・766・767号住居跡完掘状況，

第766号住居跡遺物出土状況

PL18　第768～771号住居跡完掘状況，第767～

773号住居跡遺物出土状況

PL19　第772・774～776・778号住居跡完掘状況，

第772・776・777号住居跡遺物出土状況

PL20　第780・782・784号住居跡完掘状況，第

779～781・783号住居跡遺物出土状況，

第784号住居跡竃遺物出土状況

PL21第787～789号住居跡完掘状況，第785号住

居跡竃完掘状況，第785～788号住居跡遺

物出土状況

PL22　第792・794・795号住居跡完掘状況，第

789号住居跡竃完掘状況，第791・792・

795号住居跡遺物出土状況，第792号住居

跡貯蔵穴遣物出土状況

PL23　第796・798～801号住居跡完掘状況，第

797・800号住居跡遺物出土状況

PL24　第802・806・808・809・836・842号住居

跡完掘状況，第803・804・807号住居跡

遺物出土状況

PL25　第810～818号住居跡完掘状況，第809号住

居跡竃完掘状況，第809・839・842号住居

跡遺物出土状況

PL26　第818・820・821・823～825・828号住居

跡完掘状況，第823号住居跡竃完掘状況，

第823～825・828号住居跡遺物出土状況

PL27　第827～829・831～833号住居跡完掘状況，

第832号住居跡炉完掘状況，第833号住居

跡遺物出土状況

PL28　第834・835B・836号住居跡完掘状況，第834・

835A・835B・836・837A・837B号住居跡

遺物出土状況

PL29　第837A・838～841号住居跡完掘状況，第

836号住居跡竃遺物出土状況，第839・

840号住居跡遺物出土状況

PL30　第842・843・844A・844B・846号住居跡

完掘状況，第843・845～847号住居跡遣

物出土状況，第846号住居跡貯蔵穴遣物

出土状況

PL31　第849・852～854・855A・855B・856・

857・859～861・889・890号住居跡完掘

状況



PL32　第866・867・868A・868B・871・873～

875号住居跡完掘状況，第863～865号住

居跡遣物出土状況

PL33　第876～878・881号住居跡完掘状況，第

877・879～881号住居跡遺物出土状況

PL34　第882・883・886・888・891号住居跡完掘

状況，第888・891号住居跡遣物出土状況

PL35　第892・900・902A・902B・903号住居跡

完掘状況，第892・897A・904号住居跡遺

物出土状況

PL36　第906号住居跡完掘状況，第28～34・36号

掘立柱建物跡完掘状況

PL37　第35・39～42号溝完掘状況，第35号溝土

層確認状況－

PL38　第17～20号地下式境完掘状況，第606・

607・659・707号土坑完掘状況

4区

PL39　第407・418・911・914号住居跡出土遺物

PL40　第913号住居跡出土遺物

PL41第915・916号住居跡出土遺物

PL42　第916号住居跡出土遣物

PL43　第405・406・916号住居跡出土遺物

PL44　第408・409・411号住居跡出土遺物

PL45　第411・412・912号住居跡出土遣物

5区

PL46　第726・728・730・731号住居跡出土遺物

PL47　第729号住居跡出土遺物

PL48　第729・732・739・742号住居跡出土遺物

PL49　第744号住居跡出土遺物

PL50　第744・746号住居跡出土遣物

PL51第746・748号住居跡出土遺物

PL52　第748号住居跡出土遺物

PL53　第737・740・741A・743・747号住居跡・

遺構外出土遺物

6区

PL54　第662・663号住居跡出土遺物

PL55　第663・665号住居跡出土遣物

PL56　第665・666・671・672・686号住居跡・第

8号不明遺構出土遣物

8・9区

PL57　第917～919・924・925・928～930号住居

跡出土遣物

PL58　第924～926・930・932・933号住居跡出土

遣物

PL59　第931～935号住居跡出土遺物

PL60　第935・936・942号住居跡出土遺物

PL61第924・926・930・932・935・942号住居

跡・第35号溝・遺構外出土遺物

PL62　（9区）第950号住居跡出土遺物，（8区）

第41・47号掘立柱建物跡・遺構外出土

遺物

PL63　第951・953号住居跡・第7号道路状遺構・

第25号井戸跡・第16号地下式境出土遣物

PL64　第681号土坑・遺構外出土遺物

11区

PL65　第733～735号住居跡出土遺物

PL66　第735・751・752号住居跡出土遺物

PL67　第752・753号住居跡出土遣物

PL68　第754・756～758号住居跡出土遺物

PL69　第759～761号住居跡出土遣物

PL70　第761～765号住居跡出土遺物

PL71第766～768号住居跡出土遣物

PL72　第769～772号住居跡出土遣物

PL73　第773～777・779号住居跡出土遺物

PL74　第780～782号住居跡出土遺物

PL75　第782～786号住居跡出土遺物

PL76　第787号住居跡出土遺物

PL77　第787～791号住居跡出土遣物

PL78　第792・794号住居跡出土遺物

PL79　第795～799号住居跡出土遺物

PL80　第800・801号住居跡出土遺物

PL81第802～807号住居跡出土遺物

PL82　第808・809・811～814・817・818号住居

跡出土遣物

PL83　第819・821～826号住居跡出土遺物

PL84　第827～832号住居跡出土遺物



PL85　第832・833・834B・835B号住居跡出土遺物

PL86　第836・837A・837B・838～840号住居跡

出土遣物

PL87　第840～843・844A・844B号住居跡出土

遺物

PL88　第845・846号住居跡出土遺物

PL89　第846～850・855～857・859～861号住居

跡出土遺物

PL90　第858～861・863～865・868A・869号住

居跡出土遺物

PL91第865・866・871～873号住居跡出土遣物

PL92　第874～876・878～880号住居跡出土遺物

PL93　第879・880～882・884・886号住居跡出土

遺物

PL94　第888号住居跡出土遺物

PL95　第888号住居跡出土遣物

PL96　第888号住居跡出土遺物

PL97　第889～892号住居跡出土遺物

PL98　第892・896・897A・897B号住居跡出土

遺物

PL99　第897A・898・900・902A・902B・903号

住居跡出土遺物

PLlOO　第900・902A・903・904号住居跡出土

遺物

付図1　熊の山遺跡8区遺構全体図

付図2　熊の山遺跡9区遺構全体図

PLlOl　第904・905号住居跡出土遺物

PLlO2　第794・801・845・876号住居跡，第30～

32号掘立柱建物跡，第35号溝出土遣物

PLlO3　第606・607・707号土坑，遺構外出土遺物

PLlO4　出土遺物（SI734・735・754・766・780・

788・796・800・836・860・883）

PL105　出土遣物（SI751・758・766・767・773・

779・780・782・794・807・840・844A・

845・858・865・888・892・896・898・

904，SB31）

PL106　出土遣物（SI752・757・761・780・782・

786・800・806・811・829・831・833・

834A・835B・836・849・883・897A・

900）

PLlO7　出土遺物（SI835B・839・840・848・

849・863・877・879・886・891・892，

遣構外）

PLlO8　出土遺物（SI754・757・846・855・873・

875・898・902A・902B，SK607）

PLlO9　出土遺物（SI771・788・792・803・827・

839・846・884・902B）

PLllO　出土遺物（SI733・761・782・785・809・

839・859・881・882・886・888・898・

902A，SD39，遺構外）

ー下　巻一

付図3　熊の山遺跡11区遺構全体図



第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

茨城県では，首都圏とつくば研究学園都市を結ぶ常磐新線の早期開通をめざし，常磐新線の建設とそれに伴

う沿線開発に取り組んでいる。

島名地区については，平成6年8月18日，茨城県知事は茨城県教育委員会あてに，常磐新線沿線地域の土地

区画整理事業地内における埋蔵文化財の有無及びその取り扱いについて照会した。これに対して茨城県教育委

員会は，平成6年9月19日から27日にかけて現地踏査を行い，平成7年3月8日，島名・福田坪地区一体型特

定土地区画整理事業地内に熊の山遺跡が所在する旨回答した。同日，茨城県知事から茨城県教育委員会あてに，

同事業に係わる熊の山遺跡の取り扱いについて協議があった。

その結果，現状保存が困難であることから，平成7年3月9日，茨城県教育委員会は茨城県知事あてに，熊

の山遺跡を記録保存とする旨回答し，調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県教育財団は，茨城県から埋蔵文化財発掘調査事業についての委託を受け，平成7年4月1日から熊の

山遺跡の発掘調査を開始した。平成7年度は，17，167Ⅱfの調査を終了した。

同様に平成8年2月5日に，平成8年度の熊の山遺跡の取り扱いについて協議があり，平成8年2月9日，

31，026Ⅱfを記録保存することになった。しかし，遺構数が多いため平成8年9月，茨城県と協議の上，発掘調

査計画を変更し，平成8年度は16，050I迂の調査を実施した。

平成9年度は，当初調査予定面積は60，784Ⅱfであったが，遺構数が多数確認されたことから，茨城県と協議

の上，33，421Ⅱfに面積を縮小して調査を実施した。

第2節　調査経過

平成9年度の発掘調査は，平成9年4月1日から平成10年3月31日までの1年間にわたって，3～9・11区の調

査を実施した。遺構番号については，前年度からの継続である。以下，調査経過について，その概要を記述する。

4月　初旬に発掘調査を開始するため，調査器材の搬入，補助員投入等の諸準備を行った。中旬から5区の西側の

一部と7区の調査を開始した。24日に県南都市建設事務所と県教育庁文化課，茨城県教育財団の三者による今

後の調査の打ち合わせを行った。

5月　4月に引き続き，5・7区の調査を行った。12日から4区の東側の一部の調査も並行して行った。

6月　引き続き4・5・7区の調査を行った。10日に県南都市建設事務所と9年度新たに表土除去し調査する区域

の境界確認を行った。下旬に4区東側の一部と5区西側の一部の調査を終了し，7区の調査に入った。

7月　引き続き7区の調査を行った。7日から重機による表土除去（3～9区の一部，10・11区）を開始した。

8月　当月に限り調査担当者の増員があり，計8名の調査員で調査を担当した。3区南側の一部と6区南側の一部

と7区の遺構調査を引き続き行った。25日に重棟による表土除去を終了した。月末までに3・6区の調査は終

了した。

9月　4日に業者委託による方眼杭打ちを開始した。9年度の調査区域は遺構が多く，重複が激しいため，期間内

に調査を終了する事がかなり難しいとの見通しから対応策の検討を進め，29日に委託者である県南都市建設事

－1－



務所と県教育庁文化課，茨城県教育財団との三者協議を行い，その結果，平成9年度は33，421虚の調査を行う

ことになった。

10月　5区東側の一部と7・11区の遺構調査を引き続き行った。特に7・11区は遺構の重複が激しいため，調査が

困難であった。

11月　上旬に5区の東側の一部，中旬に7区の調査は終了し，調査の主力は11区に移った。

12月　引き続き11区の調査を行った。11日から4区南側の一部の調査も並行して行った。

1月　引き続き4・11区の調査を行った。21日から8区北側の一部の調査も並行して行った。上旬から中旬にかけ

て降雪が多かったため，調査が難航した。

2月　他の調査区と並行して9区北側の一部の調査を開始した。これまでの調査で出土遺物が多量なため注記が追

いつかず，9日から自動注記磯を導入することになった。12日に4区南側の一部の調査を終了した。

3月　2日から航空写真撮影のため，調査と並行して遺構清掃を行った。4日に航空写真撮影を実施した。11日に

委託者に対する報告会，14日に遺跡の現地説明会を実施した。現地説明会にほ三百数十名の見学者が訪れた。

16日から補足調査を行い，23日までに遺構調査を終了した。現場事務所で諸帳簿や諸記録の点検，調査区の安

全対策を行い，24日に現場での作業を終了した。
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第2章　位置　と環境

第1節　地理的環境

熊の山遺跡は，茨城県つくば市大宇島名字香取1964番地はかに所在している。昭和62年11月の4町村合併（桜

村，谷田部町，大穂町，豊里町，昭和63年1月に筑波町も編入）によるつくば市誕生以前は，筑波郡谷田部町

に属していた。

っくぼ市は，茨城県南西部に位置し，北は真壁郡明野町，同郡真壁町，新治郡八郷町に，東は新治郡新治村，

土浦市，南は牛久市，稲敷郡茎崎町，筑波郡伊奈町，同郡谷和原村に，西は水海道市，結城郡石下町，同郡千

代川村，下妻市に接している。

っくぼ市の地形は，北は茨城県と福島県境にある八溝山から南に伸びる八溝山地の南端部に位置する筑波山

を中心とする筑波山塊に接し，東側を東流して霞ヶ浦に流入する桜川と，西端を緩流して利根川に合流する小

貝川の低地，及びそれらに挟まれた，筑波・稲敷台地からなる。筑波・稲敷台地は常総台地の一部で，標高20

～25m前後の平坦な台地であるが，花室川，東谷田川，西谷田川などの中小河川によって，浅く開析されてい

る。この台地は，竜ヶ崎層と呼ばれる砂層・砂礫層が主体で，その上に板橋層または常総粘土層と呼ばれる灰

白色粘土層（0．3～5．0m），その上に関東ローム層（0・5～2・5m）が堆積し，最上部は腐植土層となっている。

当遺跡は，筑波研究学園都市の西部を北から南に流れる東谷田川右岸の標高約20mの台地上に立地している。

この台地は東を東谷田川，西を西谷田川に挟まれ，牛久沼まで南東方向に細長く舌状に伸びている。両河川の

沖積低地は，主に水田に利用されている。水田との比高は約8mである。調査前の現況は畑であった。

第2節　歴史的環境

っくぼ市谷田部地区には，東谷田川，西谷田川流域の台地上縁辺部や中央部と，東谷田川支流の蓮沼川右岸

台地上に遺跡が数多く存在している。

旧石器時代については，つくば市苅間に所在する神田遺跡の調査で，ナイフ形石器，尖頭器，スクレーパー

及び剥片が遺構外出土遺物として出土している。また，同市大字根崎字新畑に所在する根崎遺跡ではナイフ形

石器と大形剥片がそれぞれ1点ずつ，同市大字西栗山字台代畑に所在する西栗山遺跡では尖頭器1点及び細石

刃2点が出土している。
さかいまつかいつか　　　やまだ

縄文時代の遺跡は，境松貝塚く1〉，山田遺跡く3〉など中期から後期にかけての遺跡が中心である。境松貝

塚は谷田部地区の代表的な貝塚であり，縄文時代中期から後期の土器や石器が出土している。貝類は，オキシ

ジミ，ヤマトシジミ，ムラサキガイ，シオフキなどで構成されている。山田遺跡からは縄文時代中期から後期

の土器や石器が広範囲にわたって出土し，大規模な集落跡の可能性がある。熊の山遺跡周辺では，当遺跡から
まえの

約1血南下した東谷田川と西谷田川に挟まれた台地の中央部に前野遺跡く2〉，さらに500m南にタカドロ遺跡
いっちょうだ

く22〉，一町田遺跡く23〉が確認されている。タカドロ遺跡と一町田遺跡からは中期から後期にかけての遺物

が出土しており，小月川左岸の台地と東谷田川，西谷田川に挟まれた台地では縄文時代中期から人々の生活が

営まれていたと考えられる。

弥生時代の遺跡は，谷田部地区には2か所確認されているが，熊の山遺跡周辺にはない。
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表1熊の山遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺　 跡　 名

県
遺
跡

時　　　　　　 代 番

号

遺　 跡　 名

県
遺
跡
番

時　　　　　　 代

旧 縄 弥 古 奈 鎌

室

江旧 縄 弥 古

墳

奈 鎌

室

江

番
号 石 文 生 平 戸

号
石 文 生 墳 平 戸

◎ 熊 の　山 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 18 ツ　バ　タ　遺 跡 2906 ○

1 境　 松　 貝　 塚 2098 ○ 19 台 成 井・遺 跡 2910 ○

2 前　 野　 遺　 跡 2100 ○ 20 福 田．前 遺 跡 2911 ○

3 山　 田　 遺　 跡 2101 ○ 21 福田坪池の台遺跡 2912 ○

4 高　 山　 遺　 跡 2103 ○ 22 タカ ドロ遺跡 2914 ○

5 和 田 台 遺 跡 2104 ○ 23 一 町 田 遺 跡 2915 ○

6 薬　 師　 遺　 跡 2105 ○ 24 真瀬新田谷津遺跡 2916 ○

7 榎　 内　遺　 跡 2106 ○ 25 刈　 間　 遺　 跡 2917 ○

8 谷 田 部 城 跡 2110 ○ 26 関 の 台 遺 跡 2919 ○

9 関の台古墳群 2112 ○ 27 高　 田　 遺　 跡 2920 ○

10 面の井古墳群 2113 ○ 28 水　 掘　 遺’跡 5838 ○

11 高 山 古 墳 群 2114 ○ 29 柳　 橋　 遺　 跡 5839 ○

12 下河原崎古墳群 2115 ○ 30 神　 田　 遺　 跡 5841 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 羽 成 古 墳 群 2116 ○ 31 ・根　 崎　 遺．跡 ○ ○ ○ ○ ○

14 道心塚古墳群 2117 ○ 32 西 栗 山 遺 跡 ○ ○ ○

15 台 町 古 墳 群 2118 ○ 33 三 度 山 遺 跡 ○ ○

16 榎 内 古 墳 群 2119 ○ 34 古 屋 敷 遺 跡 ○ ○ ○ ○

17 島名熊の山古墳群 2120 ○

古墳時代の遺跡は，下横場遺跡，面の井古墳群く10〉，商の苔崩撞く9〉，欄虎猫古墳辞く12〉などの中小
しもよこば　　おも　いこふんぐん

の古墳群が数多く確認されている。古墳は大半が径7～25mの円墳である。熊の山遺跡周辺では，当遺跡のす
しまなくま　やまこふんぐん

ぐ北側に島名熊の山古墳群く17〉，約1血北に関の台古墳群と関の台遺跡く26〉がある。当遺跡の南東約500mに
やくし　　　　　　　　　　えのきうち

は薬師遺跡く6〉，南東約1・5血には榎内遺跡く7〉がある。いずれの遺跡も東谷田と西谷田川に挟まれた台地
みずほり　　　　　　　　　やぎはし

上に位置している。また，東谷田川左岸の台地上には，東南東約1血に水堀遺跡く28〉，南東約1・5血に柳橋遺

跡く29〉がある。特に，島名熊の山古墳群は，当遺跡のすぐ北に位置しており，径7～12m，高さ0・5～1・2m

の円墳が11基群在している。
やたのわかのいらつめ

平安時代は，『和名類東抄』によれば，谷田部地区は河内郡八部郷といい，仁徳天皇の妃，八田若郎女の

ため八田部を置いた所と言われる。また，島名も『和名類衆抄』にある「嶋名郷」に比定されている0

奈良・平安時代の遺跡はこれまで確認されていなかったが，平成7年度，茨城県教育財団の調査により，熊

の山遺跡の他に，当遺跡から北東約3血の神田遺跡く30〉，約3．5血南の西栗山遺跡く32〉，捕遺跡く31〉にこの
じんでん　　　　　　　　　　　　　　　　　忙しくりやま
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時代の遺構が存在することが明らかになった。平安時代末には苅間，谷田部，小野崎などに開発領主が出現し

たという言い伝えもあり，今後の調査の成果が期待できる。
つねやすは　みなみのまき

12世紀後半，常陸西南部をおおう広大な常安保は南野牧とともに村田荘の一部であったが，南野牧の分離と

ともに村田荘そのものになり，12世紀末にはさらに下妻荘，田中荘を分出し，八条院領として伝領された。谷
たいらのなおもと　　　　　　　　　　　　　　げすしき　しも

田部地区の大部分は田中荘域に入る。常安保の開発領主は平直幹と考えられ，下妻荘，村田荘の下司職は下
づまひろとも　　　　　　　　たけよしもと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はったともいえ

妻広幹に，田中荘の下司職は多気義幹に伝えられたと推測されている。しかし，鎌倉幕府の成立後，八田知家

の入部により義幹は没落し，田中荘は小田氏の支配下に入る。岩斉敲義（1285年）により，一時先客籍崇豪

の手に移るが，室町時代になり，また小田氏の手に戻る。当時，小田氏配下の土豪に小野崎の荒井氏，苅間の
おものい　ひらいで

野中瀬氏，島名・面野井の平井手氏がいたと伝えられる。

中世以降として確認された遺跡は城館跡がほとんどであるが，熊の山遺跡周辺では北北東へ約2血の位置に
おものいじょうあと

平井手氏の居城と伝えられる面野井城跡が確認されており，当遺跡との関連も考えられる。

参考文献

・大山年次，蜂須紀夫　『茨城県　地学のガイド』　コロナ社1977年
′＼

・蜂須紀夫，大森昌衛　『茨城の地質をめぐって』　築地書館1979年9月

註

・谷田部の歴史編さん委員会　『谷田部の歴史』1975年9月参考文献

・茨城県史編さん会　『茨城県史　中世編』　茨城県1976年3月

・池遽禰　『和名類衆抄郡郷里辟名考謹』　吉川公文館1981年2月

・竹内理三　『角川日本地名大辞典　8茨城県』　角川書店1973年12月

・中山信名　『新編常陸国誌』　寄書房　復刻版1964年11月

・鬼澤大海　『常陸旧地考』　文政十二年三月（複製）茶書房

・江原忠昭　『増補　茨城の地名』　耕入社1976年1月

・茨城県教育財団　「研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（I）」

『茨城県教育財団文化財調査報告第54集』1989年9月

・茨城県教育財団　「研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅱ）」

『茨城県教育財団文化財調査報告第63集』1991年3月

・茨城県教育財団　「研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅲ）」

『茨城県教育財団文化財調査報告第72集』1992年3月

・茨城県教育財団　「研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅳ）」

『茨城県教育財団文化財調査報告第93集』1994年9月

・茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』2版1990年3月
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第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

調査区は，便宜上1～11区に分けられている（第3図）。平成7年度の調査区は1～4区，平成8年度の調

査区は5～8区，平成9年度の調査区は2～11区である（2～6・8区は数年度にわたり調査した）。2区の

東部の一部は遺構が確認されず，遺物も出土しなかった。4区の一部と8区の一部及び10区については遺構確

認調査のみを実施した。平成9年度に調査した総面積は33，421Ⅱfである。その内，今回報告するのは，15，270

撼分についてである。現況は畑地で，主に芝畑として利用されていた。今回の調査の結果，古墳時代，奈良・

平安時代の集落跡であることが確認できた。遺構は，竪穴住居跡242軒（古墳時代115軒，奈良・平安時代124

軒，時期不明3軒），掘立柱建物跡19棟，土坑93基，地下式境7基，井戸跡3基，溝14条，道路状遺構4条及

び不明遺構3基を確認した。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に279箱出土している。遣物の大部分は，古墳時代から奈良・平安時

代にかけての土師器，須恵器（杯，椀，高杯，賓，壷，甑など）である。その他の遺物として，管状土錘，支

脚，紡錘車，砥石，腰帯具，石製模造品，鉄鉱，刀子，鎌，古銭などが出土している。

第2節　基本層序

調査区内（6区　L14d7区）にテストピットを掘り，

基本土層を観察した（第2図）。遺構は，第2層上面

で確認できた。

第1層は，40～50cmの厚さの耕作土層で，暗褐色を

している。

第2層は，5～10cmの厚さで，褐色をしたソフトロー

ム層への漸移層である。

第3層は，15cmはどの厚さで，明褐色をしたソフト

ローム層である。

第4層は，30cmほどの厚さで，明褐色をしたハード

ローム層である。 第2図　基本土層図

第5層は，30cmほどの厚さで，暗褐色の粘土混じり

の層である。

第6層は，10cmほどの厚さで，にぷい黄橙色をした粘土層である。

第7層は，20cmはどの厚さで，砂粒を少量含む黄橙色をした粘土層である。

第8層は，60cmほどの厚さで，砂粒を大量に含む明黄橙色をした粘土層である。
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第3図　熊の山遺跡調査区設定図



第3節　遺構と遣物

1　4区の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

①　古墳時代

第401号住居跡（第4図）

位置　調査4区の東部，Illf3区。

重複関係　中央部から東側が，第22号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　第22号溝に掘り込まれているため，平面形は確認できなかった。確認できたのは長軸4・76m，

短軸（1．88）mである。

長軸方向　N－40－W

壁　覆土が薄く，西部だけが確認された。壁高は2cmである。

壁溝　確認した壁下すべてに巡っている。上幅10～15cm，下幅5～7cm，深さ5～7cmで，断面形はU字形で

ある。

床　はぼ平坦である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl・P2は径55～65cmの円形，深さ23～35cmであり，北西・南西コーナーに寄っ

た位置で確認されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

遺物　土師器片6点が出土している。第5図1の土師器杯は西壁際の床面から，2の土師器聾はPlの覆土中

層から出土している。

所見　本跡は出土土器が少なく，時期を限定することができないが，古墳時代後期と考えられる0

くl

第4図　第401号住居跡実測図
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第5図　第401号住居跡出土遺物実測図

第401号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cIu） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第 5 図 巧こ

土　 師　 器

A ［1 1．0］ 体部か ら口緑部 にか けての破片。 口緑 部内 ・外 面横 ナデ。 内面黒色 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 00 1　　 5 ％

1 B （3．3） 体部 と口緑部 との境 に稜 をもつ。

口緑部 は外反す る。

処理。 にぷ い赤褐色

普通

西壁際床面

2

嚢

土　 師　 器

A ［19．0］ 体部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。休部上位 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 00 2　　 5 ％

B （9．8） 休部 は内轡 して立 ち上がる。頚部

で くびれ，口緑部は外反する。

外面ナデ，内面へ ラ削 り。 赤色粒子

暗赤褐色　 普通

P l覆土中層

第407号住居跡（第6・7図）

位置　調査4区の東部，Jllg4区。

重複関係　第387号住居跡と重複している。第387号住居跡は，平成10年度に調査している。

規模と平面形　長軸6．20m，短軸（6．18）mの方形と推定される。西壁は調査区域外に延びている。

主軸方向　N－6。－W

壁　壁高は10～42cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周していると考えられる。上幅10～19cm，下幅6～10cm，深さ5～9cmで，断面形はU字形をしてい

る。

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁中央部を壁外に50cmはど掘り込み，多量の山砂を含んだ砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部

から煙道部まで146cm，両袖部幅110cmである。火床部は，床面を6cm掘りくぼめており，赤変硬化している。

天井部は確認できなかった。袖部は良好に遺存しており，内側は火熱を受けて赤変硬化している。煙道は，火

床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　砂質粘土粒子中量，炭化物・炭化粒子・焼土粒子微量　6　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土中・小ブロック・炭化物・炭化粒
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，焼土中ブロック徴　　　　　　　　　子微量

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色　砂質粘土粒子少量
3　暗　褐　色　砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量　　　　　　　　　　S　極暗赤褐色　焼土粒子中量
4　黒　褐　色　炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量　9　暗赤褐色　焼土粒子多量

5　暗赤灰色　焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土中
ブロック微量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3ほ径85～100cmの円形で，深さ72～77cmであり，各コーナーに寄った位

置で確認されている。規模と配置から判断して主柱穴と考えられる。南壁際にあるP4は径57cmの円形で，深

さ43cmである。位置的に出入り口施設に伴うビットと考えられる。
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第6図　第407号住居跡実測図（1）
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第7図　第407号住居跡実測図（2）

覆土　9層からなる。不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子数量

2　黒褐色　ローム中・小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子徽量
4　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

6　黒褐色　炭化粒子微量
7　黒褐色　ローム粒子少量，粘土中ブロック微量
8　暗褐色　ローム中ブロック多量，ローム粒子中量，廃土小ブロック・粒子微量
9　褐　色　ローム粒子多量，炭化物・炭化粒子・焼土粒子微量

遺物　土師器片956点，須恵器片17点，土製晶1点（勾玉），鉄津1点，灰粕陶器片1点，陶器片1点，礫1点

が出土している。第8図1・2の土師器杯は中央部床面から出土している。3の土師器小形聾は中央部やや南

東寄りの覆土下層から出土している。4の土師器甑は竃東袖脇の床面から土圧でつぶれた状態で出土している。

5の勾玉は中央部からやや北西寄りの覆土下層から出土している。灰粕陶器片・陶器片は耕作による混入と考

えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。

第407号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 8 図 杯

土　 師　 器

A　 13．4 口縁 部 一 部 欠損 。 丸 底 。 休 部 は内 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 砂 粒 ・長石 ・赤 色粒 子 P 40 1 2　　　 8 0％

1 B　　 4．1 攣 して立 ち上 が る 。口 緑 部 は 直 立 ヘ ラ削 り， 内 面 ナ デ 。 内 ・外 面 黒 に ぷ い橙 色 中 央 部 床 面

す る。 色 処 理 。 普 通

2

杯

土　 師　 器

A ［13．5］ 底 部 か ら ロ緑 部 にか けて の 破 片 。 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 休 部 外 面 砂 粒 ・長 石 ・赤 色粒 子 P 40 13　　　 5 0％

B　　 4．2 丸 底 。 体 部 は内 攣 して立 ち上 が り， へ ラ削 り， 内 面 ナ デ 。 内 ・外 面 黒 にぷ い橙 色 中 央 部 床 面

口緑 郡 との 境 に弱 い 稜 を もつ 。 ロ

縁 部 は直 立 す る。

色 処 理 。 普 通

3

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A ［12．0］ 体 部 か ら口 緑 部 に か け て の 破 片 。 口緑 部 内 ・外 面横 ナ デ。 休 部 外 面 砂 粒 ・雲 母 ・長 石 ・ P 4 0 15　　　 5 ％

B （7．2） 休 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が り， ロ緑 ナ デ 。 赤 色 粒 子 中 央 部 や や南 東 寄

部 は 外 反 す る 。 にぷ い黄 橙 色　 普 通 り覆土 下層

－12－
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第8図　第407号住居跡出土遺物実測図
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図版番号器　種計測値（C皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第8図甑

土　師　器

A［27．8］無底式。休部はわずかに内轡して口縁部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石P4016　　90％

4 B　28．3

C　12．6

立ち上がり，口緑部は外反する。ヘラ磨き，内面ナデ。 にぷい橙色

普通

PL39

竃東袖脇床面

図版番号種　　別

計　　　　　測　　　　 ．値
出　土　地　点 備　　　　　　　　 者

長さ（cm）幅（cm）孔径（C皿）重量（g）

第8図5土製勾玉（2．2） 2．0 0．2 （3．62）中央部やや北西寄り覆土下層DP4001　　　　　　　　　　　 PL39

第416号住居跡（第9図）

位置　調査4区の西部，Jllb5区。

規模と平面形　本跡は覆土が薄く，床面がほぼ露出した状態で確認され，竃を含む北東部は撹乱のため確認で

きなかった。規模と平面形は，床質から長軸［4・20］m，短軸［3・60］mの長方形と推定される0

長軸方向　N－770－E

床　ほぼ平坦で，中央部分から北側にかけて踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径28～35cmの円形で，深さは12～32cmであり，各コーナーに寄った

位置で確認されている。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁中央部からやや西寄りに位置するP5は径

23。mの円形で，深さ10cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

遺物　土師器片31点，撹乱による混入と考えられる須恵器片7点が出土している0

所見　細片のみで時期を限定することはできないが，土師器の様相等から古墳時代後期と考えられる。

ー1：1－
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第9図　第416号住居跡実測図

第417号住居跡（第10図）

位置　調査4区の東部，Ille7区。

重複関係　本跡が第453号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　本跡は覆土が薄く，床面がほぼ露出した状態で確認された。北コーナー部は調査区域外のため

確認できなかったが，規模と平面形は，床質から長軸［3．90］m，短軸［3．50］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－160－E

壁　北東・北西壁の一部が確認できた。壁高は3cmである。

床　はぼ平坦で，中央の一部分が踏み固められている。

ピット　1か所。Plは東コーナー部で確認され，径55cmの円形で，深さは47cmである。性格は不明である。

炉　中央部からやや北寄りに位置し，長径90cm，短径54cmの楕円形を呈する地床炉である。火床面は凹凸で，

赤変している。

炉土層解説
1赤褐色　焼土粒子多量

2　暗赤褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子少量

遺物　土師器片20点，陶器片1点が出土している。陶器片は耕作による混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器や住居跡の形態等から判断して5世紀と考えられる。
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第10図　第417号住居跡実測図

第418号住居跡（第11図）

位置　調査4区の東部，Illj4区。

重複関係　本跡は中央部から東壁にかけて第22号溝に掘り込まれ，さらに，中央部を第1号道路状遺構によっ

て掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．21m，短軸［5．10］mの方形と推定される。

長軸方向　N－900－W

壁　壁高は41cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　確認した壁下に巡っている。上幅10～13cm，下幅約6cm，深さ6cmで，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦である。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは長径68cm，短径50cmの楕円形で，深さ50cmである。P2・P3は径50cm前後

の円形で，深さ38～64cmである。P4は長径75cm，短径58cmの楕円形で，深さ65cmである。方形に配置されて

おり，規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。南壁際に位置するP5は径40cm前後の円形で，深さ23cm

である。位置的に出入り口施設に伴うピットと思われる。

覆土　3層からなる。一部分しか残存していないが，自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，炭化物微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中ブロック少量

遺物　土師器片426点，須恵器片15点，土製晶1点（支脚），陶器片2点が出土している。第12図1の土師器杯

は覆土中から，2の土師器聾は西部の覆土下層から，3の土師器賓は中央部の覆土下層から出土している。4

の支脚は北東コーナー部の床面から出土している。陶器片は耕作による混入と考えられる。

－15－



第11図　第418号住居跡実測図
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所見　本跡の時期は，出土土器から判断して7世紀後半と考えられる。

第12図　第418号住居跡出土遺物実測図

第418号住居跡出土遺物観察表

－　ノ

（⊃
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第12図杯A［12．4］体部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面槙ナデ。体部外面砂粒・長石・赤色粒子P4035　　15％

B（3．7）体部は外傾して立ち上がり　口′ヘラ削り。体部内面ナデ。内・外にぷい橙色 覆土中

1 土　師　器 部との境に明瞭な稜をもつ。口

部はわずかに外反する。

面黒色処理。 普通

2

要

土　師　器

A［25．8］体部からロ緑部にかけての破片。ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石P4036　　10％

B（20．0）休部は内攣して立ち上がる。口′

部は外反し，口唇部は上方につま

み上げられている。

ヘラ磨き。 にぷい橙色

普通

西部覆土下層

3

要

土　師　器

A［24．4］頚部から口縁部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。頚部に輪砂粒・雲母・長石・P4037　　5％

B（7，7）口緑部は外反し，口唇部は上方に

つまみ上げられている。

積み痕。 赤色粒子

にぷい黄橙色　普通

中央部覆土下層

図版番号種　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　　　　 考

長　さ（cm）径（cm）重量（g）

第12図4土製支脚（9．3） 6．0 （280．0）北東コーナー部床面 DP4002　　　　　　　　　　　　　　　　 PL39
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第911号住居跡（第13図）

位置　調査4区の南西部，L8a8区。

重複関係　本跡は北西コーナー部の壁を第913号住居に掘り込まれ，南西部を第912号住居に，さらに南部を第

5号道路状遺構に掘り込まれている。

規模と平面形　第5号道路状遺構に掘り込まれているため，平面形は確認できなかった。確認できた規模は，

長軸4．60m，短軸（3．20）mの範囲である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は14cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認した壁下すべてに巡っている。上幅12～18cm，下幅約6cm，深さ5～10cmで，断面形はU字形であ

る。

床　はぼ平坦である。竃前面から中央部にかけてよく踏み固められている。北部に焼土塊が，北東部に炭化物

がみられる。

竃　北壁中央部を壁外に65cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで105

cmである。右袖部は撹乱を受けている。火床部はわずかにくぼみ，赤変硬化している。煙道は，火床面から緩

やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　暗褐色

2　赤褐色

3　褐　色

4　褐　色

5　赤褐色

6　褐　色

炭化物・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量
焼土中ブロック・粒子多量，ローム粒子・炭化粒子中量
砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂粒中量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl・P3・P4は径52～62cmの円形で，深さ67～74cmである。P2は長径60cm，

短径40cmの楕円形で，深さ72cmである。各コーナー寄りに確認されており，規模と配置から主柱穴と考えられ

る。P5は長径53cm，短径32cmの楕円形で，深さ44cm，P6は径33cmの円形で，深さ21cmである。竃両袖脇に位

置していることから，性格は不明であるが，竃施設に伴う柱穴である可能性が考えられる。

貯蔵穴　北東コーナー部で確認され，長径78cm，短径56cmの楕円形で，深さ42cmである。

覆土　6層からなる。各層にロームブロックが含まれる状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化物中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

4　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　明褐色　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック・粒子中量，焼土粒子少量
6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子中量

遺物　土師器片216点，灰粕陶器片1点，礫2点が出土している。第14図1の土師器杯は覆土中から出土して

いる。2・3の土師器聾は，貯蔵穴の覆土中層からそれぞれ逆位・横位の状態で出土している。4の土師器小

形聾は，貯蔵穴南側の覆土上層から出土している。灰粕陶器片は耕作による混入と考えられる。

所見　床面に焼土塊や炭化物がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。．本跡の時期は，出土土器か

ら判断して6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。
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第13図　第911号住居跡実測図
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第14図　第911号住居跡出土遺物実測図

第911号住居跡出土遺物観察表

10cm」

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　‥＿＿」　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第14図

1

ま不

土　師　器

A［13．8］底部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P4038　　　55％

B　　4．1丸底。体部は外傾して立ち上がり，

口緑部との境に明瞭な稜をもつ。

口緑部はほぼ垂直に立ち上がる

ヘラ削り，内面ナデ。赤色粒子

橙色

普通

覆土中

2

嚢

土　師　器

A　22．0底部から体部にかけて一部欠損。口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・長石P4040　　　80％

B　32．8体部は内攣して立ち上がり，中位ヘラ磨き，内面ナデ。にぷい橙色PL39

C　　8．5に最大径をもつ。頚部でくびれ，

口緑部は外反する。口唇部は上方

につまみあげられている。

普通貯蔵穴覆土中層

3

嚢

土　師　器

A［15．5］体部，口緑部一部欠損。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・石英P4041－　　75％

B　17．0攣して立ち上がり，頚部でくびれ，へラ磨き，内面ナデ。にぷい褐色PL39

C　　8．0口緑部は外反する。 普通貯蔵穴覆土中層

4

小　形　嚢

土　師　器

B（11．8）口緑部欠損。平底。体部は内攣し体部外面内面ナデ。体部上位に輪砂粒・長石・石英・P4039　　80％

C　　5．4て立ち上がる。 革み痕。 赤色粒子　にぷい褐色

普通

貯蔵穴南側覆土上層
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第913号住居跡（第15・16図）

位置　調査4区の南西部，K8j7区。

重複関係　本跡が第914号住居跡と第915号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸5．74m，短軸［5・30］mの方形と推定される。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は20～28cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　確認した壁下すべてに巡っている。上幅14cm，下幅10cm前後，深さ6cmである。断面形はU字形である。

床　はぼ平坦である。竃前面から出入り口ピットにかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外に25cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで132

cmで，両袖部幅138cmである。火床部は床面から8cmほどくぼめられ，赤変硬化している。火床面からは赤く

焼けた土製の支脚が出土している。煙道は，火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1にぷい黄橙色　粘土ブロック多量，炭化粒子中量，焼土粒子少量
2　明　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，炭化粒子中量，焼土粒子少量
3　明　褐　色　焼土大・中・小ブロック多量，炭化粒子中量，粘土ブロック・炭化物少量

4　褐　　　色　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量
5　褐　　　色　ローム中・小ブロック多量，焼土中ブロック中量，焼土中ブロック・粒子少量
6　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・粒子中量
7　明赤褐色　焼土大・中ブロック多量

8　褐　　　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・粒子中量，ローム小ブロック少量
9　褐　　　　色　砂粒多量
10　暗赤褐色　焼土中・小ブロック多量，ローム小ブロック・砂粒中量，ローム粒子少量
11にぷい黄橙色　焼土中ブロック多量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒中量
12　褐　　　　色　砂粒多量

13　褐　　　色　ローム大ブロック多量

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P4は径50cm前後の円形で，深さ62～73cmであり，各コーナーに寄った位

置で確認されている。規模と配置から主柱穴と考えられるo P5は径30cmの円形で，深さ40cmである0南壁際

に位置することから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6・P7は径35cm前後の円形で，深さ64cmで

ある。補助柱穴と考えられる。P8は性格は不明である。

覆土　9層からなる。ロームブロックの含有がかなり多くみられることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム中ブロック中量
2　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
3　明褐色　ローム大・中ブロック中量
4　暗褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
5　明褐色　ローム中・小ブロック・粒子多量

6　明褐色　ローム大ブロック多量
7　明褐色　ローム大・中・小ブロック中量
8　褐　色　粘土ブロック・焼土粒子中量
9　褐　色　焼土粒子中量，粘土ブロック少量

遺物　土師器片957点，須恵器片9点，土製支脚片1点，灰粕陶器片2点，礫2点が出土している0図示した

土器はすべて土師器である。第17図1の杯は竃東側の床面から逆位で，2・5の杯は北壁際の覆土上層から重

なった状態で出土している。3の杯は竃前の覆土下層から，4の杯と10の鉢は竃東袖脇の床面からそれぞれ正

位・逆位で出土している。6の杯は北東コーナー部寄りの覆土上層から，7の杯は覆土中から出土している。

8の高杯は竃前の床面から逆位の状態で，9の高杯は東壁際北部の覆土下層から正位の状態で出土している。

須恵器片，灰粕陶器片は耕作による混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して7世紀前半と考えられる。
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第15図　第913・914・915号住居跡実測図（1）
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第16図　第913・914・915号住居跡実測図（2）
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第17回　第913号住居跡出土遺物実測図
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第913号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 17 図 杯 A　 11．7， 完形。丸底。体部 は内攣 して立ち 口緑部内 ・外面横ナデ。底部 ・体 砂粒 ・長石 P 404 4　 1 00％

1 B　　 4．3 上が り， 口緑部 との境 に明瞭な稜 部外面へ ラ削 り。体部内面ナデ。 にぷ い橙色 P L 4 0

土　 師　 器 をもつ。 口緑部 は直立す る。 普通 竃東側 の床面

2

杯 A　 lO．3 完形。丸底。体部 は内攣 して立ち 口緑部内 ・外面横ナデ。底部 ・体 砂粒 ・雲母 P 404 5　 10 0％

B　　 3．9 上が り　 口緑部 との境 に稜 をもつ。 部外面へ ラ削 り。体部内面ナデ。 明赤橙色 P L 4 0

土　 師　 器
I

口緑部 はほぼ直立す る。 普通 北壁際覆土上層

3

杯

土　 師　 器

A　 11．4 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 口緑部内 ・外面横ナデ。底 部 ・体 砂粒 ・長石 P 4 04 6　 98％

B　　 4．4 攣 して立 ち上が り，口緑部 との境 部外面へ ラ削 り。体部内面ナデ。 にぷい黄橙色 P L 4 0

に明瞭 な稜 をもつ。口緑部はわず

かに外傾す る。

普通 竃前覆土下層

4

杯

土　 師　 器

A　 ll．4 体部 ・口緑部一部欠損。丸底。体 口緑部内 ・外面横ナデ。底部 ・体 砂粒 ・雲母 P 4 04 7　　 9 0％

B　　 4．1 部 は内攣 して立ち上が り，口緑部 部外面へ ラ削 り。体部内面ナデ。 にぷい橙色 P L 4 0

との 境に稜 を もつ 。 口緑 部 はわ

ずか に外傾す る。

普通 竃東袖脇 覆土中

5

杯 A ［11．4］ 底部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑部内 ・外面横 ナデ。底部 ・体 砂粒 ・長石 ・赤色粒子 P 4 04 8　　 4 5％

土　 師　 器

B　　 3．8 丸底。体部 は内攣 して立ち上がり， 部外面へ ラ削 り。体部内面へ ラナ にぷい黄橙色

北壁 際覆土上 層口緑部 との境 に稜 をもつ。口縁部

は直立す る。

デ。 普通

6

杯

土　 師　 器

A ［1 1．8］ 体部か ら口縁部 にかけての破片。 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 04 9　　 35％

B （4．6 ） 体部 は内攣 して立ち上が り，口緑 ヘ ラ削 り後へ ラナデ，内面 ナデ。 赤色粒子 北 東 コー ナ ー 寄

部 との境 に稜 をもつ。口緑部は直

立す る。

にぷい橙色

普通

りの覆土上層

7

杯

土　 師　 器

A　 1 4．2 体部か ら口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P 4 05 0　　 5 0％

B （ 4．5） 体部 は内瞥 して立ち上が り，口緑 ヘ ラ削 り，内面ナデ。内 ・外面黒 にぷい褐色 覆土中

部 との境 に稜 をもつ 。口緑 部 は直

立す る。

色処理。 普通

8

高　　　 杯

土　 師　 器

A 1 2．0 脚部，口緑部一部欠損。脚部はラツ 口緑部内 ・外面横 ナデ。杯部外面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒子 P 4 06 0　　 7 0％

B　　 6．8 パ状 に開 く。杯部は内攣 して立ち ヘ ラ削 り，内面 へラ磨 き。脚部外 にぷい褐色 P L 4 0

D　　 7．8 上が り，体部 と口緑部 との境に稜

をもつ。口緑部は外傾する。

面へラ削 り，内面へラナデ。 内 ・

外 面黒色処理。

普通 竃前床面

9

高　　　 杯

土　 師　 器

A ［1 1．6］ 体部 ・口緑部一部欠損。脚部はラツ 口緑 部内 ・外面横 ナデ。杯部外面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒子 P 4 05 1　 6 0％

B　　 6．4 パ状 に開 く。杯部は内攣 して立ち ヘ ラ削 り，内面 へラ磨 き．。脚部外 にぷい赤褐色 P L 4 0

D　　 7．5 上が り，体部 と口緑部 との境に稜 面へラ削 り，内面 へラナデ。 内 ・ 普通 東 壁際 北 部 覆 土

をもつ。口緑部外 傾する 外 面黒色処 理。 下層

10

鉢

土　 師　 器

A　 13．0 完形。平底。体部は緩やかに内攣 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 P 4 05 2　 10 0％

B　 lO．2 して立ち上がる。口緑 部 ほぼ直 立 ヘラ削 り，内面横 ナデ。 にぷい橙色 P L 4 0

C　　 7．2 す る。 普通 竃東袖脇床面

第914号住居跡（第15図）

位置　調査4区の南西部，L8a6区。

重複関係　本跡は，中央部より北側を第913号住居と第915号住居に掘り込まれている。さらに，西部の一部を

第668号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　西側が調査区域外に延び，中央部より北側が住居に掘り込まれているため，平面形は確認でき

なかった。確認できたのは東西（3．26）m，南北［2．60］mの範囲である。

壁　壁高は32cmで，外債して立ち上がっている。

壁溝　確認した壁下に巡っている。上幅15cm前後，下幅6cm前後である。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット1か所。Plは径32cmの円形で，深さ69cmである。南東コーナー部寄りに位置していることから主柱

穴と考えられる。

覆土　6層からなる。ロームブロックの含有がかなり多くみられることから，人為堆積と考えられる。
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土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化物中量

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化物中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

3　暗褐色　炭化材多量，ローム中ブロック・炭化物中量，ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，炭化物・焼土粒子少量

6　褐　色　ローム中ブロック・粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　土師器片84点，土製支脚片1点，陶器片1点が出土している。第18図1・3の土師器杯は南壁付近の覆

土下層から，2の土師器杯は中央部の床面から出土している。4の土師器甑は中央部より南寄りの床面から土

圧でつぶれた状態で出土している。陶器片は耕作による混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して6世紀後半と考えられる。

第18図　第914号住居跡出土遺物実測図

第914号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　＿　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第18図杯A［13．7］底部から口緑部にかけての破片。ロ緑部内・外面横ナデ。底部・体砂粒・長石・赤色粒子P4054　　50％

B　　4．8丸底。休部は内攣して立ち上がり，部外面へラ削り。体部内面ナデ。にぷい赤褐色 南壁付近覆土下層

1 土　師　器 ロ緑部との境に明瞭な稜をもつ。

口緑部は直立する。

普通

2

杯

土　師　器

A［12．8］底部からロ緑部にかけての破片。ロ緑部内・外面横ナデ。底部・体砂粒・雲母・長石・P4055　　25％

B　　4．5丸底。体部は内轡して立ち上がり，

口縁部との境に稜をもつ。口緑部

はやや内傾する。

部外面へラ削り。体部内面ナデ。赤色粒子

明赤褐色

普通

中央部床面

3

杯A［13．7］底部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。底部・体砂粒・長石 P4056　　45％

B　　4．8丸底。休部は内攣して立ち上がり，部外面へラ削り。体部内面積ナデ。にぷい褐色 南壁付近覆土下層

土　師　器 口緑部との境に明瞭な稜をもつ。

口緑部はわずかに外傾する

内・外面栗色処理。 普通

4

甑

土　師　器

B（21．3）口緑部欠損。無底式。休部は外傾休部外面縦位のヘラ削り，内面へ砂粒・長石 P4057　　　70％

C　　7．8して立ち上がる。 ラ削り。 にぷい褐色

普通

PL39

中央部から南寄り

の床面
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第915号住居跡（第15・16図）
1

位置　調査4区の南西部，K8j6区。

重複関係　本跡が第914号住居跡を掘り込み，本跡の東壁を第913号住居，南壁を第668号土坑が掘り込んでい

る。

規模と平面形　住居跡の西半分が調査区域外に延びているため，平面形は確認できなかった。確認できたのは，

南北［3．85］m，東西［1．16］mの範囲である。

主軸方向　N－20－E

床　はぼ平坦である。

第19図　第915号住居跡出土遺物実測図

ー26－
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竃　袖の一部だけ確認できた。他は調査区域外に延びている。

覆土　3層からなる。自然堆積である。

土層解説
1褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子少量

遺物　土師器片18点が出土している。第19図1の土師器高杯，2の土師器賓，3の土師器甑は南東コーナー部

の床面から土圧でつぶれた状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して6世紀後半と考えられる。

第915号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 19 図 高　　　 杯 A　 15．9 脚部，杯部一部欠損 。脚部 はラ ツ 口緑部 内 ・外面横ナデ。脚部か ら 砂粒 ・長石 ・赤色粒子 P 40 58　　　 8 5％

B　 lO．8 パ状に開 く。杯部は 内攣気 味に立 杯部外面へ ラ削 り。据部内 ・外面 にぷい赤褐色 P L 4 1

1 土　 師　 器 D　　 9．3 ち上が り，口縁部は大 きく外 反す

‘る。

横 ナデ。 普通 南東 コーナー部

床面

2

嚢

土　 師　 器

A　 2 1．8 底部欠損。体部は内攣 して立 ち上 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 1・長石 ・石英 P 40 59　　 5 0％

B ・（22．8） が り，中位に最大径 を もつ。頚部 ナデ，内面へ ラ削 り。 にぷい赤褐色 P L 4 1 南東 コー

で くびれ，口緑部は外 反する。 普通 ナ一部床面

3

甑

土　 師　 器

A　 25．8 底部，口緑部一部欠損 。無底式。 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部内 ・ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 40 53　　 7 0％

B　 23．7 体部は外傾 して立ち上が り，口緑 外面へ ラ削 り。 赤色粒子 P L 4 1 南東 コー

C ［9．4］ 部は軽 く外反する。 にぷい黄橙色　 普通 ナ一部床面

第916号住居跡（第20図）

位置　調査4区の南西部，K8g7区。

重複関係　本跡は第43号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　確認できたのは，長軸（4．30）m，短軸（3．22）mの範囲である。大部分が調査区域外に延びて

いるため，平面形は確認できなかった。

壁　壁高は36cmで，垂直に立ち上がっている。

壁溝　確認した壁下すべてに巡っている。上幅13cm前後，下幅5cm前後である。

床　平坦で，よく踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径58cmの円形で，深さ74cmである。P2は径30cmの円形で，深さ47cmであ

る。コーナー寄りに確認されていることから主柱穴と考えられる。P3は径56cmで，深さ38cmである。南壁中

央部寄りに位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなる。1・2層はロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。3層は

砂を多量に含んでいることから，竃からの流れと考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量
3　褐　色　山砂多量

遺物　土師器片310点，須恵器片1点，礫2点が出土している。第21～23図1から9は土師器聾である。1・

2・4・5・7～9は中央部の覆土下層から集中して，土圧でつぶされた状態で出土している。3・6は中央

部の覆土中層から横位・逆位の状態でそれぞれ出土している。10の土師器甑は中央部の覆土下層から逆位の状

態で，11の土師器甑は中央部やや西寄りの床面から出土している。12の須恵器提瓶は覆土上層から正位の状態

で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して7世紀前半と考えられる。
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第20図　第916号住居跡実測図

第916号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第21図

1

棄

土　師　器

A　21．3 口緑部一部欠損。平底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P4061　95％

B　32．5 攣して立ち上がり，中位に最大径へラ磨き，内面ナデ。 赤色粒子 PL41

C　　9．2 をもつ。頚部でくびれ，口緑部は

外反する。口唇部は上方につまみ

上げられている。

にぷい褐色

普通

中央部覆土下層

2

嚢

土　師　器

A　22．5 体部一部欠損。平底。体部は内攣口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P4062　　85％

B　36．3 して立ち上がる。頚部でくびれ，ヘラ磨き，内面ナデ。 赤色粒子 PL41

C　　9．2 口緑部は外反する。口唇部は上方

につまみ上げられている。

にぷい赤褐色

普通

中央部覆土下層

3

嚢

土　師　器

A　23．0 底部欠損。体部は内攣して立ち上口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石P4063　　80％

B（29．8）がる。頚部でくびれ，口緑部は外ヘラ磨き，内面ナデ。 にぷい黄橙色 PL41

反する。口唇部は上方につまみ上

げられている。

普通 中央部覆土中層

4

嚢

土　師　器

A　20．8 体部，口緑部一部欠損。平底。体口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・長石 P4064　　85％

B　22．3 部は内攣して立ち上がる。頚部でへラ削り，内面へラナデ。 にぷい橙色 PL42

C　　8．0 くびれ，口緑部は外反する。 普通 中央部覆土下層
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第21図　第916号住居跡出土遺物実測図（1）
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第22図　第916号住居跡出土遺物実測図（2）

10cm」



9

第23図　第916号住居跡出土遺物実測図（3）
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 22 図 嚢 A ［21．0］ 体部か ら口緑 部 にかけての破 片。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 406 5　　 50％

B （25．1） 体部 は内攣 して立 ち上 がる。 頚 部 ヘラ磨 き，内面 ナデ。 橙色 P L 4 2

5 土　 師　 器 でくびれ，口緑 部 は外 反する。 口

唇部は上方につまみ上げられている。

普通 中央部覆土下 層

6

嚢 A　 21．0 底部か ら体部にかけて欠損 。体部 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 P 406 6　　 45％

B （25．4） は内攣 して立ち上が る。頚 部で く ヘラ磨 き，内面へラナデ。 にぷい褐色 P L 4 2

土　 師　 器 びれ，口緑部は外 反する。口唇 部

は上方につ まみ上げ られている。

普通 中央部覆土 中層

7

棄

土　 師　 器

A ［18．6］ 体部か ら口緑 部にかけての破 片。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 406 7　　 25％

B （12．4） 体部は内攣 して立ち 上がる。頚部

で くびれ，口緑 部は外 反する。

ヘラ磨 き，内面 ナデ。 にぷい黄橙色

普通　 ＿

中央部覆土 下層

8

嚢 A ［22．6］ 体部か ら口緑 部にかけての破 片。 口縁 部内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 406 8　　 25％

B （30．6） 体部は内攣 して立ち上 がる。頚部 ヘラ磨 き，内面ナデ。 明赤褐色 P L 4 2

土　 師　 器 で くびれ，口縁 部は外 反する。 普通 中央部覆土下層

第 23 図 嚢

土　 師　 器

B （26．5） 底部か ら体部にかけての破 片。体 体 部外 面へラ磨 き，内面へラ削 り。 砂粒 ・雲母 ・長石 P40 69　　　 50％

9 C ［10．0］ 部 は内攣 して立ち上 がる。 橙色

普通

P L 4 2

中央部覆土下層

10

甑 A　 26．8 体部中位か ら口緑 部にかけての破 口縁 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 P 407 0　　　 30％

B （17．9） 片。体部は内攣 して立ち上が り， ヘラ磨 き，内面 ナデ。 にぷい橙色 P L 4 2

土　 師　 器 口緑部は外反する。 普通 中央部覆土下層‘

第 22 図 甑

土　 師　 器

A ［19．5］ 底部か ら口緑部にかけての破 片。 体 部外 面へラ削 り，内面 ナデ。 口 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 407 1　　 15％

11 B　 24．5

C ［9．6］

無底式。体部は外傾 して立ち上が

り，口緑部は外反する。

緑 部内 ・外面横 ナデ。 赤色粒子

にぷい黄橙色　 普通

床面

第 23 図 提　　　 瓶 A ［8．2］ 体部か ら口緑部にかけての破 片。 口緑 部内 ・外面 ロクロナデ。体部 砂粒 ・長石 P 407 2　　 40％

12 B （20．0） 体部 は内攣 して立ち上がる。頚部 外面 カキ 目，内面 ナデ。 黄灰色 P L 4 3

須　 恵　 器 か ら口緑部は外傾 して立ち上がる。 普通 南部 覆土 中層

②　奈良・平安時代

第405号住居跡（第24図）

位置　調査4区の東部，JlleO区。

規模と平面形　長軸3．05m，短軸2．94mの方形である。

主軸方向　N－980－E

壁　壁高は5～11cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　東壁中央やや南寄りを壁外に60cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部

まで70cm，両袖部幅約65cmである。火床部は，床面をわずかに掘りくぼめており，焼土粒子が多量に検出され

赤変硬化している。火床面から赤く焼けた石製支脚が立位の状態で出土している。煙道は，火床面から緩やか

に立ち上がる。

竃土層解説
1黒褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒褐色　粘土小ブロック・焼土粒子少量
3　黒褐色　粘土小ブロック中量，焼土粒子少量
4　褐　　色　ローム大ブロック・焼土粒子中量
5　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子多量，炭化粒子微量

6　暗赤灰色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土中ブロック微量

覆土　9層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　黒褐色

ローム粒子中量
ローム大ブロック・砂の塊少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子・焼土粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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7　黒褐色　ローム小ブロック微量

8　暗褐色　ローム中ブロック少量，炭化物・炭化粒子・焼土粒子微量

9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　土師器片223点，須恵器片18点，砥石1点，石製支脚1点，鉄製品2点（銑鉄・刀子），鉄津1点，礫10

点が出土している。第25図1の土師器高台付杯，4の土師器高台付椀は北西コーナー付近の床面から正位・横

位の状態で出土している。2の土師器高台付杯は竃の火床面から正位の状態で出土し，内面は火熱を受け赤変

している。3の土師器高台付杯，5の土師器聾は竃の覆土下層から出土している。6の砥石は北東コーナー部

の床面から出土している。7の砥石転用の石製支脚は，竃の火床面から立位の状態で出土している。8の鉄鉱，

9の刀子は中央部の床面から出土している。10の椀状浮は竃前面の覆土下層から出土している。

所見　須恵器が細片で流れ込みと思われることや竃が東側に付設されていること等から，本跡の時期は，10世

紀前葉と考えられる。椀状淳が出土しているが，鍛冶炉等は確認されていない。

旦

A

A19．4m

14　8　9 10　6　　3　5　2

‾「し　〕u　＿＿＿＿　」　」起レ

第24図　第405号住居跡実測図

第405号住居跡出土遺物観察表

7　　　　　　　　　　　9

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　」

凝灰岩

「＼ふ′‾

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　：　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第25図高台付杯A　14．3完形。高台は短く「ハ」の字状に口緑部・体部外面ロクロナデ，内砂粒・雲母・長石・P4005　100％

B　　4．8開く。体部は内攣して立ち上がる。面へラ磨き。底部回転へラ削り後赤色粒子 PL43

1 土　師　器D　　7．2 ナデ。高台貼り付け後ナデ。内面黒にぷい褐色 北西コーナー付

E　　O．8 色処理。 普通 近床面
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 25 図 高 台 付 杯 A　 13．8 高台部 ・口縁部一部欠損。高台 は 口緑部 ・体部外面横ナデ，内面今 砂粒 ・雲母 ・長石 P 40 06　　 90％

B　　 5．7 「ハ」の字状 に開く。 体 部 は内攣 ラ 磨 き。底 部回転 へ ラ削 り後ナ にぷい橙色 P L 43

2 土　 師　 器 D　　 6．6

E　 1－．1

して立ち上がる。 デ。高台貼 り付 け後ナデ。 普通 竃火床面

3

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （3．8） 高台か ら体 部にかけての破片。高 体部内画へ ラ磨 き。．底部回転へ ラ 砂粒 ・雲母 P 40 07　　 60％

D　　 7．8

E　 l．3

台は 「ハ」 の字状 に開 く。体部 は

内攣 して立ち上 がる。

削 り後ナデ。高台貼 り付け後ナデ。 にぷい橙 色

普通

覆土下層

4

高 台 付 椀

土　 師　 器

A　 16．9 口緑 部一 部欠損。高台 「ハ」の字 口緑部 ・体部外面 ロクロナデ，内 砂粒 ・雲母 ・長石 P 40 08　　　 95％

B　　 7．0 状 に開 く。体部は 内攣 して立 ち上 面へ ラ磨 き。底部回転へ ラ削 り後 にぷい黄褐色 P L 4 3

D　　 7．2

E　 l．2

が る。 ナデ。．高台貼 り付け後ナデ。内面

黒色処理。

普通 北西 コー ナ ー付

近牢面

5

嚢

土　 師　 器

A ［23．5］ 体部 か ら口緑部 にか けての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 400 9　　 10％

B （13．5） 体部 は内攣 して立 ち上が りる。頚

部 は くびれ，口緑部 は外反す る。

指頭痕，内面輪積み痕。 赤色粒子

にぷい黄橙色　 普通

覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ （mm） 重 量 （g ）

第 25 図6 砥　　　 石 （10．6） 5．6 － 6．0 （250．0） 安　 山　 岩 北 東コナナ一部床面 Q 40 0 1　　　　　 P L 43

7 支　　　 脚 17．8 6．6 5．7 92 0．0 凝　 灰　 岩 竃 火床面 Q 40 02　　　　　 P L 43

8 鉄　　　 鉱 15．9 0，4 0．3 10．0 － 中央部床面 M 40 0 1　　　　　　 P L 43

9 刀　　　 子 （4．4） ・0．ら 0．3 （3．54） － 中央部床面 M 40 02

10 椀　 状　 淳 （9．1） 9．6 2．8 （38 0．0） － 竃前面 の覆土下層 M 40 03　　　　　　 P L 43

第406号住居跡（第26図）

位置　調査4区の東部，Jllf8区。

規模と平面形　長軸3．50m，短軸2．96mの長方形である。

主軸方向　N－230－E

壁　壁高は2～8cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，貯蔵穴から竃前面にかけての中央部に高まりが見られ，よく踏み固められている。

竃　北壁中央を壁外に40cmほど掘り込み，多量の砂を含んだ砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から

煙道部まで78cm，両袖部幅83cmである。火床部は，床面をわずかに掘りくぼめており，赤変硬化している。神

都は良好に遺存しており，竃東袖内壁から中央部にかけて特に赤変硬化している。煙道は，火床面から緩やか

に立ち上がる。

竃土層解説

1　極　暗褐色
2　黒　褐　色

3　暗　赤　褐色
4　にぷい赤褐色

5　黒　褐　色

6　にぷい赤褐色

7　黒　　　　色

ローム粒子・焼土粒子少量
焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
焼土粒子中量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・砂質粘土小ブロック・炭化粒子少量
焼土粒子多量，焼土中ブロック少量，焼土中ブロック微量
焼土中ブロック・砂質粘土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

焼土粒子多量
炭化粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量

ピット1か所。Plは南東コーナー部で確認され，長径53cm，短径40cmの楕円形で，深さ22cmである。覆土

中から多量の炭化材が出土している。

覆土　6層からなる。ブロック状の堆積をしていることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

3　暗褐色　炭化粒子中量，焼土粒子微量

4　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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⑥　袖te

第26図　第406号住居跡実測図

10cm

！　　；　　」

第27図　第406号住居跡出土遺物実測図

第406号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト　　　十・　－I

4

7　　6　　　　　　　　2　　1

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ト一・　　一十一　・－i

遺物　土師器片69点，須恵器片7点，

不明鉄製品1点（細片），炭化材が出

土している。第27図1の土師器高台付

杯は竃煙道部の底面から，2の土師器

高台付杯はPlの覆土中層からそれぞ

れ出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判

断して9世紀後葉と考えられる。

図 版番 号 器　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 2 7 図 高 台 付 杯 A ［13．4］ 休 部 ・口 縁 部 一 部 欠 損 。 高 台 は 口縁 部 ， 体 部 内 ・外面 ロク ロナデ。 砂 粒 ・雲 母 ・長石 P 40 10　　 7 0％

B　　 6 2 「ハ 」 の 字 状 に開 く。 体 部 は 内 轡 底 部 回 転 へ ラ削 り。 高 台 貼 り付 け にぷ い 橙色 P L 43

1 土　 師　 器 D　　 7．6

E　 l．5

して 立 ち 上 が る。 ロ緑 部 は わず か

に外 反 す る。

後 ナ デ 。 普 通 竃 煙 道 都 底 面

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （2．3） 底 部 か ら体郡 に か け て の破 片 。 平 体 部 外 面 ロ ク ロナ デ ， 内 面 へ ラ磨 砂 粒 ・雲 母 ・長石 P 40 1 1　　 3 0％

底 。 体 部 は 内攣 して立 ち上 が る。 き。 底 部 回 転 へ ラ切 り後 へ ラナデ。

内 面 黒 色 処 理 。

橙 色

普 通

P l 覆 土 中 層
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第408号住居跡（第28図）

位置　調査4区の東部，Jllb9区。

重複関係　本跡は第23号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．55m，短軸3．10mの長方形である。

主軸方向　N－1060－E

壁　壁高は4～10cmで，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央付近から竃にかけてよく踏み固められている。

竃　東壁中央やや南寄りを壁外に42cmほど掘り込み，，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道

部まで60。皿，両袖部幅85cmである。火床部は，床面を4cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩

落しており，第1・2層には粘土粒子やブロックが多く含まれてることから崩落土と考えられる。袖部は南側

のみ遣存しており，内壁は赤変硬化している。煙道は，火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量
2　にぷい褐色　粘土大ブロック多量
3　暗赤褐色　粘土大ブロック・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
4　暗赤褐色　粘土中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子微量

貯蔵穴　西壁際の中央やや南寄りに確認され，径65cmの円形で，深さ34cmである。

覆土　7層からなる。1層は壁からの流れ込みであるが，2～7層はブロック状の堆積をしていることから，

人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　黒褐色

3　黒褐色

4　褐　色

5　黒褐色

6　黒褐色

ローム粒子多量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
砂粒多量
ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム大ブロック・粒子中量，焼土粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片69点，須恵器片6点，礫5点が出土している。第29図1の土師器杯は竃前の床面から正位の状

態で，2の土師器皿は北西コーナー部の覆土下層から出土している。3の土師器賓は，竃の底面から出土した

破片と竃南側の床面から出土した破片が接合したものである。

所見　須恵器の出土量は極めて少なく，細片であることから，本跡に伴う須恵器は無いものと思われる。本跡

の時期は，出土土器から判断して10世紀前葉と考えられる。

第408号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 29 図 杯 A ［1 4．7］ 体部 ・口緑部一部欠損。平底。体 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 0 17　　 6 0％

1 B　　 4．1 部 は内攣気味 に立 ち上が り，‾　口緑 底部回転糸切 り。 赤色粒子 P L 4 4

土　 師　 器 C　 6．0 部 はわずか に外反す る。 橙色　 普通 竃前 の床面

2

皿 A ［8．4］ 底部か ら口緑部 にか けての破片。 口緑部，体部内 ・外 面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・赤色粒子 P 4 0 18　　 3 0％

B　 l．8 平底。体部か ら口縁部 は外傾 して 底部回転糸切 り。 橙色 北西 コーナー部 覆

土　 師　 器 C　　 5．2 立 ち上が る。 普通 土下層

3

嚢 A ［1 6．6］ 体部か ら口緑 部にかけての破片。 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体 部外 面 砂粒 ・長石 P 4 0 19　　 3 0％

B （1 8．0） 体部 は内攣 して立 ち上が る。頚部 縦方向のヘラ削 り，内面へラナデ。 にぷい橙色 P ．L 4 4

土　 師　 器 は 「く」 の字状 にくびれ，口緑部

は外反す る。

普通 竃底 面
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第409号住居跡（第30図）

位置　調査4区の東部，Jlla8区。

重複関係　本跡が第411号住居跡の南部を掘り込んでいる。本跡は北西コーナー部を第260号土坑に掘り込まれ

ている。

規模と平面形　長軸3．02m，短軸2．58mの不整長方形である。

主軸方向　N－1060－E

壁　壁高は8～12cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央付近がよく踏み固められている。中央部に炭化材がみられる。

竃　東壁中央部を壁外に37cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで97cm，

両袖部幅92cmである。火床部は，床面を6cm程掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，

第1層には粘土粒子が多量に含まれていることから崩落土と考えられる。袖部の補強材として内側には雲母片

岩が使用されている。煙道は，火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1黒　褐　色　粘土粒子・焼土粒子多量
2　赤　黒　色　炭化粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量，炭化物微量
3　極暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，焼土大ブロック微量
4　黒　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック・粘土粒子微量

貯蔵穴　南西コーナー部で確認され，径62cmの円形で，深さ39cmである。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

覆土　3層からなる。焼土粒子や炭化粒子を含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　色　焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック微量

遺物　土師器片226点，須恵器片12点，砥石1点，礫6点が出土している。第31図1の土師器杯は竃南側の覆

土下層から出土している。2の土師器高台付杯は竜北袖の上から出土している。3の土師器高台付杯は竃南側

と西壁際の覆土下層から出土した破片が接合したものである。4の土師器皿は南東コーナー部の床面から正位

の状態で出土している。5の砥石は覆土中から出土している。須恵器片は流れ込みと考えられる。

所見　床面に炭化材がみられることから，焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，出土土器から判断して10世

紀中葉と考えられる。

第409号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 3 1 図 杯

土　 師　 器

A ［15．2］ 底部か ら口緑 部にかけての破片。 口緑部か ら体部内 ・外面 ロクロナ 砂粒 ・雲母 ・赤色粒子 P 40 20　　　 3 0％

1 B　　 3．4

C ［7．8］

平底 。体部 は外傾 して立ち上が り，

口緑 部はわず かに外反す る。

デ。底部回転へ ラ削 り後ナデ。 にぷい黄橙 色

普通

竃南側覆土下層

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

A　 12．7 体 部 ・口緑 部一 部欠損 。 高 台 は 口緑部か ら体部内 ・外面 ロクロナ 砂粒 ・長石 ・赤色粒子 P 4 0 21　　 7 5％

B　　 5．5 「ハ」の字状に開・く。 体 部か ら口 デ。底部回転へ ラ切 り後ナデ。高 橙色 P L 44

D　　 7．0

E　 l．7

線部 は内攣 して立 ち上が る。 台貼 り付け後ナデ。 普通 竜北袖上

3

高 台 付 杯

土　 師　 器

A ［1 5．6］ 体 部 ・口緑 部一 部欠損 。 高台 は 口縁 部か ら体部外 面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母・赤色粒子 P 4 02 2　　 50％

B　　 6．8 「ハ」の字状 に開 く。 体部 は 内攣 内面へラ磨 き。底 部回転 へラ切 り にぷい黄橙色 P L 4 4

D　　 6．4 して立 ち上が る。口緑部はわずか 後ナデ。高台貼 り付 け後 ナデ。 内 普通 覆土 下層

E　 l．0 に外反す る。 面黒色処 理。
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第31図 皿

土　 師　 器

A　 lO．2 完形。平底。体 部か ら口緑 部は内 口緑 部か ら体部内 ・外面 ロタロナ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 402 3　 10 0％

4 B　　 2．6

C　　 5．2

攣気味に立ち上がる。 デ。底部回転糸切 り。 にぷい橙色

普通

P L 4 4　南東コー

ナー部床面

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考

長　 さ （cm） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第 31図 5 砥　　　 石 （4．3） 4．3 2．0 （30） 砂　　　 岩 覆土 中 Q 40 03　　　　　 P L 4 4
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第410号住居跡（第32図）

位置　調査4区の東部，Jllj9区。

規模と平面形　覆土が薄く床質から規模等を判断した。長軸［3．30］m，短軸［2．70］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－900－E

床　ほぼ平坦で，竃付近がよく踏み固められている。

竃　床面の東部に煙道部と思われる部分がわずかに遣存しており，焼土も確認できた。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は径43～56cmの円形で，深さ14～33cmであり，各コーナーに寄った位

置で確認されている。規模と配置から判断して主柱穴と考えられる。

遺物　土師器片18点，須恵器片2点が出土している。

所見　本跡は出土土器が少なく，時期を限定することはできないが，平安時代のものである。
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第4日号住居跡（第33図）

位置　調査4区の東部，Jlla8区。

重複関係　南半部が第409号住居に，西部が第260号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　覆土が薄く床質から規模等を判断した。長軸［3．20］m，短軸［3．07］mの方形と推定される。

主軸方向　N－950－E

床　凹凸があり，中央部から北部にかけて硬化している。北壁付近に焼土塊がみられる。

竃　東壁の中央やや南寄り構築されている。遺存状況が悪く規模は確認できなかった。袖部に補強材として雲

母片岩が使用されている。

竃土層解説
1黒褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ピ、ソト　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は径30～35cmの円形で，深さ25～34cmであり，各コーナーに寄った位

置で確認されている。規模と配置から判断して主柱穴と考えられる。P4は径45cmで，深さ33cmである。性格

は不明である。
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貯蔵穴　北西コーナーで確認された。長軸90cm，短軸67cmの楕円形で，深さ28cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量
3　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

遺物　土師器片42点，須恵器片1点が出土している。第34図1の土師器高台付杯は竃確認面から，2の皿は東

壁の床面からそれぞれ横位の状態で出土している。4の小形鉢は竃確認面から逆位の状態で出土し，外面に「サ」

の字状の刻書がされている。3の土師器襲，5の須恵器甑はP3の覆土下層から出土している。

所見　床面に焼土塊がみられることから，焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，出土土器から判断して10世

紀前葉と考えられる。

第33図　第411号住居跡実測図

第411号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 34 図

1

高 台 付 杯

土　 師　 器

A　 14．2 高台部 ・口緑部一部欠損。高台は 口緑部 ・体部外 面ロクロナデ，内 砂粒 ・雲母・赤色粒子 P 4 02 4　　 80％

B　　 6．6 「ハ」の字状に開 く。 体 部か ら口 面 へ ラ磨 き。底部 回転 へ ラ削 り 橙色 P L 4 4

D ［7．1］

E　 l．4

緑部 は内攣 して立 ち上が る。 後ナデ。高台貼 り付 け後 ナデ。 普通 竃確認面

2

皿

土　 師　 器

A　　 9．6 完形。平底。体部か ら口緑部は外 口縁部 か ら体部 内 ・外面 ロクロナ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 4 02 5　 1 00％

．B　　 2．0

C　　 5．4

傾 して立 ち上が る。 デ。底 部回転へ ラ切 り。 赤色粒子

橙色　 普通

P L 4 4

東壁床面

3

嚢

土　 師　 器

A ．［21．2］ 体部か ら口緑部 にかけての破 片。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 2 7　　 10％

B （12．0） 体部は内攣 して立ち上がる。頚部

は 「く」の字状 にくびれ，口緑 部

は外反する。

指頭痕 ，内面へ ラナデ。 赤色粒子

にぷい褐色

普通

P 3 覆土下層

4

小　　　 鉢

土　 師　 器

A ［14．3］ 体 部 ・口緑部一部欠損。平底 。体 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 40 26　　 7 0％

B　　 8．6 部は内攣気味に立ち上が り，口緑 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。体部外 パ ミス P L 44

C　　 7．8 部はわずかに外 反する。 面上位 に 「サ」の字状の刻書。 柱ぷい黄褐色　 普通 竃確認面

5

甑

須　 恵　 器

A ［2 2．6］ 底 部か ら口緑 部にかけての破片。 口緑部内 ・外面 ロクロナデ。体部 砂粒 ・雲母 ・長石 p 40 28　　 3 d％

B　 2 5．3 多孔 式。体 部は内攣 して立ち上が 外面上位 に指頭痕，下位はヘ ラ削 にぷい黄褐色 P L 45

C　 15．8 る。頚 部で くびれ，口緑部 は外反

す る。体 部上位 に把手 が付 く。

り後ナデ。体部内面へ ラナデ。 普通 P 3 覆土下層
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第412号住居跡（第35図）

位置　調査4区の東部，I12jl区。

重複関係　南東コーナー部が第269号土坑に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸3．35m，短軸3．21mの方形である。

主軸方向　N－140－W

壁　壁高は18～40cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅8～15cm，下幅4～8cm，深さ6～12cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦である。全体的によく踏み固められている。特に，出入ロピット付近には硬化面の高まりが見ら

れる。南壁際に焼土塊が，北東部に炭化材がみられる。

竃　北壁中央部を壁外に37cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで96cm，

両袖部幅83cmである。火床部はほぼ平坦で，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。西神都の内壁か

ら煙道部にかけては，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は，火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
4　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子・粘土粒子少量
6　暗赤褐色　焼土粒子中量，灰少量

7　暗赤褐色　炭化粒子少量，焼土中ブロック・粒子微量
8　極暗赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
9　暗　褐　色　灰多量，炭化粒子中量，焼土粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径38～65cmの円形で，深さ21～55cmである。それぞれのピットが中

央部に傾斜しており，各コーナーに寄った位置で確認されている。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁

際にあるP5は径30cmの円形，深さ57cmで，南に傾斜している。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

覆土　9層からなり，レンズ状の堆積をしていることから，自然堆積と考えられる。7・8層には砂粒や灰が

含まれており，竃からの流れと考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　褐　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

，6　暗褐色　焼土粒子多量，炭化粒子微量

7　暗褐色　砂粒中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
8　黒褐色　灰・炭化粒子多量，焼土粒子少量
9　黒褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片174点，須恵器片7点が出土している。第36図1の土師器襲，2の須恵器杯は覆土中から出土

している。3の須恵器蓋はP5の覆土上層から出土している。4の土師器聾の体部片は南壁中央部の床面から

出土しており，外面に縦位の平行叩きと区画文が施されている。5の須恵器聾の体部片は覆土下層から出土し

ており，外面に横位の平行叩きが施され，内面には同心円状の当て具痕が認められる。

所見　床面に炭化材と焼土塊がみられることから，焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，出土土器と住居跡

の形状等から判断して8世紀前葉と考えられる。
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第35図　第412号住居跡実測図

第412号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

P4029　　　5％第36図聾

土　師　器

A［25．8］頚部から口緑部にかけての破片。ロ緑郡内・外面横ナデ。 砂粒・雲母・長石

1 B（5．6）頚部はくびれ，ロ緑部は外反する。 褐色

普通

覆土中

2

杯

須　恵　器

A［14．1］底部から口緑部にかけての破片。口緑部から体部内・外面ロクロナ砂粒・長石 P4030　　20％

B　　4．8平底。休部からロ緑部は外傾してデ。底部回転へラ削り後ナデ。灰色 覆土中

P4031　　20％

C［8．6］立ち上がる。 普通

3

董

須　恵　器

A［14．6］天井部・ロ緑部片。天井部は笠形口緑部内・外面ロタロナデ。天井砂粒・雲母・長石

B（1．8）状を呈する。口緑部内面に短いか

えりが付く。

部回転へラ削り後ナデ。 灰黄褐色

普通

P5覆土上層
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第36図　第412号住居跡出土遺物実測図
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第415号住居跡（第37図）

位置　調査4区の東部，Ille9区。

重複関係　北東コーナー部が第268号土坑，南東コーナー部が第273号土坑に掘り込まれている。さらに，第16

号掘立柱建物跡に竃煙道部と床面を掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．51m，短軸3．47mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　覆土が薄く，西部と南部・東部の一部で確認されるのみである。壁高は約4cmである。

壁溝　確認した壁下すべてに巡っている。上幅10～18cm，下幅7cm，深さ8cmで，断面形はU字形をしている。

床　中央部分にやや高まりが見られ，よく踏み固められている。

竃　北壁中央部に，砂質粘土で構築されている。遣存状況は悪く，煙道部は第16号掘立柱建物跡に掘り込まれ

ている。火床部は床面を16cmはど掘りくぼめており，赤変硬化している。

竃土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック微量
2　褐　　色　ローム粒子多量

3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック微量
4　暗赤褐色　砂粒少量，焼土粒子微量

5　暗赤褐色　粘土中ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，焼土大ブロック微量

－46一



1　　　　　　　4

第37図　第415号住居跡実測図
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ピット1か所。Plは第268号土坑の底面で確認された。規模は長径107cm，短径64cmの楕円形で，深さは床

面から30cmである。覆土に焼土粒子や炭化粒子が含まれていることから，灰溜ではないかと考えられる。

遺物　土師器片43点，須恵器片6点，陶器片

1点が出土している。第38図1の土師器皿は

確認面から，2・3の須恵器杯は覆土中から，

それぞれ出土している。4の須恵器肇休部片

はPlの底面から出土しており，外面に横位

の平行叩きが施されている。陶器片は耕作に

よる混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して

8世紀中葉と考えられる。

第415号住居跡出土遺物観察表

『≡］石弓
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第38図　第415号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第 38 図 皿

土　 師　 器

A ［9．0］ 底 部か ら口緑 部にかけての破片。 口緑郡か ら体部内 ・外面 ロクロナ 砂粒 ・赤色粒子 P 4 032　　　 3 0％

1 B　　 2．2

C ［5．6］

平底。体郡 は外傾 して立ち上がる。 デ。底部 回転糸切 り。 橙色

普通

確認面

2

埠

須　 恵　 器

B （2，2） 底 部から休部 にかけての破片。平 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 033　　　 4 0％

C　　 8．2 底。体 部は外傾 して立 ち上が る。 転へ ラ切 り後へ ラナデ。 灰黄色

普通

覆土 中

3

杯

須　 恵　 器

B （3．1） 底部 から体部 にかけての破片。平 体部内 ・外面 ロクロナデ。体部下 砂粒 ・雲母 P 4 034　　 10％

C ［8．2］ 底。休部 は外傾 して立 ち上が る。 端へ ラ削 り。底部一定方向のヘ ラ

ナデ。

灰色

普通

覆土 中
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第912号住居跡（第39図）

位置　調査4区の南西部，L8b7区。

重複関係　本跡が第911号住居跡の南西部を掘り込み，本跡の南部が第5号道路状遺構に掘り込まれている。

規模と平面形　第5号道路状遺構に掘り込まれているため，平面形は確認できなかった。確認できたのは，長

軸4．56m，短軸（2．80）mの範囲である。

主軸方向　N－120－W

壁　壁高は30cm前後で，外債して立ち上がっている。

壁溝　北西コーナー部分のみ確認できた。上幅22cm，下幅8cm，深さ12cmである。断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。竃前面から中央部にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外に148cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで194

。皿，両袖部幅140cmである。火床部はわずかにくぼみ，赤変硬化している。煙道は，火床面から緩やかに立ち

上がる。なお，東袖部の東側には，北壁から床面にかけて砂質粘土を貼り付けた棚状遺構が確認できた。規模

は，長軸160cm，短軸80cmの長方形で，床面からの高さは10cmである。

竃土層解説
1褐　　色　焼土中ブロック・粒子多量，ローム粒子・炭化物中量，炭化粒子少量
2　にぷい橙色　焼土中ブロック・焼土粒子・灰多量，炭化粒子中量
3　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・灰多量，ローム粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・炭化物少量
4　にぷい橙色　焼土中ブロック・焼土粒子・灰多量，炭化粒子中量
5　褐　　色　焼土中ブロック・粒子多量，炭化粒子・灰中量，ローム小ブロック・粒子少量
6　暗　褐　色　焼土粒子・粘土多量，焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
7　褐　　色　ローム中ブロック多量，ローム大ブロック・砂粒・粘土中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
8　褐　　色　焼土中ブロック・粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒中量
9　赤　褐　色　焼土中ブロック・小ブロック・粒子多量，灰中量
10　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック中量，ローム小ブロック少量
11暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量，焼土中ブロック少量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径48～90cmの円形で，深さ39～66cmであり，各コーナーに寄った位

置で確認されている。規模と配置から主柱穴と考えられる。P5・P6は径30cm前後の円形で，深さ55～62cmで

ある。竃両袖脇に位置していることから，性格は不明であるが，竃施設に伴う柱穴である可能性が考えられる。

覆土　6層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化物・炭化粒子・焼土粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化物・炭化粒子・焼土粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子中量，焼土粒子少量
5　明褐色　ローム中ブロック・粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子中量，焼土中ブロック・粒子少量
6　明褐色　ローム中ブロック・粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量

遺物　土師器片324点，須恵器片93点，土製品1点（土玉），鉄製品3点（刀子2，鎌1），礫1点が出土して

いる。第40図1の土師器小形賓は竃内から，2の須恵器杯は覆土中から出土している。3は須恵器賓休部片で，

外面には斜位の平行叩きが施され，内面に同心円状の当て具痕が見られる。4の土玉は西壁際の床面から出土

している。5の刀子は竃西袖部の下層から，6の刀子はP3北側の覆土中層から，7の鎌はP4の覆土上層から

出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して9世紀中葉と考えられる。

第912号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 40 図 小　 形　 嚢

土　 師　 器

A ［13．1］ 体部から口緑部 にかけての破片 。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 40 43　　 10％

1 B （5．7） 体 部は内攣 して立 ち上が る。 頚部

でくびれ，口縁部 は外反 する。 口

唇部 は上方 につまみ上 げられている。

ナデ。 にぷい褐色

普通

竃内
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第39図　第912号住居跡実測図
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図版番号器　種計測値（C血） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第40図 珂こA［13．0］底部から口縁部にかけての破片。体郡内・外面ロクロナデ。底部回砂粒・長石・石英P4042　　30％

2 B　　49平底。休部からロ緑部は外傾して転へラ切り後ナデ。 灰色 覆土中

須　恵　器C［6．6］立ち上がる。 普通

図版番号種　　別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　土　地　点 備　　　　　　　　　 考

径（cm）長　さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第40図4土　　　玉 2．2 2．1 0．6 8．55西壁際床面 DP4003　　　　　　　　　　　　 PL45
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第40図　第912号住居跡出土遺物実測図
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図版番号種　　別
計　　　　　　測　　　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　　　　　 考

長　さ（cm）幅（cm）厚　さ（cm）重量（g）

第40図5刀　　　子 （7．7） 0．9 0．4 （6．35）竃西袖部下層 M4004　　　　　　　　　　　　　　 PL45

6刀　　　子 （5．4） 0．8 0．4 （6．75）P3北側覆土中層 M4006

7鉄　　　鎌 13．0 1．9 0．3 30．0 P4覆土上層 M4005　　　　　　　　　　　　　　 PL45

表2　熊の山遺跡4区住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位 置

主軸方向

（長　 軸）
平面形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁高

（cm ）
床面

内　　　 部　　　 施　　　 設
覆土 出　 土　 退　 物

備　　　 考

新旧関係 （古→新）壁溝 主柱穴
出入ロ
ピッ ト

ピッ ト 炉 ・竜 貯蔵穴

40 1 Illf3 N － 40－W 不明 4．76　X （1．88 ） 2 平坦 一部 2 － － － － －
土師器 （杯 ・嚢） 本跡一→S D 22

405 JlleO N －980－E 方　 形 3．0 5　×　2．94 5 ～ 11 平過
－ － － －

竜 自然
土師器 （高台付杯 ・襲），
銑鉄，刀子，石製支脚

406 J ll侶 N －230－E 長方形 3．50　 x　2，96 2 －8 平坦 － － － 1 奄
－

人為 土師器 （高台付杯）

407 Jllg4 N － 60－W 方　 形 6．20　 x 賂 18） 10－ 42 平坦 全周 3 1 －
竃

－
人為

土師器 （杯 ・尭 ・甑 ），
勾玉

本跡－→S I387

408 Jllb9 N －1060－E 長方形 3，55　×　3．10 4～ 10 平坦
－ － － －

電 1 人為 土師器（杯 ・皿 ・整） 本跡一→S D 23

409 Jlla8 N －1060－E
不　 整

長方形
3．02　×　2．58 8－ 12 平坦 － － －

竃 1 人為
土師器（杯 ・皿 ・高台付
杯），砥石

SI411一→本跡→

S K 260

4 10 J llj9 N －900 －E ［長方形］ ［3．30］×［2，70］
－

平坦
－ 3 － －

電
－ －

土師器片，須恵器片

411 Jlla8 N －950 －E ［方　 形］ ［3．20］x ［3．07］ 凹凸 3 － 1 竃 1 －
土師器 （皿 ・高台付杯 ・
賓 ・甑 ・小形 鉢）

本跡－→SI40 9→

SK 260

412 I12jl N －140－W 方　 形 ま35　×　3．21 18－ 40 平坦 全周 4 1 － ごl・ －
自然

土師器（嚢），須恵器 （杯 ・
蓋 ・嚢）

本跡→SK 269

415 Ille9 N －00 方　 形 3．5 1 ×　 3，47 4 中央凸 一部
－ － 1 竃

－
土師器（皿），須恵器（杯 ・
嚢）

本跡－→SK 26 8 ・

273， SB 16

416 Jllb5 N －770－E ［長方形］ ［4．20］x ［3．60］ － 平坦 4 1 － － － －
土師器 片

417 Ille7 N l 160－E ［長方形］ ［3．90］×［3．50］ 3 平坦 － － － 1 炉 －
土 師器片 S K 4 53 →本跡

418 Illj4 N －900－W 方　 形 5．21 ×［5．10］ 4 1 平坦 一部 4 1 － － －
自然

土師器 （杯 ・変）， 土 製
支脚

本跡→SD 22→

S F l

911 L 8a8 N －100－W 不明 4．60　×（3．20） 14 平坦 一部 4 － 2 電 1 人為 土師器 （杯 ・褒）
本跡→SI9 12 ・

9 13→ SF 5

912 L 8b7 N －120－W 不明 4．56　x （2．80 ） 3 0 平坦 一部 4 － 2 奄 － 人為
土師器（要），須恵器 （杯），
鎌，刀子

S I91 1→本跡－→

S F 5

9 13 K 8j7 N －　3。－E ［方　 形］ 5，7 4　×路 30 ］ 20 ～28 平坦 ・一部 4 1 3 電
－

人為 土師器 （杯 ・高杯 ・鉢） SI9 14・・→S I9 15 －→
本 跡

9 14 L 8a6 － 不 明 は2 6）x ［2．60 ］ 32 平坦 一部 1 － － － － 人為 土師器 （杯 ・甑）
本 跡－→SI915一一

S I913，S K 668

9 15 K 8j6 N －　20－E 不明 ［3．85 ］x ［1．16 ］ － 平坦 － － － － － －
自然 土師器 （高杯 ・璽 ・甑）

S I914→本跡→

S I913， S K 668

916 K 8g7 － 不明 （4，30 ）×ほ22 ） 36 平坦 一部 2 1 －
人為 土師器 （要） 本跡→S D 43
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（2）掘立柱建物跡

第10号掘立柱建物跡（第41図）

位置　調査4区の西部，Jlld6区。

重複関係　東部で第5号不明遺構と重複するが，遺存状態が悪く新旧関係は確認できなかった。

規模　梁行2間，桁行3間の総柱式の建物跡で，梁行長4．00m，桁行長4．20mの南北棟である。梁間は2．00m，

桁問は1．20m～1．90mである。柱穴の掘り方は，平面形が長径0．50～0．70m，短径0．40～0．60mの円形や楕円

形で，深さは40～70cmである。

第41図　第10号掘立柱建物跡実測図
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桁行方向　N－3。－W

柱穴覆土　第3層が柱の抜き取り痕である。その他の層はロームブロックが多く含まれ，硬く締まっているこ

とから，埋土と考えられる。

Pl～P12土層解説（各柱穴共通）

1明褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

3　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム中・小ブロック中量，ローム粒子少量

5　極暗褐色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量

遺物　P2の埋土中から，土師器聾の休部細片4点が出土している。

所見　本跡の時期は，判断できる遺物が出土していないため不明である。

第11号掘立柱建物跡（第42図）

位置　調査4区の北部，Illg8区。

規模　梁行2間，桁行3問の総柱式の建物跡で，梁行長約4．50m，桁行長約6・60mの南北棟である。梁問は
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2．30m，桁間は2．10～2．40mである。柱穴の掘り方は，平面形が長軸（径）0・45～0・70m，短軸（径）0・40～

0．60mの長方形や隅丸長方形，円形で，深さは30～80cmである。

桁行方向　N－30－W

柱穴覆土　Pl・P9の第1層，P5の第3層及びP7の第4層が柱の抜き取り痕である。その他の層は埋土で突

き固められている。

Pl土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，ローム大ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量
4　褐　色　ローム粒子多量
5　黒褐色　ローム粒子少量

P5土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム中ブロック・粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
5　褐　色　ローム粒子多量

P7土層解説

1　褐　色

2　暗褐色

3　褐　色

4　黒褐色

5　黒褐色

6　黒褐色

7　黒褐色

8　暗褐色

Pg土層解説

1　暗褐色

2　褐　色

3　暗褐色

4　褐　色

ローム粒子多量
ローム粒子中量
ローム粒子多量

ローム小ブロック・粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
ローム粒子中量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量

ローム粒子中量
ローム粒子多量，焼土粒子微量

ローム粒子多量，焼土粒子微量
ローム粒子多量

遺物　土師器片88点及び須恵器片1点が，P6を除く柱穴の埋土及び抜き取り痕から出土している。いずれも

細片で，流れ込んだものと考えられる。

所見　本跡の時期は，判断できる遺物が出土していないため不明である。

第16号掘立柱建物跡（第43図）

位置　調査4区の西部，IlleO区。

重複関係　西部で第415号住居跡を掘り込み，東部を第268・273号土坑に掘り込まれている。北部は調査区域

外へ延びている。

規模　確認できたのは南北1間，東西2間で，南北約2．50m，東西約3・70mである。柱間は東西1・80～2・20m，

南北2．10～2．40mである。柱穴の掘り方は，平面形が径0・40～0・70mの円形で，深さは43～91cmである。

南北方向　N－30－W

柱穴覆土　いずれの層も突き固められた状況から，埋土と考えられる。柱痕や抜き取り痕は確認されなかった。

Pl土層解説
1褐　色　ローム粒子多量

P2土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量
2　褐　色　ローム粒子中量
3　褐　色　ローム粒子多量

P3土層解説
1褐　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量

P4土層解説
1灰褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

遺物　出土していない。

所見　時期は，遺物が出土していないため不明である。重複する第415号住居跡が8世紀後半であることから，

それ以降と考えられる。
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第43図　第16号掘立柱建物跡実測図

A2。．。m
l

一戸頭声守「
3

0　　　　　　　　　　　　　　2m」
第44図　第21号溝土層実測図

（3）溝

第21号溝（第44・58図）

位置　調査区の中央部，Jllb6区～Jllb9区。

規模と形状　上幅1．50m，下幅1．10m，深さは最深部で20cmで，断

面は浅い「U」字形である。長さは16．00mで直線的に延び，東端

部付近で南側に膨らんでいる。

方向　N－850－E

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積

と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器細片7点及び須恵器細片2点が覆土中から出土しているが，流れ込んだものと考えられる。

所見　本跡の時期は，判断できる遣物が出土していないため不明である。
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第22号溝（第45・58図）

位置　調査区の北西部，Ille3区～Jlla5区。

重複関係　第401・418号住居跡を掘り込み，第1号道路に掘り込まれている。

規模と形状　上幅3．00m～5．00m，下幅1．60～3．00m，深さは最深部で45cmで，断面は浅い「U」字形である。

長さは23．50mで，直線的に延びている一‾。

方向　N－00

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量，ローム大ブロック・焼土粒子・炭化物微量

2　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，ローム大ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，ローム大ブロック微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

遺物　出土していない。

所見　本跡の時期は，遣物が出土していないため不明である。7世紀後半に位置づけられる第418号住居跡を

掘り込んでいることから，それ以降である。

A2。．2m

2

第45図　第22号溝土層実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第23号溝（第46・58図）

位置　調査区の東部，JllbO区～J12b2区。

重複関係　西部で第408号住居跡を掘り込み，東部で第15号地下式境に掘り込まれている。

規模と形状　上幅0．60m，下幅0．20m，深さは最深部で15cmで，断面は浅い「U」字形である。長さは10・00

mで，直線的に延びている。

方向　N－880－E

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　出土していない。

所見　本跡の時期は，遺物が出土していないため不明であるが，10世紀前半に位

置づけられる第408号住居跡を掘り込んでいることから，それ以降で，中世遺構

と思われる第15号地下式境に掘り込まれていることから，それ以前である。
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第43号溝（第47・59図）

位置　調査区の南西部，K8g6～K8j6区。

重複関係　第916号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　調査区域外へ延びているため，確認できたのは上幅最大0．95m，深さ70cm，長さ約10．5mで，直

線的に延びている。下端は確認できなかった。壁面は外債して立ち上がる。

方向　N－130－E

覆土　5層からなる。ロームブロックを多量に含むことから，人為堆積と考えられる。

A22．8m

層牟

土層解説

1　暗褐色　ローム大ブロック・中ブロック・粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・中ブロック中量，焼土粒子少量
4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化材少量
5　褐　色　ローム中ブロック・粒子多量

0　　　　　　　2m

」　　　　　　　　　　　遺物　出土していない。

第47図　第43号溝土層実測図　所見　本跡の時期は，遣物が出土していないため不明であるが，7世紀前半に

位置づけられる第916号住居跡を掘り込んでいることから，それ以降である。また，比較的浅く，道路に沿っ

て延びていることから区画溝や根切り溝の類と考えられる。

第44号溝（第48・59図）

位置　調査区の南西部，L8b6～L8d6区。

重複関係　第660号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　調査区域外へ延びているため，確認できたのは上幅最大0．75m，深さ35cm，長さ約8．5mで，直

線的に延びている。下端は確認できなかった。壁面は外債して立ち上がる。

方向　N－70－E

覆土　4層からなる。ローム大ブロックが多量に含まれていることから，人為堆積と考えられる。

旦22．8m

妄
0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第48図　第44号溝土層実測図

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

4　明褐色　ローム大・中ブロック多量，炭化粒子少量

遺物　出土していない。

所見　本跡の時期は，判断できる遣物が出土していないため不明である。掘り

込みが比較的浅く，道路に沿って延びていることから，区画溝や根切り溝の類

と考えられる。

（4）地下式境

第14号地下式場（第49図）

位置　調査4区の北東部，Illf9区。

主軸方向　N－40－W

規模と形状　竪坑の上面は長軸1．00m，短軸0．80m，底面は長軸0．90m，短軸0．70mの，長軸が主軸と平行な

不整長方形である。主室は天井部が崩落しており，長径2．10m，短径1．50mの不整楕円形の遺構として確認さ

れた。底面は長軸1．70m，短軸1．10mの，長軸が主軸と直行する不整長方形である。深さは竪坑，主室ともに
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100cmである。底面は平坦で，壁は竪坑，主室ともはぼ垂直に立ち上がる。

覆土11層からなり，竪坑から流れ込んだものと考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　7　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，焼土中プロッ
2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　ク微量
3　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・炭化物・焼土大ブ　8　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

ロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　黒褐色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・粒子中量，
4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　焼土中ブロック微量
5　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒10　褐　色　ローム大ブロック・粒子多量，粘土小ブロック微量

子・粘土小ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　11黒褐色　ローム小ブロック・粒子中量，粘土小ブロック微量

6　黒褐色　ローム小ブロック・粒子中量，粘土小ブロック少量，ロー
ム大ブロック微量

遺物　出土していない。

所見　本跡の時期は，遺物が出土していないため不明である。形状から中世の埋葬関連施設と考えられる。

⑥　　七1fO

第49図　第14号地下式場実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第15号地下式場（第50図）

位置　調査4区の東部，J12b2区。

重複関係　第23号溝を掘り込んでいる。

主軸方向　N－70－W

規模と形状　竪坑の上面は，長軸1．20m，短軸1．15mの不整方形，底面は一辺0．80mの方形で，深さは110cm

である。主室の天井部は崩落しており，長径2．35m，短径1．60mの不整楕円形の遺構として確認された。底面

は長径2．10m，短径1．70mの，長軸が主軸と直行する不整楕円形である。深さは確認面から115cmで，堅坑に

比べて約5cmはど低くなっている。底面は平坦で，壁は堅坑，主室ともほぼ垂直に立ち上がる。

覆土　土層の状況から，1～3層は一度埋まった土を掘り起こした後，自然堆積したものと思われる。4～7

層は竪坑から流れ込んだ層で，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・粘土粒子微量　5　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム大ブロック少
2　にぷい黄褐色　粘土小ブロック・粒子多量，粘土中ブロック中量　　　　　　　　　　　量

3　黒　　　色　黒色土中ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒　6　黒　褐　色　ローム大ブロック・粒子中量
子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　黒　褐　色　ローム中ブロック少量，ローム粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・粘土粒子微量
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遺物　土師器片66点及び須恵器片4点が覆土中から出土している。遺物はいずれも細片で，流れ込みと考えら

れる。

所見　本跡の時期は，判断できるような遺物が出土していないため不明である。形状から中世の埋葬関連施設

と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」
第50図　第15号地下式塀実測図

（5）道路状遺構

第1号道路状遺構（第51・58図）

位置　調査区の北西部，Illf5区～Jllc4区。

重複関係　第418号住居跡及び第22号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　幅0．40m，長さ31．50mで，深さは最深部で40cmの溝の覆土が踏み固められている。

方向　N－20－E，N－880－W。調査区域の西側境界付近で直角に曲がり，一方は北に向かって調査区域内

で確認面と同じ高さになって確認できなくなり，他方は西に向かい調査区域外へ延びている。

覆土10層からなる。踏み固められた覆土が部分的に確認できる。第1～7層が道路の痕跡である。

A20．2m　，2。．

■喝醇l”’■
9

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」
第51図　第1号道路状遺構土層実測図

土層解説
1灰褐色　ローム粒子微量
2　灰褐色　ローム大ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

3

4

5

6

7

8

9

10

子微量

暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
褐　色　ローム大ブロック多量

遺物　出土していない。

所見　本跡の時期は，遺物が出土していないため不明である。7世紀後半に位置づけられる第418号住居跡を

掘り込んでいることから，それ以降である。
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（6）土坑

第264号土坑（火葬施設）（第52図）

位置　調査4区の北部，Illg6区。

規模と形状　吸気坑と燃焼坑から構成されている。吸気坑は長径1・80m，短径0・80mの不整長楕円形で，深さ

は10。mである。燃焼坑は長径0．90m，短径0．35mの長楕円形で，深さは20cmである。吸気坑から燃焼坑に向かっ

て緩い傾斜で低くなる。燃焼坑の天井部は崩落していて，底面は火熱を受けて赤変硬化している。壁はともに

緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　凸凹である。

長径方向　主軸方向N－740－E　（吸気坑）N－740－E，（燃焼坑）N－160－W

ピット　本跡の壁部に1か所，南側に近接して並んだ2か所のピットが確認された。いずれも径約25cmの円形

で，深さは9～20cmである。性格は不明であるが，本跡と関連があるものと考えられる。

覆土18層からなり，ロームブロックが相当量含まれていることから，人為堆積と考えられる。第1～3・6

・12層からは骨片，骨粉が出土している。

土

1

2

3

4

　

5

6

7

8

9

1

0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

層解説
赤　褐　色　焼土粒子多量

黒　　色　炭化物中量，焼土粒子微量
赤　黒　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化物少量
暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム中ブロック

化物少量，焼土粒子微量

黒　　色　炭化粒子多量，焼土粒子少量
暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
黒　　色　炭化粒子多量，炭化物中量，焼土粒子少量
暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

暗赤褐色　炭化粒子中量，焼土粒子少量
赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
極暗赤褐色　炭化粒子多量，炭化物中量，焼土粒子少量
黒　褐　色　ローム粒子少量
極暗褐色　ローム粒子少量

褐　　色　ローム大ブロック多量，ローム粒子少量
暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量
黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム大ブロック微

量

＋＃一一∴
も佃

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L　　　；　　‥」

第52図　第264号土坑実測図

18　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

遺物　燃焼坑から骨片や骨粉が出土している。土器は出土していない。

所見　本跡の時期は，判断できる遺物が出土していないため明確ではないが，遺構の形態から中世と考えられ

る。また，出土している骨片が細片であることや遺構の形状から，火葬施設と考えられる。

第266号土坑（第53図）

位置　調査4区の北部，Illj8区。

重複関係　第261号土坑に掘り込まれている。

主軸方向　N－750－E

規模と形状　上端は径2．40mの不整円形で，下端は長径2・75m，短径2・35mの不整楕円形である。深さは220

cmである。壁ははぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦で，西部が15cmはど低くなっている。

覆土　各層ともロームブロックや粘土ブロックが比較的多く含まれることから，人為堆積と考えられる0

－59－



色
色

説
褐
褐

解
黒
黒

層土

1

2

粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　　9　黒　色　粘土粒子微量
粘土小ブロック・粘土粒子中量，焼土中ブロック・炭化10　黒　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量

粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11極暗褐色　粘土中ブロック・粘土小ブロック中量
3　黒褐色　砂粒中量，粘土小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子12　暗褐色　ローム中ブロック中量

微量
4　暗褐色　粘土大ブロック中量，ローム粒子少量

5　黒褐色　粘土中ブロック中量，粘土粒子少量
6　黒褐色　粘土粒子多量，粘土中ブロック少量
7　暗褐色　砂粒多量，粘土小ブロック中量
8　黒褐色　粘土小ブロック・砂粒中量

13　暗褐色　ローム中ブロック中量，粘土小ブロック少量

14　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロッ

ク少量

15　黒褐色　ローム小ブロック少量

16　褐　　色　ローム小ブロック多量

遺物　土師器片12点及び須恵器片2点が覆土中から出土している。いずれも細片で，流れ込みと考えられる。

所見　本跡の時期は，判断できる遺物が出土していないため不明である。規模から地下式境の可能性があるが，

形状が整っておらず，竪坑と主室が確認できないことから土坑とした。

＼

一′、－、
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第53図　第266号土坑実測図

S1412

」
第54図　第269号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第269号土坑（第54図）

位置　調査4区の東部，I12j2区。

重複関係　第412号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径2．80m，短径1．80mの不整楕円形で，深さは20cmである。

底面　平坦である。

長径方向　N－880－E

覆土　単一層で，人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量

遺物　膝を抱え込み，北を向いて横向き姿勢の一体分の人骨が埋葬されていた。

土師器片15点が出土しているが，いずれも細片で流れ込みと考えられる。

所見　本跡は墓境で，時期は8世紀に位置づけられる第412号住居跡を掘り込

んでいることから，それ以降である。
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第287号土坑（火葬施設）（第55図）

位置　調査4区の北部，Illf6区。

規模と形状　吸気坑と燃焼坑から構成されている。吸気坑は長径1・30m，短径1・00mの楕円形で，深さは30cm

である。燃焼坑は長径1．00m，短径0・45mの楕円形で，深さは40cmである0吸気坑から燃焼坑に向かって緩や

に傾斜して低くなる。燃焼坑は天井部が崩落し，底面は火熱を受けて赤変硬化している0壁はともに緩やかに

外傾して立ち上がる。

底面　凸凹である。

主軸方向　N－120－W（吸気坑）N－120－W，（燃焼坑）N－780－E

覆土15層からなる。ロームブロックが比較的多く含まれていることから，人為的堆積と考えられる0第6・

9・10・11層から骨片，骨粉が出土している。第9層からは多量の炭化材が出土している。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量
4　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

6　褐　　色　炭化粒子微量，焼土粒子微量
7　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
8　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
9　暗赤褐色　炭化物多量，炭化粒子多量，焼土粒子少量
10　極暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

11暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量
12　明赤褐色　焼土粒子多量
13　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
14　褐　　　色　ローム粒子中量

15　黒　褐　色　ローム大ブロック少量

＝「＿「

0　　　　　　　　　　　　　　2mL
第55図　第287号土坑実測図

遺物　燃焼坑から骨片，骨粉が出土している。覆土中から土師器細片7点が出土しているが，いずれも細片で

流れ込みと考えられる。

所見　本跡の時期は，判断できる遺物は出土していないため明確ではないが，遺構の形態から中世と考えられ

る。また，出土している骨片が細片であることや遺構の形状から，火葬施設と考えられる0

表3　熊の山遺跡4区土坑一覧表

土坑

番号
位　 置

長径方向

（長軸方向）

平　 面　 形
規　　　　　　　 模

壁甲 底面 覆土 主　　 な　　 遺　　 物
備　　　　　 考
重　 複　 関　 係
新旧関係（古→新 ）長径 （軸）×短径 （軸） （m ） 深 さ （cm ）

260 Jlla8 N －　00 方　　　　 形 2．10　×　2．00 （180 ） 外傾 不明 自然 土師器，須恵器，陶器 SI4 11→本跡

261 Jllj 8 N －　50 －W ［長 方 形 ］ （1．30）×（0．80） 140 垂直 平坦 人為 SK 266→本跡

262 JllaO N －200 －E 楕　 円　 形 0．95　×　0．75 30 外傾 平坦 自然 陶器

263 JllgO N －　60 －W 長　 方　 形 4．40　×　0．95 30 垂直 平坦 自然

264 Jllg6 N －740 －E 不　 定　 形 1．80　×　0．80 20 外傾 凸凹 人為

266 Illj8 N －750 －E 不　 整　 円　 形 2．55　×　2．55 220 垂 直 平坦 人為 土 師器，須恵器 本跡→SK 261

268 JlleO N －900 不 整 長 方 形 3．75　× 1．00 10 外傾 平坦 自然 SI415 ・SB 16→本跡

269 Jllj 2 N －850 －E 不 整 楕 円 形 ，　 2．80　× 1．90 20 外傾 平坦 人為 土 師器 ，人骨 S I412→本跡

273 Il lfO N －100 －E 長　 方　 形 3．80　× 1．00 20 外傾 平坦 人為 S I415 ・SB 16→本跡

275 I12e l N －120 －W 方　　　　 形 1．60　× 1．25 50 垂直 平坦 自然 土 師器 本跡→S K 276

276 I12e l N －100 －W 方　　　　 形 2．60　× 1．00 40
垂直

平坦 自然 土 師器 S K 275→本跡

277 I12e l N －　80 －W 長　 方　 形 1．30　×　0．90 60 垂直 平坦 自然

281 J12b2 N －　60 －W 不 整 楕 円 形 3．00　×　2．30 115 垂直 平坦 人為 土師器，須 恵器 S D 23→本跡

287 Illf 6 N －120 －W 不　 定　 形 1．30　× 1．00 30 外傾 凸凹 人為 土師器 ，人骨

288 Illg 4 N －450 －E 不 整 楕 円 形 1．20　×　0．95 100 垂直 凸凹 自然 土師器 10 点 S D 22→本跡
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土坑

番号
位　 置

長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　　　 模
壁面 底面 覆土 主　　 な　　 遺　　 物

備　　　　　　 考
重　 複　 関　 係
新旧関係 （古→新）長径 （軸）×短径 （軸） （m ） 深 さ （cm ）

372 Illg5 N －280 －E 不　 定　 形 1．95　×　0．80 40 外傾 凸凹 自然 SK 271→本跡

373 I12f2 N －400 －W 不 整 楕 円 形 0．90　×　0 ．70 20 外傾 凸凹 自然

374 I12e l N －470 －E 楕　 円　 形 1．30　×　0．70 50 外傾 皿状 自然 土師器

377 I12e 2 N －950 －E 不 整 楕 円 形 1．45　×　0．90 135 外傾 平坦 不明 土師器1

380A I12hl N －4 50 －E 楕　 円　 形 1．25　×　0．90 40 外傾 平坦 自然

380B I12h2 N －　5 0－E 楕　 円　 形 1．40　× 1．45 30 外傾 平坦 自然

38 1 I12h l N －450 －W 不 整 楕 円 形 1．10　×　0．75 90 外傾 凸凹 自然

382 I12h l N －450 －W 不　 定　 形 2．25　× 1．15 60 外傾 凸凹 自然

385 Illf7 N －850 －W 不 整 楕 円 形 1．20　× 1．00 45 外傾 平坦 自然

386 Illf7 － 円　　　　 形 0．80　×　0．80 30 外傾 平坦 自然

387 Illf7 N －800 －E 楕　 円　 形 0．55　×　0．45 30 ． 外傾 平坦 自然

388 IllhO N －230 －W 不 整 楕 円 形 1．10　×　0 ．70 65 外傾 平坦 自然

389 Jllj O N －150 －W 長　 方　 形 0．75　×　0．50 20 垂直 平坦 自然 土師器

390 J 12a l N －4 50 －W 楕　 円　 形 1．05　×　0．75 55 外傾 凸 凹 自然

391 J12al N －40 0 －E 不 整 楕 円 形 1．10　×　0．75 55 外傾 凸凹 自然

4 53 H 12i4 N －400 －E 方　　　　 形 0．60　×　0．50 40 垂直 平坦 自然 SI417→本跡

660 L 8C6 N －130 －E 長　 方　 形 1．60　×　0．70 30 垂直 平坦 自然 本跡→SD 44

668 L 8a6 － 不　　　　 明 （4．60）×（1．20） 110 外傾 平坦 自然 SI914 → SI915→本跡

（7）不明遺構

第5号不明遺構（第56図）

位置　調査4区の西部，Jlld6区。

重複関係　西部で第10号掘立柱建物跡と重複する。新旧関係は不明である。

規模と形状　確認面で長径2．20m，短径1．30mの不整楕円形の範囲が硬化しているのが確認された。中央部は

径約55cmの円形に，約3cmの深さで炭化物が堆積していた。
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長径方向　N－50－E

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは北壁寄りに，P2は南壁中央部に位置する。性格は不明である。

遺物　確認面から土師器片約30点が採集されている。

所見　本跡は，住居跡の可能性があるものの，採集された土器が古墳時代から平安時代まであり，いずれも細

片であることから，時期や性格は不明である。

第6号不明遺構（第57図）

位置　調査4区の西部，Illi6区。

規模と形状　径1．40mの円形に硬化面が確認さ

れ，北東部は径70cmの円形に，約10cmの深さで焼

土が堆積していた。

遺物　遺構及び周囲から，土師器片約80点及び須

恵器片11点が採集されている。いずれも細片であ

る。

所見　本跡は，硬化面や焼土が確認できることか

ら，住居跡の可能性がある。時期は採集した土師

器細片から，9世紀頃と考えられる。
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2　5区の遺構と遣物

（1）竪穴住居跡

①　古墳時代

第726号住居跡（第60・61図）

位置　調査5区の北部，H12f3区。

重複関係　本跡は，東部を第730号住居に，中央部から南東部にかけて第729号住居に，南西コーナー部を第

728号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．46m，短軸（4．80）mの長方形と推定される。

長軸方向　N－200－W

壁　北壁・西壁の一部だけ確認できた。壁高は10cm前後で，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。南西・北西コーナー寄りに位置するPl・P2は径25～35cmの円形で，深さは32

～37cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。北壁際にあるP3は径30cmの円形で，深さは29cmである。

性格は不明である。

炉　中央部やや北寄りに位置し，径45cmの円形で，床面を10cmはど掘りくぼめた地床炉である。火床面は，わ

ずかに赤変している。

炉土層解説
1　暗　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
3　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
4　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・粒子多量
5　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
6　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量

7　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量

覆土　3層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
2　黒褐色　炭化粒子中量，ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量

遺物　土師器片81点，陶器片1点が出土している。第62図1の土師器高杯は横位で，2の土師器器台は逆位で，

北壁際の床面からそれぞれ出土している。3の土師器饗は覆土中から出土している。陶器片は耕作による混入

と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して5世紀前葉と考えられる。

第726号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 62 図 高　　　 杯

土　 師　 器

A　 15．3 杯部 ・裾部一部欠損。脚部はラ ツ 口縁部 内 ・外面横 ナデ。杯部 内 ・ 砂粒 ・長石 ・赤色粧 P 5 2 10　　 60％

1 B　 16．2 パ状に開 く。杯 部は内攣気 味に立 外面 ，脚部外面へ ラ磨 き。脚部 内 子 P L 4 6

D ［12．3］ ち上が り－，口緑 部に至 る。杯 部外 面 ，裾部内 ・外面パ ケ目調整後ナ にぷ い赤褐色 北壁 際床面

面 下位 に稜 を もつ。 デ。 内 ・外 面赤彩 。 普通

2

粗 製 器 台

土　 師　 器

A　　 9」8 脚 部 ・器受 部一 部 欠損。 脚 部 は 器受部 内 ・外面パケ 目調整後ナデ。 砂粒 P 52 11　　 75％

B　　 9．7 「ハ」の字状に開 く。 器 受部 は外 脚部内 ・外面パケ 目調整後ナデ。 にぷい黄橙色 P L 4 6

D　 lO．7 傾 して立 ち上が る。 普通 北壁際床面

3

嚢

土　 師　 器

B （9．0） 底部か ら体部 にか けての破片。底 体部外面ナデ。内面パケ 目調整。 砂粒 ・赤色粒 子 P 52 12　　　 5 ％

C　　 5．7 部 は突 出した平底。体部 は内攣 し

て立 ち上が る。

橙色

普通

覆土 中
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第61図　第726・728・729号住居跡実測図（2）

第62図　第726号住居跡出土遺物実測図
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第728号住居跡（第60・61図）

位置　調査5区の北部，H12g3区。

重複関係　本跡が第726号住居跡の南西コーナー部を掘り込んでいる。

規模と平面形　大部分が調査区域外に延びているため，平面形は確認できなかった。確認できたのほ，南北

（3．50）m，東西（2．10）mの範囲である。

壁　壁高は20～28cm前後で，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。
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覆土　3層からなる。各層ともロームブロックを含んでいることから，人為堆積であると考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量，ローム中ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

遺物　土師器片11点，不明鉄製品1点が出土している〇第63図1の土師器杯は，南東コーナー部の床面から横

位の状態で出土している。2の土師器賓は，中央部の床面から土圧でつぶれた状態で出土している03の不明

鉄製品は南東コーナー部の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。

第63図　第728号住居跡出土遺物実測図

第728号住居跡出土遺物観察表

・　　　〕

0　　　　　　　　　　　　10cmL

0　　　　　　　　　　　　5cm」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 ，胎土・色調・焼成 備　　　 考

P5213　　15％第63図 杯

土　師　器

A［13．6］底部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・赤色粒子

1 B（4．2）丸底。体部は内攣気味に立ち上が

り，口緑部との境に稜をもつ。口

緑部は内傾する。

磨き状のヘラナデ，内面横ナデ。にぷい褐色

普通

南東コーナー部床面

2

聾 A　24．2 体部一部欠損。平底。体部は内攣口緑部・体部外両横ナデ。体部外砂粒・長石 P5214　？0％

B　23．9 して立ち上がる。頚部でくびれ，面磨き状のヘラナデ，内面へラ削にぷい橙色 PL46

土　師　器C．　7．5 口緑部は外反する。 り後ナデ。 普通 中央部床面

図版番号種　　別
計　　　　 測　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（cm）

第63図3鉄　　　釘（2．9） 0．4 0．4 （2．06）南東コーナー部覆土中層 M5023
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第729号住居跡（第60・61図）

位置　調査5区の北部，H12f4区。

重複関係　本跡が，第726号住居跡の南東部，第730号住居跡の南西部，第731号住居跡の西部を掘り込んでい

る。本跡は，中央部を第540・542号土坑に，北壁を第541号土坑に，南東コーナー部を第543号土坑に，南西コー

ナー部を第546号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸［5．50］m，短軸5．32mの方形と推定される。

主軸方向　N－260－W

壁　壁高は25cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁中央部を壁外に53cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで100

cm，両袖部幅107cmである。火床部はわずかにくぼみ，赤変硬化している。煙道は，火床面から外債して立ち

上がる。

竃土層解説

1暗赤褐色　砂粒・粘土粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
3　暗　褐　色　砂粒・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗赤褐色　炭化粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
5　暗赤褐色　砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
6　にぷい赤褐色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子中量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒少量
7　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・砂粒中量，ローム粒子少量

8　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
9　暗赤褐色　炭化粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少量

10　にぷい赤褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子・砂粒少量
11暗　褐　色　焼土中ブロック・粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
12　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P3は径30cm前後の円形で，深さ48～70cmである。P4は長径80cm，短径65

cmの楕円形で，深さ68cmである。各コーナー寄りの位置で確認されており，規模と配置からいずれも主柱穴と

考えられる。南壁際にあるP5は，径45cmの円形で，深さ30cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと

考えられる。P4の東側にあるP6は，径50cm前後の円形で，深さ52cmである。性格は不明である。

覆土　5層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。3～5層は竃からの流れである。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

2　極暗褐色　炭化粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量
3　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子多量，炭化粒子・粘土粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・砂粒・粘土粒子少量
5　黒褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量

遺物　土師器片818点，土製支脚2点，鉄浮1点，礫2点，炭化材が出土している。図示した土器はすべて土

師器である。第64図1の杯は中央部南寄りの床面から，2の杯は中央部やや西寄りの床面から，3・5の杯は

竃東側の床面から，いずれも正位の状態で出土している。4の杯は，南壁際の覆土下層とP2北側の覆土下層

から出土した破片が接合したものである。6の賓は，竃東袖脇の中層と竃の火床面から出土した破片が接合し

たものである。7の賓は中央部やや北西寄りの床面から，8の聾はP4の覆土上層からともに土圧でつぶれた

状態で出土している。9の甑は，東壁際の覆土下層から出土している。10・11の支脚は，竃の火床と中央部床

面から，それぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して7世紀前葉と考えられる。
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第65図　第729号住居跡出土遺物実測図（2）

第729号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第64区l 杯

土　師　器

A　13．6 口緑部一部欠損。丸底。休部は内 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・雲母・赤色粒子 P5215　　 90％

1 B　　5．3 攣して立ち上がり，口緑部との境 ヘラ削り，内面へラ磨き。内・外 にぷい橙色 P L47　中央部南

に稜をもつ。口緑部は直立する。 面黒色処理。 普通 寄りの床面

2

杯

土　師　器

A　ll．0 体部一部欠損。丸底。体部は内攣 ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面 砂粒・雲母・赤色粒子 P5217　　 80％

B　　3．9 して立ち上がり，口緑部との境に ヘラ削り後ナデ，内面ナデ。 橙色 P L47

稜をもつ。口緑部はわずかに外反

する。

普通 中央部やや西寄

りの床面

3

上i

土　師　器

A　12．8 休部・口緑部一部欠損。丸底。体 ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・雲母・パミス P5218　　 70％

B　　4．8 部は内攣して立ち上がり，口緑部 へラ削り，内面横ナデ。内・外面 にぷい褐色 竃東側床面

との境に稜をもつ。口綾部はほぼ

直立する。

黒色処理。 普通

4

杯

土　師　器

A　12．8 底部から口緑部にかけて一部欠損。口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・長石 P5219　　　70％

B （4．8）丸底。体部は内攣して立ち上がり，ヘラ削り，内面ナデ。 にぷい橙色 P L47

口緑部との境に稜をもつ。ロ緑部

は直立する。

普通 南壁際覆土下層

5

珂こ

土　師　器

B （4．9） ロ緑部一部欠損。丸底。休部は内 口緑部内・外面横ナデ。休部外面 砂粒・長石・赤色粒子 P5216　　 85％

攣して立ち上がり，ロ緑部との境 ヘラ削り，内面ナデ。 にぷい黄橙色 P L47

に稜をもつ。口綾部は直立する。 普通 竃東側床面

6

襲

土　師　器

A　16．7 体部・口緑部一部欠損。平底。体 口緑部内・外面横ナデ。体部内・砂粒・雲母・長石・P5220　　 70％

B　24．1 部は内攣気味に立ち上がる。頸部 外面ナデ。頚部に輪積み痕。 赤色粒子 P L47　竃東袖脇

C　　7．8 でくびれ，口緑部は外反する。 橙色　普通 中層，竃火床面

7

藍

土　師　器

A　20．0 底部から口緑部にかけて一部欠損。口縁部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・雲母・長石 P5221　　 70％

B （31．8）休部は内攣して立ち上がる。頚部 下位へラ磨き，内面ナデ。 にぷい黄橙色 P L47

でくびれ，口緑部は外反する。口

唇部は上方につまみ上げられている。

普通 中央部やや北西

寄り床面

8

斐

土　師　器

A　23．0 底部から口緑部にかけて一部欠損。口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・雲母・長石 P5222　　 60％

B （32．5）休部は内攣して立ち上がり，中位 ヘラ磨き，内面ナデ。 にぷい黄褐色 P L48

に最大径をもつ。頚部でくびれ，

口縁部は外反する。

普通 P4覆土上層

第65図 甑

土　師　器

A　27．4 体部・・一部欠損。無底式。休部は内 ロ縁部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒・長石 P5223　　　95％

9 B　31．8 攣気味に立ち上がり，口緑部は外 ヘラ磨き，内面へラナデ。 にぷい橙色 P L48

C　ll．6 反する。 普通 東壁際覆土下層
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図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 径 （cm ） 重 量 （g ）

第65図 10 土 製 支 脚 17．2 5．2 （70 0．3） 竃火床面 D P 5 00 8　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 4 7

11 土 製 支 脚 （10．7） 4．6 （33 0．2） 中央部床面 D P 5 00 9　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 4 7

第730号住居跡（第66図）

位置　調査5区の北部，H12e4区。

重複関係　本跡が，第726号住居跡の東部を，第731号住居跡の中央部から北側を掘り込んでいる。本跡は，南

西部を第729号住居に，南東コーナー部を第544号土坑に，南西コーナー部を第540号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　北半分は調査区域外に延びているため，平面形は確認できなかった。確認できたのは，長軸（5・

60）m，短軸（4．65）mである。

長軸方向　N－280－W

壁　南壁の一部だけ確認できた。壁高は16cm前後で，垂直に立ち上がる。

壁溝　南壁下に巡っている。上幅10cm，下幅4cm，深さ6cmである。断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。出入り口ピットP3の北側は高まりになっている。

ピット　3か所（Pl～P3）。南東・南西コーナー寄りに位置するPl・P2は径28～40cmの円形で，深さは64

～66cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁近くにあるP3は径30cmの円形で，深さは28cmであ

る。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子少量
2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

遺物　土師器片641点，土製品1点（土玉），鉄津1点，礫2点が出土している。第67図1の土師器杯，3の土

師器聾は南西部の床面から出土している。2の土師器杯は覆土中から出土している。4の土玉は南西部の床面

から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して6世紀後半と考えられる。

第730号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 67 図 杯

土　 師　 器

A ［14．6］ 底部から口緑部 にが ナての破片。体 口緑部 内 ・外面横ナ デ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 22 4　　 30％

1 B （4．1） 部は内攣 して立ち上がり，口緑部 と

の境に稜 をもつ。口緑部は内傾する。

へラ削 り，内面 ナデ。 赤色粒子

にぷい黄橙色　 普通

南西部床面

2

杯

土　 師　 器

A ［13．6］ 体 部か ら口緑 部にかけての破片。 口緑部 内 ・外面横ナ デ。体部外面 砂粒 ・長石 ・赤色粒子 P 5 22 5　　 10％

B （3ユ） 体 部は内攣 して立ち上 が り，口縁 へ ラ削 り，内面横ナ デ。内 ・外面 にぷい橙色 覆土 中

部 との境 に明瞭な稜 を もつ。 口縁

部 はほぼ直立す る。

黒色処理。 普通

3

嚢

土　 師　 器

A ［2 0．4］ 体 部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 5 22 6　　 10％

B （10．0） 体 部は内攣 して立 ち上 がる。頚部

で くびれ，口緑部 は外 反す る。 口

唇部 はわず かに上 方につ まみ上 げ

られている。

外面 ナデ。 にぷい橙色

普通

南西部床面
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第66図　第730・731号住居跡実測図
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第67図　第730号住居跡出土遺物実測図

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長　 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第6 7図 4 土　　　 玉 0．9 0．9 0．1 （0．83） 南 東コーナ部床面 D P 50 10　　　　　　　　　　　　 P L 4 6

第731号住居跡（第66図）

位置　調査5区の北部，H12e5区。

重複関係　本跡は，西部を第729号住居に，中央部から北側を第730号住居に掘り込まれている。さらに，本跡

の南東部は第544・545号土坑に，南西コーナー部は第542・543号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　第729・730号住居に掘り込まれ，さらに，北側は調査区域外に延びているため，平面形は確認

できなかった。確認できたのは，長軸5．20m，短軸（2．15）mである。

長軸方向　N－300－W

壁　壁高は35cm前後で，外債して立ち上がる。

壁溝　南壁下の一部に巡っている。上幅9cm，下幅7cm，深さ5cmである。断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部に硬化面が見られる。

ピット　3か所（Pl～P3）。南東コーナー寄りに位置するPlは径32cmの円形で，深さは32cmである。南西コー

ナー寄りに位置するP2は長径52cm，短径42cmの瓢箪形で，深さは28cmである。規模と配置から主柱穴と考え

られる。南壁際にあるP3は長径52cm，短径36cmの楕円形で，深さは34cmである。位置的に出入り口施設に伴

うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。各層ともロームブロックを含んでいるが，レンズ状に堆積していることから，自然堆積

と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化　4　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量

粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム中ブロック・粒
2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム粒子少量　　　　　　　子少量

3　褐　色　ローム中・小ブロック・粒子中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片84点，礫1点が出土している。第68図1のミニチュア土器は南壁中央部の覆土下層から横位の

状態で，2のミニチュア土器は南壁やや東寄りの床面から正位の状態で，それぞれ出土している。3の土師器

整体部片は南東コーナー部の覆土中層から出土し，外面にパケ目が施されている。
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所見　本跡の時期は，出土土器から判断して4世紀後葉から5世紀前葉と考えられる。台付賓のミニチュア土

器が2点出土していることから，何らかの祭祀行為が行われた可能性が考えられる。

習一強2
第68回　第731号住居跡出土遺物実測図

第731号住居跡出土遺物観察表

3　0　　　　　　　10。m

！　　　；　　　！

図版番号券　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第68図ミニチュアA　　6．7口緑部一部欠損。脚部は「ハ」の口緑部外面ナデ，内面パケ員整形。砂粒・石英・赤色粒子P5227　　95％

1 台　付　襲B　　7．2字状に開く。体部は内轡して立ち体部内・外面，脚部内・外面ナデ。にぷい橙色 PL46　南壁中央

土　師　器D　　4．1上がり，口縁部は外反する。体部に輪積み痕。 普通 部覆土下層

2

ミニチュアB（3．0）体部から口緑部欠損。脚部は「ハ」脚部外面へラ磨き，内面ナデ。砂粒 P5228　　　30％

台　付　嚢

土　師　器

D　　4．0の字状に開く。 にぷい黄橙色

普通

PL46　南壁中央

部やや東寄り床面

第732号住居跡（第70・71図）

位置　調査5区の北部，H12i5区。

重複関係　本跡は第738号住居跡の東部を掘り込んでいる。本跡の北壁を第739号住居に，西部を第740号住居

に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸［4．70］m，短軸［3．80］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－280－W

壁　壁高は16cm前後で，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認した壁下に巡っている。上幅15cm，下幅4～6cm，深さ6cmである。断面形はU字形である。

胃－
0　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

第69図　第732号住居跡出土遺物実測図

床　ほぼ平坦で，全体的によく踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。煙道部は，第739号住居に掘

り込まれ，残存しない。規模は両袖部幅約86cmである。火床部は床面と同レ

ベルで，皿状を呈している。天井部は確認できなかった。

竃土層解説
1　暗赤褐色　砂粒中量，ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・粘土

粒子・砂粒少量
3　暗赤灰褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒千・秒粒少量
4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒中量
5　暗赤褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量

覆土　3層からなる。各層ともロームブロックを含んでいるが，レンズ状に

堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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第70図　第732・738号住居跡実測図（1）
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0　　　　　　　　　　　　　　　21鵬」
第71図　第732・738号住居跡実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　　　1m」

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック少量，炭化物微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片129点，鉄製品2点（石突），礫1点が出土している。第69図1・2の石突は北東壁付近の床面

から出土している。

所見　土師器は細片で図示できなかったが，土師器の様相から，本跡は古墳時代後期と考えられる。

第732号住居跡出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （C皿） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第 6 9 図 1 鉄 製 石 突 4．7 1．6 0．1 9．15 北東壁付近床面 M 50 24　　　　　　　　　　　　　 P L 48

2 鉄 製 石 突 4．9 1．5 0．1 9．0 5 北東壁付近 M 50 25　　　　　　　　　　　　　 P L 4 8

第738号住居跡（第70・71図）

位置　調査5区の北部，H12i4区。

重複関係　本跡は，西コーナー部を第737号住居に，東壁を第732号住居に，さらに東部を第740号住居に掘り

込まれている。

規模と平面形　長軸［4．10］m，短軸［4．00］mの方形と推定される。

主軸方向　N－360－W

壁　壁高は15～20cmで，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦である。

竃　北壁中央部を壁外に43cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで127

cm，両袖部幅120cmである。火床部はわずかにくぼみ，皿状を呈している。煙道は，火床面から緩やかに立ち
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上がる。

竃土層解説

1暗赤褐色　炭化粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒少量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
3　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物少量
4　暗赤褐色　焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子少量

6　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子多量，砂粒・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土大ブロック少量
7　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・粘土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・炭化物少量
8　赤　褐　色　焼土中・小ブロック・粒子多量，焼土大ブロック・粘土粒子・砂粒中量
9　極暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒少量
10　暗赤褐色　粘土粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭化物少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径25cm前後の円形で，深さ21～45cmであり，各コーナーに寄った位

置で確認されている。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は径21cmの円形で，深さ14cmで

ある。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は竃の東側に位置し，長軸70cm，短軸65cmの方形で，深さ45cmである。貯蔵穴2は

竃の西側に位置し，長軸75cm，短軸58cmの長方形で，深さ32cmである。両者から粘土塊が出土している。

貯蔵穴1土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・炭化粒子中量，ローム大ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
3　褐　　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・焼土粒子少

量

4　褐　　色　ローム小ブロック多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・炭化物少量
5　黒　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子中量，ローム粒子少量
6　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム中ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物少量

7　黒　褐　色　ローム小ブロック・炭化物中量，ローム粒子少量
8　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
貯蔵穴2土層解説
1褐　　　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子・焼土中ブロック少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

3　褐　　　色　焼土中ブロック・粒子少量，ローム小ブロック・粒子微量
4　にぷい黄色　粘土塊
5　褐　　　色　ローム小ブロック中量，粘土粒子少量

覆土　4層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化物微量

3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片75点，鉄津1点，陶器片2点，礫1点が出土している。陶器片は耕作による混入と考えられる。
■

所見　細片のみで時期を限定することはできないが，土師器の様相から，本跡は古墳時代後期と考えられる。

第739号住居跡（第72図）

位置　調査5区の北部，H12h5区。

重複関係　本跡が，第732号住居跡の北東コーナー部と第741B号住居跡の南西コーナー部を掘り込んでいる。

本跡は，中央部を第549号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．54m，短軸3．44mの方形である。

主軸方向　N－120－W

壁　壁高は6～8cmで，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，竃前面から中央部にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外にノ32cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。撹乱のため遣存状態は悪い。規模は，

焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅82cmである。火床部は床面をわずかに掘りくぼめ，赤変している。煙
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道は，火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1にぷい赤褐色　焼土中ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，廃土小ブロック・炭化物・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

4　黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土大ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・廃土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子少量
6　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒少量
7　褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子中量，炭化粒子少量
8　暗　褐　色　炭化粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

9　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

ピット1か所。南東コーナー寄りに位置するPlは，径25cmの円形で，深さ28cmである。性格は不明である。

覆土　8層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。5～8層は粘土粒子を含んでいる

ことから，竃からの流れと考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量。しまりは弱い。
3　黒褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子少量
4　黒褐色　炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子少量
5　暗赤褐色　焼土中ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

6　暗赤褐色　焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

第72図　第739号住居跡実測図
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7　赤褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子・粘土粒子中量
8　褐　色　ローム粒子中量，ローーム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

遺物　土師器片95点が出土している。第73図1の土師器杯は覆土中から，2の土師器杯は竃西側の床面から出

土している。3の土師器嚢は竃東側の床面から，4の土師器甑は中央部やや西寄りの覆土下層から出土してい

る。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して7世紀前半と考えられる。

第739号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 7 3 図 杯 A　 13．3 体部 ・口緑部 一部欠鼠 。丸底。体 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 23 2　　　 8 0％

1 B　　 4．1 部は内轡気味に立 ち上 が り，ロ緑 へラ削 り後 ナデ，内面へ ラ磨 き。 赤色粒子 P L 48

土　 師　 器 部 との境 に明瞭な稜 をもつ。 口緑

部は直立する。

内 ・外面黒色処理。 にぷい褐色

普通

覆土 中

2

珂こ

土　 師　 器

A ［12．6］ 底部か らロ緑 部にかけての破片。 ロ縁部 内 ・外面横ナ デ。体部外面 砂粒 ・雲母 P 5 23 3　　　 30％

B （5．1） 丸底。休部は内攣 して立ち上が り，

口緑部 との境 に稜 を もつ。 口緑部

は直立する。

ヘ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。 にぷい橙色

普通

竃西側床面

3

嚢

土　 師　 器

A ［16．8］ 休部か らロ緑 部にかけての破片。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 P 5 23 4　　　 20％

B （14．8） 体部は内攣 して立ち上 がる。頚部

で くびれ，ロ緑 部は外 反す る。

ヘラ削 り，内面へ ラナデ。 にぷい橙色

普通

竃東側床面

4

甑 A ［26．8］ 体部か ら口緑 部にかけての破片。 ロ緑部 内 ・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 23 5　　　 4 0％

B （24．5） 恕底式。体部は内攣気 味に立 ち上 ヘラ削 り，内面へ ラナデ。 子 P L 4 8　 中央部や

土　 師　 器 が り，ロ縁部は外 反する。 にぷい橙色　 普通 や西寄 り覆土下層

ー81－－



第741B号住居跡（第74図）

位置　調査5区の北部，H12g5区。

重複関係　本跡は，北部を第741A号住居に，南西コーナー部を第739号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．55m，短軸4．30mの方形である。

主軸方向　N－250－W

壁　撃高は2～12cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　西壁下の北側と第739・741A号住居跡に掘り込まれた部分は確認できなかったが，それ以外は巡ってい

る。上幅10cm，下幅5～7cm，深さ5cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

A2。．6m

2　　　　　　3

－82－

第74図　第741B号住居跡実測図
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竃　第741A号住居跡に掘り込まれているため，火床部の一部だけが確認できた。火床部はわずかに赤変して

いる。

ピット　2か所。南東壁際にあるPlは径40cmの円形で，深さ38cmである。性格は不明である。南西寄りにあ

るP2は径70cmの円形で，深さ50cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなる。各層ともロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム中・小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　土師器片9点が出土している。第75図

1の土師器甑は南東コーナー部の床面から出

土している。

所見　出土土器が少なく時期を限定すること

はできないが，住居跡の形態等から判断して

古墳時代後期と考えられる。

第741B号住居跡出土遺物観察表

‾‾‾＝コ

‾二二〕

「〒

0 10cm

！　　　；　　　！

第75図　第741B号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 75 図 甑

土　 師　 器

A ［2 3．5］ 休部か ら口縁部 にかけての破片。 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部内面 砂粒 ・雲母・赤色粒子 P 52 42　　　 5 ％

1 B （8．2） 休部 は外傾 して立 ち上が り，口緑 ヘ ラナデ。 にぷい黄橙色 南東 コー ナ ー 部

部 は外反す る。 普通 床 面

第742号住居跡（第77図）

位置　調査5区の北部，H12e7区。

重複関係　本跡は南部を第743号住居に，東部を第750号住居に，中央部やや北側を第571号土坑に掘り込まれ

ている。

規模と平面形　中央部から北側が調査区城外で，南部・東部を第743・750号住居に掘り込まれているため，平

面形は確認できなかった。確認できたのは，長軸（3．25）m，短軸（3．03）mの範囲である。

長軸方向　N－23。－W

壁　壁高は12cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

覆土　2層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子中量，ローム大・中・小ブロック・粒子少量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化粒子少量

10cm

遺物土師器片28点が出土している。第76図1の土師器相は覆土中から出土し？　；　！

ている0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第76図　第742号住居跡

所見　本跡の時期は，土師器から判断して古墳時代前期と考えられる。　　　　　　　出土遺物実測図

ー8：1－
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第77図　第742・750号住居跡実測図

第742号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－…l　－－1

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第76図 柑 A ［8．6］体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面へラ磨き。体部内・砂粒 P5287　　 20％

1 B （5．2）休部は球状を呈する。口緑部は外 外面へラ磨き。内・外面赤彩。 暗赤色 P L48

土　師　器 反する。 普通 覆土中

－84－



第744号住居跡（第78・79図）

位置　調査5区の北部，H12h7区。

重複関係　本跡は北壁の一部を第743号住居に掘り込まれている0

規模と平面形　長軸7．66m，短軸7・23mの方形である。

主軸方向　N－600－E

壁　壁高は6～12cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全体的によく踏み固められている。中央部に焼土塊がみられる0

竃北壁と東壁の2か所で確認されている。第1竃は，北壁中央部を壁外に38cmほど掘り込み，砂質粘土で構

築されている。袖部や火床部は残存せず，わずかに粘土と焼土が確認できた。煙道は，緩やかに立ち上がる。

第2竃は，東壁中央部やや北寄りの部分を壁外に35cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚

口部から煙道部まで140cm，両袖部幅110cmである0火床部は皿状を皇し，赤変している0煙道は，火床面から

垂直に立ち上がる。竃の覆土や付設位置，遣存状態から見て，第1竃から第2竃に作り替えが行われたものと

思われる。

第1竃土層解説
1赤　褐　色　焼土粒子・粘土粒子多量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒中量
2　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，砂粒中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒中量
4　赤　褐　色粘土粒子多量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
第2竃土層解説
1暗赤褐色　炭化粒子多量，砂粒中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・粘土粒子少量
3　暗赤褐色　炭化粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
4　赤　褐　色焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径58～80cmの円形で，深さ64～80cmであり，各コーナーに寄った

位置で確認されている。規模と配置から主柱穴と考えられる0南壁際にあるP5は，長径80cm，短径64cmの楕

円形で，深さ35。mである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　第2竃の北側から確認された。長軸95cm，短軸73cmの隅丸長方形で，深さ52cmである。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量，炭化物極微量
3　陪褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量，炭化物・焼土粒子極微量

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

苦層霊説色。＿ム小ブ。ック中量，。－ム粒子・焼土粒子少量　3暗赤褐色焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
2暗褐色ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片716点，須恵器片5点，石製模造品1点（勾玉），鉄揮1点，陶器片1点，礫2点，炭化材が出

土している。第80・81図1～13はすべて土師器である01の杯は貯蔵穴の底面から正位の状態で，5の杯は貯

蔵穴の覆土上層から，それぞれ出土している0・2・4の杯は北壁際の覆土下層から，3の杯は第2竃内から出

土している。6・7の襲，12の鉢，13の甑は第2竃前面の覆土下層から土圧でつぶれた状態で出土している。

8の賓は覆土中から出土している。9の肇は北コーナー部の床面から出土している010の襲，11の小形聾は第

2竃の北袖脇の覆土下層から出土している。14の勾玉は第2竃前面の覆土下層から出土している。陶器片は耕

作による混入と考えられる。

所見床面に焼土塊がみられることから，焼失家屋と考えられる。本跡の時期は，出土土器や住居跡の形態等

から判断して7世紀前葉と考えられる。

－85－
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第78図　第744号住居跡実測図（1）
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第79図　第744号住居跡実測図（2）
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第80図　第744号住居跡出土遺物実測図（1）
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第81図　第744号住居跡出土遺物実測図（2）
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第744号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 80 図 杯

土　 師　 器

B （4．3） 口緑 部欠損 。丸底。体部 は内攣 し 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 52 44　　　 95％

1 て立ち上 が り，口緑 部との境 に稜 ヘ ラ削 り，内面ナデ。 ‘赤色粒子 P L 49

を もつ。 にぷい橙 色　 普通 貯蔵穴底面

2

杯

土　 師　 器

A　 13．0 体 部 ・口緑部一部欠損。丸底。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 52 45　　　 80％

B　　 4．8 部は内攣 して立 ち上 が り， 口緑部 へ ラ削 り，内面横ナデ。 にぷい褐 色 P L 49

との境 に明瞭な稜 をもつ。一口緑部

はほぼ直立す る。

普 通 北壁際覆土下層

3

杯

土　 師　 器

A　 14．4 体部 ・口緑部一部欠損。丸底。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。体 部外 面 砂粒 ・長石 ・赤色粒子 P 52 46　　　 80％

B　　 3．7 部は内攣 して立 ち上が り， 口緑部 ヘ ラ削 り，内面ナデ。 にぷい橙色 P L 49

との境 に稜 をもつ。 口縁部 は直立

す る。

普通 第 2 竃内

4

杯

土　 師　 器

A　 1 5．5 体部 ・口緑部一部欠損。丸底。体 口縁部内 ・外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・赤色粒子 P 52 47　　　 80％

B　　 4．5 部 は内攣 して立ち上 が り， 口緑 ヘ ラ削 り，内面ナデ。 にぷい褐色 P L 49

部 との境 にわずか に稜 をもつ。 口

緑部 は直立す る。

普通 北壁際覆土下層

5

杯

土　 師　 器

A ［1 3．9］ 体部 ・口緑部一部欠損。丸底。体 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 ・赤色粒子 P 524 8　　　 60％

B　　 3．6 部 は内攣 して立 ち上が り， 口緑部

との境 に稜 をもつ。 口緑部 は内傾

す る。

ヘ ラ削 り，内面へラ磨 き。 にぷ い橙色

普通

貯 蔵穴覆土上層

6

嚢

土　 師　 器

A　 14．8 体部 ・口緑部一部欠損。平底。体 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 25 0　　　 90％

B　 17．0 部 は内攣 して立ち上がる。頚部で 外面ナデ。 赤色粒子 P L 4 9

C　　 8．0 くびれ，口緑部は外反する。 にぷ い橙色

普通

第 2 竃 前 面 覆 土

下層

第 81 図

7

嚢

土　 師　 器

A　 22．4 体部 ・口緑部一部欠損。平底。体 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 52 5 1　　 7 0％

B　 35．9 部は内攣 して立ち上が り，中位に ヘラ磨 き，内面へ ラナデ。 にぷい橙色 P L 5 0

C　　 6．0 最大径 をもつ。頸部で くびれ，口

緑部は外反する。口唇部は上方に

rつ まみ上げ られている。

普通 第 2 竃 前 面 覆土

下層

第 80 図 嚢

土　 師　 器

A ［15．6］ 底部か ら口緑部にかけての破 片。 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 52 52　　　 40％

．8 B　 19．1 平底。体部は内攣 して立ち上がる。 外面 ナデ。 赤色粒子 P L 50

C ［7．9］ 頚部で くびれ，口緑部は外反する。 赤褐色　 普通 覆土 中

9

嚢

土　 師　 器

B （13．7） 体部か ら口緑 部にかけて欠損 。平 体部外面 ナデ，内面へ ラナデ。 砂粒 ・長石 ・赤色粒子 P 52 53　　　 60％

C　　 8．8 底。体部は内攣 して立ち上 がる。 褐色

普通

P L 49

北 コー ナ ー部 床

面

10

嚢

土　 師　 器

B （13．6） 体 部か ら口緑 部にかけて欠損。平 体部 内 ・外面ナデ。 砂粒 ・長石 P 52 54　　　 30％

C　　 6．9 底 。体 部は内攣 して立 ち上が る。 にぷい赤褐色

普通

P L 49

第2竃北袖脇覆土下層

11

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A　 lO．4 体 部 ・口緑部一部欠損。平底。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・赤色粒子 P 52 49　　　 90％

B　 ll．0 部 は内攣 して立 ち上が る。頚部で ヘ ラ削 り，内面ナデ。 橙色 P L 49

C　　 4．6 くびれ，口緑部 は外反す る。 普通 第2竜北袖脇覆土下層

12

鉢

土　 師　 器

A ［14．2］ 体部か ら口緑部 にか けての破片。 口緑部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 P 52 55　　　 35％

B　 l O．0 体部 は外傾 しなが ら口緑部に至 る。 にぷ い橙色

普通

第 2 竃前 面 覆 土

下層

第 81 図 甑

土　 師　 器

A ［2 6．6］ 体部 ・口緑部一部欠損。単孔式。 口縁部内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・石英 P 5 25 6　　　 70％

13 B　 28．3 体部 は内攣気味 に立 ち上が り，口 へ ラ磨 き，内面へラ削 り後 ナデ。 にぷ い黄橙色 P L 5 0

C　 1 1．2 緑部 は外反す る。 普通 第2竃前面覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 ．出 土 地 点 備　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第81図14 勾　　　 玉 2．8 1．7 0．2 4．90 瑠　　　 璃 第 2竃前綿覆土下層 Q 5014　　　　　 P L 50

第746号住居跡（第82図）

位置　調査5区の北部，H13el区。

重複関係　本跡は西部を第745号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　中央部より北側が調査区域外に延びているため，平面形は不明である。確認できたのは，長軸
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6．30m，短軸（2．13）mの範囲である。

長軸方向　N－50－W

壁　壁高は6cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　確認した壁下すべてに巡っている。上幅10～15cm，下幅4～8cm，深さ3～6cmで，断面形はU字形で

ある。

床　ほぼ平坦で，出入り口ピットから中央部かけてよく踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。南東・南西コーナー寄りに位置するPl・P2は径65cm前後の円形で，深さ75～

100。mである。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際にあるP3は径58cmの円形で，深さ62cmである。位

置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・炭化物少量
2　褐　色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量

A20．4m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

ー91－
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遺物　土師器片231点，須恵器片1点，土製品7点（土玉1点，土錘6点），ガラス玉1点，陶器片1点，磁器

片1点，礫2点が出土している。第83図1の土師器杯は南壁際の床面から，2の土師器杯は覆土中からそれぞ

れ出土している。3の土師器杯は西部の覆土下層から出土している。4の土師器聾は西壁際の覆土下層から出

土している。5の土師器鉢は，西壁際覆土下層から出土した破片と第745号住居跡から出土した破片が接合し

たものである。6の土玉，9の土錘は西部の覆土下層から，7の土錘は南壁際の覆土中層から，8の土錘は南

壁際の覆土下層から出土している。10～12の土錘は南部の床面からまとまって出土している。13のガラス玉は

中央部やや南寄りの覆土下層から出土している。陶器片と磁器片は耕作による混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して7世紀前葉と考えられる。
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第83図　第746号住居跡出土遺物実測図

第746号住居跡出土遺物観察表

◎
⊂〕

ロカー3
0　　　　1cm

L；！

5cm」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手．法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第83図 杯

土　師　器

A［14．8］底部から口緑部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・赤色粒子 P5260　　　40％

1 B　　4．4 丸底。体部は内攣して立ち上がり，

口緑部は直立する。

ヘラ削り後へラナデ，内面ナデ。にぷい橙色

普通

南壁際床面

2

杯

土　師　器

A［18．0］体部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・赤色粒子P5261　　20％

B（4．3）体部は内攣して立ち上がり，口緑

部は直立する。

ヘラ削り，内面ナデ。 橙色

普通

覆土中
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図版番号

第 83 図

器　 種

J不

土　 師　 器

計測値 （cm）

A ［10．8］

器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

体部か ら口緑部 にか けての破片。 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 P 52 58　　 20％

3 B （4．7） 体部 は内攣 して立 ち上が り，口緑

部 との境 に稜 をもつ。 口緑部 は直

立す る。

ヘ ラ削 り，内面ナデ。 にぷい黄橙色

普通

西部覆土下層

4

嚢 A　 16．8 体部か ら口緑部 にか けての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。体 部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 52 62　　 20％

B （16．3） 体部 は内攣 して立 ち上が る。頚部 ヘ ラ削 り，内面へ ラナデ。 にぷい橙色 P L 50

土　 師　 器

鉢

で くびれ，口緑部 は外 反す る。 普通 西壁際覆土下層

5

A ［20．1］ 体 部 ・口緑部 一部欠損 。丸底。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P 52 59　　 50％

B　　 9．5 部は内攣 して立ち上 が り，口緑部 ヘラ削 り，内面ナデ。 にぷい樺色 P L 50

土　 師　 器 C　　 9．0 との境 に弱い稜 を もつ。口緑 部は

外反する。

普通 西壁際覆土下層

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測・　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

D P 5 01 3　　　　　　　　　　　 P L 5 1

径 （cm） 長 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第83図 6

7

土　　　 玉

土　　　 錘

2．0 1．9 0．2 5．65 西部覆土 下層

2．4 2．8 0．5 20．0 南壁 際覆土中層 D P 5 0 12　　　　　　　　　　　 P L 5 1

D P 5 0 14　　　　　　　　　　　 P L 5 1

D P 5 0 15　　　　　　　　　　　 P L 5 1

D P 50 16　　　　　　　　　　　 P L 5 1

8 土　　　 錘 3．3 3．4 0．5 10．0 南壁際覆土下層

9 土　　　 錘 3．1 2．7 0．5 20．0 西部覆土下層

10

11

土　　　 錘

土　　　 錘

3．6 2．0 0．5 20．0 南部床面

3．3 2．8 0．5 2 0．0 南部床面 D P 50 17　　　　　　　　　　　 P L 5 1

D P 50 18　　　　　　　　　　　 P L 5 1

紺　　 色　　　　　　　　　　 P L 5 1

12 土　　　 錘 3．6 2．4 0．6． 20．0 南部床面

13 ガ ラ　ス 玉 0．8 0．5 0．2 0．74 中央部やや南寄 り覆土下層

第748号住居跡（第84図）

位置　調査5区の北部，H13h2区。

規模と平面形　中央部から南側は調査区外になっているため，平面形は確認できなかった。確認できたのは，

長軸6．10m，短軸（3．50）mの範囲である。

主軸方向　N－230－W

壁　壁高は8cmで，外債して立ち上がる。

壁溝北壁下から西壁下にかけて巡っている。上幅18cm，下幅8cm，深さ7cm前後で，断面形はU字形である0

床　ほぼ平坦で，竃前面から中央部にかけてよく踏み固められている0

竃　北壁中央部を壁外に38cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている0規模は，焚口部から煙道部まで140

cm，両袖部幅110cmである。火床部は，床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化している0天井部は崩落し

ており，2・3層が粘土粒子を多量に含むことから，天井部の崩落土と考えられる．。袖部の内壁は火熱を受け

赤変している。煙道は，火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1にぷい赤褐色　ローム粒子多量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒中量
3　にぷい橙色　粘土粒子多量，焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量

4　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・砂粒中量
5　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
6　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化物少量

7　暗赤褐色焼土粒子多量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化物・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量
8　赤　褐　色焼土粒子多量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土大ブロック・炭化物少量
9　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子・炭化物少量

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径35cmの円形で，深さ27cmであるo P2は径30cmの円形で，深さ38cmであ

り，北東・北西コーナーに寄った位置で確認されている0規模と配置から主柱穴と考えられる。
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貯蔵穴　竃東側に確認された。長軸100cm，短軸80cmの隅丸長方形で，深さ43cmである。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　粘土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・粒子微量
3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量
4　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

5　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

覆土　6層からなる。1～4層は，ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。5・6層は竃からの

流れである。

土層解説

1明　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
2　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土中ブロック少量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量
4　暗　褐　色　炭化粒子多量，ローム小ブロック・粒子少量

5　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック・砂粒少量
6　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

遺物　土師器片144点，陶器片1点，礫1点が出土している。図示したものはすべて土師器である。第85図1

・3・5・6の杯は正位の状態で，北東部の床面から出土している。2・9の杯は逆位で，8の杯は正位で，

北東部の床面から重ねられた状態で出土している。4の杯は西部の覆土下層から出土している。7・10の杯は

貯蔵穴内から，11の杯は竃東側の床面から，12の杯は竃前面の床面から，いずれも逆位の状態で出土している。

13の杯，15・16の高杯は竃内から出土している。14の杯は北東部の覆土下層から出土している。17の聾は竃西

袖部脇の床面から土圧でつぶれた状態で，18の鉢は北東部の床面から逆位の状態で出土している。陶器片は耕

作による混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。

ノ1し

第748号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 85 図 杯 A　 13．7 口縁部一部欠損。丸底。体部 は内 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 52 65　　　 98％

1

土　 師　 器

B　　 4．8 攣 して立 ち上が る。口緑部は直立 ヘ ラ削 り後ナデ，内面 へラ磨 き。 赤色粒子 P L 51

す る。 にぷ い橙色　 普通 北 東部床 面

2

杯 A　 l l．6 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P 5 26 6　　　 99％

土　 師　 器

B　　 3．5 攣 して立ち上が り，口緑 部 との境 へラ削 り，内面 ナデ。 内 ・外面黒 にぷい橙色 P L 5 1

に稜を もつ。口緑 部は内傾 する。 色処理。 普通 北東部床面

3

杯 A　 14．0 体部 ・口緑部一部欠損。丸底。体部 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P 52 67　　　 95％

土　 師　 器

B　　 4．1 は内攣して立ち上が り，口緑部 との ヘ ラ削 り，内面横ナデ後へ ラナデ。 にぷい橙色 P L 5 1

境に稜をもつ。口緑部は直立する。 内 ・外面黒色処理。 普通 北東部床面

4

杯 A　 13．5 口緑部一部欠損。丸底。体部 は内 口緑部内 ・外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・雲母 P 52 68　　　 95％

土　 師　 器

B　　 3．9 攣 して立 ち上が り， 口緑部 との境 ヘ ラ削 り，内面横 ナデ。内 ・外面 にぷ い橙色 P L 51

に稜 をもつ。 口緑部 は直立する。 黒色処理。 普通 西部覆土下層

5

ゴ不 A　 13．2 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P 5 26 9　　　 95％

土　 師　 器

B　　 5．0 攣 して立ち上が り，口緑 部 との境 ヘラ削 り，内面横 ナデ。内 ・外面 にぷい橙色 P L 5 1

に稜を もつ。口緑 部は直立 する。 黒色処理。 普通 北東部床面

6

杯 A　 15．4 口緑 部一 部欠損。丸底。体部 は内 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 52 70　　　 95％

土　 師　 器

B　　 4．7 攣 して立 ち上が る。 口緑部 は直立 ヘ ラ削 り，内面横ナデ。内 ・外面 赤色粒 子 P L 5 1

す る。 黒色処理。 にぷい橙色　 普通 北東部床面

7

ゴ不 A　 1 3．2 体部 ・口緑部一部欠損。丸底。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・雲母・赤色粒子 P 52 7 1　　 9 5％

土　 師　 器

B　　 3．6 部 は内攣 して立 ち上が り，口緑部 ヘラ削 り，内面横 ナデ。内 ・外面 にぷ い橙色 P L 51

との境に弱い稜 をもつ。口緑 部は

直立する。

黒色処 理。 普通 貯蔵 穴内

8

ま不 A　 12．8 口緑部一部欠損 。丸底 。体部 は内 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒子 P 52 7 2　　　 90％

土　 師　 器

B　　 4．4 攣 して立 ち上 が り，口緑 部との境 へ ラ削 り後へ ラナデ，内面横ナデ。 にぷい褐色 P L 5 2

に明瞭な稜 を もつ。 口緑部 は直立

す る。

内 ・外面黒色処理。 普通 北東部床面
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 85 図 杯 B ．（4．0） 口緑部欠損。丸底。体部は内攣 し 体部外 面へラ削 り後へラ磨 き，内 砂粒 P 527 3　　　 80％

9 土　 師　 器 て立 ち上が る。 面横 ナデ。内 ・外面 黒色処 理。 にぷい褐色　 普通 北東部床面

10

杯

土　 師　 器

B （4．2） 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 口緑 部内 ・外 面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 527 4　　　 90％

攣 して立 ち上が り，口緑部 との境 ヘラ削 り後 ナデ，内面横 ナデ後 へ にぷい橙色 P L 5 2

に稜 をもつ。 口緑部は直立する。 ラナデ。内 ・外面黒色処理 。 掌通 貯蔵穴 内

11

杯

土　 師　 器

A　 13．4 体部 ・口緑部一部欠損。丸底 。体 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・雲母 P 527 5　　　 85％

B　　 4．3 部 は内攣 して立ち上が り，口緑 部

との境 に稜 をもつ。口緑部は直立

す る。

ヘラ削 り，内面 ナデ。 にぷ い黄橙色

普通

竃東側床面

12

杯

土　 師　 器

A　 12．8 底部か ら口緑部にかけて一部欠損。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P 527 6　　　 75％

B　　 4．4 丸底。体部は内攣 して立ち上が り， ヘラ削 り，内面横 ナデ。 内面黒色 にぷ い褐色 P L 52

口緑部 との境 に稜を もつ。口緑 部

は直立する。

処理。 普通 竃前面床面

13

杯

土　 師　 器

A　 14．2 体部 ・口緑部一部欠損。丸底 。体 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P 52 7 7　　 60％

B ’　 4．6 部は内攣 して立ち上が り，口縁部

に至る。

へラ削 り，内面へ ラ磨 き。 暗赤褐色

普通

竃内

14

杯

土　 師　 器

A　 13．4 体部か ら口緑部にかけての破片。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P 52 78　　　 45％

B （3．2） 体部は内攣 して立ち上が り，口縁 ヘラ削 り， 内面 ナデ。内 ・外面黒 にぷい褐色 北東部覆土下層

部 との境に稜 をもつ。口緑部 は直

立する。

色処理。 普通

15

高　　　 塀

土　 師　 器

A　 15．2 裾部及び杯部 ・口縁 部一部欠損。 口緑部 内 ・外面横ナ デ。杯部内 ・ 砂粒 ・雲母 P 52 79　　　 60％

B　 lO．3 脚部は ラッパ状に開 く。杯部 は外 外面へ ラ磨 き。脚部外面へラ磨 き， にぷい橙色 P L 52

D ［13．3］ 傾 して立ち上が り，口緑部に至る。

杯部外 面下位 に稜 を もつ。

内面へ ラ削 り。据部外面へラ磨 き，

内面横 ナデ。

普通 竃内

16

高　　　 塀

土　 師　 器

A　 15．4 脚部か ら口縁 部にかけての破片。 口緑部 内 ・外面横ナデ。杯部内 ・ 砂粒 ・雲母 P 52 80　　　 45％

B ′（7．1） 杯部は外 傾 して立ち上 が り， 口緑 外面へ ラ磨 き。脚部へ ラナデ。 橙色 P L 52

部に至 る。杯 部外面下位 に稜 をも

つ。

普通 竃内

17

嚢

土　 師　 器

A ［21．4］ 体 部 ・口緑 部二部欠損。平底。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 528 1　　 55％

B　 34．2 部は内攣 して立ち上が る。体部 中 ヘ ラ磨 き，内面ナデ。 にぷい褐色 P L 52

C　　 8．2 位 に最大径 を もつ。頚部で くびれ，

口縁 部は外 反する。 口唇部 は上方

につまみ上 げ られている。

普通 竃西袖脇床 面

18

鉢

土　 師　 器

A　 19．4 底 部 ・体 部一部 欠損。体部 は外傾 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・赤色粒子 P 528 2　　　 55％

B （10．5） して立 ち上が り，口緑部 は内傾す 外面ナデ。 橙色 P L 5 2

る。 普通 北東 部床面

第750号住居跡（第77図）

位置　調査5区の北部，H12e8区。

重複関係　本跡が第742号住居跡の西壁を掘り込み，本跡の南西コーナー部を第743号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　中央部より北側が調査区域外のため，平面形は確認できなかった。確認できたのは，長軸4・61

m，短軸（3．78）mである。

長軸方向　N－100－W

壁　壁高は14～16cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　確認した壁下すべてに巡っている。上幅14～18cm，下幅6cm，深さ6cm前後で，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，出入り口ピットから中央部にかけてよく踏み固められている。西壁付近に焼土塊が，南西コー

ナー部に炭化材が，中央部よりやや北側に粘土塊がみられる。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径25cm前後の円形で，深さ20cmである。P2は長径53cm，短径38cmの楕円

形で，深さ55cmであり，それぞれ南東・南西に寄った位置で確認されている。規模と配置から主柱穴と考えら

れる。南壁際にあるP3は径35cmの円形で，深さ28cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。
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覆土　9層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
5　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
6　褐　色　ローム中・小ブロック・粒子中量，炭化粒子少量

7　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量
8　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
9　黒褐色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片211点，陶器片1点，炭化材が出土している。陶器片は耕作による混入と考えられる。

所見　床面に炭化材や焼土塊がみられることから，焼失家屋と考えられる。遺物が細片で時期は限定できない

が，出土土器から判断して古墳時代後期と考えられる。

②　奈良・平安時代

第736号住居跡（第87図）

位置　調査5区の北部，H12i3区。

重複関係　本跡は東部を第737号住居に掘り込まれ，さらに，第548号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　中央部から西側は調査区域外に延びているため，平面形は確認できなかった。確認できたのは，

長軸［4．30］m，短軸［1．42］mの範囲である。

長軸方向　N－40－W

壁　壁高は26cm前後で，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全体的によく踏み固められている。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
2　褐　色　ローム中ブロック・焼土中ブロック少量，炭化物微量

遺物　土師器片125点，須恵器片16点，陶器片2点が

J l

ヽ

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」
第86図　第736号住居跡出土遺物実測図

第736号住居跡出土遺物観察表

出土している。第86図1の須恵器盤は，北東部の床面

から逆位の状態で出土している。陶器片は混入したも

のと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して8世紀中

葉と考えられる。

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 老

第 86 図 盤

須　 恵　 器

B （2．3） 底部 か ら体部 にか けての破片。高 体部内 ・外面 ロクロナデ。底 部回 砂粒 ・雲母 ・石英 P 5229　　 15％

1 E （0．8） 台剥離。体部 は直線的に外傾する。 転ベ ラ削 り。 灰 黄褐色

普通

北東部床面
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第87図　第736・737号住居跡実測図

叫　　　叫

D

0　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一一一一十‥－」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　＿」

第737号住居跡（第87図）

位置　調査5区の北部，H12i3区。

重複関係　本跡が第736号住居跡の東部と第738号住居跡の北西コーナー部を掘り込んでいる。本跡は北西部を

第548号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．17m，短軸2．95mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は33cm前後で，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東コーナーから東壁にかけて巡っている。上幅12cm，下幅8cm，深さ5cmである。断面形はU字形で

ー9ロー



ある。

床　ほぼ平坦である。中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外に30cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで110

cm，両袖部幅108cmである。天井部は崩落しており，5・6層は粘土粒子を多量に含んでいることから崩落土

と考えられる。火床部はわずかにくぼみ，赤変硬化している。煙道は，火床面から外債して立ち上がる。竃内

から多量の炭化物が出土している。

竃土層解説

1　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒中量，焼土粒子少量
2　赤

3　暗

4　暗

5　暗

6　暗

7　暗

8　暗

9　暗

10　暗

褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
赤　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子中量，焼土大ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量
赤　褐　色　廃土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量
赤　褐　色　粘土粒子多量，焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土粒千・秒粒中量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
赤褐　色　焼土中ブロック・粘土粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子・焼土大ブロック・炭化粒子少量

赤　褐　色　炭化粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・砂粒少量
赤　褐　色　焼土粒子・炭化物多量，焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒中量
赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒中量
赤　褐　色　粘土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒中量，焼土中ブロック少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径20cm前後の円形で，深さ23～33cmであり，各コーナーに寄った位

置で確認されている。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は径21cmの円形で，深さ22cmで

ある。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなる。レソズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土小ブロック少量，炭化物微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土中ブロック少量，炭化物微量
3　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　［

第88図　第737号住居跡出土遺物実測図

第737号住居跡出土遺物観察表

遺物　土師器片29点，須恵器片5点，

礫1点，炭化物が出土している。第88

図1の須恵器杯は竃煙道部の底面から

出土している。2の須恵器鉢体部片は

覆土下層から出土し，外面に横位の平

行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，出土土器から判

断して8世紀後葉と考えられる。

図版番 号 器　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 88 図 杯

須　 恵　 器

A ［13．6］ 底 部 か ら口緑 部 に か け て の破 片 。 口緑 部 ， 体 部 内 ・外面 ロク ロナデ。 砂 粒 ・雲 母 ・石 英 P 52 30　　 10％

1 B　　 3．9

C ［8．3］

平底 。休 部 か ら 口緑 部 は外 傾 して

立 ち上 が る。

底 部 一 定 方 向 の ヘ ラ削 り。 黄 灰 色

普 通

竃 煙 道 部 底 面

第740号住居跡（第89図）

位置　調査5区の北部，H12i5区。

重複関係　本跡が第732号住居跡の西部と第738号住居跡の東部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．90m，短軸3．20mの長方形とである。

主軸方向　N－00

－100－



壁　壁高は15cm前後で，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，竃前面から中央部にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外に50cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで125

。m，両袖部幅103。皿である。第9層は砂粒を多量に含むことから天井部の崩落土と考えられる。火床部は床面

をわずかに掘りくぼめ，赤変している。煙道は，火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗　褐　色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物・粘土粒子・砂粒少量
2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・砂粒少量

3　赤　褐　色　焼土中・小ブロック・粒子多量，焼土大ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子中量，砂粒少量
5　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒中量
6　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・粒子多量，砂粒中量，ローム粒子・炭化物少量
7　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量

8　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量
9　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・炭化粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量
10　暗　褐　色　焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少量
11暗赤褐色　炭化物・炭化粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・砂粒少量
12　にぷい褐色　粘土粒子多量，砂粒中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
13　にぷい赤褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子少量

14　暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
15　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土大ブロック・砂粒少量

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土中ブロック少量，炭化物微量
3　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片89点，須恵器片28点，石製品1点（紡錘車），陶器片1点，炭化材が出土している。第90図1

の須恵器杯は竃西側の覆土中層から，2の須恵器杯は南壁際中央部の覆土下層から逆位の状態で，それぞれ出

土している。3の須恵器盤は竃内から出土している。4の須恵器聾体部片は南壁際の覆土下層から出土し，外

面には斜位の平行叩きが施されている。5の紡錘車は西壁際中央部の床面から出土している。陶器片は耕作に

よる混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して8世紀後葉と考えられる。

第740号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 90 図 杯 A ．12．8 体部‾・口緑部一部欠損。平底。体 口緑部か ら体 部内 ・外面 ロクロナ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 5 23 6　　　 95％

1 B　　 4．1 部 から口緑部 は外傾 して立ち上が デ。体 部下端 手持 ちへラ削 り。底 青灰色 P L 5 3

須　 恵　 器 C　　 8．1 る。 部一定方向のヘラ削 り。 普通 竃西側 覆土 中層

2

畢 A　 13．0 体部 ・口緑部一部欠損。平底。体 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 5 23 7　　　 80％

B　　 3．9 部 から口緑部 は外傾 して立ち上が 体部下端手持ちへラ削 り。底部一 黄灰色 P L 5 3　 南 壁 際

須　 恵　 器 C　　 7．7 る。 定方向のヘラ削 り。 普通 中央 部覆土 下層

3

盤

須　 恵　 器

A ［13．4］ 高台か ら口緑部 にか けての破片。 口緑部か ら体 部内 ・外面 ロクロナ 砂粒 ・長石 P 5 23 8　　　 20％

B　　 3．2

D ［7．6］

E　 l．1

高台 は 「ハ」の字状 に開 く。体部

は直線的 に外傾 し，口緑部 との境

に稜 をもつ。 口緑部 は外反す るム

デ。高台貼 り付 け後 ナデ。 青灰色

普通

竃内

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値＿

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考

径 （cm） 厚　 さ（cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g）

第90図5 紡　 錘　 車 4．0 1．1 0．7 20．0 滑　　　 石 西壁際中央床面 Q 5013　　　　　 P L 53
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⑥

第89図　第740号住居跡実測図

三岳♂

第90回　第740号住居跡出土遺物実測図

一・　　、・：

0　　　　　　　10cm
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第741A号住居跡（第91園）

位置　調査5区の北部，H12g5区。

重複関係　本跡が第741B号住居跡の北部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．66m，短軸2．70mの長方形である。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は14～16cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　ほぼ全周している。規模は，上幅12cm，下幅6cm，深さ5～12cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，竃前面から中央部にかけてよく踏み固められている。

竃　東壁中央部やや南寄りを壁外に45cmはど掘り込み，砂質粘土で構築している。撹乱を多く受けているため

袖部や煙道部の遺存状態は悪い。火床部は皿状をしている。覆土の堆積状況は確認できなかった。

20．6ml

莞ミニ・r∴ご　　ニー‾i「‾　‾二戸一己：ビン
4

旦

‾画
第91図　第741A号住居跡実測図
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ピット　2か所。中央部にあるPlは長径57cm，短径40clnの楕円形で，深さ76cmである。竃北側にあるP2は径

45cmの円形で，深さ41cmである。いずれも性格は不明である。

貯蔵穴1か所。南西コーナー部で確認された。長径102cm，短径65cmの楕円形で，深さ45cmである。

貯蔵穴土層解説

1褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・粒子少量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
4　暗褐色　炭化粒子中量，ローム中・小ブロック・粒子少量
5　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量

6　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・粒子少量
7　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量

覆土　4層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
3　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片85点，須恵器片13点，陶器片3点，礫11点が出土している。第92図1の土師器杯は貯蔵穴の覆

土上層から，2の土師器肇は中央部やや南寄りの覆土下層から出土している。3の須恵器肇休部片は，外面に

同心円状の叩きが施されている。流れ込みとおもわれる。陶器片は耕作による混入と思われる。

所見　須恵器片は，ほとんどが覆土上層からの出土で，細片であることから流れ込みとおもわれる。また，東

壁に竃が付設されていること等から，本跡は10世紀前半と考えられる。

第92図　第741A号住居跡出土遺物実測図

第741A号住居跡出土遺物観察表

千二二‾二二

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－l一一－－1

図版番号 器　種 計測値（cIu） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第92図 杯

土　師　器

B （2．6）底部から休部にかけての破片。平体部内・外面ロクロナデ。底部回砂粒・雲母・赤色粒子P5240　　　25％

1 C　　7．3 底。休部は外傾して立ち上がる。転糸切り。 橙色

普通

貯蔵穴覆土上層

2

整

土　師　器

A ［24．2］休部から口緑部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・長石 P5241　　　5％

B （8．1）頚部でくびれ，口緑部は外反する。ヘラ削り，内面ナデ。 にぷい褐色

普通

中央やや南寄り

覆土下層
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第743号住居跡（第93図）

位置　調査5区の北部，H12f7区。

重複関係　本跡が第742号住居跡の南部と第744号住居跡の北壁の一部，第750号住居跡の南西コーナー部を掘

り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．86m，短軸3．75mの長方形である。

主軸方向　N－6。－W

壁　壁高は6～13cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅12～16cm，下幅5～8cm，深さ6cm前後で，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦で，竃前面から中央部にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部やや東寄りを壁外に26cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道

部まで96cm，両袖部幅約90cmである。火床部は床面を約5cm掘りくぼめており，赤変硬化している。煙道は，

火床面から外債して立ち上がる。

第93図　第743号住居跡実測図

1m

l　一一　l・－・・l

－105－
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竃土層解説
1　にぷい黄橙色　粘土粒子多量，焼⊥中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
2　にぷい黄橙色　粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒中量，焼土中ブロック・ローム粒子少量
3　暗　赤　褐　色　粘土粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，砂粒少量
4　赤　褐　色　焼土中・小ブロック・粒子多量，焼土大ブロック中量，炭化物少量

5　暗　赤　褐　色　焼土中ブロック多量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量
6　にぷい黄橙色　粘土粒子多量，砂粒中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗　赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子中量，焼土中・小ブロック少量
8　極暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

貯蔵穴1か所。東壁際中央部やや北寄りで確認された。径56cmの円形で，深さ25cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　ローム中ブロック・炭化粒子中量，ローム小ブロック・粒子少量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック・炭化粒子中量，＋ロ▼－ム大・小ブロック・粒子少量

3　にぷい褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

覆土　5層からなる。各層ともロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　色　ローム粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第94図　第743号住居跡出土遺物実測図

第743号住居跡出土遺物観察表

遺物　土師器片89点，須恵器片27点が

出土している。第94図1の須恵器盤は

中央部やや南西寄りの覆土下層から出

土している。2の須恵器襲体部片には，

外面に平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，出土土器から判

断して9世紀前半と考えられる。

図版 番号 器　 種 計測 値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 9 4 図 盤

須　 恵　 器

B （3．3） 底 部 か ら体 部 に か け て の 破 片 。 高 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ。 底 部 回 砂 粒 ・雲 母 ・長 石 P 5 24 3　　　 20％

1 D （7．6） 台 は 「ハ 」 の 字 状 に 開 く。 休 部 は 転 へ ラ 削 り。 高 台貼 り付 け後 ナ デ。 灰 褐 色 中 央 部 や や 南 西

E　 l．3 外 傾 して 立 ち 上 が る 。 普 通 寄 り覆 土 下 層

第745号住居跡（第95図）

位置　調査5区の北部，H12eO区。

重複関係　本跡が第746号住居跡の西部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸［3．70］m，短軸（3．60）mの方形と推定される。北壁の一部は調査区域外に延びている。

主軸方向　N－1060－E

壁　壁高は10cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南壁下の一部に巡っている。上幅10cm，下幅4cm，深さ4cm前後で，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部から西壁にかけてよく踏み固められている。

竃　東壁中央部を壁外に45cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで85cm，

両袖部幅60cmである。火床部は床面を約5cm掘りくぼめており，赤変硬化している。煙道は，火床面から外傾

して立ち上がる。
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第95図　第745号住居跡実測図

1m

！　　　；　　　＿」

由仁　　凸l

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　－－－l　一・一　1

竃土層解説
1黒　褐　色　粘土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

2　極暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　暗赤褐色　廃土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量
4　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
5　暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

6　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子中量，砂粒中量
7　にぷい赤褐色　廃土粒子多量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土大ブロック少量
8　暗赤灰色　炭化粒子多量，廃土小ブロック・粒子中量，ローム粒子少量

ピット1か所。南西コーナー部で確認さた。径51cmの円形で，深さ30cmである。性格は不明である。

覆土　3層からなる。各層ともロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量

遺物　土師器片263点，須恵器片15点が出土している。第96図1の土

師器杯は，竃内から出土している。須恵器片は細片で，流れ込みと思

われる。
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第粥図　第745号住居跡出土遺物実測図



所見　本跡の時期は，出土土器や住居跡の形態等から判断して10世紀前葉と考えられる。

第745号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 96 図 土不

土　 師　 器

A ［14月］ 体 部か ら口緑部 にか けての破片。 口緑部 ・休部外面横ナデ。体部内 砂粒 ・雲母 ・赤色粒子 P 52 57　　　 2 0％

1 B （5．0） 休 部は内攣 して立 ち上が り， 口緑

部 は外反す る。

面へ ラ磨 き。内面黒色処理。 にぷい黄褐色

普通

奄内

第747号住居跡（第97図）

位置　調査5区の北部，H13gl区。

規模と平面形　東壁は撹乱を受け残存していない。規模は，長軸3．66m，短軸［3．20］mの長方形と推定され

る。

長軸方向　N－110－E

壁　壁高は5～12cmで，外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央付近がよく踏み固められている。中央部，南部，南東コーナー部に焼土塊がみられる。

貯蔵穴　南西コーナー部で確認された。径63cmの円形で，深さ41cmである。

覆土　5層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

OI Ql

第97図　第747号住居跡実測図
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第98図　第747号住居跡出土遺物実測図
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土層解説
1　褐　　　　色　ローム粒子・炭化粒子中量
2　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土

粒子・炭化物少量
3　暗　赤　褐　色　焼土小ブロック・炭化粒子中量，

ローム粒子・焼土粒子少量
4　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム小ブロック

・ローム粒子・焼土粒子少量

5　にぷい赤褐色　焼土中ブロック中量，ローム小ブ
ロック・ローム粒子・焼土粒子・
炭化粒子少量



遺物　土師器片75点，須恵器片5点，陶器片1点，礫2点が出土している0第98図1の土師器高台付杯と2の

土師器皿は，ともに貯蔵穴の底面から出土している。須恵器片は細片で，流れ込みと思われる。

所見　床面に焼土塊がみられることから，焼失家屋と考えられる0本跡の時期は，出土土器から判断して10世

紀前半と考えられる。

第747号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

P 52 63　　　 20％第 98 図 高 台 付 杯 B （3．3） 高台部から体部にかけての破片。高 体部外面ナデ。体部内面へラ磨 き。 砂粒 ・雲母 ・長石

1 D ［．8．0］ 台は短 く 「ハ」の字状に開 く。平底。 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。高台貼 にぷい橙色 貯蔵穴底面

P 5 264　　 80％

土　 師　 器 E　　 O．7 体部は内攣気味に立ち上がる。 り付 け後ナデ。内面黒色処理。 普通

2

皿

土　 師　 器

A　　 9．3 口緑 部一部欠損。平底。体部か ら 口緑部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・赤色粒子

B　　 2．3

C　　 7．3

口緑 部は外傾 して立 ち上が る。 底部 回転糸切 り。 浅黄橙色

普通

P L 53

貯蔵穴底面

③　時期不明

第749号住居跡（第99図）

位置　調査5区の北部，H12hO区。

規模と平面形　本跡は覆土が薄く，床面がはぼ露出し

た状態で確認された。南西コーナー部は調査区外のた

め確認できなかったが，規模と平面形は床質等から長

軸［3．70］m，短軸［3．50］mの方形と推定される。

主軸方向　N－450－W

床　竃前面から中央部にかけてよく踏み固められてい

る。

竃　北壁中央部と推定される位置に赤変部が確認され

た。竃の火床部の痕跡と考えられる。

遺物　土師器片1点，鉄製品1点（釘）が出土してい

る。第100図1の釘は北西コーナー部から出土してい

る。

所見　本跡は覆土が薄く壁，覆土の堆積状況が確認で

きなかった。時期は，判断できる出土遣物がないため

不明である。

2m

⊆「一一・l－＿二∃

第99図　第749号住居跡実測図

5cm」
第100図　第749号住居跡出土遺物実測図
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第749号住居跡出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重 量 （g ）

第100図1 鉄　　 釘 （4．0） 0．4 0．4 （2．64） 北西コーナー部 M 5026

表4　熊の山遺跡5区住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位 置

主軸方向

（長　 軸）
平面形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁高

（cm ）
床面

内　　　 部　　　 施　　　 設

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　 考 ‘

新旧関係（古→新）壁溝 主柱 穴
出入 口
ピ ット

ピッ ト 炉 ・竃 貯蔵穴

726 H 12B N －200－W ［長方形］ 5．46　×（4．80） 10 平坦 － 2 － 1 炉
－

人為 土師器 （高杯 ・器台 ・棄）
本 跡→ SI730 ・

72 8→S I729

728 H 12g 3 － 不　 明 （3．50）×（2．10） 25 平坦 － － － － － －
人為 土師器 （杯 ・棄） SI726→本跡

729 H 12斑 N －260－W ［方　 形］ ［5．50］×　5．32 25 平坦 － 4 1 1 竃
－

自然
土師器 （杯 ・嚢），土製
支脚

SI726・731→SI730→
本跡→SK 540～543

730 H 12e4 N －280－W 不　 明 （5．60 ）×（4．65） 16 平坦 一部 2 1 － － －
自然 土師器 （杯 ・嚢） SI726 ・731→本跡→

SI729→SK540・544

731 H 12e5 N －300－W 不　 明 5．20　×（2．15） 35 平坦 一部 2 1 － － －
自然

土師器 （ミニチ ュア土
器 ・葉）

本跡→SI730→SI
729→ SK 542～545

732 H 12i5 N －280－W ［長方形］ ［4．70］×［3．80 ］ 16 平坦 一部 － － － 竃
－

自然 土師器片 ，石突 本跡一→SI739→
SI74 0

736 H 12i3 N － 40 －W 不　 明 ［4．30］×［1．42］ 26 平坦 － － － － － －
自然 土 師器片，須恵器 （盤）

本跡→SI737 →

SK 548

737 H 12i3 N －00 方　 形 3．17　×　2．95 33 平坦 一部 4 1 － 竃 － 自然
土 師器片，須恵器 （杯 ・
鉢）

SI738→SI73 6→
本跡→SK 548

738 H 12i4 N －360 －W ［方　 形］ ［4．10］×［4．00］ 15～20 平坦
－ 4 ． 1 － 竃 2 自然 土師器片，鉄浮

本跡→SI737－→

SI740

739 H 12h 5 N －120－W 方　 形 3．54　×　3．44 6～8 平坦
－ － － 1 竃 － 人為 土師器 （杯 ・甑） SI732 ・74 1B →

本跡→S K 549

740 H 12i5 N －00 長方形 3．90　×　3．20 15 平坦
－ － － － 竃 － 自然

土師器片，須恵器 （杯 ・
盤），石製品 （紡錘 車）

SI732 ・738一
本跡

741A H 12g5 N －90。－E 長方形 3．6 6　×　2．70 14 ～16 平坦 全周
－ － 2 竃 1 自然

土師器 （杯 ・嚢），須 恵
器片

S I741B 一→本跡

741B H 12g5 N －250－W 方　 形 4．55　×　4．30 2 ～12 平坦 一部
－ 1 1 竃 － 人為 土師器 （甑）

本跡一→S I739→

SI741A

742 H 12e7 N －230－W 不　 明 （3．25）×（3．03 ） 12 平坦
－ － － － － － 自然 土師器 （柑 ・嚢）

本跡→SI750→

SI743

743 H 12f7 N － 60 －W 長方形 4．86　× 13．75 6～13 平坦 全周
－ － －

竃 1 人為
土師器 片，須恵器 （盤 ・
賓）

S I742→SI74 4 ・

750→本跡

744 H 12 h7 N －600 －E 方　 形 7．66　×　7．23 6～12 平坦 － 4 1 －
竃 1 自然

土 師器 （杯 ・棄 ・鉢），
石製模造 品 （勾玉）

本跡→SI743

745 H 12eO N －1060－E ［方　 形］ ［3．70］×（3．60） 10 平坦 一部 － － 1 竃
－ 人為 土 師器 （杯），須恵器片 SI746→本跡

746 H 13 el N － 50－W 不　 明 6．30　×（2．13） 6 平坦 一部 2 1 － － －
自然 土師器 （杯 ・嚢），土玉，

土錘， ガラス玉
本跡→SI745

747 H 13g l N －110－E ［長方形］ 3．66　×［3．20］ 5～12 平坦 － － － － － 1 人為 土師器 （高台付杯 ・皿）

748 H 13h2 N －23。－W 不　 明 6．10　×（3．50） 8 平坦 一部 2 － －
竃 1 人為 土師器 （杯 ・高杯 ・嚢）

749 H 12hO N －450－W ［方　 形］ ［3．70 ］×［3．50］ － 平坦 － － － －
竃

－ －
土師器片，釘

750 H 12e8 N －100－W ［方　 形］ 4．6 1 ×（3．78 ） 14 －16 平坦 一部 2 1 － － －
人為 土師器 （杯 ） S I742→本跡→

SI743

（2）土坑

表5　熊の山遺跡5区土坑一覧表

土坑

番号
位　 置

長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主　 な　 遺　 物 ，
備　　　　　　 考

重　 複　 関　 係

新 旧関係 （古→新）
長径 （軸）×短径 （軸） （m ） 深さ （cm ）

540 H 12斑 N －　70 －W 長　 方　 形 2．06　× 1．75 44 外傾 凸凹 人為 S I729→本跡

54 1 H 12e3 N －　80 －W 長　 方　 形 0．82　×　0．74 54 外傾 平坦 人為 S I729→本跡

542 H 12斑 N －860 －E 長　 方　 形 1．72　×　0．83 10 緩斜 平坦
－ SI731→本跡

543 H 12f5 N －110 －W 長　 方　 r形 1．86　×　0．73 － － － 人為 SI731→本跡

544 H 12 e5 N －750 －W 長　 方　 形 ［1．97］× 1．17 52 外傾 平坦 人為 SI73 1→本跡

545 H 12e5 N －　 60 －W 長　 方　 形 ［1．84］×　0．94 35 外傾 平坦 人為 SI73 1→本跡

546 H 12f3 N －100 －W ・長　 方　 形 1．94　× 1．02 22 外傾 平坦 人為 土師器片 SI729→本跡

54 7 H 12e2 N －90 0－W 楕　 円　 形 0．87　×　0．36 23 緩斜 皿状 人為 土師器 （杯），須恵器片

548 H 12j3 N －840 －E ． 長　 方　 形 1．32　× 1．18 15 垂直 平坦 － S I736→ SI737 →本跡

549 H 12h5 N － 10 －E 長　 方　 形 0．98　×　0．79 32 外傾 平坦 人為 土師器片 S I739→本跡

571 H 13 e7 N －830 －W 楕　 円　 形 0．96　×（0．44） 24 緩斜 皿状 － SI742→本跡

572 H 12i4 N －510 －E 正　 方　 形 0．56　×　0．54 48 外傾 平坦 －

－110－



（3）遺構外出土遺物

5区遺構外出土遺物観察表

園版 番号 器　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 10 1図 杯

土　 師　 器

A ［14．2］ 体 部 か らロ緑 部 に か け て の破 片 。 ロ 緑 部 ・体 部 外 面 ロ ク ロナ デ 。 体 砂 粒 ・雲 母 ・パ ミス P 52 83　　　 2 0％

1 B （3．7） 体 部 か ら口緑 部 は外 傾 して立 ち上 部 内 面 へ ラ磨 き。 体 部 下 端 手 持 ち 灰 褐 色 S I－7 50 付 近 表 採

が る 。 ヘ ラ削 り。 内 面 黒 色 処 理 。 普 通

2

高 台 付 ゴ不 A ［15．1］ 休 部 ・口 緑 郡 一 部 欠 損 。 高 台 は 口 緑 部 ・体 部 外 面 ロ ク ロナ デ 。 体 砂 粒 ・雲 母 P 52 08　　　 60％

B　　 5 6 「ハ 」 の 字 状 に開 く。 休 部 は 内 攣 部 内 面 へ ラ磨 き。 底 部 回 転 へ ラ削 にぷ い橙 色 P L 53

土　 師　 器 D　　 7．8 して 立 ち上 が り， 口緑 部 は わず か り後 ナ デ 。 高 台貼 り付 け 後 ナ デ 。 普 通 S I－7 26 付 近 表 採

E　 l．1 に外 反 す る。 内 面 黒 色 処 理 。

3

高 台 付 杯

土　 師　 器

A ［14．0］ 高 台 部 か らロ緑 部 に か け て破 片 。 ロ 緑 部 ・体 部 外 面 ロ ク ロナ デ 。 体 砂粒 ・雲 母 ・赤色 粒 子 P 5 20 9　　　 40％

B　　 5．4 高 台 は短 く 「ハ 」 の字 状 に開 く。 部 内 面 へ ラ磨 き。 体 部 下 端 手 持 ち に ぷ い黄 褐 色 SI－7 26 付 近 表 採

D　　 7．8 休 部 か ら ロ緑 部 は 内攣 して 立 ち上 へ ラ削 り。 底 部 回 転 へ ラ削 り後 ナ 普 通

E　　 O．8 が る。 デ 。 高 台 貼 り付 け 後 ナ デ 。

4

高 台 付 杯

土　 師　 器

A ［13，6］ 体 部 か ら 口緑 部 に か けて の 破 片 。 口 緑 郡 ， 体 部 内 ・外面 ロク ロナデ。 砂 粒 ・雲 母 ・長石 P 5 28 4　　 15％

B （5．5） 体 都 は 内攣 して立 ち上 が り， 口 緑

部 は外 反す る。

に ぷ い橙 色

普 通

S I－75 0 付 近 表採

5

高 台 付 i不

土　 師　 器

B （6．5） 高 台 部 か ら体 部 に か けて の 破 片 。 体 部 外 面 ロ クロ ナ デ ， 内 面 へ ラ 磨 砂 粒 ・雲 母 P 5 28 5　　　 20％

D　　 7．0 高 台 は短 く 「ハ 」 の字 状 に開 く。 き。 休 部 下 端 手持 ち へ ラ削 り。 底 に ぷ い橙 色 S I－75 0 付 近 表採

E　　 O．8 体 郡 は 内攣 して立 ち上 が る。 部 回 転 へ ラ削 り後 ナ デ 。 高 台貼 り

付 け 後 ナ デ 。 内 面 黒 色 処 理 。

普 通

図 版番 号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

径 （cm） 長　 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第 10 1図6 土　　　 錘 2．2 3．4 0．5 2 0．0 S I－74 5 付 近 表 採 D P 5 0 19　　　　　　　　　　　　 P L 53

図版 番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考

長　 さ （cm ） 幅 （cm） 厚　 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 10 1図7 引 手 金 具 1 1．4 5．8 0．3 9 0．0 S I －75 0 付 近 表 採 M 50 27　　 鉄 製

図 版番 号 鋳　　 名 初 鋳 年 （西暦 ） 鋳 造 地 名 出　 土 地 点 備　　　　　　　　　 考

第 101図8 淳　 憮　 元　 賓 1 174 北　　　　 宋 S I－72 6 付 近 表 採 M 50 22　　　　　　　　　　　 P L 53

『≡廟訝

二三二‾
第101図　遺構外出土遺物実測図
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3　6区の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

①　奈良・平安時代

第662号住居跡（第103図）

位置　調査6区の南部，013C7区。

重複関係　中央部から南西部を第663号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．60m，短軸3．40mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は44cmで，垂直に立ち上がる。

壁溝　北西コーナー部の壁下と東壁下に巡っている。上幅10cm，下幅5cm，深さ6cmで，断面形はU字形であ

る。

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁中央部を壁外に45cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで144

cm，両袖部幅124cmである。火床部は，床面から14cmほど掘りくぼめられ，赤変硬化している。煙道は，火床

面から垂直に立ち上がる。

竃土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量，粘土粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，粘土粒子・炭化材微量
3　黒褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
4　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子多量，灰中量，粘土粒子微量
5　褐　　色　ローム粒子中量，粘土粒子少量
6　暗褐色　焼土粒子・炭化材・粘土粒子微量

7　暗褐色　焼土中ブロック・粘土粒子微量
8　暗褐色　焼土粒子・粘土粒子少量
9　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，粘土粒子微量
10　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子少量，粘土粒子微量

11黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，粘土粒子微量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径28～50cmの円形で，深さ19～31cmであり，各コーナーに寄った位

置で確認されている。規模と配置から主柱穴と考えられる。

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量，焼土粒子少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

5　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

遺物　土師器片102点，須恵器片26点，鉄製品1点（刀子），鉄津2点，礫1点が出土している。第104図1の

土師器賓は，竃内から出土している。2の須恵器杯は，竃前面の覆土下層から逆位の状態で出土している。3

の須恵器高杯は，北西コーナー部の床面から出土した破片と南東コーナー部の床面から出土した破片が接合し

たものである。4の刀子は，竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して8世紀後葉と考えられる。

ー113－



A21．2m　　　51663
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第104図　第662号住居跡出土遺物実測図

第662号住居跡出土遺物観察表

甲　　　田　　4

0　　　　　　　　　　　　　5cm

」＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿　」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第104図 嚢 A［19．8］体部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石・P6003　　　20％

1 B（34．1）体部は内攣して立ち上がる。頚部ヘラ磨き，内面へラナデ。 赤色粒子 PL54

土　師　器 でくびれ，口緑部は外反する。口

唇部は上方につまみ上げられてい

る。

にぷい赤褐色

普通

竃内

2

ゴ不

須　恵　器

A　lO．2 体部・口緑部一部欠損。平底。体口緑部一体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石P6002　　　60％

B　　3．4

C　　7．0

部から口緑部は外傾して立ち上が

る。

底部へラ削り。－ 黄灰色

普通

竃前面覆土下層

3

高　　　ゴ不

須　恵　器

A　19．1 脚部欠損。杯部は内攣して立ち上口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石P6001　　50％

B（6．0）がり，口緑部にいたる。 灰黄褐色

普通

PL54　北西コー

ナー部床面

図版番号種　　別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　土　地　点 備　　　　　　　　　 考

長　さ（cm）1幅（cm）厚　さ（cm）重量（g）

第104図4刀　　　子 （18．3） 0．9 0．4 （10．0）竃内 M6001　　　　　　　　　　　　　 PL54

第663号住居跡（第103図）

位置　調査6区の南部，013C7区。

重複関係　本跡が第662号住居跡の中央部から南西部を掘り込んでいる。

規模と平面形　西部が調査区域外になっているが，規模は，長軸3・70m，短軸（3・50）mの方形と推定される。

主軸方向　N－160－E
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壁　壁高は59cmで，垂直に立ち上がる。

壁溝　確認した壁下に巡っている。上幅14cm，下幅5cm，深さ6cmである。断面形はU字形である。

床　はぼ平坦である。竃前面から入り口ピットにかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外に53cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで120

cm，両袖部幅122cmである。火床部は，床面から6cmほど掘りくぼめられ，皿状を呈している。煙道は，上部

に撹乱を受けているが，火床面から外債して立ち上がる。

竃土層解説
1　暗褐色　粘土粒子少量，焼土中ブロック・炭化材微量
2　灰褐色　焼土粒子・粘土粒子中量
3　暗褐色　焼土粒子・粘土粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子中量
5　黒褐色　焼土中ブロック・粒子少量，粘土粒子微量
6　暗褐色　焼土中ブロック中量，粘土粒子少量
7　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子中量，粘土粒子少量
8　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

9　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子微量

ピット　Plは南壁際に位置する。径30cm前後の円形で，深さ37cmである。位置的に出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
4　黒褐色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片226点，須恵器片122点，灰粕陶器片1点，礫1点が出土している。第105図1の土師器聾は，

竃東側の覆土下層から出土した破片と竃西側の床面から出土した破片が接合したものである。2の土師器小形

賓は，竃西袖部から出土している。3の須恵器杯は，南壁際の床面から横位の状態で出土している。4の須恵

器杯と7の須恵器高台付杯は竃東側の覆土下層から，5の須恵器杯は竃西側の覆土下層から出土している。6

の須恵器杯は，覆土中から出土している。8の須恵器は長頸瓶の頸部片で，竃の上部から出土している。9は

須恵器賓の休部から口綾部にかけての破片，10は須恵器賓の体部片で，それぞれ外面に縦位の平行叩きが施さ

れている。11は須恵器鉢体部から頸部にかけての破片で，外面に櫛歯状工具による波状文と区画文が施されて

いる。9～11はいずれも覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して9世紀中葉と考えられる。

第663号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第105 図 嚢

土　 師　 器

A　 17．4 体部 ・口緑 部一部欠損。平底。体 口縁部 内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 60 10　　　 80％

1 B　 lO．5 部は内攣 して立 ち上 がる。頚部‘で ヘ ラ削 り，内面へ ラナデ。底部木 赤色粒 子 P L 54

C　　 8．0 くびれ，口緑部 は外反す る。 口唇

部は上方につまみ上げられている。

葉痕。体部上位 ・下位 に輪積み痕。 赤褐色

普通

竃東側覆土下層

2

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A　 lO．3 体 部 ・口緑 部一部欠損。平底。体 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 60 09　　　 60％

B　　 8．5 部は内攣 して立 ち上が る。頚部で 外面ナデ。 にぷい褐色 P L 54
●C　　 5．3 くびれ，口緑部 は外傾す る。 口唇

部 は上方 につ まみ上げられている。

普通 竃西袖部

3

杯

須　 恵　 器

A　 1 3．6 体部 ・口緑部一部欠損。平底。体 口緑部～体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 600 4　　 °90％

B　　 4．4 部 は外傾 して立 ち上が り，口緑部 体部下端へラ削 り。底 部一定方向 明褐灰色 南壁 際床 面

C　　 6．0 はわずか に外反す る。 のヘラ削 り。 普通
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第105図　第663号住居跡出土遺物実測図

陶巌

二慈＿l

誰 掴。

図 版 番 号

第 1 0 5 図

器　 種

珂 こ

計 測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

A 　 1 2 ．6 休 部 ・ ロ 緑 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 体 口 縁 部 ～ 体 都 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 砂 粒 ・ 雲 母 ・ 長 石 P 6 0 0 5 　　　 8 0 ％

4 B 　　 4 ．4 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 体 部 下 端 へ ラ 削 り 。 底 部 回 転 へ ラ 灰 オ リ ー ブ 色 P L 5 4

須　 恵　 器 C 　　 6 ．4 は わ ず か に 外 反 す る 。 切 り 後 へ ラ ナ デ 。 普 通 竃 東 側 覆 土 下 層

P 6 0 0 6 　　　 5 0 ％

5

杯 A ［1 2 ．4 ］ 休 部 ・ 口 緑 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 体 ロ 緑 部 ～ 体 部 内 ・ 外 面 ロ タ ロ ナ デ 。 砂 粒 ・ 雲 母 ・長 石

B 　　 3 ．9 部 か ら ロ 緑 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が 体 部 下 端 へ ラ 削 り 。 底 部 回 転 へ ラ に ぷ い 黄 褐 色 竃 西 側 覆 土 下 層

P 6 0 0 7 　　 6 0 ％

須　 恵　 器 C 　　 7 ．2 る 。 切 り 後 へ ラ ナ デ 。 普 通

6

珂 こ A ［1 2 ．9 ］ 体 部 ・ 口 緑 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 体 ロ 緑 部 ～ 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 砂 粒 ・ 雲 母 ・長 石

B 　　 3 ．5 部 か ら 口 緑 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が 体 部 下 端 へ ラ 削 り 。 底 部 へ ラ 削 り 。 褐 灰 色 覆 土 中

P 6 0 0 8 　　　 4 0 ％

須　 恵　 器 C 　　 6 ．7 る 。 普 通

7

高 台 付 杯 A ［1 1 ，2 ］ 体 部 ・ 口 縁 部 一 部 欠 損 。 高 台 は ほ 口 緑 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 砂 粒 ・雲 母 ・長 石

B 　　 5 ．3 ぼ 垂 下 す る 。 休 部 か ら 口 緑 部 は 外 底 部 回 転 へ ラ 削 り の 後 ， 高 台 貼 り 灰 色 P L 5 4

須　 恵　 器 D 　　 6 ．6

E 　 l ．2

傾 し て 立 ち 上 が る 。 付 け 。 普 通 奄 東 側 覆 土 下 層

8

長　 頸　 瓶

須　 恵　 器

B （ 6 ．8 ） 頚 部 片 。 頚 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が 頸 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 自 然 粕 。 砂 粒 ・長 石 P 6 0 3 1 　　 5 ％

る 。 粕 灰 オ リ ー ブ 色

普 通

P L 5 4

竃 上 部
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第665号住居跡（第106図）

位置　調査6区の南部，013bO区。

重複関係　本跡が第8号不明遺構の北東コーナー部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．90m，短軸3．66mの長方形である。

主軸方向　N－150－E

壁　壁高は28～50cmで，外債して立ち上がる。
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第106図　第665号住居跡実測図
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壁溝　北壁下を除いて，巡っている。規模は，上幅約15cm，下幅5～10cm，深さ6～10cmで，断面形はU字形

である。

床　はぼ平坦である。竃前面から中央部にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。煙道部は撹乱を受けており，確認できなかった。規模は，焚口

部から煙道部まで約80cmと推定される。両袖部幅は130cmである。火床部は，床面からわずかに掘りくぼめら

れ，皿状を呈している。

竃土層解説
1灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子微量

2　灰　褐　色　焼土粒子・粘土粒子中量，焼土中ブロック微量
3　にぷい赤褐色　灰多量，焼土中・小ブロック少量
4　暗　赤　褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は径30cm前後の円形で，深さ17～52cmであり，各コーナーに寄った位

置で確認されている。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際にあるP4は径34cmの円形で，深さ29cmで

ある。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなる。各層ともロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・粒子中量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化材微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・粘土粒子数量
4　暗褐色　ローム中ブロック・粒子少量

5　暗褐色　ローム小プロッ

6　暗褐色　ローム中プロッ

7　黒褐色　ローム小プロッ

8

第107図　第665号住居跡出土遺物実測図
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ク中量，ローム粒子少量
ク少量，ローム粒子微量
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遺物　土師器片225点，須恵器片49点，鉄製品1点（鉄錬）が出土している。第107図1・2の土師器杯は南壁

中央部付近の覆土下層から正位の状態で，3の土師器杯は竃西袖脇の覆土下層から出土している。4の須恵器

杯は竃東側の床面から正位の状態で，5の須恵器杯は南西コーナー部付近の床面から横位の状態で出土してい

る。6・7の須恵器杯は，南壁中央部付近の床面と覆土下層からそれぞれ出土している。8の須恵器蓋は，北

東部の覆土下層から出土している。9は須恵器聾の体部片で，南部の覆土下層から出土している。外面上位に

は格子目の叩きが，下位には斜位の平行叩きが施されている。10の鉄鉱は，竃西側床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して8世紀前葉と考えられる。

第665号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の・ト特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 107 図 杯

土　 師　 器

A　 12．2 口緑 部一部欠損 。丸底。体部 は内 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 6 0 11　　 98％

1 B　　 4．0 攣 して立ち上 が り，口緑部 はわず ヘ ラ削 り，内面横ナデ。 赤色粒 子 P L 5 5 南壁中央

かに外 反する。 にぷい橙色　 普通 部付 近覆土下層

．2

杯

土　 師　 器

A　 12．0 体 部 ・口緑 部一部欠損。丸底。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒子 P 6 0 12　　　 75％

B　　 3．8 部は内攣 して立ち上 が り， 口緑部 ヘ ラ削 り，内面横ナデ。 にぷい橙色 ・南壁 中央 部 付 近

はわずかに外 反する。 普通 覆土下層

3

杯

土　 師　 器

A　 12．7 体 部 ・口緑 部一部欠損。丸 底。体 口・緑部内 ・外面横ナデ。体 部外面 砂粒 ・赤色粒子 P 6 0 13　　　 60％

B　　 4．1 部は内攣 して立 ち上 が り，・口緑部 ヘ ラ削 り，内面横ナデ。 にぷい橙色 ・P L 5 5　 竃西袖

はわずかに外 反する。 普通 脇覆土下層

4

j不

須　 恵　 器

A ［13．9］ 体 部 ・口緑 部一部欠損。平底。体 口緑部～体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 6 0 14　　　 65％

B　　 4．2 部か ら口緑 部は外傾 して立 ち上が 底部回転へ ラ切 り後へラナデ。 赤色粒子 P L 5 5

C　　 7．8 る。 暗灰 黄色　 普通 竃東側床面

5

杯

須　 恵　 器

A ［14．2］ 体 部 ・口繹部一 部欠損。平底。体 ロ緑部ん体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 6 0 15　　　 60％

B　　 3．9 部か ら口緑部 は外傾 して立 ち上やゞ 体部下端へ ラ削 り。底部へラ削 り。 黄灰色 P L 5 5 ．南西 コー

C　　 9．8 る。 普通 ナ一部付近床面

6

杯

須　 恵　 器

A ［14．1］ 体 部 ・口縁部 一部欠損。平底。体 口緑部一体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 6 0 16　　　 50％

B　　 3．9 部か ら口緑部 は外傾 して立 ち上が 底部回転へ ラ切 り後へラナデ。 黄灰色 南 壁 中央 部付 近

C　　 9．8 る。 普通 床面

7．

杯

須　 恵　 器

A ［13．8］ 底部 か ら口緑部 にかけての破片。 ロ緑部～体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 6 0 17　　　 40％

B　　 4．3 平底。体部 か ら口縁部 は外傾 して 体部下端へラ削 り。底 部回転 へラ 赤色粒子 南 壁 中央 部 覆 土

C　　 7．8 立 ち上が る。 切 り。 黄灰色　 普通 下層

8

蓋

須　 恵　 器 ．

A ［1 6．8］ 天井部 から口緑部 にかけての破片。 天井部回転へラ削 り。外周部 ・口 砂粒 ・雲母 ・長石 P 6 01 8　　　 25％

B （2．8） 天井部 は平坦 で，外周部 はなだ ら 緑部ロクロナデ。 黄灰色 P L 5 5

かに下 降す る。 口緑部 は短い返 り

がつ く。

普通 北東部覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 債 ．　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第107図10 鉄　　　 鉄 ［14．4］ 3．1 0．5 （20．0） 竃西側床面 M 6002　　　　　　　　　　　　　 P L 56

第666号住居跡（第108図）

位置　調査6区の南部，013d9区。

規模と平面形　長軸3．22m，短軸3．10mの方形である。

長軸方向　N－150－E

壁　壁高は32～38cmで，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦である。

ピット　Plは，中央部やや東側に位置する。径30cm前後の円形で，深さ24cmである。性格は不明である。

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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第109図　第666号住居跡出土遺物実測図

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量

3　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒子少量

遺物　土師器片212点，須恵器片41点，土製品1点（支脚），鉄津1点が出土している。第109図1の土師器鉢

は，覆土中から出土している。2の須恵器杯は，西部の覆土中層から出土している。3の須恵器杯は南壁際の

覆土下層から出土しており，底部内面には漆が薄く付着している。貯蔵用ではなく，一時的に使用されたもの

と考えられる。4の須恵器鉢と5の支脚は，覆土中から出土している。

所見　本跡では竃が確認されなかった。時期は，出土土器から判断して8世紀中葉と考えられる。
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第666号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 109 図 鉢

土　 師　 器

A ［15．7］ 体部 ・口緑 部一部欠損。平底。体 口緑部内 ・外面横ナデ。・体部外面 砂粒 ・長石 ・赤色粒子 P 60 21　　 50％

1 B　　 8．7 部か‾ら口縁 部は外傾 して立 ち上が ’ヘ ラ削 り，内面へ ラナデ。底部木 にぷい赤褐色 P L 56

C　　 8．0 る。 葉痕。 ・普通 覆土中

2

杯

須　 恵　 器

A ［12．4］ 底部か ら口縁 部にかけての破片。 口緑部～体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 6 02 0　　　 40％

B　　 3．8

C ［9．0］

平底 。体部は外傾 して立ち上が り，

口緑 部はわずかに外 反す る。

底部回転へ ラ切 り。 灰 色

普通

西部の覆土 中層

3

ゴ不

．須　 恵　 器

B （1．8） 底 部片。平底 。 底部一定方向のヘ ラ削 り。底部内 砂粒 ・雲母 ・長石 P 6 0 19　　　 25％

C　　 6．3 面 に漆付着。 黄灰 色

普通

P L 5 6

南壁 際覆土下層

4

鉢

須　 恵　 器

A ［33．8］ 体 部か ら口緑 部にかけての破片。 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 6 02 2　　　 5％

B （8．8） 体 部は外傾 して立ち上が り，口緑

部は外反する。

横位の平行叩 き。 褐灰 色

普通

覆土中

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 径 （cm） 重 量 （g ）

第109図5 土 製 支 脚 （8．7） （4．8） （110．0） 覆土中 D P 6001　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 56

第667号住居跡（第110図）

位置　調査6区の南部，013eO区。

規模と平面形　長軸4．88m，短軸4．22mの長方形である。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高は20～28cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南壁下を除いて巡っている。上幅12cm，下幅5cm，深さ4cmである。断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。全体的によく踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外に45cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。撹乱を受け，遺存状況は悪い。規

模は，焚口部から煙道部まで95cm，両袖部幅100cmである。火床部は，床面からわずかに掘りくぼめられ，皿

状を呈している。煙道は，火床面から外債して立ち上がる。

竃土層解説
1暗褐色　焼土中ブロック少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化材・粘土粒子微量

2　暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子少量，粘土粒子微量
3　暗赤褐色　ローム小ブロック少量，粘土粒子微量
4　灰褐色　粘土粒子多量
5　黒褐色　粘土粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子微量

7　灰褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・粘土粒子微量

覆土　4層からなる。耕作による撹乱を受けている。不規則な堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
3　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

4　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器片179点，須恵器片11点，鉄製品1点（刀子）が出土している。第111図1の土師器杯は，覆土中

から出土している。2の土師器聾は，南壁際の覆土中層から出土している。3の刀子は，覆土中からの出土で

ある。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して7世紀と考えられる。
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第667号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 1 11 図 杯

土　 師　 器

A ［12．6］ 体郡か らロ緑 部にかけての破片。 口緑 部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 60 23　　 15％

1 B （4．1） 体部は内攣 して立ち上が り，口緑 ヘラ削 り，内面ナデ。内 ・外面黒 にぷい赤褐色 覆土 中

部 との境 に稜 を もつ。口縁部は直

立する。

色処理。 普通

2

聾

土　 師　 器

B （9．9） 底部か ら体部 にかけての破 片。平 体部外面へ ラ磨 き，内面ナデ。体 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 60 24　　 10％

C　　 8．0 底 。体部 は外債 して立 ち上がる。 部下位 に輪積み痕。 赤色粒 子

にぷい赤褐 色　 普通

南壁際覆土中層

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cIn） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第111図 3 刀　　　 子 （6．3） 1．2 0．4 （6．0） 覆土中 M 6 00 3

第669号住居跡（第113図）

位置　調査6区の南部，014d3区。

重複関係　本跡が第670号住居跡の西部を掘り込んでいる。

規模と平面形　規模は，長軸［3．65］m，短軸3．30mの長方形と推定される。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は20cmで，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦である。

竃　北壁中央部を壁外に50cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。撹乱を受け，遺存状態は悪い。規模

は，焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅92cmである。火床部は，床面からわずかに掘りくぼめられ，皿状を

呈している。

竃土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック微量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径20～28cmの円形で，深さは25～46cmである。各コーナーに寄った

位置で確認されている。規模と配置から主柱穴と考えられる。

覆土11層からなる。耕作による撹乱を受けている。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と考えら

れる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量　　　　　　　　　　　　　　6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　7　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・粘土小ブロック　8　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量
微量

4　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
5　暗褐色　ローム中ブロック・粒子中量，ローム小ブロック少量

千路－

9　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

10　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

11暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　土師器片150点，須恵器片21点，

′一：‘一一：

10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿」

第112図　第669号住居跡出土遺物実測図

－124－

不明鉄製品1点が出土している。第112

図1の須恵器蓋つまみは南壁際の床面か

ら出土している。2の須恵器整体部片は

西部の床面から出土し，外面に斜位の平

行叩きが施されている。
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所見　遣物が細片で時期を限定することはできないが，須恵器片がみられることや住居跡の形態等から，8世

紀と考えられる。
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第669号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 112 図

1

蓋

須　 恵　 器

B （1．7）

F　　 3．8

G　　 O．6

つまみ部分。環状 を呈す る。 つ まみ ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石

灰 黄色

普通

P 6 02 5　　　 5％

南壁 際床面

第671号住居跡（第114図）

位置　調査6区の南部，014d6区。

規模と平面形　一辺が5．98mの方形である。

主軸方向　N－140－E

壁　壁高は25cmで，外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦である。竃前面から中央部にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。撹乱を受け，遺存状況は悪い。規模は，焚口部から煙道部まで

68cm，両袖部幅125cmである。火床部は，床面からわずかに掘りくぼめられ，皿状を呈している。
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竃土層解説
1黒褐色　焼土中ブロック・粘土粒子少量
2　黒褐色　炭化材・粘土粒子少量，焼土中ブロック微量
3　暗褐色　粘土粒子中量，ローム小ブロック・粒子少量
4　暗褐色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

5　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，粘土粒子少量，ローム粒子微量
6　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化材・焼土中ブロック・粘土粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，粘土粒子微量
8　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

覆土　2層からなる。耕作による撹乱が激しいため，堆積状況は不明である。

土居解説
1黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

2　黒褐色　粘土粒子少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片186点，須恵器片56点，石製品1点（砥石），不明鉄製品1点，鉄津2点，礫1点が出土してい

る。第115図1の土師器杯は西壁際の床面から，2の須恵器杯は南壁寄りの床面から正位の状態で，それぞれ

出土している。3・4は須恵器鉢の休部から頸部にかけての破片で，覆土中から出土している。3の外面には

櫛歯状工具による波状文と区画文が，4の外面には櫛措波状文が施されている。5の砥石は覆土中から出土し

ている。6の不明鉄製品は，中央付近の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して8世紀前半と考えられる。

、＼∴⊥〆2

［コ

第115図　第671号住居跡出土遺物実測図

第671号住居跡出土遺物観察表

lこC薫二
（

0　　　　　　　　　　　　　5cm

！　　；　　！

10cm

ト一・・　十・・・ll」

図 版番 号 器　 種 計 測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 1 15 図 杯

土　 師　 器

A ［12．8 ］ 底 部 か ら口緑 郡 に か け て の破 片 。 ロ緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 砂粒 ・雲母 ・赤 色粒 子 P 60 26　　　 4 5 ％

1 B　　 5．0 丸底 。 体 部 は 内轡 して立 ち上 が り，

口緑 部 との境 に弱 い稜 を もつ 。 口

緑 部 は 直 立す る。

ヘ ラ削 り， 内 面 へ ラ磨 き。 にぷ い 褐 色

普 通

西 壁 際 床 面

2

杯

須　 恵　 器

B （ 3．0 ） 口緑 部 欠損 。 平 底 。 体 部 は外 傾 し 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 底 部 回 砂 粒 ・雲 母 P 60 27　　　 6 0％

C　　 7．6 て立 ち上 が る。 転 へ ラ切 り後 へ ラナ デ 。 黄 灰 色

普 通

南 壁 寄 り床 面
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図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考

長　 さ （cm ） 幅 （cm） 厚　 さ （cm ） 重 量 （g ）

第115図5 砥　　　 石 （5．1） 4．1 4．5 （80．0 ） 凝　 灰　 岩 覆土 中 ＿ Q 60 0 1　　　　　 P L 56

6 不 明鉄製 品 （4．9） 2．2 0．3 （7．85） － 中央付 近床 面 M 60 05

第672号住居跡（第116図）

位置　調査6区の南部，014f5区。

規模と平面形　長軸3．00m，短軸1．90mの不整長方形である。

主軸方向　N－630－E

壁　壁高は8～25cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。竃前面から中央部にかけてよく踏み固められている。

竃　北東コーナー部に砂質粘土で構築されている。耕作による撹乱を受け，火床部のみ遺存している。火床部

は，床面からわずかに掘りくぼめられ，皿状を呈している。
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第116図　第672号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」
第117図　第672号住居跡

出土遺物実測図

第672号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

覆土　2層からなる。自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

遺物　土師器片59点，須恵器片7点，鉄片1点が出土している。第

117図1の須恵器蓋は，覆土中からの出土である。

所見　遣物が細片で時期を限定することはできないが，出土土器や住

居跡の形態等から，8世紀代と考えられる。

図版 番号 器　 種 計測 値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 117 図 蓋

須　 恵　 器

B （2．5） 口縁 部 欠 損 。 環 状 の つ まみが 付 く。 天 井 部外 面 上 半 回転 へ ラ削 り，下 砂 粒 ・雲 母 ・長 石 ・ P 60 28　　　 7 0％

1 F　　 3．8

G　　 O．6

天 井 部 は ドー ム状 で あ る。 半 ・内 面 ロ ク ロ ナ デ。 赤 色 粒 子

灰 色　 普 通

P L 5 6

覆 土 中
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第686号住居跡（第118図）

位置　調査6区の南部，014h3区。

規模と平面形　北部以外は調査区域外になっているため，平面形は確認できなかった。確認できたのは，東西

（2．75）m，南北（0．60）mの範囲である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は25cmで，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦である。竃前面がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部やや東寄りを壁外に33cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道

部まで70cm，両袖部幅75cmである。火床部は，床面からわずかに掘りくぼめられ，赤変硬化している。煙道は，

火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子少量
3　黒褐色　灰中量，焼土粒子少量
4　暗褐色　焼土中ブロック少量，ローム粒子・粘土粒子微量
5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子中量
6　暗赤褐色　焼土中ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子微量

7　暗赤褐色　ローム粒子中量，粘土小ブロック少量，粘土粒子微量

覆土　3層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土中ブロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量

遺物　土師器片1点，須恵器片3点が出土している。第119図1の須恵器杯は，竃前面の覆土下層から出土し

た破片と竃内から出土した破片が接合したものである。2の須恵器聾の休部片は，覆土下層から出土した。外

面に斜位の平行叩きが施されている。

所見　遣物は少量であるが，本跡の時期は，出土土器から判断して8世紀後薬と考えられる。

ー129一

第118図　第686号住居跡実測図
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第686号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 119 図 杯

須　 恵　 器

A ［12．7］ 底部 からロ緑部 にかけての破片。 口緑部～体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・長石 P 60 29　　　 3 0％

1 B　　 4．7 平底。体部か ら口緑 部は外傾 して 底部 回転へ ラ切 り後，一定方向の 褐灰色 P L 56

C　　 7．7 立 ち上が る。 ヘ ラナデ。 普通 電前面覆土下層

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第119図　第686号住居跡出土遺物実測図

②　時期不明

第670号住居跡（第113図）

位置　調査6区の南部，014d4区。

重複関係　西部を第669号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　西部は第669号住居跡に掘り込まれ，東部は覆土が薄かったので，床質から規模等を判断した。

長軸3．30m，短軸（1．85）mで長方形と推定される。

主軸方向　N－100－E

壁　北壁と北東コーナー部に確認された。壁高は10cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁中央部を壁外に35cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。撹乱を受け，遺存状態は悪い。規模

は，焚口部から煙道部まで68cmである。火床部は，床面からわずかに掘りくぼめられ，皿状を呈している。煙

道は，火床面から外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗赤褐色　廃土小ブロック・粘土粒子少量
2　暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土中ブロック，炭化材微量
3　暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土中ブロック・炭化材少量
4　灰褐色　粘土粒子多量，焼土中ブロック・炭化材少量

覆土　2層からなる。ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

2　暗褐色　ローム粒子多量

遺物　土師器片2点が出土している。

所見　遺物が少なく時期を限定できないが，8世紀と考えられる第669号住居に掘り込まれているので，それ

よりは古い。
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表6　熊の山遺跡6区住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位 置

主軸方向

（長　 軸 ）
平面形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸 ）

壁 高

（cm ）
床 面

内　　　 部　　　 施　　　 設
覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　 考

新旧関係 （古→新）壁溝 主柱 穴
出入 口
ピッ ト

ピッ ト 炉 ・竃 貯蔵穴

662 0 13C7 N －00 方　 形 3 ．60　×　3．40 44 平坦 一部 4 － － 竃 － 自然
土師器 （嚢），須恵器 （杯 ・
高杯），刀子

本跡→SI663

663 0 13C7 N －160 －E ［方　 形］ 3 ．7 0　×（3．50） 59 平坦 一部
－ 1 － 竃 － 自然

土師器 （嚢），須恵器 （杯 ・

高台付杯 ・長頸瓶）
SI662→本跡

665 0 13b O N －150 －E 長方形 4 ．90　×　3．66 28 ～50 平坦 一部 3 1 － 竃 － 人為
土師器 （杯），須恵器 （杯 ・
蓋），鉄鉄

SX 8 →本跡

666 0 13 d9 N －150 －E 方　 形 3 ．22　×　3．10 32 ～38 平坦
－ － － 1 ． － －

自然
土師器 （鉢），須恵器 （杯 ・
鉢）

667 0 13eO N － 20－W 長方形 4 ．88　×　4．22 20 －28 平坦 一 部 － － － 竃 －
人為 土師器 （杯 ・嚢），刀子

669 0 14 d3 N － 50－E ［長方形］ ［3 ．65］×　3．30 20 平坦 － 4 － －
竃 ‘

－
人為

須恵器 （蓋），不 明鉄 製
ロ
ロロ

SI670→本跡

670 0 14 d4 N －100 －E ［長方形］ 3 ．3 0　×（1．85） 10 平坦 － － － －
竃

－
人為 土師器片 本跡→S I669

671 0 14 d6 N －140 －E 方　 形 5．98　×　5．98 25 平坦 － － － －
竃

－
不明

土師器（杯），須恵許（杯），
砥石，不明鉄製品

672 0 14f5 N －630 －E 不整長方形 3 ．00　× 1．90 8 －25 平 坦 － － － －
竃

－
自然 須恵器 （蓋）

686 0 14h 3 N －00 不　 由 （．2．75）×（0 ．60） 25 平 坦 － － － －
竃

－
人為 須恵器 （杯 ・嚢）

（2）溝

第13号溝（第120・124図）

位置　調査6区の南部，014C8区。

規模と形状　今回の調査で確認したのは長さ（2・58）mで，上幅0・43～0・62m，

下幅0．33～0．50m，深さ0．22mであり，断面形は逆台形である。北東方向の延長

部分は，平成8年度に調査され『当財団文化財調査報告』第133集に記載されて

いる。全体的な規模は，全長61．88m，上幅0．43～0・75m，下幅0・33～0・50m，

深さ0．22～0．25mである。

方向　014C8区から北東方向に直線的に延びて，平成8年度調査区に至る。

A19．8m

「≡≡亘「

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿∴　；　　　」

第120図　第13号溝土層
実測図

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

遺物　流れ込みと考えられる土師器片51点・須恵器片38点，鉄製品1点（釘），撹乱

により混入したと考えられる陶器片2点，礫5点が出土している。第121図1の釘は

覆土中からの出土である。

酢－
0　　　　　　　　　　　　　5cm」

所見　時期は，『当財団文化財調査報告』第133集でも記載されているとおり，出土土　第121図　第13号溝

器からみて平安時代以降であると考えられる。性格は不明である。

第13号溝出土遺物観察表

出土遺物実測図

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 重 量 （g ）

第121 図1 鉄　　　 釘 （3．6） （0．4） （3．18） 覆土 中 M 6007
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0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－‥・l　　…」

第122図　第8号不明遺構出土遺物実測図

所見　本跡の時期は，第665号住居跡との重複関係から，

る。

第123図　第8号不明遺構実測図

第8号不明遺構出土遺物観察表

（3）不明遺構

第8号不明遺構（第123図）

位置　調査6区の南部，013C9区。

重複関係　北東コーナー部を第665号住居に掘り込

まれている。

規模と平面形　長軸2．68m，短軸2．45mの方形であ

る。

長軸方向　N－15。－E

壁　壁高は28cmで，外債して立ち上がる。

床　凸凹で，全体的に軟弱である。

覆土　単一層である。ロームブロックを多量に含ん

でいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム中ブロック・粒子多量

遺物　土師器片42点，礫1点が出土している。第

122図1の土師器饗は，中央部の覆土中層から出土

している。

8世紀以前と考えられる。性格については不明であ

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

】　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第122図斐

土　師　器

A［15．2］体部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部内・砂粒・長石 P6030　　　20％

1 B（21．9）体部は内攣して立ち上がる。頚部外面パケ目調整。 にぷい橙色 PL56

は「く」の字状に屈曲し，口緑部

は外反する。

普通 中央部覆土中層

ー132－



函
牽
制
嬰
蛸
凶
∽
逗
蛸
∃
e
桜
　
匝
寸
N
L
碓

133

吾
辛

㊤



4　8区の遺構と遣物

（1）竪穴住居跡

（丑　古墳時代

第919号住居跡（第125図）

位置　調査8区の南部，LlOh2区。

重複関係　東部が第918号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　南東部は調査区域外に位置しており，また第918号住居に掘り込まれているために，確認でき

たのは，東西（3．00）m，南北（1．20）mである。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は30cmで，外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦である。ピットは確認されなかった。

旦礼Om

「‾‾‾「－1

＝オ

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト　　　l　－1－1

喝酬拶／。
二刀

10cm

！　　　；　　　i

第125図　第919号住居跡・出土遺物実測図
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竃　北壁を壁外に26cmほど掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで104cm，

両袖部幅134cmである。第6層の下面が赤変硬化しており火床部と考えられる。袖部は，西袖部の一部が調査

区域外であるが，良好に遣存している。袖部の内側は，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は火床部から急

な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム中ブロック・炭化材・粘土ブロック多量，ローム小ブロック中量，炭化物少量
2　にぷい黄橙色　焼土中ブロック・粘土ブロック多量，焼土中ブロック中量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック多量，粘土ブロック中量
4　暗　褐　色　焼土中・小ブロック多量，粘土ブロック少量
5　暗赤褐色　焼土中・小ブロック多量，焼土大ブロック中量，粘土ブロック少量
6　暗赤褐色　焼土大・中ブロック多量
7　極暗褐色　ローム中・小ブロック多量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物中量，炭化粒子少量

8　灰黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化物中量，ローム小ブロック少量
9　灰黄褐色　粘土粒子・砂粒多量
10　暗赤褐色　焼土大・中ブロック多量
11極暗赤褐色　焼土大ブロック・焼土中ブロック・炭化材・炭化物多量
12　灰黄褐色　焼土大ブロック・焼土中ブロック・砂粒多量

13　褐　　　色　炭化材・炭化物多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒中量，焼土中ブロック少量

覆土　9層からなり，各層からロームブロックが検出され，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
6　暗褐色

ローム小ブロック中量，焼土中ブロック少量

ローム中ブロック・焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子少量

焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック中量，炭化粒子少量

ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土中ブロック少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子・粘土粒子多量，ローム小ブロック・焼土中ブロック中量，焼土中ブロック少

量

7　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック多量，焼土中ブロック・粘土粒子中量

8　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック・砂粒多量，粘土粒子中量

9　暗赤褐色　焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒・粘土粒子多量，ローム中ブロック・焼土中ブロック中量

遺物　土師器片117点，須恵器片8点，鉄製品（釘）が出土している。第125図1の土師器杯は，遺構確認面か

ら，2の土師器杯は，北東部壁際の覆土上層から出土している。3の土師器杯は，竃内から出土している。4

の鉄製品（釘）は，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して7世紀前葉と考えられる。

第919号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 12 5 図 杯

土　 師　 器

A ［15．4］ 底部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒子 P 80 14　　　 3 0％

1 B （3．5） 丸底。体部か ら目線部は内攣 して

立ち上がる。

ヘラ削 り，内面横 ナデ。 にぷ い橙色

普通

遺構確認面

2

杯

土　 師　 器

A ［13．8］ 底部か ら口緑部にかけての破片。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 P 80 15　　　 2 0％

B （3．2） 丸底。体部は内攣気味に立ち上が ヘラ削 り， 内面横 ナデ。内 ・外面 にぷい褐色 北東 部壁 際 覆土

り，口緑部は直立する。 黒色処理。 普通 上層

3

杯

土　 師　 器

A 一［12．4］ 底部か ら口緑 部にかけての破 片。 口緑部 内 ・外面横ナ デ。体部外面 砂粒 P 80 16　　 20％

B （3．4） 丸底。体部か ら口緑 部は内攣気味 ヘラ削 り， 内面横ナデ。内 ・外面 黒褐色 竃内

に立ち上がる。 黒色処理。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

‘出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

・長 さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第125 図4 釘 （5．4） 0．45 0：3 （3．62） 覆土中 M 8002　　　　　　　　　　　　　 P L 57

ー135－



第921号住居跡（第126図）

位置　調査8区の西部，M8a6区。

規模と平面形　本跡は床面がほぼ露出した状態でみられ，壁や壁溝は確認できなかったが，床質や竃の痕跡か

ら，長軸［3．70］m，短軸［3．60］mの方形と推定される。

主軸方向　［N－00］

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁中央部に付設されている。大部分が削平されているため，袖部と火床部の痕跡が確認できただけであ

る。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，各コーナー部やや中央部寄りに位置している。径20～30cmの円形

で，深さ12～28cmであり，規模と配置から主柱穴と考えられる。

覆土　覆土が薄いため，堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器片13点，須恵器片3点が出土している。第126図1の土師器聾は，南西部の床面から出土してい

る。

所見　時期は，出土土器から判断して6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。
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第126図　第921号住居跡・出土遺物実測図

第921号住居跡出土遺物観察表

1攣一一

0　　　　　　　　　　　　　　2m」

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手・法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第126図 嚢

土　師　器

A［13．4］口緑部片。頚部は屈曲し，口緑部口緑部，内・外面ロクロナデ。砂粒・赤色粒子 p8017　　5彿

1 B（3．8）は外反する。 橙色

普通

南西部床面
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第926号住居跡（第127図）

位置　調査8区の南西部，M8b9区。

重複関係　北西部を第938・925号住居に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　南西コーナー部が調査区域外に位置している。長軸5．60m，短軸5．55mの方形である。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は38cmで，外債して立ち上がる。

床　等間隔のトレンチャ一による撹乱を受けているが，ほぼ平坦で，中央部から北東部にかけて特に踏み固め

られている。

竃　北壁中央を壁外に20cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで100cm，

両袖部幅100cmである。竃の南側がトレンチャ一による撹乱を受けているが，第1層から第3層で砂粒や粘土

粒子が多量に検出されていることから，天井部の崩落土と考えられる。第6層は焼土粒子が多量混ざっており，

下面が火床面と考えられる。煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量
2　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子少量

3　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
6　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

7　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
8　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
9　にぷい褐色　ローム中ブロック・粘土粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
10　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

11褐　　　　色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子・粘土粒子少量

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3の上端は径50～54cmでほぼ円形，下端は径約20cmの円形で，深さ23～

42cmであり，各コーナー部のやや中央部寄りに位置している。規模と位置から主柱穴と考えられる。

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量

遺物　土師器片387点，須恵器片6点，灰粕陶器片2点，陶器片1点，土製品1点（土玉）が出土している。

第128図1の土師器杯は北東部覆土中層から逆位で，2の土師器杯は南東部の床面から逆位で出土している。

3の土師器椀は，中央部の床面から逆位で出土している。4の土師器賓は，竃内から出土した破片が接合した

ものである。5の須恵器鼠は，覆土中から出土したものである。6の土製品（土玉）は南東部の覆土中から出

土している。陶器片1点は撹乱による混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して6世紀後葉と考えられ，重複している第925号住居や第938号住居

より古い。

第926号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 128 図 杯

土　 師　 器

A ［1 3．8］ 底部か ら口緑 部にかけて一部欠損。 ．口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・赤色粒子 P 80 31　　 50％

1 B　　 3．7 丸底。‘体部は内攣気 味に立 ち上 が ヘラ削 り。 内面横 ナデ。 内 ・外面 にぷい樺色 北東部覆土中層

り，口緑部は短 く直立 する。 黒色処理。 普通
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第128図　第926号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第128図 杯

土　師　器

A ［13．2］底部から口縁部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石 P8032　　　20％

2 B （4．2）丸底。体部は内攣気味に立ち上がヘラ削り。内面横ナデ。内・外面 にぷい褐色 南東部床面

り，口緑部との境に明瞭な稜をも

つ。ロ縁部はやや内傾する。

黒色処理。 普通

3

椀 A　15．9 ロ緑部・体部一部欠損。平底。体 口縁部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・長石・石英 P8033　　　75％

B　　9．5 部は内攣して立ち上がり，口緑部ヘラ削り。内面へラ磨き。内面黒 にぷい黄橙色 PL58

土　師　器 C　　7．0 との境に稜をもつ。口縁部はやや

外反する。

色処理。 普通 中央部床面

4

聾

土　師　器

A ［14．6］体部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体都内・砂粒・長石・石英・P8034　　 15％

B （11．9）休部は内野気味に立ち上がり，口

緑部との境に段をもつ。口緑部は

外反する。

外面へラナデ。休部内面輪積み痕。赤色粒子

にぷい黄橙色

普通

竃内

5

施

須　恵　器

B （5．4）体部片。体部は内攣して立ち上が体部外面網別状の叩き後，ナデ。砂粒・長石・石英 P8035　　 10％

る。 内面ナデ。 明赤褐色

普通

覆土中

図版番号 種　　別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　土　 地　点 備　　　　　　　 考

径 （cm） 長さ（cm） 孔径（mm）重量（g）

第128図6土　　　 玉 （1．8） 1．9 0．4 （2．66） 南東部覆土中 DP8002　　　　　　　　　 PL61

第927号住居跡（第129図）

位置　調査8区の北西部，L9al区。

規模と平面形　北東コーナー部が調査区域外に位置している。長軸5・55m，短軸4・22mの長方形である。

主軸方向　N－370－W

壁　壁高は35cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北東部は調査区域外にあり確認できなかったが，それ以外は巡っている。規模は，上幅10～20cm，下幅
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4～10cm，深さ約8cmで，断面はU字形をしている。

床トレンチャ一による撹乱を受けている。ほぼ平坦で，中央部から東部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。東袖部から煙道部にかけての一部が調査区域外に位置している。

規模は，焚口部から煙道部まで［100］cm，両袖部幅90cmである。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　にぷい褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子少量

4　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒多量，粘土粒子中量，炭化粒子少量
5　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子少量
7　暗赤褐色　炭化粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量

ノ

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は径60cmの円形で，深さ45～58cmであり，各コーナー部やや中央部寄

りに位置している。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際にあるP4は径約40cmの円形で，深さ29cmで

ある。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック少量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量
4　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，焼土中ブロック微量

遺物　土師器片120点，須恵器片1点が出土している。第129図1～3の土師器杯は，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して6世紀後葉と考えられる。

第927号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 ．胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 129 図 杯

土　 師　 器

A ［13．0］ 底部か ら口緑部に かけ ての破片 。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・赤色粒子 P 8 03 6　　 2 0％

1 B （3．7） 丸底。体部 は内攣 して立ち上が り， ヘ ラ削 り。 内面横 ナデ。 内 ・外面 にぷい橙色 南西部覆土 中

口緑部 との境 にわずかに稜をもつ。

口縁部 は直立す る。

黒色処理。 普通

2

培

土 ‘師　 器

A ［14．4］ 底部か ら口緑部に かけ ての破片 。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ト長石 ・ P 8 03 7　　 10％

B （4．6） 丸底。体部 は内攣 して立ち上が り，

口緑部 との境 に明瞭な稜 を もつ。

口緑部 は直立する。

ヘ ラ削 り。 内面 ナデ。 赤色粒子

にぷい赤褐色

普通

覆土中

3

杯 A ［12．8］ 底部か ら口緑部に かけ ての破片 。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・赤色粒子 P 8 1 12　　 10％

B （5．1） 丸底。体部 は内攣 して立ち上が り， ヘ ラ削 り。 内面横 ナデ。 内 ・外面 褐灰色 覆土 中

土　 師　 器 口緑部 は直立する。 黒色処理。 普通

第932号住居跡（第130図）

位置　調査8区の中央部，M9b4区。

重複関係　南東コーナー部が第933号住居に掘り込まれている。Pl付近で第693号土坑をP5付近で第692号土

坑をそれぞれ掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸5．60m，短軸5．45mの方形である。

主軸方向　N－220－W

壁　南東コーナー部では確認できなかったが，それ以外の壁高は20～65cmである。外債して立ち上がる。

壁溝　第933号住居と重複している部分は確認できなかったものの，全周していたと推定される。上幅20～30

cm，下幅4～8cm，深さ約4cmで，断面はU字形をしている。
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床　はぼ平坦で，中央部が踏み固められている。東壁下からPlに延びる溝a，同じく東壁下からP2に延びる

溝bと西壁下からP3に延びる溝C，同じく西壁下からP4に延びる溝dの4条が確認された。いずれも上幅20

～30cm，下幅8～18cm，深さ12～20cmで，断面はU字形をしている。性格は不明である。

竃　北壁中央を壁外に24cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで120cm，

両袖部幅80cmである。第14層は炭化粒子が多量に含まれ，焼土粒子，灰ともに中量確認されていることから，

下面が火床面と考えられる。天井部は崩落しており，第1・3～5層が崩落土と考えられる。煙道は火床部か

ら急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1褐　　　　色　粘土粒子多量，砂粒中量

2　褐　　　　色　炭化粒子少量
3　にぷい褐色　粘土粒子・砂粒多量
4　にぷい褐色　粘土粒子多量，砂粒中量
5　にぷい褐色　粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒多量

6　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
7　暗　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・灰少量
8　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒中量，炭化粒子微量

9　暗　褐　色

10　にぷい黄褐色
11にぷい黄褐色
12　暗赤　褐　色
13　褐　灰　色
14　暗　赤　褐　色

炭化粒子・粘土粒子中量，焼土粒子微量
粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子・炭化粒子微量
粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
灰多量，炭化粒子少量

炭化粒子多量，焼土粒子・灰中量，焼土中ブロック
少量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4の上端は径52～80cm，下端は径約20cmのほぼ円形，深さ48～61cmであ

り，規模と配置から判断して主柱穴と考えられる。P5の上端は径50cm，下端は径25cmの円形で，深さ37cmで

ある。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6の上端は径42cm，下端は径16cmの円形で，深さ

46cmである。性格は不明である。

貯蔵穴　竃と東壁の中間で確認された。長径90cm，短径72cmの楕円形で，深さ60cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック微量　　　　3　黒褐色　炭化粒子多量，焼土粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土小ブロック少量　　　　4　黒褐色　炭化粒子多量，焼土粒子少量，炭化物微量

覆土　26層からなり，ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒

子・炭化物微量

3　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土
粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・

焼土粒子微量

5　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒
子微量

6　黒褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック少量，ローム
小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック微量

7　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化

粒子微量

8　黒褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック
・ローム粒子・焼土粒子微量

9　黒　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック微量

10　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック微量

11黒褐色　粘土小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ
ク・ローム粒子・焼土中ブロック微量

12　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
13　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
14　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量
15　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・粒子少量
16　褐　色　ローム中ブロック・粒子中量，炭化粒子少量
17　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量
18　暗褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック微量
19　暗褐色　ローム中・小ブロック・粒子少量
20　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子中量
21暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
22　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，炭化物微量
23　暗褐色　ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
24　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック

微量
25　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロッ

ク微量
26　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム大ブロック微量

遺物　土師器片416点，須恵器片3点，石製品2点（臼玉）が出土している。第131図1の土師器杯は竃内から

正位で出土している。2の土師器杯は西部の覆土下層から正位で出土している。3の土師器杯は竃東側北壁付

近の床面から正位で出土している。4の土師器杯は竃西側北壁付近の覆土下層から出土した破片が接合したも

のである。5の土師器杯は貯蔵穴の覆土下層から正位で，6の土師器高杯は貯蔵穴の覆土下層，7の土師器賓

は貯蔵穴西部の壁際床面からそれぞれ出土している。8の土師器賓は北東コーナー部壁際の床面直上から，9

の土師器聾は東部の床面直上からそれぞれ出土している。10の土師器甑は北東コーナー部の床面や貯蔵穴の覆

土中層から出土したものが接合したものである。11・12の土製品（臼玉）は東部中央床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して，6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。
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第130図　第932号住居跡実測図
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第932号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第131図 杯

土　 師　 器

A　 12．1 体部 ・口緑部一部欠損。丸底。体 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 05 9　　　 90％

1 B　　 4．0 部 は内攣気味 に立 ち上が り， 口緑 へ ラ削 り。内面放易羽大のへラ磨 き。 石英 ・礫 P L 5 8

部 との境 にわずか に稜 をもつ。口

緑部 は直立す る。．

にぷい黄褐色

普通

竃内

2

杯

土　 師　 器

A　 14．7 体部一部欠損。丸底。体部 は内攣 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・赤色粒子 P 8 06 0　　　 70％

B　　 ＿4．5 気味 に立 ち上が り， 口緑部 にいた ヘ ラ削 り後，ナデ。 内面 ナデ。 黒褐色 P L 5 8

る。口緑部 は直立す る。 普通 西部覆土下層

3

杯

土　 師　 器

A　 12．4 口緑部 ・体部一部欠損。丸底。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 06 1　　 60％

B　　 5．0 部 は内攣 して立 ち上が り， 口緑部 ヘラ削 り。内面横 ナデ。 石英 ・赤色粒子 P L 5 8

との境 に稜 をもつ。 口緑部 はやや 明赤褐色 竃東側 北 壁 付 近

内傾 して立ち上が る。 普通 床面

4

杯

土　 師　 轟

A　 ll．2 体部 ・口緑部一部欠損。平底。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 P 8 06 2　　　 70％

B　　 6．5 部 は内攣気味 に立ち上が り，口縁 ヘラ削 り。内面横 ナデ。作 り雑。 にぷ い橙色 P L 5 8　 竃 西 側

C　　 5．0 部 は軽 く外反す る。 普通 北壁付近覆土下層

5

J不

土　 師　 器

A ［12．0］ 底部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・赤色粧 P 8 06 3　　　 40％

B　　 4．0 丸底。体部は内攣気味 に立ち上が

り，口縁部 との境に稜 をもつ。口

緑部は若干内傾 して立 ち上がる。

ヘラ削 り後 ，ナデ。内面へラナデ。 子 ・礫

橙色

普通

貯蔵穴覆土下層

6

高　　 i不

土　 師　 器

D ［11．8］

E （3．2）

裾部片。 裾部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・赤色粒

子 ・細礫

にぷ い黄橙色　 普通

P 8 06 4　　　 5％

貯蔵穴覆土下層

7

嚢

土　 師・器

B （10．2） 体部上位か ら．口緑部にかけての破 口緑部 内 ・外面 ・頚部外面横ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 8 06 5　　　 20％

‘片。体部は内攣 して立ち上が り， 体 部外面縦位 のヘ ラ削 り。内面へ 赤色粒子 ・礫 P L 5 9

頚部は緩やかに くびれ，口緑部は ラナデ。 明赤褐色 貯 蔵穴 西 部 壁 際

外反する。 普通 床面

8

嚢

土　 師　 器

A ［22．6］ 体部上位か ら口緑部にかけての破 口緑部 か ら頚部 内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 8 06 6　　 10％

B （11．5） 片。体部は内攣気味に立ち上が り， 体 部内 ・外面 ナデ。 にぷい褐色 北 東 コー ナ ー 部

頚部は緩やかに くびれ，口緑 部は

外反する。

普通 壁際床面直上

9

棄

土　 師　 器

A ［15．0］ 体部上位か ら口緑 部にかけての破 口緑部 内 ・外面 ・頚部外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 8 06 7　　　 5％

B （7．7） 片。体部は内攣気 味に立ち上が り， 頚 部内面へ ラ削 り。体部内 ・外面 赤色粒子 東部床面直上

頚部は撥 やかに くびれ，口緑 部は

外反する。

ナデ。 にぷい褐色

普通

10

甑

土　 師　 器

A　 24．6 体部か ら口緑 部にかけての破 片。 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 80 68　　　 60％．

B ［28．1］ 無定式。体 部は内攣気 味に立ち上 縦位 のヘ ラ削 り。 石英 P L 59　 北東コーナー

C ［9．4］ が り，口緑 部は外 反する。 にぷい橙色　 普通 部床面，貯蔵穴覆土中層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考

径 （cm ） 長　 さ （cm） 孔 径 （mm） 重 量 （g ）

第13 1図11 臼　　　 玉 1．3 1．15 0．3 2．67 滑　　　 石 東部中央床面 Q 800 2　　　　　 P L 6 1

12 臼　　　 玉 1．1 0．4 0．3 0．4 7 滑　　　 石 東部中央床面 Q 800 3　　　　　 P L 6 1

第933号住居跡（第132図）

位置　調査8区の中央部，M9C4区。

重複関係　北部で第932住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南部が調査区域外に位置している。長軸6．25m，短軸［5・65］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－480－W

壁　壁高は30～55cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　西部壁際から東コーナー部にかけて巡っている。規模は，上幅20～28cm，下幅4～6cm，深さ2～6cm

で，断面はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。
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竃　2か所。竃1は北西壁の中央を壁外に50cmほど掘り込み，竃2は北東壁の中央を壁外に46cmはど掘り込み，

砂質粘土で構築されている。竃1の規模は，焚口部から煙道部まで130cm，両袖部幅120cmである。第6層は焼

土粒子が多量に含まれ，焼土のブロックも中量確認されていることから，下面が火床面と考えられる。煙道は

火床面から急な傾斜で立ち上がる。竃2の規模は焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅70cmである。炭化粒

子や焼土中ブロック・焼土粒子の含有量などから判断して，第9層の下面が火床面と考えられる。天井部は確

認できなかった。竃袖部の遺存状態から判断して竃1・2は同時に使用されたものと考えられる。

竃1土層解説
1黒　褐　色　焼土中ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・粘土大ブロック微量
2　にぷい褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子・粘土大ブロック少量，焼土中ブロック・粒子微量
4　黒　褐　色　砂質粘土多量，ローム粒子・焼土粒子微量
5　赤　褐　色　焼土大ブロック・粒子多量，焼土中・小ブロック中量，砂質粘土少量
6　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土中ブロック少量
7　暗　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子・砂粒少量
8　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土中ブロック・粘土粒子少量
9　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子中量，砂粒少量
10　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，粘土粒子少量
11黒　褐　色　炭化粒子多量，焼土粒子中量
竃2土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・焼土中ブロック・砂質粘土少量，ローム粒子微量
2　暗　褐

3　黒　褐

4　暗　褐

5　暗　褐

6　黒　褐

7　褐

8　暗　褐

色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
色　ローム粒子・焼土粒子微量
色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土少量，焼土中ブロック微量
色　粘土大ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子微量
色　砂質粘土少量，焼土粒子・炭化粒子微量
色　ローム粒子・砂質粘土少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量
色　砂質粘土多量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

9　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
10　褐　　　色　粘土大ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
11黒　褐　色　焼土中ブロック・炭化物少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl・P2の上端は径50～60cmの円形，下端は径16～20cmのはぼ円形，深さ75～

87cmで，北東コーナー部からやや中央寄りに位置している。P3は中央部から南部が調査区域外に位置してい

るため詳細は不明であるが，上端径約54cm，下端径約18cmの円形と推定される。深さは87cmである。Pl～P3

は規模と配置から判断して主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　竃1の東神都からやや東寄りで確認された。長径85cm，短径58cmの楕円形で，深さ37cmである。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土中ブロック中量，炭化粒子・粘土粒子少量

覆土　9層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量　6　暗褐色　粘土粒子中量，庚化材・炭化粒子少量，炭化物微量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量　　　7　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム大ブロック・ローム中ブ
3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量　　　　　　　　　　　ロック・炭化粒子少量
4　黒褐色　ローム中ブロック・炭化粒子中量，ローム小ブロック少量　8　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム中ブロック少量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　9　黒褐色　ローム中ブロック・炭化粒子中量，ローム大ブロック少量

遺物　土師器片290点，須恵器片1点，土製品1点（支脚）が出土している。第133図1の土師器杯は東部の覆

土下層から逆位で，2の土師器杯は南東コーナー部の床面直上から正位で出土している。3・4の土師器杯は

南部の中央の覆土中層から出土している。5の土師器小形聾は南部中央の覆土中層からと覆土中から出土した

破片が接合したものである。6の土師器嚢は南西部の床面から出土している。7の土師器饗は竃1の東袖付近

の床面直上と竃1内焚き口付近と南西部の覆土中層からそれぞれ出土した破片が接合したものである。8の土

師器襲口綾部は北部床面からと覆土中から出土した破片が接合したものである。9の土師器襲口綾部は竃東袖

部付近の覆土下層から，10の土師器鉢は南部中央の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して7世紀と考えられる。
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第132回　第933号住居跡実測図

第933号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第133図士不A［13．5］口緑部・体部一郎決損。丸底。体部ロ縁部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・石英 P8069　　　60％

1 B　　4．6は内攣気味に立ち上がり，ロ緑部とヘラ削り。内面放射状のヘラ磨き。褐色 PL58

土　師　器 の境に稜をもつ。口緑部は直立する。内・外面黒色処理。 普通 東部覆土下層

2

杯A　13．9ロ緑部・底部一部欠損。丸底。体口縁部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・赤色粒P8070　　　70％

B（3．1）部は内攣気味に立ち上がり，口緑ヘラ削り。内面へラ磨き。内・外子 PL59　南東コー

土　師　器 部にいたる。 面男色処理。 黒褐色　普通ナ一部床面直上
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器 ・形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 133 図 杯 A ［12．0］ 口緑部 ・体部一部欠損。丸底。体 口緑部，体部内面へ ラ磨 き。 口緑 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 80 7 1　　 60％

3 B　　 4．1 部は内轡 して立ち上が り，口緑部 部外面横 ナデ。体部外面へ ラ削 り 赤色粒子 南 部 中央 覆 土 中

土　 師　 器 にいた る。口縁部は直立する。 後 ，ナデ。 にぷい褐色　 普通 層

4

杯 A ［14．4］ 底部か ら口緑部 にかけての破 片。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・石 英 P 807 2　　　 40％

B （4．2） 丸底。体部 は内攣気味に立ち上が ヘラ削 り。 内面へ ラ磨 き。 灰褐色 南 部 中央 覆 土 中

土　 師　 器 り， 口緑部 にいた る。口緑部は直

立す る。

普通 ・ 層

5

嚢 A ［10．8］ 体部上位か ら口緑部にかけての破 口緑 邸内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 P 807 3　　　 20％

B （7．3） 片。体部 は内攣 して立ち上が り， ヘラ削 り。内面 へラナデ。体 部内 にぷい橙色 南 部 中央 覆土 中

土　 師　 器 口緑部 にい たる。 口緑部 は外傾す

る。

面輪積 み痕 。 普通 層 ，覆土 中

6

賓 A　 2°1．4 体部一部欠損。平底。体部は内攣 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体 部外 面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 807 4　　　 70％

B　 34．2 して立 ち上が り， 口縁部 は外反す ヘ ラ磨 き。内面 へラナデ。 石英 P L 5 9

土　 師　 器 C　　 8．0 る。端部 は外方 につ まみ出 されて

いる。

にぷい橙色　 普通 南西部床 面

7

聾 A　 21．8 体部 か ら口緑部 にかけての破片。 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 80 75　　　 30％

B （24．8） 体 部は内攣 して立 ち上が り， 口緑 ヘ ラ磨 き。内面へラナデ。 石英 P L 59　 竃1東袖付近

土　 師　 器 部 は外 反す る。端部 は上方 につ ま 赤褐色 床面直上，竃1内焚き口

み上げ られてい為。 普通 付近，南西部覆土中層

8

嚢 A　 20．8 ． 体 部上位 か ら口緑部 にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・赤色粧 P 80 76　　 10％

B （．6．5） 片。体 部は内攣 して立 ち上が る。 ヘ ラ削 り後，ナデ。内面へラ磨 き。 子 P L 5 9　 北 部 床

土　 師　 器 頚 部で くびれ，口緑部は外反する。 にぷい橙色　 普通 面，覆土中

9

嚢 A ［23．0］ 体 部上位か ら口緑 部にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・石 英 P 80 77・　　 5％

B （8．1） 片。体部は内攣 して立 ち上が り， 縦位のヘ ラ削 り。内面へ ラナデ。 橙色 竃 東袖 付 近 覆 土

土　 師　 器 口緑部は強 く外反する。 普通 下層

10

鉢 A ［14．6］ 体部上位か ら口緑部にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 P 80 78　　　 5％

B （7．2） 片。体部は下位に稜 を もち，やや 縦位のヘ ラ削 り。内面横ナデ。 にぷい褐色 南 部中 央 覆 土 上

土　 師　 器 外傾 して立ち上がる。 普通 層

第934号住居跡（第134図）

位置　調査第8区の中央部，M9b5区。

規模と平面形　一辺4．60mの方形である。

主軸方向　N－300－W

壁　壁高は30～65cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。規模は，上幅18～30cm，下幅2～8cm，深さ6～8cmで，断面はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央を壁外に40。mほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで122cm，

両袖部幅98。皿である。天井部は崩落しており，第4層が，粘土粒子・砂粒が多量に確認されていることから，

崩落土と考えられる。第9層は焼土ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子等が中量混ざっており，下部が赤

変硬化していることから，下部が火床部と考えられる。煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

2　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒中量，ローム中ブロック少量
3　暗　褐　色　粘土粒子中量，砂粒少量，ローム小ブロック微量
4　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，ローム小ブロック微量
5　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック少量

6　暗　褐　色　粘土粒子中量，焼土中ブロック・焼土中ブロック
炭化粒子・砂粒少量

7　褐　　　色　焼土粒子・灰中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
8　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量
9　極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化

物・炭化粒子中量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4の上端は径50～60cm，下端は径14～24cmのはぼ円形で，深さ47～57cm

であり，各コーナー部やや中央部寄りに位置している。規模と配置から主柱穴と考えられる。南壁際や中央部

寄りに位置するP5は径約50cmのほぼ円形で，深さ34cmである○位置的に出入り口施設に伴うピットと考えら
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れる。

Pl～P4土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム中ブロック少量，
焼土中ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック中量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック少量
4　にぷい黄褐色　ローム中ブロック中量，焼土粒子少量

覆土14層からなり，ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック・焼土

粒子・炭化物微量
3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒子少量，

焼土粒子微量

4　極暗褐色　焼土中ブロック・粒子少量，ローム中ブロック・ローム
小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

8　黒褐色　ローム小ブロック・粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
10　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

11極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
12　極暗褐色　ローム大ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子

・焼土粒子微量
13　暗褐色　ローム粒子・粘土大ブロック少量，ローム小ブロック・

焼土粒子微量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土14　暗褐色　粘土小ブロック・砂粒中量，炭化粒子・粘土大・中ブ
粒子・炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロック少量

7　黒褐色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック
・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量

遺物　土師器片246点，須恵器片6点，石製晶1点（紡錘車），鉄浮2点，炭化材が出土している。第135図1

の土師器杯は東壁付近の床面から逆位で出土している。2の土師器杯は，竃南側の覆土下層から出土している。

3の土師器杯は北東コーナー部の覆土中層から出土した破片と北西コーナー部の覆土中層から出土した破片が

接合したものである。4の須恵器鉢は，北東コーナー部壁際の床面から正位で出土している。5の土師器鉢は

竃袖部付近の床面から出土した破片が接合したものである。6の土師器鉢は，北西コーナー部の覆土中層から，

7の土師器聾は覆土中からそれぞれ出土している。8の土師器聾は中央部の覆土中層から出土している。9の

石製品（紡錘車）は西部壁際中央床面直上から出土している。覆土中から鉄浮が2点出土しているが，鍛冶炉

等は確認されていない。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して7世紀前葉と考えられる。

第934号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 135 図 杯

土　 師　 器

A ［1 1．2］ 口緑部 ・体部一部欠損。丸底。体 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 P 8 07 9　　　 80％

1 B　　 5．2 部は内攣 して立 ち上が り，口緑部 ヘラ削 り。内面ナデ。内 ・外面黒 にぷい橙 色 ・東壁付 近床面

との境 にわずか に稜 を持つ。口緑

部は直立す る。

色処理。 普通

2

痺

土　 師　 器

A ［12．6］ 口緑部 ・休部一部欠損。丸底 。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 8 08 0　　　 60％

B　　 4．3 部は内攣気味 に立ち上が り，．口緑 ヘ ラ削 り。内面横 ナデ。‘内 ・外面 にぷい黄橙色 竃南側覆土下層

吉田こいたる。口緑部はやや内傾す

る。

黒色処理。 普通

3

杯

土　 師　 器

A ［14．0］ 底部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外 面 砂粒 ・長石 ・石英 P 80 8 1　　 4 0％

B　　 3．7 丸底。体部は内攣気 味に立 ち上が ヘ ラ削 り。内面放易羽犬のヘ ラ磨 き。 にぷ い褐色 北 東 コー ナ ー 部

り，口緑部にいたる。 普通 覆土中層

4

鉢

土　 師　 器

A　 l O．0 体部一部欠損。平底。体部 は内攣 口緑 部内 ・外面横ナデ。体 部外面 砂粒 ・長石 ・石英 P 80 82　　　 9 5％

B　　 7．6 して立ち上 が り，口縁部 との境に へラ削 り。 内面放易羽犬のヘラ磨き。 にぷい橙色 P L 59　北東 コー

C　　 5．8 稜 をもつ。口緑部 はやや内傾する？ 普通 ナ一部壁際床面

5

鉢

土　 師　 器

A　 lO．0 底部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 08 3　　　 70％

B　 lO．5 平底 。体部 は内攣 して立ち上が り， ヘ ラ削 り。内面放射状のヘ ラ磨 き。 石英 P L 5 9

C ・5．5 口緑 部との境 に稜 をもつ。口緑 部

はやや内傾す る。

にぷい黄褐色

普通

竃袖 部付近床面

6

鉢

土　 師　 器

A ［11．8］ 底部か ら口緑部 にか けての破片。 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 084 20％

B　　 7．5 平底。体部は内攣気味に立 ち上が ヘ ラ削 り。内面ナデ。 石英 ・礫 北 西 コー ナ ー 部

C ［6．0］ り， 口緑部にいたる。口緑部 は直

立す る。

にぷい橙色

普通

覆土 中層
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図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第135図蛮

土　師　器

A［12．8］体部上位から口緑部にかけての破口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・赤色粒子P8085　　　5％

7 B（5．1）片。体部はやや内攣気味に立ち上

がり，ロ緑部との境に稜をもつ。

口緑部は外反する。

縦位のヘラ削り。内面へラナデ。にぷい橙色

普通

覆土中

8

聾

土　師　器

A［19．0］頚部から口緑部にかけての破片。頭口緑部内・外面横ナデ。体部内面砂粒・雲母・長石・P8086　　　5％

B（5．0）部でくびれ，ロ緑部は大きく外反す

る。端部は上方につまみ上げられて

いる。

指頭押圧。 石英・赤色粒子

にぷい赤褐色

普通

中央部覆土中層

図版番号種　　別
計　　　　　測　　　　　値

石　　　質 出　土地点 備　　　　考

径（cm）厚　さ（cln）孔径（cm）重量（g）

第135図9紡　錘　車3．7 1．8 0．8 （38．2）滑　　　石西部壁際中央床面直上Q8005　　　　　PL59

第935号住居跡（第136図）

位置　調査8区の東部，M9cO区。

重複関係　北部で第43号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸7．22m，短軸7．05mの方形である。

主軸方向　N－400－W

壁　壁高は35～60cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅16～40cm，下幅6～12cm，深さ6～8cmで，断面はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。
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竃　北西壁中央を壁外に40cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで120

cm，両袖部幅100cmである。第8層の下部が赤変硬化しているため，火床部と考えられる。両袖部は良好に遺

存しており，東袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している。煙道は火床部から外債して急に立ち上がる。

竃土層解説
1　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，炭化粒子少量
2　暗　褐　色　炭化粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
3　黒　褐　色　炭化粒子多量，焼土粒子・粘土粒子少量

4　暗赤褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
5　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
6　褐　　　　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量
7　暗　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量

11暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
12　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量
13　にぷい黄褐色　砂粒多量，炭化粒子・粘土粒子中量
14　暗赤褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量，

粘土粒子少量
15　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，焼土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量
16　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒中量

8　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子少量17　暗赤褐色　炭化粒子中量，粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
9　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒多量，炭化粒子少量　　　　　　　18　黒　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子中量，焼土中ブロック微量
10　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量　　　　19　黒　褐　色　炭化粒子多量，粘土小ブロック少量，焼土粒子微量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4の上端は径64～72cmの楕円形，下端は径20～28cmのほぼ円形，深さ58

～71cmであり，各コーナー部やや中央寄りに位置している。規模と配置から判断して主柱穴と考えられる。P

5・P6は径30cmと20cmのほぼ円形で，深さはそれぞれ37cmと22cmである。南壁際からやや中央寄りに，P6，

P5の順に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　竃と東壁の中間で確認された。長径100cm，短径68cmの楕円形で，深さ42cmである。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，炭化物少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，炭化物微量
3　暗褐色　ローム小ブロック，炭化粒子微量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロッ
ク少量，炭化粒子微量

5　黒褐色　粘土粒子多量，炭化粒子中量，ローム小ブロック少量
6　黒褐色　粘土粒子多量，炭化粒子中量
7　黒　色　炭化粒子多量，粘土粒子中量

覆土11層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，焼土中ブロック

・炭化物少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化物少量
3　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム小ブロック少量
4　褐　　　　色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
6　褐　　　　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少

量，炭化粒子微量

7　黒　褐　色　炭化粒子多量，粘土中ブロック中量，焼土中ブロッ
ク・粘土小ブロック少量

8　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，炭化粒子中量
9　暗　褐　色　粘土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量，焼土中ブロッ

ク微量

10　暗　褐　色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，粘土小ブロック
少量，焼土粒子微量

11暗赤褐　色　焼土中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片453点，須恵器片10点，陶器片1点，石製品（臼玉），炭化材が出土している。第137図1の土

師器杯は北部の覆土下層から，2の土師器杯は東部の床面からともに逆位で出土している。3の土師器杯は竃

付近の床面直上から，4の土師器杯はPl付近の覆土下層からともに正位でそれぞれ出土している。5の土師

器杯は東部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。6の土師器杯は東部覆土中層から正位で，7

の土師器杯はP6から南東コーナー部寄りの覆土下層から，8の土師器杯は竃東袖部付近の覆土下層からそれ

ぞれ出土したものである。9の土師器高杯はPlの覆土下層と覆土中から出土した破片が接合したもので，10

の土師器聾は中央部の覆土中層から下層にかけて出土した破片と覆土中から出土した破片が接合したものであ

る。11の土師器賓は，西部の覆土中層から出土した破片と覆土中から出土した破片が接合したものである。ま

た，12の土師器鉢は北部の覆土下層からそれぞれ正位で出土した破片が接合したものである。13の土師器の鉢

は，竃東袖部付近の床面から正位で出土したものである。14の石製品（臼玉）は中央部床面から出土している。

覆土上層から出土した陶器片は，撹乱による混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して，6世紀後葉と考えられる。
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第136図　第935号住居跡実測図

第935号住居跡出土遺物観察表

漸
王20．0m

「享土手

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

i　　　；　＿　」

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

ト一一一一一　LA一十－－　L一一」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第137図 杯 A　13．5 口縁部一部欠損。丸底。休部は内 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒 P8087　　　 95％

1 B　　4．3 攣気味に立ち上がり，ロ緑部にい ヘラ削り後，ヘラナデ。内面ナデ。にぷい橙色 P L59

土　師　器 たる。 内・外面黒色処理。 普通 北部覆土下層

2

杯 A　13，1 ロ緑部一部欠損。平底。体部は内 口緑部内・外面横ナデ。体部内面 砂粒・雲母・赤色粒 P8088　　 100％

B　　4．2 攣気味に立ち上がる。 ヘラ磨き。休部外面へラ削り。内・ 子 P L59

土　師　器 外面黒色処理。 橙色　普通 東部床面

3

杯 A　14，0 口緑部一部欠損。平底。体部は内 口緑部内・外面横ナデ。体部内 砂粒・長石 P8089　　　 98％

B　　4．2 攣気味に立ち上がり，ロ緑部は短 面ナデ。休部外面へラ削り。内・ にぷい橙色 PL59

土　師　器 く直立する。 外面黒色処理。 普通 竃付近床面直上
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 137 図 杯 A　 13．4 口緑部 ・体部一部欠損。平底。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内面 砂粒 P 80 90　　　 95％

4 B　　 4．4 部 は内攣気味 に立 ち上が り， 口緑 ナデ。体部外面へ ラ削 り。内 ・外 にぷい褐色 P L 59

土　 師　 器 部 との境 に稜 をもつ。 口緑部 は直

立す る。

面黒色処理。 普通 P l 付近覆土下層

5

杯 A　 13．4 口緑部 ・体部一部欠損。平底。体 口緑部内 ・・外面横ナデ。体 部内面 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 80 9 1　　 90％

B　　 4．1 部 は内攣気味 に立 ち上が り， 口緑 ナデ。体部外面へ ラ削 り後，へラ 子 P L 59

土　 師　 器 部 との境 に稜 をもつ。 口縁部 は直

立す る。

ナデ。内 ・外面黒色処理。 にぷい橙色

普通

東部覆土中層

6

杯

土 師 器

A ［12．0］ 口緑部 ・体部一部欠損。平底。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体 部内面 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 80 92　　　 60％

B　　 3．6 部 は内攣気味 に立 ち上が り， 口緑 ナデ。体部外面へ ラ削 り。内 ・外 子 東部覆土中層

部 との境 に明瞭 な稜 をもつ。 口緑

部 はやや 内傾す る。

面黒色処理。 にぷい橙色

普通

7

杯 A ［14．2］ 口緑部 ・体部一部欠損。平底。体 口縁部内 ・外面横ナデ。体部 内面 砂粒 P 80 93　　　 50％

B　　 4．8 部 は内攣気味 に立 ち上が り， 口緑 ナデ。体部外面へ ラ削 り。内 ・外 橙色 P 6 か ら南東コー

土　 師　 器 部 との境 に明瞭 な稜 をもつ。 口緑

部 は直立す る。

面黒色処理。 普通 ナ一 部 寄 り覆土

下層

8

杯 A ［13．4］ 体部 から口縁部 にか けての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部 内面 砂粒 ・長石 ・石英 P 80 94 3 0％

B　　 4．1 体部 は内攣気味 に立 ち上が り， 口 ヘ ラ磨 き。体部外面へラ削 り後 ， 褐灰色 竃東 袖 部付 近 覆

土　 師　 器 C　　 6．4 緑部 との境 に明瞭 な稜 をもつ。 口

緑部 は外反す る。

ヘ ラナデ。内 ・外面黒色処理。 普通 土下層

底 面 「ナカ」刻書

9

高　　　 ゴ不 A　 14．6 杯部 ・脚部一部欠損。脚部 はラツ 口緑部内 ・外面横ナデ。杯部 内面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 80 95　　　 80％

B　　 8．9 パ状 に開 く。杯部 は内攣気味 に立 ナデ。杯部下位か ら脚 部にかけて にぷ い橙色 P L 60

土　 師　 器 D　　 9．6 ち上が り， 口緑部 は大 きく外反す 横位のへ ラ削 り後，脚部へラ磨き。 普通 P l 覆土下層

E　　 4．3 る。 内 ・外面黒色処理。

10

嚢 A　 23．5 口緑部 ・体部一部欠損。平底。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 80 96　　　 90％

B　 29．1 部 は内攣 して立 ち上が り，最大径 縦位のヘ ラナデ。内面 へラナデ。 石英 P L 60

土　 師　 器 C　　 7．6 を中位 にもつ。頚部で くびれ，．ロ にぷい黄橙色 中央部覆土 中層か

緑部 は外反す る。 普通 ら下層，覆土中

11

嚢

土　 師　 器

A ［25．8］ 頚部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑部外面横ナデ後，ヘラ削 り。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 809 7　　　 5％

B （6．0） 口緑部 は外反す る。 赤色粒子

橙色　 普通

西 部覆土中層

12

鉢 A　 21．8 口緑部 ・体部一部欠損。平底。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 809 8　　　 95％

B　 12．9 部 は内攣 して立 ち上が り，口緑部 ↑ ラ削 り。内面へラナデ。 赤色粒子 ・礫 P L 6 0

土　 師　 器 C　　 8．6 にいたる。 口緑部 は外反する。 にぷい橙色　 普通 北部 覆土下層

13

鉢 A　 13．8 完形。体部は内攣 気味 に立 ち上 が 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 809 9　　 10 0％

B　　 7．9 り　 口縁部 との境 に明瞭な稜 をも ヘ ラ削 り後，へラ磨 き。内面ナデ。 赤色粒子 P L 6 0

土　 師　 器
！

つ。 口緑部 はやや内傾する。
内 ・外面黒色処理。 にぷい橙色　 普通 竃東袖部付近床面

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
径 （cm） 長 さ （cm） 孔 径 （mm）． 重 量 （g ）

第137図14 臼　　　 玉 1．3 0．4 0．3 （0．40） 滑　　　 石 中央部床面 Q 8006　　　　　 P L 61

第942号住居跡（第138図）

位置　調査8区の西部，M9bl区。

重複関係　北部を第928号住居に，東部を第929号住居に，南部を第931号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸［5．25］m，短軸4．60mの長方形と推定される。

主軸方向　N－340－W

壁　壁高は5～68cmで，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦である。

竃　壁などが遺存している西部から北西コーナー部にかけては確認されなかった。また，他の部分については，

他の住居跡に掘り込まれているため確認できなかった。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3の上端は径26～30cm，下端は径8～12cmの円形で，深さは（28～40）cm
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である。P4の上端は径68cm，下端は径25cmの円形で，深さ77cmである。Pl～P4はいずれも主柱穴と考えら

れる。P5の上端は径26cm，下端は径12cmの円形で，深さ（20）cmであり，位置的に出入り口施設に伴うピット

と考えられる。

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量

3　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
4　黒褐色　炭化粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム粒子微量

5　暗褐色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量，

焼土粒子微量

遺物　土師器片280点，須恵器片62点，陶器片1点，鉄製品1点（刀子）が出土している。第139図1の土師器

杯は，北西コーナー部の覆土下層から出土した破片とP2の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

2の土師器杯は，北西コーナー部からやや中央部寄りの床面から出土している。3の鉄製品（刀子）は北西コー

ナー部覆土中層から出土している。陶器片は撹乱による混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して6世紀後葉と考えられる。

、、一1・、

第138図　第942号住居跡実測図
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第139図　第942号住居跡出土遺物実測図

第942号住居跡出土遺物観察表

：。

0　　　　　　　　　　　　5cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿　」

図版番号器　種計測値（cm）．器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第139図 ゴ不

土　師　器

A［14．5］底部から口緑部にかけての破片。口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石・P8120　　　50％

1 B　　4．5 丸底。体部は内攣気味に立ち上が体部下端手持ちへラ削り。底部一石英・赤色粒子 PL60　北西コー

り，口緑部との境に稜をもつ。口方向のヘラ削り。 灰褐色 ナ一部覆土下層

緑部は直立する。 普通 P2覆土下層

2

ゴ不

土　師　器

A［15．0］底部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面体部内面へラ磨き。砂粒・長石 P8121　　10％

B（3．8）丸底。体部は内攣気味に立ち上が体部外面へラ削り後，ヘラ磨き。にぷい褐色 北西コーナー部

り，口緑部との境にわずかに稜を

もつ。口縁部は直立する。

普通 やや中央寄りの

床面

図版番号種　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　　　　　 考
長　さ（cm）幅（cm）厚　さ（cm）重量（g）

第139図3刀　　　子（7．8） 1．6 0．4 （16．1）北東コーナー部覆土中層M8003　　　　　　　　　　　　　　 PL61

第943号住居跡（第140図）

位置　調査8区の西部，M8b7区。

重複関係　北西部で第941号住居，第939号住居に，西部で第944号住居にそれぞれ掘り込まれている。

規模と平面形　中央部から南部が調査区域外に位置し，詳細は不明であるが，規模は長軸［5．30］m，短軸

（2．65）mである。

主軸方向　N－570－W

壁　壁高は10～20cmで，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦である。

ピット　Plは竃東袖部からやや南東寄りに位置し，上端40cm，下端12cmのほぼ円形で，深さは43cmである。

規模と位置から判断して主柱穴と考えられる。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム大ブロック，ローム小ブロック中量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
5　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量

遺物　出土していない。

所見　出土土器がないため本跡の時期は不明であるが，古墳時代後期と考えられる第944号住居跡を掘り込ん

でいることから，それ以降と考えられる。
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第944号住居跡（第140図）

位置　調査8区の西部，M8b7区。

重複関係　南部を第939・941号住居にそれぞれ掘り込まれている。東部で第943号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南部が調査区域外に位置しており，第939・941号住居に掘り込まれているため，詳細は不明で

あるが，規模は，長軸［4．58］m，短軸（2．70）mである。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は17cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁中央に付設されている。大部分が削平されており，袖部と火床部の痕跡が確認されただけである。

ピット　Plは北西部コーナー寄りに位置し，上端44cm，下端26cmのほぼ円形で，深さは70cmである。規模と

位置から判断して主柱穴と考えられる。

覆土　3層からなり，ブロック状の堆積状況から人為堆積と考

えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・
炭化粒子微量
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遺物　土師器片45点が出土している。第141図1は土師器杯で，覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して7世紀と考えられる。

第944号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 14 1 区l 杯 A ［13．2］ 底部か ら口緑郡にかけての破 片。 口緑郡，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 127　　　 40％

1 B　　 5 1 平底。休部は内攣気味に立ち上 が 体部下端へ ラ削 り。 石英 覆土中

土　 師　 器 C ［4．4］ り， 口緑部は軽 く外反する。 にぷい橙色　 普通

第945号住居跡（第142図）

位置　調査8区の西部，L8i8区。

規模と平面形　北部が調査区域外に位置しているた軌平面形は確認できなかった。確認できた規模は東西（3・

55）m，南北（2．80）mである。

主軸方向　北部が調査区域外に位置しているため，主軸方向は確認できなかった。

壁　壁高は11～16cmである。外傾して立ち上がる。

床トレンチャ一による撹乱が激しいが，それ以外の部分から推定してはぼ平坦で，中央部を中心に踏み固め

られている。

竃　残存している部分においては確認されなかった。

覆土　覆土が薄いため，堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器片2点，炭化材が出土している。第143図1の土師器杯は，中央部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器や住居跡の形態から判断して，7世紀前葉と考えられる。

マ

モ　∴∴
′ニ′

一bj。

第142図　第945号住居跡実測図
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第945号住居跡出土遺物観察表

A22．4m l
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I！；！　第143図　第945号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第143 図 杯 A ［13．2］ 底部からロ縁部にかけての破片。 ロ緑部内 ・外面横ナデ。休部外面 砂粒 ・長石 P 8128　　　 5％

1 B （3．1） 丸底。体部は内攣気味に立ち上が ヘラ削り。内面横ナデ。内 ・外面 にぷい橙色 中央部床面

土　 師　 器 り，口緑部にいたる。口緑郡は直

立する。

黒色処理。 普通
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②　奈良・平安時代

第917号住居跡（第144図）

位置　調査8区の南部，LlOh4区。

重複関係　南西部で第918号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．65m，短軸3．00mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は25cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅12～20cm，下幅約6cm，深さ約6cmで，断面はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。ピットは確認されなかった。

竃　北壁中央を壁外に60cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。天井部は崩落しており，第3層と第4

層が崩落土と考えられる。規模は，焚口部から煙道部まで110cm，両袖部幅80cmである。第9層の下部が焼土

ブロックでごつごつしていることから判断して，火床部と考えられる。火床部は，床面を約9cm掘りくぼめて

おり，赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，焼土中ブロック・粒子中量

2　灰褐色　粘土多量
3　暗褐色　砂粒多量，粘土粒子中量
4　暗褐灰　粘土粒子・灰多量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
6　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子・粘土ブロック中量

7　褐　色　砂粒多量

8　暗褐色　砂粒多量，粘土ブロック中量
9　粘土層　焼土ブロック・砂粒多量

覆土　3層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　焼土中ブロック・炭化粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子微量
3　褐　色　粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子少量，ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片393点，須恵器片89点，灰粕陶器片5点，鉄浮3点が出土している。第144図1の須恵器杯は，

中央部の覆土中層から逆位で出土している。2の須恵器聾は，北西コーナー部の覆土中層から出土している。

3の須恵器鉢の口緑部は，覆土中から出土し，外面に縦位の平行叩きが施されている。その他，覆土中から灰

粕陶器の細片，鉄津が出土している。灰粕陶器の器種は不明である。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して9世紀後葉と考えられる。重複している第918号住居跡より新し

い。鉄浮が出土しているが，鍛冶炉等は確認されていない。

第917号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 14 4 図 杯 A ［14．4］ 口緑部 ・体部一部欠損。平底 。体 口緑部 ，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 P 80 03　　　 55％

1 B　　 4．5 部 は外傾 して立ち上が り，口緑 部 体部下端手持 ちへ ラ削 り。底部一 橙色 P L 57

須　 恵　 器 C　　 6．4 はやや外反する。端部は丸 く収 め

てい る。

方 向のヘ ラ削 り。 普通 中央部覆土中層

2

嚢

須　 恵　 器

A ［23．4］ 口緑部片。頚部で くびれ，口緑 部 口緑部外面横 ナデ。内面へラナデ。 砂粒 ・雲母 P 80 04　　　 5％

B （7．4） は大 きく外反する。 灰色

普通

北東 コーナー部

覆土中層

3

鉢

須　 恵　 器

A ［22．2］ 口緑部か ら体部にかけての破片。 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部内面‾砂粒 P 80 05　　 ．5％

B （5．5） 体部はやや外傾 して立ち上が り，

口緑部は軽 く外反する。

ナデ。外面縦位 の平行叩 き。 灰色

普通

覆土中
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〒頭‾：膏
第144図　第917号住居跡・出土遺物実測図
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第918号住居跡（第145図）

位置　調査8区の南部，LlOh3区。

重複関係　南西部で第919号住居跡を掘り込み，北東部で第917号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　東西コーナー部が調査区域外に位置しているため詳細は不明であるが，長方形と推定される。

確認できたのは，長軸6．55m，短軸（5．05）mである。

主軸方向　N－100－E
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壁　壁高は35cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南部は調査区域外にあるため確認できなかったが，それ以外は巡っている。規模は，上幅20～30cm，下

幅10～16cm，深さ10～20cmで，断面はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央を壁外に80cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている0規模は，焚口部から煙道部まで190cm，

両袖部幅160cmである。天井部は崩落しており，第1層から5層までが崩落土と考えられる。第9層の下部が

ごつごつして赤変硬化しているため，火床部と考えられる。西袖部は良好に遺存しており，西袖部の内側は，

火を受けて赤変硬化している。煙道は火床部から外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　にぷい褐色

2　にぷい黄褐色

3　にぷい黄橙色

4　褐　　　　色

5　にぷい黄橙色

6　極　暗褐　色

焼土中ブロック・

焼土中ブロック・

焼土中ブロック・

ローム中ブロック

焼土中ブロック・

焼土大ブロック・

7　灰　褐　色　焼土中ブロック

焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒多量
焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒多量，焼土大ブロック・炭化物中量

炭化物・粘土粒子・砂粒多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量
・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量
焼土粒子・粘土粒子・砂粒多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量，炭化物少量
焼土粒子・炭化物多量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化材中量
焼土中ブロック・灰多量，焼土粒子中量，炭化物・炭化粒子少量

8　にぷい褐色　焼土中・小ブロック多量，砂粒中量，炭化物・炭化粒子少量

9　赤　褐　色　焼土大・中ブロック多量
10　黒　褐　色　炭化材・灰多量
11褐　灰　色　焼土粒子・砂粒多量，焼土中ブロック中量

ピット11か所（Pl～Pll）。PlからP4の上端は径80～90cmの円形，下端は径25～40cmの円形で，深さ68～

88cmである。各コーナー部やや中央部寄りに位置している○規模と配置から判断して主柱穴と考えられる。P

5・P6は径30。mと34。mの円形で，深さ36cmと44cmであり，補助柱穴と考えられる。P7・P8は径28cmと30cmの

円形で，深さは35cmと25cmである。性格は不明であるが，竃施設に伴う柱穴の可能性も考えられる0南西壁際

にあるP9～Pllは，上端は径28～30cm，下端は径約14cmで，深さは26～46cmである。性格は不明である。

Pl～P4土層解説
1黒褐色　ローム中ブロック中量
2　極暗褐色　粘土ブロック多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量

3　暗褐色　粘土ブロック多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量
4　暗褐色　粘土ブロック多量
5　暗褐色　粘土ブロック多量，ローム中ブロック・焼土中ブロック中量，焼土粒子少量
6　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土ブロック少量

覆土14層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1にぷい黄橙色　焼土ブロック多量，粘土粒子・砂粒多量，焼土中ブロック・炭化物中量，炭化粒子少量
2　明黄褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，粘土粒子・砂粒多量，炭化粒子少量

3　にぷい黄褐色　焼土中ブロック多量，焼土粒子中量，粘土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土中ブロック多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，炭化物・粘土粒子・砂粒少量
5　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
6　褐　　色　ローム粒子・焼土中ブロック多量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・粘土粒子中量，炭化粒子少量

7　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化材・炭化粒子少量
8　黒　褐　色　焼土中ブロック多量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化物中量，ローム粒子少量
9　黒　褐　色　焼土中・小ブロック多量，ローム小ブロック中量，炭化物少量
10　暗　褐　色　焼土中ブロック多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子少量
11褐　　　色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック中量

12　褐　　　色　ローム小ブロック・焼土中ブロック中量，炭化物・炭化粒子少量

；呈霊　宝：二霊語霊誓霊芝禁誓憲諾孟謂土中ブ。ック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片1843点，須恵器片387点，土製品11点（竃支脚片），石製品1点（砥石），鉄製品1点（鎌），鉄

浮6点，陶器細片2点，礫1点が出土している〇第146図1の土師器聾は竃内から，2の須恵器杯と6の須恵

器双耳椀や7の須恵器蓋は覆土中から，3の須恵器杯は南部の床面から出土している。4の須恵器杯は，中央

部やや南側の床面から逆位で出土している。5の須恵器杯は，竃西側の覆土下層から出土している。8の須恵

器聾は，北東コーナー部の床面から横位で出土している09の砥石と10の鉄製品（鎌）は，ともに覆土中から
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出土している。また，北東部の床面から須恵器杯片が，南東部の床面から土師器聾口綾部片や土師器賓体部片，

須恵器杯片，土師器高台付杯片がそれぞれ出土している。中央部の床面からは，須恵器蓋片，須恵器鉢の底部

片が，北西部の下層から土師器聾口綾部片や器種不明の土師器片が比較的数多く出土している。覆土中から鉄

浮が出土している。その他，陶器片が覆土中から出土しているが，器種は不明である。撹乱により混入したも

のと考えられる。また，1の土師器賓は，第919号住居跡，3・4の須恵器杯は，第917号住居に伴う出土土器

の可能性も考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して9世紀前葉と考えられる。重複している第919号住居跡より新し

く，第917号住居より古い。

第918号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第146 図 ・嚢

土　 師　 器

A ［2 1．0］ 体部 か ら口緑部 にかけての破片。 口緑部，体部内 ・外面横 ナデ。体 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 00 6　　　 30％

1 B （16．1） 体部上位 で内攣す る。頚部 で くび 部下端へラ磨 き。体部 内面指頭押 石英 P L 5 7

れ，口緑部 は外反す る。 圧。体部内両輪積 み痕。 にぷ い橙色　 普通 竃 内

2

杯

須　 恵　 器

A　 12．7 口緑部 ・体部一部欠損。平底。体 口緑 部，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・石畢 P 80 07　　　 70％

B　　 4．9 部 は外傾 して立 ち上が り， 口緑部 体部下端手持 ちへ ラ削 り。底部切 灰色 P L 57

C ［7．2］ は軽 く外反す る。端部 は丸 く収め

てい る。

り離 し痕 を残す二方向のヘラ削 り。 普通 覆土 中

3

j不

須　 恵　 器

A ［14．4］ 口緑部 ・体部一部欠損。平底。体 口緑 部，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 80 08　　　 55％

B　　 4．4 部やや外反気味 に外傾 して立ち上 体 部下端手持 ちへ ラ削 り。底部切 石英 ・赤色粒子 P L 57

C　　 6．0 が り， 口緑部 にいた る。 り離 し痕 を残す二方向のヘラ削 り。 にぷい褐色　 普通 南部床面

4

J不

須　 恵　 器

A ［12．8］ 底部か ら口縁部 にかけての破片。 口緑部 ・体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 P 80 09　　　 5 0％

B　　 3．7 平底。体部は外傾 して立ち上が り， 体部下端手持 ちへ ラ削 り。底部不 灰色 ． 中央部やや南側床

C　　 6．0 口緑部は軽 く外反する。 定方 向のヘ ラ削 り。 普通 面

5

杯

須　 恵　 器

A ［12．0］ 底部か ら口緑 部にかけての破 片。 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 P 80 10　　 1 5％

B　　 4．5 平底。体部は外傾 して立ち上が り， 体部下端手持ちへ ラ削 り。底 部切 灰色 竃西側 覆土下層

C ［7．6］ 口緑部にいたる。 り離 し痕 を残す一方向のヘラナデ。 普通

火樺

6

双　 耳　 椀

須　 恵　 器

把手長 3．6

把手厚 0．8

把手片。 把手部へ ラ削 り。 砂粒

灰色

普通

P 8 01 1　　　 5％

覆土 中

7

蓋

須　 恵　 器

A ［13．8］ 天井部か ら口緑部にかけての破片。 天井頂部は回転 へラ削 り。外周部， 砂粒 ・石英 P 8 012　　　 20％

B　　 4．1 天井部は丸 く，外周部 はなだらかに 口緑部ロクロナデ。 ロクロ目は弱 灰色 覆土 中

F　　 2．8

G　 1．1

下降し， 口緑部 は屈 曲 し， 短 く垂

下する。つまみは腰高 のボタン状。

い。 普通

8

嚢

須　 恵　 器

A ［2 0．2］

B （5．2）

口緑部片。 口緑部 は外反す る。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・

石英

黄灰色　 普通

P 80 13　　　　 5％

北東 コーナー部床

面

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g ）

第146図9 砥　　　 石 5．6 2．7 2．5 50．9 凝　 灰　 岩 覆土中 Q 8001　　　　　 P L 57

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ（cm） 重 量 （g）

第146図10 鎌 （7．2） 2．6 0．3 （18．0） 覆土中 M 8001　　　　　　　　　　　　　 P L 57
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第146図　第918号住居跡出土遺物実測図

第922号住居跡（第147図）

位置　調査8区の西部，L8j7区。

重複関係　東部で第923号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸［3．05］m，短軸［1．80］mの長方形と推定される。トレンチャ一による撹乱が激しく，壁

や壁溝が確認されなかったため，規模と平面形は床質から推定した。

主軸方向　N－00

床　ほぼ平坦である。

竃　撹乱を受け，火床部の一部が確認されただけである。

遺物　小片であるが，須恵器片1点が出土している。

所見　本跡の壁と壁溝及びピットは，確認できなかった。覆土の堆積状況も確認できなかった。時期は，断定

できる出土土器がないために不明であるが，第923号住居跡を掘り込んでいることから，それ以降のものと考

えられる。
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第923号住居跡（第147図）

位置　調査8区の西部，L8j8区。

重複関係　西部が第922号住居に，南東部が第924号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸［3．80］m，短軸3．20mの長方形と推定される。重複等で壁が確認できなかった部分は，

床質から規模を推定した。

主軸方向　N－00

壁　北側と南側の一部で確認できた。

床　等間隔のトレンチャ一による撹乱を受けているが，その合間に踏み固められた硬化面が残存している。残

存部は平坦である。

竃　北壁に構築されていたと推定される。撹乱を受けているが，北壁中央部から東寄りに火床部の一部と考え

られる赤変硬化部分が確認できた。

遺物　縄文土器片1点，土師器片2点，須恵器片1点が出土している。縄文土器片は混入したものである。

所見　本跡の壁溝，ピットは確認されなかった。時期は，断定できる出土土器がないために不明であるが，8

世紀の後葉と考えられる第924号住居に掘り込まれており，それ以前と考えられる。

第924号住居跡（第148図）

位置　調査8区の西部，M8a8区。

重複関係　北西部で第923号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．70m，短軸3．30mの長方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は50cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅10～20cm，下幅4～6cm，深さ8cmで，断面はU字形をしている。

床トレンチャ一による撹乱を等間隔で受けているものの，ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。
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竃　北壁中央を壁外に70cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで104cm，

両袖部幅80cmである。中央部より北側の一部がトレンチャ一による撹乱を受けている。天井部は一部崩落して

おり，第3層は砂粒や粘土が主であることから，天井部の崩落土と考えられる。両袖部の内側には，補強材と

して土師器襲片が使用されている。第6層は焼土粒子が多量に含まれ，下面が硬化していることから，下面が

火床面と考えられる。煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる。覆土からは多量の土師器片が出土している。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　にぷい黄褐色

4　暗　赤　褐　色

5　黒　褐　色

6　極暗赤褐色
7　にぷい褐色
8　にぷい黄褐色

9　褐　　　　色

炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
粘土中ブロック・粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

粘土粒子多量，砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量
焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
炭化粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量
焼土粒子・炭化粒子多量，焼土中ブロック中量
炭化粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量
粘土粒子多量，砂粒中量，炭化物・炭化粒子少量

ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，炭化物少量，焼土粒子微量

ピット　南壁際にあるPlは上端は径30cm，下端は径12cmの円形で，深さは23cmである。位置的に出入り口施

設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　炭化物中量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化物少量

遺物　土師器片360点，須恵器片126点，灰粕陶器片4点，土製晶1点（土玉）が出土している。第149図1の

土師器杯は，東部の床面から正位で出土している。2の土師器小形聾と，3の土師器聾は竃内から出土してい

る。4の須恵器杯は，南壁際の床面から正位で出土している。5の須恵器聾は，中央部の覆土下層から出土し

ている。6の須恵器聾は，中央部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。7の須恵器把手付長頸

瓶は，覆土中から出土した破片が接合したものである。8の灰粕陶器椀は，中央部の床面から出土した破片と

覆土中から出土した破片が接合したもので，三河窯二川窯式と考えられる。9の土製晶（土玉）は，中央部床

面から出土している。細片のため図示できないものの，覆土中から猿投窯黒笹14号窯式と考えられる杯片3点

が出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して9世紀後葉と考えられ，重複している第923号住居跡より新しい。

第924号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第149 図 杯

土　 師　 器

A　 13．9 口緑部 ・休 部一部欠損。平底。体 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 P 80 18　　　 90％

1 B　　 4．2 部か ら口緑 部は内攣気味 に立 ち上 体部下端手持 ちへ ラ削 り。底部へ 灰黄褐色 P L 57

C　　 6．0 が り口緑 部はやや外反す る。 ラ削 り後ナデ。内面丁寧 なヘ ラ磨

き。内面黒色処理。

普通 東部床面

2

確瓦

土　 師　 器

A ［14．0］ 底 部か ら口緑部 にか けての破片。 口縁部内 ・外面横ナデ。上位 ・内 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 80 19　　　 40％

B　 17．4 体 部は内攣 して立 ち上が る。頚部 面ナデ。体部外面下位へ ラ削 り。 石英 P L 57

C ［8．2］ で くびれ，口緑部 は外反す る。口 内面下位指頭押庄後，一横ナデ。内 暗赤褐色 竃内

唇 部外面直下 に稜が巡 る。 面上位輪積み痕。 普通

3

嚢

土　 師　 器

A　 2 2．4 体部中位か ら底部にかけて欠損。体 口緑部内 ・外面横ナデ。上位 ・内 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 8 0 20　　　 30％

B （1 2．4） 部上位は内攣して立ち上が る。頚部 面ナデ。口緑部，内面上位指頭押 赤色粒子 P L 57

で くびれ，口縁部は外反する。 口唇

部は上方につまみ上げられている。

圧。 にぷい橙色

普通

竃内
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図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第149図杯A　14．0完形。平底。休部は外傾して立ち口緑部・体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石・P8021　100％

4 B　　4．4上がる。 体部下端手持ちへラ削り。底部へ赤色粒子 PL57

須　恵　器C　　6．2 ラ削り。 暗赤褐色　普通南壁際床面

5

聾A［16．4］休部上位からロ緑部にかけての破ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・長石・石英P8022　　　20％

B（12．7）片。休部は内攣して立ち上がり，格子目状の叩き。 黄灰色 PL58

須　恵　器 ロ緑部は外反する。端部は上方に

つまみ上げられている。

普通 中央部覆土下層

6

嚢A［21．4］休部上位から口緑部にかけての破口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・雲母・長石・P8023　　　20％

B（11．4）片。休部は内攣して立ち上がり，格子目状の叩き。 石英 PL58

須　恵　器 口緑部は外反する。 にぷい褐色　普通中央部覆土下層

7

把手付長頸瓶

須　恵　器

B（13，9）休部片。休部は内轡気味に立ち上体部内・外面ナデ。把手外面指頭砂粒・長石・石英P8024　　　30％

がる。 押圧。 灰色

普通

PL57

覆土中

8

椀A［13．3］底部からロ緑部にかけての破片。口緑部から体部内・外面ロクロナ砂粒 P8025　　　35％

B　　50上位で軽く外反し　口縁部にいたデ。 灰白色 床面，覆土中

灰寒由陶器D　　6．8

E　　O．9

る。 粕　灰オリーブ色

緻密

二川窯式
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図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

径 （cm） 長 さ（cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g）

第149図9 土　　　 玉 1．9 2．2 0．4 7．70 中央部床面 D P 8001　　　　　　　　　　　 P L 61

第925号住居跡（第150図）

位置　調査8区の西部，M8b8区。

重複関係　中央部から南東部で第938号住居跡を，南東部で第926号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．60m，短軸3．55mの長方形である。

主軸方向　N－10－E

壁　壁高は35cmで，外債して立ち上がる。

床トレンチャ一による撹乱を受けているが，ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央を壁外に30cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。竃の南側でトレンチャ一による撹乱を

受けている。砂粒や粘土粒子が多量に検出されていることから，第1層から第3層までが天井部の崩落土と考

えられる。第7層は焼土粒子が多量・焼土中ブロックが中量混ざっていることから下面が火床面と考えられる。

竃土層解説

1　にぷい黄褐色

2　にぷい赤褐色

3　にぷい黄褐色

4　暗赤　褐色
5　にぷい赤褐色
6　暗赤褐色

粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子微量
粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
粘土粒子多量，砂粒中量，焼土粒子少量
焼土粒子・粘土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
粘土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

7　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4の上端は径約30cmのほぼ円形，下端は径8～18cmの円形で，深さは約

28。皿であり，各コーナー部やや中央部寄りに位置している。規模と配置から判断して主柱穴と考えられる。南

壁やや中央寄りにあるP5は上端は径約30cm，下端は径約20cmのほぼ円形で，深さは26cmである。位置的に出

入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　炭化物・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量，炭化物微量
4　暗褐色　粘土粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片470点，須恵器片102点，灰粕陶器片2点，鉄浮1点，炭化材1点が出土している。第150図1

の土師器嚢は，竃内から出土している。2の須恵器杯は，南部の覆土下層から逆位で出土している。3の須恵

器長頸瓶は，覆土中から出土している。4の須恵器長頸瓶の頸部は，南部覆土下層から出土している。覆土中

から出土した5の灰粕陶器長頸瓶は，猿投窯黒笹90号窯式前半のものと考えられる。その他，須恵器長頸瓶頸

部や鉄浮が覆土中から出土している。

所見　本跡では，壁溝は確認できなかった。時期は，出土土器から判断して9世紀中葉と考えられる。鉄浮が

出土しているが鍛冶炉等は確認されていない。
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第150図　第925号住居跡実測図

第925号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第151図嚢A［11．2］底部から口綾部にかけての破片。口緑部内・外面棟ナデ。休部外面砂粒・雲母・長石・P8026　　　45％

1 B　l18体部上位は内轡して立ち上がる。中・下位横位のへラ削り。内面ナ石英 PL58

土　師　器C　　6．0頚部でくびれ，口緑部は外反する。デ。輪積み痕。休部内面下位指頭にぷい赤褐色 竃内

端部は上方につまみ上げられてい

る。

押庄後，横ナデ。底部木葉痕。普通

2

土不A　13．4ロ緑部・体部一部欠損。平底。体口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石・P8027　　　60％

B　　42部は外傾して立ち上がり，口縁部体部下端手持ちへラ削り。底部切石英・赤色粒子 PL57

須　恵　器C　　6．8にいたる。端部は丸く収めている。り離し痕を残す・一方向のヘラナデ。灰黄色　普通 南部覆土下層

3

長　頭　瓶

須　恵　器

B（4．8）頭部片。頚部は外反気味に立ち上頚部内面へラナデ。外面ロクロナ砂粒 P8028　　　5％

がる。 デ。 灰色

普通

覆土中
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第151図　第925号住居跡出土遺物実測図
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図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第151図長　頸　瓶

須　恵　器

B（6．2）頚部片。頚部は外反気味に立ち上頚都内・外面ロクロナデ。 砂粒・長石・石英P8029　　　　5％

4 がる。 オリーブ黒色

普通

南部覆土下層

5

長　頚　瓶B（15．4）底部から休部にかけての破片。角体部内・外面ロクロナデ。底部・砂粒・雲母・長石・P8030　　　60％

D　　8．1高台が付く。休部は内攣して立ち高台部ナデ。 石英 PL58　覆土中

灰粕陶器E　　O．9上がる。 褐灰色

普通

黒笹90号窯式

第928号住居跡（第152図）

位置　調査8区の西部，M9al区。

重複関係　南西部で第942号住居跡を掘り込み，南部が第929号住居に，東部が第930号住居に掘り込まれてい

る。

規模と平面形　長軸5．00m，短軸［4・60］mの方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　南西コーナー部から北東コーナー部にかけての立ち上がりが確認できた。壁高は60cmで，外債して立ち上

がる。南部の壁の立ち上がりは確認できなかった。

壁溝　第929号住居跡と重複している部分は確認できなかったが，全周していたと推定される。上幅12～14cm，

下幅約6cm，深さ約8cmで，断面はU字形をしている。

床トレンチャ一による撹乱が激しいが，撹乱以外の部分から推定してほぼ平坦である。

竃　北壁中央を壁外に62cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。中央部がトレンチャ一による撹乱を受

けている。規模は，焚口部から煙道部まで120cm，両袖部幅120cmと推定される0第7層には焼土粒子が大量に

含まれ，下面が赤変硬化していることから，下面が火床部と考えられる。また・煙道は火床部から急な傾斜で

立ち上がる。天井部は崩落しており，第2層が崩落土と考えられる。
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第152図　第928号住居跡実測図
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竃土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック微量
2　暗　褐　色　砂粒中量，ローム粒子・炭化物微量
3　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化物微量

5　極暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量
6　極暗褐色　焼土粒子・炭化物中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
7　極暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック微量
8　暗　褐　色　焼土中ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量

9　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック微量
10　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
11暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
12　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4の上端は径50～60cmではぼ円形，下端は径20～40cmの円形で，深さ14

～59cmであり，それぞれのコーナー部やや中央部寄りに位置している。規模と位置から判断して主柱穴と考え

られる。P5は径28cmの円形で，深さは22cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐

2　黒　褐

3　黒　褐

4　暗　褐

5　黒　褐

6　黒　褐

色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，焼土中ブロック・炭化物微量
色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム大・中ブロック少量，焼土粒子微量

色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土中ブロック微量
色　粘土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量
色　ローム小ブロック中量，炭化物少量，焼土粒子・炭化粒子微量
色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量，粘土小ブロック微量

7　にぷい黄褐色　砂粒多量

遺物　土師器片214点，須恵器片42点，灰粕陶器片1点，陶器片1点，鉄揮2点が出土している。第153図1の

土師器杯は中央部の覆土下層から横位で，2の土師器聾は中央部からやや北寄りの覆土下層から出土している。

3の須恵器杯は，竃西袖部近くの覆土下層から出土している。4の須恵器盤は，覆土中から出土している。5

の須恵器聾は，南西部覆土中層から出土している。外面に櫛措波状文が施されている。その他，覆土中から鉄

浮や灰粕陶器の細片が出土しているが，鍛冶炉等は確認されず，また灰粕陶器片の器種は不明である。陶器片

は撹乱により混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して8世紀後半から9世紀前半と考えられる。

第928号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 15 3 図 杯

土 ‘師　 器

A　 1 3．2 口緑部 ・体部一部欠損。平底。体 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 03 8　　　 80％

1 B　　 4．5 部 は外傾 して立 ち上が り，口緑部 底部へ ラ削 り。 石英 ・赤色粒子 P L 5 7

C　　 6．6 は軽 く外反す る。 にぷ い橙色　 普通 中央 部覆土下層

2

嚢

土　 師　 器

A ［20．0］ 体部上位か ら口緑部にかけての破 口緑部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 03 9　　　 10％

B （8．4） 片。頚部で くびれ，口緑部は外反 石英 ・赤色粒子 中央 部やや北寄 り

す る。口唇部は上方につ まみ上げ

られてい る。

橙色

普通

覆土下層

3

杯

須　 恵　 器

A ［12．2］ 底部か ら口緑部にかけての破 片。 口緑 部 ・体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 ・P 8 04 1　　　 30％

B　　 3．4 平底。体部は外傾 して立ち上がる。 ロクロ 目弱 い。体部下端 回転へ ラ 褐灰色 竃西袖部覆土下層

C　　 7．4 口緑部は軽 く外反する。端部は丸

く収めている。

削 り。底 部回転へ ラ切 り。 普通

4

盤

須　 恵　 器

A ［20．8］ 体部か ら口緑部にかけての破 片。 口緑部 ，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 P 8 04 2　　　　 5％

B （2．6） 体部はやや内攣 して外 方に開 き，

屈曲 して口緑 部にいたる。口緑 部

は軽 く外 反する。

黄灰色

普通

覆土 中
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第153回　第928号住居跡出土遺物実測図
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第929号住居跡（第154図）

位置　調査8区の西部，M9bl区。

重複関係　北部で第928号住居跡，東部で第930・942号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．20m，短軸3．70mの長方形である。

主軸方向　N－90－W

壁　壁高は50～70cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅18～32cm，下幅4～6cm，深さ約8cmで，断面はU字形である。

床　はぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央を壁外に78cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで130C恥

両袖部幅120cmである。天井部は崩落しており，第1層と第3層が崩落土と考えられる。火床部は床面を約6

cm掘りくぼめており，赤変硬化している。また，中央部と北部がトレンチャ一による撹乱を受けている。

竃土層解説

1黒　褐　色　砂粒中量，焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
2　暗赤褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　　　　色　砂粒多量，焼土粒子・粘土粒子中量，炭化粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　暗　赤　褐　色　焼土中ブロック・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

6　黒　褐　色　炭化粒子多量，焼土中ブロック・粒子少量
7　褐　　　　色　ローム小ブロック・粒子中量，焼土中ブロック少量
8　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・粒子少量，炭化粒子微量
9　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒多量，廃土粒子・炭化粒子少量

ピット　南壁際にあるPlは径約30cmの円形で，深さ28cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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土居解説
1　にぷい黄褐色　炭化粒子・砂粒中量，粘土粒子少量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，炭化物少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，廃土小ブロック・炭化物・炭化粒子少量，粘土小ブロック微量
5　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
6　褐　　　色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子少鼠焼土中ブロック・粒子微量

遺物　土師器片892点，須恵器片315点，灰粕陶器片14点，鉄製品1点（刀子），鉄津1点が出土している。第

一177－



155図1の土師器杯は逆位で，2の須恵器杯は正位で，それぞれ竃付近の床面から出土している。3の須恵器

杯は竃内から，4の須恵器高台付杯は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。5の灰粕陶器高台付杯は，

南西部の覆土下層から出土し，猿投窯黒笹90号窯式と考えられる。6の灰粕陶器長頸瓶は，中央部の覆土下層

から出土しており，猿投窯黒笹90号窯式と考えられる。器種は不明であるが，徳利形手付瓶の底部の可能性も

考えられる。その他，覆土中から器種は不明であるが，猿投窯黒笹14号窯式の細片9点が出土している。また，

刀子が出土しているが，刀子1点は極小片である。鉄津が覆土中より出土しているが，鍛冶炉等は確認されて

いない。

所見　本跡の時期は，覆土中の出土土器から判断して9世紀後葉と考えられる。
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0　　　　　　　　　　　　　10cm」
第155図　第929号住居跡出土遺物実測図

第929号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 ‘計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 155 園 杯 A　 13．0 底部 か ら口緑 部にかけての破片。 口緑部，体部内 ・外面横ナデ。体 砂粒 ・雲母 ・赤色粧 P 80 43　　　 80％

1 B　　 4．6 平底。体部 は外傾 して立ち上が り， 部下端 回転へ ラ削 り。底部回転へ 子 P L 57　 タール付

土　 師　 器 C　　 7．2 口緑部 は軽 く外反す る。 ラ削 り。 にぷい橙 色　 普通 着　 竃付近床面

2

杯

須　 恵　 器

A ［13．6］ 底部 か ら口緑部 にかけての破片。 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 80 44　　　 40％

B　　 4．2 平底。体部 は内攣気 味に立 ち上 が 体部下端 回転へ ラ削 り。底部一方 石 英 ・白色粒 子 竃付近床面

C ［6．0］ り，口緑部 にいたる。 口緑部 は軽

く外反す る。

向のヘ ラ削 り。 明褐 色

普通

3

杯

須　 恵　 器

A ［12．2］ 底部 から白線部 にかけての破片。 ・口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 P 80 45　　　 20％

B　　 4．5 平底。体部 は外傾 して立ち上が り， ロクロ目弱い。体部下端手持ちへ 黄灰 色 竃内

C ［6．8］ 口縁部 にいたる。 ラ削 り。底部二方向のへ ラ削 り。 普通

4

高 台 付 杯

須　 恵　 器

B （2．3） 高台部 から底部 にか けての破片。 底部 回転へ ラ削 り。高台貼 り付 け 砂粒 ・黒色粒子 P 80 46　　　 20％

D　　 6．2

E　　 O．8

高台 はやや 開 く。 後， ナデ。 暗灰 黄色

普通

中央部覆土下層

5

高 台 付 杯 B （3．0） 高台部 から体部下位 にか けての破 体部 内 ・外面 ロクロナデ。底 部回 砂粒 ・長石 ・黒色粒 P 80 47　　 15％

D ［8．8］ 片。高台 はほぼ垂下す る。体部 は 転へ ラ削 り後，高台貼 り付 け。 子　 黄灰色 南西部覆土下層

灰 寒由陶 器 E　 l．1 外傾 して立 ち上が る。 粕　 灰 オ リーブ色

普通

猿投棄黒笹90号窯式

6

長　 頸　 瓶 B （1．6） 高台部か ら体部下位 にか けての破 体部内 ・外面 ロクロナデ。底 部回 砂粒 P 80 48　　　　 5％

C ［9．8］ 片高台 は短 く「ハ」の字状 に開 く。 転へ ラ削 り後，高台貼 り付 け。 灰 白色 中央部覆土下層

灰 寒由陶 器 体部 は外傾 して立 ち上が る。 粕　 灰 オ リーブ

普通

黒笹9 0号窯式
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第930号住居跡（第156図）

位置　調査8区の中央部，M9b2区。

重複関係　西部で第928号住居跡を掘り込み，南西コーナー部が第929号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．55m，短軸3．00mの長方形である。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は18cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　第928・929号住居跡と重複している部分は確認できなかったが，全周していたと推定される。上幅14～

20cm，下幅約5cm，深さ約6cmで，断面はU字形をしている。

床トレンチャ一による撹乱を受けているが，撹乱以外の部分から推定してほぼ平坦である。中央部が踏み固

められている。

竃　北壁中央を壁外に60cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで90cm，

両袖部幅80cmである。南部がトレンチャ一による撹乱を受けている。

憲土層解説
1暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　5　暗　褐　色　炭化粒子少量
2　にぷい赤褐色　粘土小ブロック中量，焼土中ブロック・炭化粒子少　6　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　黒　褐　色　炭化粒子・粘土粒子少量，ローム′J、ブロック・焼土

3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土小プロッ　　　　　　　　　小ブロック微量
ク少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　にぷい褐色　粘土粒子多量，砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック中量，焼土中プ　9　暗赤褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少
ロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　量

息‥
」如。。

9

第156図　第930号住居跡実測図
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ピット　南壁際にあるPlは径24cmの円形で，深さは17cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量

遺物　土師器片157点，須恵器片25点，土製品1点（土玉）が出土している。第157図1の土師器高台付杯は中

央部から竃寄りの覆土下層から逆位で，2の土師器饗は北西コーナー部付近の床面直上から，3の土師器鉢は

南西コーナー部壁際の床面直上からそれぞれ出土している。4の須恵器杯は北西コーナー部付近の覆土下層か

ら逆位で，5の須恵器杯は竃内の焚き口付近から出土している。6の須恵器杯は北東コーナー部壁際の床面直

上から出土しており，体部外面に「川カ」と朱書されている。7の土製品（土玉）は南部壁寄りの床面から出

土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して9世紀中葉と考えられる。

第930号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 15 7 図 高 台 付 杯 A ［12．7］ 口縁部 ・体部 ・高台欠損。体部は 口緑部，体部外面横ナデ。口緑部 ・ 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 8 04 9　　　 60％

1 B （4．2） 外傾 して立ち上が り，口縁部 にい 体部内面 へラ磨 き。体部下端 回転 子 P L 5 7　 中央部か

土　 師　 器 た る。 ヘラ削 り。内面黒色処理。 橙色　 普通 ら竃寄 り覆土下層

2

嚢 A ［20．6］ 体部上位か ら口緑部 にかけての破 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 05 0　　　 20％

B （9．8） 片。体部 は内攣気味に立ち上がる。 ナデ。内面へ ラナデ。体部内面上 石英 P L 5 8

土　 師　 器 頚部で くびれ，口緑部は外反する。 位輪積 み痕。 橙色 北西 コーナー部付

口唇部は上方につ まみ上げ られて

い る。

普通 近床面直上

3

鉢 A ［25．4］ 体部上位か ら口緑部にかけての破 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P 8 05 1　 10％

B （9．3） 片。体部 はやや外傾 して立ち上が ヘラナデ。内面指頭押庄後，ヘ ラ 明赤褐色 南西 コーナー部壁

土　 師　 器 り，口緑部 にいたる。口緑部 と体

部の境の内面に稜を もつ。

ナデ。体 部内面 中位輪積み痕。 普通 際床面直上

4

ゴ不 A　 12．8 完形。平底。体部は外傾 して立ち 口緑 部か ら体部 内 ・外面 ロ クロナ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 8 05 2　 10 0％

B　　 4．3 上が り，口緑部にいたる。 デ。体 部下端手持 ちへ ラ削 り。底 雲母 P L 5 7

須　 恵　 器 C　　 6．0 部一方向のヘ ラ削 り。 褐灰色

普通

北西 コー ナー部覆

土下層

5

杯 A　 l l．9 完形。平底。体部は外傾 して立ち 口緑部，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 05 3　　 100％

B　　 4．9 上が り，口緑部にいたる。 体部下端 手持 ちへ ラ削 り。底部一 石英 ・赤色粒子 P L 5 8

須　 恵　 器 C　　 5．8 方向のヘラナデ。 黄灰色　 普通 竃 内

6

杯 A ［12．8］ 口緑部 ・休部一部欠損。平底。体 口緑 部，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 054　　　 60％

B　　 4．5 部 は外傾 して立ち上が り，口緑部 体 部下端手持 ちへ ラ削 り。底部一 石英 P L 5 8

須　 恵　 器 C　　 5．3 にいたる。 方向のヘラ削 り。 黄灰色

普通

北東 コー ナー部壁

際床面直上　 体部

外面朱書 「川 カ」

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　　 停

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

径 （cm） 長　さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第157図7 土　　　 玉 2．1 2．2 0．4 （7．00） 南部壁寄り床面 D P 8004　　　　　　　　　　　　 P L 61
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第157図　第930号住居跡出土遺物実測図
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第931号住居跡（第158図）

位置　調査8区の南部，M9cl区。

重複関係　北部で第942号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南部は調査区域外に位置しており，平面形は確認できなかった。確認できた規模は，長軸［2・80］

m，短軸（1．05）mである。

主軸方向　N－150－E

床　ほぼ平坦である。ピットは確認できなかった。

竃　北壁中央を壁外に54cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。北部がトレンチャ一による撹乱を受け

ている。規模は，焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅80cmである。第3層に灰が中量含まれ，第4層は焼土

粒子が多量，焼土中ブロックも中量含まれており，下面が硬化していることから，下面が火床面と考えられる。

煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　粘土粒子多量，炭化粒子・砂粒中量，焼土中ブロック少量

3　極暗褐色　炭化物・灰中量，焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化物・灰少量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子少量
6　暗赤褐色　砂粒多量，炭化物・粘土粒子中量，焼土中ブロック少量

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック少量

2　黒褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

3　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック微量
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遺物　土師器片161点，須恵器片22点，灰粕陶器片4点が出土している。第158図1の土師器高台付杯は北西コー

ナー部付近の覆土上層から逆位で出土している。2の土師器高台付杯は竃内から，3の須恵器鉢は東部の覆土

中からそれぞれ出土している。その他，南東部の確認面から2点，覆土中から2点の灰粕陶器細片が出土して

いる。器種は不明であるが，確認面から出土した2点は鳴海32号窯式，覆土中から出土した2点は猿投窯黒笹

90号窯式と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して9世紀後薬と考えられる。
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第158図　第931号住居跡・出土遺物実測図
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第931号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 15 8 図 高 台 付 杯

土　 師　 器

A　 13．6 高台部か ら口緑部 にかけて一部欠 口緑 部，体部外 面ロクロナデ。口 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 80 5 6　　　 70％

1 B　　 6．5 損 。高台は 「ハ」 の字状 に開 く。 緑 部，体 部内面丁寧なヘラ磨 き。 石英 ・赤色粒 子 P L 5 9

‘D　　 7．6 体部 は内攣気 味に立ち上 が り，口 底 部回転 へラ削 り後，ナデ。 内面 橙色 北 西 コ ー ナー 部

E　 1．5 緑部 は外反 する。 黒色処 理。 普通 付近覆土上層

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

Å ［6．6］ 体 部か ら口緑部 にかけての破片 。 口緑 部，体 部外 面ロクロナデ。口 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 80 57　　　 5％

B （4．9） 体部 は内攣気 味に立ち上 が り，口 緑 部，体 部内面 丁寧 なヘラ磨 き。 石英 ・赤色粒子 竃内

緑部 にいた‘る。端 部は丸 く収 めて 体 部下端 回転 へラ削 り。高台貼 り 橙色

いる。 付 け。内面黒色処理 。 普通

3

鉢

須　 恵　 器

A ［3 2．0］ ．体部上位 か ら口縁部 にかけての破 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 80 58　　　 5％

B （4．3） 片体部 は外傾 して立 ち上が り，口 横位 の平行 叩 き。内面 ナデ。 内面 石英 東部覆土 中

緑部 は外反す る。 上位指頭押圧 。 灰色　 普通

第936号住居跡（第159図）

位置　調査8区の東部，MlOd2区。

重複関係　南部中央を第690号土坑に，東部壁際を第41号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と平面形　南部が調査区域外に位置しているため詳細は不明であるが，長軸3．80m，短軸（3・40）mの長

方形と推定される。

主軸方向　N－240－E

壁　壁高は25～35cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南部の調査区域外と竃から東コーナー部にかけては確認できなかったが，それ以外は巡っている。規模

は，上幅24～30cm，下幅6～20cmで，深さは10～12cmである。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。ピットは確認されなかった。

竃　北壁中央を壁外に70cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで130cm，

両袖部幅80cmである。第6層は焼土粒子が多量，焼土中ブロックが中量混じっていることから，下面が火床面

と考えられる。支脚として使用されたと考えられる赤く焼けた雲母片岩が，立位の状態で出土している。天井

部は崩落しており，粘土粒子・砂粒が多量に含まれている第1層が崩落土と考えられる。煙道は火床部から急

な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1　にぷい黄褐色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　にぷい黄褐色

5　黒　褐　色

6　赤　褐　色

7　にぷい黄褐色

粘土粒子・砂粒多量

粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
粘土粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，粘土小ブロック微量
炭化粒子中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子微量
炭化物・炭化粒子微量

8　黒　褐　色　炭化粒子多量，焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，粘土粒子微量

覆土　9層からなり，第5層はブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。第1～4・6～9層はレン

ズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化物少量
5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

6　黒褐色　砂粒少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
7　黒褐色　砂粒少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
8　黒褐色　砂粒中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子微量
9　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
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遺物　土師器片318点，須恵器片105点が出土している。第160図1の土師器杯は竃内から，2の土師器杯は竃

西袖部付近の覆土中層から正位で，3の土師器杯は中央部の覆土下層から，4の土師器杯は東部の覆土中層か

らそれぞれ出土している。5の土師器高台付杯は北西部の覆土中層から逆位で，6の土師器高台付杯は北部壁

際の覆土下層からそれぞれ出土した破片が接合したものである。7の土師器聾片は東部覆土中層から出土した

ものである。8の土師器小形賓は東部の覆土下層から，9の須恵器杯は覆土上層から出土したものである。10

の須恵器鉢は東部の壁際の覆土中層及び西部壁際の覆土下層，北西コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土し

た破片が接合したものである。11の須恵器鉢は北西コーナー部の覆土下層から出土したものである。12の須恵

器饗は中央部から東部，北東コーナー部壁際にかけての覆土下層や床面から出土した破片が接合したものであ

る。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して9世紀後葉と考えられる。

第159回　第936号住居跡実測図
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第160図　第936号住居跡出土遺物実測図



第936号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 16 0 図 ．杯 A　 13．5 口縁部 ・体部一部欠損 。平底 。体 口緑 部，体 部外面 ロクロナデ。内 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 10 0　　　 80％

1 B　　 4．4 部は外傾 して立ち上が り，口緑 部 部へラ磨 き。底 部回転へ ラ削 り後， 石英 ・白色粒子 P L 6 0

土　 師　 器 C　　 7．2 は軽 く外反する。 ナデ。内面黒色処理。 にぷい橙色　 普通 竃 内

2

J不 A　 13．4 口緑部 ・体部一部欠損 。平底 。体 口緑 部，体 部外面 ロクロナデ。 ロ 砂粒 ・雲母 P 8 10 1　　 7 0％

B　　 4．3 部は外傾 して立ち上が り，口緑 部 クロ 目弱 い。内面丁寧なヘラ磨き。 にぷい褐色 P L 6 0

土　 師　 器 C　　 6．5 ・ にいたる。 底 部不 定方向のヘラ削 り。 内面黒

色 処理 。

普通 竃西袖部付近覆土

中層

3

杯

土　 師　 器

A ［15．2］ 体部か ら口緑部にかけての破 片。 口緑 部，体 部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・白色粧 P 8 10 2　　　 20％

B （4．5） 体部か ら，口緑 部は内攣気 味に立

ち上が り，口緑 部は軽 く外反する。

ロクロ 目弱い。内面黒色処理。 子

にぷい橙色　 普通

中央部覆土下層

4

杯

土　 師　 器

A ［13．0］ 底部か ら口緑部にかけての破 片。 口緑部 ・体部外面 ロ クロナ デ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 10 3　　　 20％

B　　 4．4 平底。体部か ら口緑部は外傾 して 内面丁寧なヘラ磨 き。底 部 回転へ 赤色粒子 東 部覆土 中層

C ［7．2］ 立ち上がる。 ラ削 り。内面黒色処理。 にぷい橙色　 普通 ＿

5

高 台 付 杯 A ［15．9］ 口緑 部 ・体部 一部 欠損 。 高台 は 口縁部，体部外 面ロクロナデ。 内 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 8 10 4　　　 70％

B　　 5．3 「ハ」 の字状 に開 く。 平底 。 体 部 部丁寧なヘラ磨 き。体部下端手持 赤色粒子 P L 6 0

土　 師　 器 D　　 8．7 は内攣気味に立ち上が り，口緑 部 ちヘラ削 り。底 部回転へ ラ削 りの にぷい黄褐色 北西部 覆土 中層

E　 l．2 は軽 く外反する。 後，高台貼 り付 け。内面黒色処理。 普通

6

高 台 付 杯 A　 15．0 口縁部 ・体部一部及び高台欠損。 口緑部，体部外面 ロ クロナ デ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 10 5　　　 50％

B （5．1） 平底。体部は内攣気味に立ち上が 内面へラ磨 き。底部切 り離 し痕 を 石英 P L 6 0

土　 師　 器 り，口緑部は軽 く外反する。 残す回転へラ削 り。内面黒色処理。 にぷい橙色

普通

北 部壁 際覆土 下層

7

嚢

土　 師　 器

A ［2 3．8］ 体部か ら口緑部にかけての破 片。 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 10 7　　　　 5％

B （1 1．2） 体部 は内攣 して立ち上が‾り，頚部 ヘ ラ削 り。内面へラナデ。体部 内 石英 東 部覆 土中層

で くびれ，口緑部は外反する。端

部 は外方へつ まみ出 されている。

面上位か ら中位指頭押圧。 明赤褐色

普通

8

嚢

土　 師　 器

A ［1 1．4］ 体部上位 か ら口緑 部にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 10 8　　 10％

B （5．1） 片。小形嚢。体部は内攣して立 ち上 ナナ。内面へ ラナデ。体部 内面上 石英 東 部覆 土下層

が り，頚部でくびれ，口緑部は外反

する。端部は上方 につまみ上げる。

位指頭押 圧。 にぷい赤褐色

普通

9

杯

須　 恵　 器

A　 1 3．6 底部か ら口緑部にかけての破 片。 口縁部 ・体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 10 9　　　 50％

B　　 5．1 平底。体部は外傾 して口緑部にい 体部下端手持ちへラ削 り。底部一 石英 覆土中

C　　 5．1 た る　口緑 部は軽 く外反す る。 方向のへラ削 り。 灰色

普通

10

鉢 A ［28．6］ 体部か ら口緑部にかけての破 片。 口緑部内外面横 ナデ。体部外面縦 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 1 10　　　 40％

B （1 5．3） 体部 は外傾 して立ち上が り，口緑 位の平行叩 き。内面 へラナデ。体 石英 P L 6 0

須　 恵　 器 部 は外反する。端部は上方につ ま 部内面上位か ら中位輪積 み痕。体 浅黄色 東部壁 際覆土中層

み上げ る。 部内面中位指頭押圧 。 普通 西 部壁 際覆土下層

11

鉢 A ［3 5．2］ 体部か ら口緑部にかけての破 片。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。 体 部外 砂粒 ・雲母 ・長石 P 8 1 11　　　 5％

B （1 1．9） 頸部で くびれ，口緑部は外反する。 面格子叩 き。内面ナデ。 にぷ い橙色 P L 6 0

須　 恵　 器 端部 は上方 につ まみ上がる。 普通 北西コーナー部覆

土下層

12

嚢 A ［22．2］ 体部上位か ら口縁部にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 10 6　　 20％

B （1 1．8） 片体部 は内攣 して頚部で くびれ， 格 子叩 き。内面へラナデ。体部 内 石英 P L 6 0　 中央部か

須　 恵　 器 口緑部 にいたる。口緑 部は外 反す 面上位指頭押圧 。 にぷ い赤褐色 ら東部 ，北東 コー

る。 普通 ナ一部 にかけての

覆土下層や床 面

第937号住居跡（第161図）

位置　調査8区の北東部，MlOb3区。

重複関係　第42号掘立柱建物跡，第44号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸［2．70］m，短軸［2．30］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－970－E

壁　北東コーナー部から東竃を経て南東コーナー部にかけて確認され，壁高は8cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，中央部から竃にかけて踏み固められている。ピットは確認されなかった。
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竃　東壁中央部に位置し，壁外に48cmはど掘り込んでいる。袖部の遺存状態はあまり良くない。東部はトレン

チャ一による撹乱を受けている。火床面は，焼土粒子が多量，焼土中ブロック・炭化粒子が中量含まれている

第4層の下面と考えられる。天井部は確認できなかった。

竃土層解説

1暗赤褐色　焼土中ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量
2　暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土中ブロック・粒子少量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，廃土′J、ブロック少量
4　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，焼土中ブロック少量

覆土　覆土が薄いため，堆積状況は確認できなかった。

遺物　出土していない。

所見　本跡の時期は土器が出土していないため不明であるが，第42号掘立柱建物跡や第44号掘立柱建物跡を掘

り込んでいることから，9世紀以降と考えられる。
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第161図　第937号住居跡実測図
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第938号住居跡（第162図）

位置　調査8区の南西部，M8b8区。

重複関係　中央部から南東部で第926号住居跡を掘り込み，東部から西部にかけて第925号住居に掘り込まれて

いる。

規模と平面形　長軸［3．50］m，短軸［3・25］mの方形と推定される。

主軸方向　N－00

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁に構築されていたと推定されるが，袖部と考えられる一部が確認できただけである。
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覆土　覆土が薄いため，堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器片9点，須恵器片4点，鉄浮1点が覆土中から出土している。図示できるものはない。

所見　本跡の時期は，判断できる出土土器がないために不明であるが，6世紀後葉と考えられる第926号住居

跡を掘り込み，9世紀と考えられる第925号住居跡に掘り込まれていることや，住居跡の形態から判断して9

世紀以前の奈良時代の住居跡と考えられる。

第162図　第938号住居跡実測図
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第939号住居跡（第163図）

位置　調査8区の西部，M8b7区。

重複関係　北東部で第943号住居跡を，北西コーナー部で第944号住居跡を掘り込み，東部で第941号住居に掘

り込まれている。

規模と平面形　南部が調査区域外に位置しているため詳細は不明である。確認できたのは東西［3・49］m，南

北（1．35）mである。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は20cmで，外債して立ち上がる。

溝　北西コーナー部で壁下を巡っている。上幅14cm，下幅8cm，深さ4cmで，断面はU字形である。

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁の中央部から東寄りに付設されている。大部分が削平されており，袖部と火床部の痕跡が確認された

だけである。

ピット　2か所。Pl・P2は東壁際に位置しており，上端は径10cm，下端は径4cm，深さ4cm・10cmである。

性格は不明である。
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l

覆土　2層からなり，レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
2　暗褐色　炭化粒子中量，ローム中ブロック・焼土中ブロック少量

遺物　出土していない。

所見　本跡は時期を判断する土器が出土していないため不明であるが，8世紀代と考えられる第941号住居に

掘り込まれており，それ以前と考えられる。
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第163図　第939号住居跡実測図
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第941号住居跡（第164図）

位置　調査8区の西部，M8b7区。

重複関係　東部で第943号住居跡を，北部で第944号住居跡を，北東部で第939号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南部が調査区域外に位置しているため詳細は不明であるが，東西［3・30］m，南北（1・40）mで

ある。

主軸方向　N－60－E

壁　壁高は25cmで，外債して立ち上がる。

床トレンチャ一による撹乱を受けているが，それ以外の部分から推定してほぼ平坦である。

竃　北壁中央部に付設されていたと推定されるが，神都と考えられる一部が確認されたのみである。

覆土　3層からなり，ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　ローム中・小ブロック・焼土中ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック
3暗褐色ローム粒子中量，焼土粒子徴量

遺物　土師器片119点，須恵器片3点，陶器片2点が出土している。第164図1の須恵器杯は覆土上層から，2

の須恵器蓋，3の須恵器蓋はそれぞれ覆土中から出土している。また，1の須恵器杯は覆土が浅いため撹乱に

ょり混入した可能性がある。陶器片は撹乱により混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀と考えられる。
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第164図　第941号住居跡・出土遺物実測図

第941号住居跡出土遺物観察表

こ

、

　

l

0　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第164図 杯

須　恵　器

A［11．8］底部から口緑部にかけての破片。口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒 P8116　　　5％

1 B（3．9）平底。体部は外傾して立ち上がり，ロクロ目弱い。体部下端手持ちへにぷい黄橙色 覆土上層

口緑部にいたる。 ラ削り。 普通

2

蓋

須　恵　器

A［14．0］外周部から口緑部にかけての破片。外周部・口緑部ロクロナデ。ロク砂粒・雲母・長石P8117　　　5％

B（11．9）外周部はなだらかに下降し，内側

にかえりをもつ。

ロ目弱い。 灰白色

普通

覆土中

3

蓋

須　恵　器

A［15．4］外周部から口緑部にかけての破片外周部・口緑部ロクロナデ。 砂粒・雲母・石英P8118　　　5％

B（1．8）外周部はなだらかに下降し，内側

にかえりをもつ。

灰色

普通

覆土中

表7　熊の山遺跡8区住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位 置

主軸方向

（長　 軸）
車 面形 規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁高

（cm ）
床面

内　　　 部　　　 施　　　 設

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　 考

新旧関係（古→新）壁溝 主柱穴 出入口
ピッ ト

ピッ ト 炉 ・竃 貯蔵穴

917 L lOh4 N －00 長方形 3．65　×　3．00 25 平坦 全周
－ － －

竃
－

人為 須恵器 （杯 ・嚢 ・鉢） SI918→本跡

918 L lOh3 N －100－E 不　 明 6．55　×（5．05） 35 平坦 一部 7 4 －
竃

－
人為

土師器（襲），須恵器杯 ・蓋・
双耳椀），鎌，砥石

SI9 19 →本跡一→
SI9 17

919 L lOh2 N －220－W 不　 明 （3．00 ）×（1．20 ） 30 平坦
－ － － －

竃
－

人為 土師器 （杯），釘 本跡－→SI918

921 M 8a6 ［N －00］ ［方　 形］ ［3．70］×［3．60 ］ － 平坦 － 4 － －
竃

－ －
土師器（嚢）

922 L 8j7 N －00 ［長方形］ ［3．05］×［1．80］ － 平坦 － － － －
竃

－ － S I923→本跡

923 L 8j8 N －00 ［長方形］ ［3．80］×　3．20 － 平坦
－ － － －

竃
－ －

本跡→SI924 ・S
I922

924 M 8a8 N －30－W 長方形 3．70　×　3．30 50 平坦 全周
－ － 1 竃

－ 人為
土師器（軒軌 須恵器 （杯・卦 把
手付長頸瓶），灰粕陶器（碗），土玉 S I923→本跡
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住居跡

番　 号
位 置

主軸方 向

（長　 軸）
平面形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁高

（cm ）
床面

内　　　 部　　　 施　　　 設

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　 考

新旧関係 （古→新）壁溝 主柱 穴
出入 口
ピッ ト

ピ ット 炉 ・竃 貯蔵穴

925 M 8 b8 N －10　－E 長方形 4．60　×　3．55 35 平坦
－ － 4 1 竃 － 人為

土師器（嚢），須恵器（杯 ・長
頸瓶），灰粕陶器（長頸瓶）

SI926－→S I938 →
本跡

926 M 8 b9 N －220－W 方　 形 5．60　×　5．55 38 ．平坦
－ － 3 －

竃 － 人為
土師器 （杯 ・椀 ・襲 ），
須恵器 （ハ ソウ），土玉

本跡 →S I938→
S I925

927 L 9 a l N －370－W 長方形 5．55　×　4．22 35 平坦 一部
－ 3 1 竃 － 人為 土師器 （杯）

928 ． M 9 a l N －00 ［方形］ 5．00　×［4．60］ 60 平坦 ［全周］
－ 4 1 竃 － 人為

土師器 （杯 ・襲 ）， 須 恵
器 （杯 ・盤）

S I942・→本跡→

S I930→ SI929

929 M 9 b l N －90－W 長方形 4．20　×　3．70 50～ 70 平坦 全周
－ － 1 竃 － 自然

土師器（拝し須恵器（杯・高台付
土札 灰粕陶器，高台付杯・長頸瓶

SI942→ S I928 →
S I930→本跡

930 M 9 b2 N －90－E 長方形 3．55　×　3．00 18 平坦 ［全周］ － － 1 竃 － 自然
土師器 （高台付杯 ・嚢 ・

鉢），須恵器 （杯），土玉

SI928→本跡　 →

S I929

931 M 9 cl N －150 －E 不　 明 ［2．80］×（1．05）
－

平坦 － － － － 竃 － 自然
土師器 （高台付 杯），須

恵器 （鉢）

SI942一本跡

932 M 9 b4 N －220－W 方　 形 5．65　×　5．45 20～ 65 平坦 ［全周］ 1 4 1 竃 1 人為
土師器 （杯 ・高杯 ・棄 ・

甑），臼玉
S K 692 ・693→
本跡→SI933

933 M 9 C4 N －480 －W ［長方形］ 6．25　×［5．65］ 30－55 平坦 一部 － 3 － 竃 2 1 人為 土師器 （杯 ・鉢 ・尭）
SI932→本跡

934 M 9 b5 N －300 －W 方　 形 4．60　×　4．60 30－65 平坦 全周 － 4 1 竃 － 人為
土師器 （杯 ・鉢 ．・襲 ），
紡錘車

935 M 9 cO N －400 －W 方　 形 7．22　×　7．05 35～60 平坦 全周 － 4 2 竃 1 自然
土師器 （杯 ・高杯 ・嚢 ・
鉢），臼玉

本跡→SB 43

936 M lOd2 N －240 －E ［長方形］ 3．80　×（3．40） 2 5～35 平坦 一部 － － －
竃

－
自・人

土師器（杯・高台付杯・襲），
須恵器（杯 ・聾・鉢 ）

本跡→SB 41 ・

S K 690

937 M lOb3 N －970 －E ［長方形］ ［2．70］×［2．30］ 8 平坦 － － － －
竃

－ －
S B 42 ・44 －→本 跡

938 M 8 b8 N －00 ［方　 形］ ［3．50］×＿［3．25］ － 平坦 － － － －
竃

－ －
S I926→本跡 →

SI925

939 M 8 b7 N －70－E 不　 明 ［3．4 9］×（1．35） 20 平坦 一部 2 － －
竃

－
自然

S I943→ SI944 →
本跡→SI941

941 M 8 b7 N －60－E 不　 明 ［3．30］×（1．40） 25 平坦 － － － －
竃

－
人為 須恵器（杯 ・蓋 ）

S I943・－→SI944 →
SI939→本跡

942 M 9 bl N －340 －W ［長方形］ ［5．25］×　4．60 5 －68 平坦 － － 4 1 － －
自然 土師器（杯 ），刀子

本跡→SI928 ・
SI929・SI93 1

943 M 8 b7 N －570 －W 不　 明 ［5．30 ］×（2．65） 10 ～20 平坦
－ － 1 － － － 人為

本跡→SI944→
SI939→ SI94 1

944 M 8 b7 N －160－W 不　 明 ［4．58 ］×．（2．70） 17 平坦
－ － 1 －

竃 － 人為 土師器 （杯 ）
SI943一本跡→
SI939→ SI94 1

945 L 8 i8 － 不　 明 （3．5 5）×（2．80） 11′㌣16 平坦
－ － － － － － － 土師器 （杯）

（2）掘立柱建物跡

第35号掘立柱建物跡（第166図）

位置　調査8区の北部，MlOd3区。

重複関係　第38号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模　梁行3間，桁行3間の総柱式の建物跡で，芯々間の梁行長約7．3m，桁行長約7・4mである。柱間寸法は

梁行2．4～2．6m，桁行2．2～2．6mである。柱穴の掘り方は，平面形が長軸0．7～1．1m，短軸0・5～1・Omの隅丸

長方形で，深さ43～80cmである。

桁行方向　N－30－E

柱穴覆土　P2やP6の第2層が柱の技き取り痕と考えられる。その他の層は突き固められていることから埋土

である。

Pl～P12土層解説（各ピット共通）

1褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

2　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック中量

4　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

5　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

7　褐　色　ローム大・中ブロック・粒子多量

8　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック中量，ローム大ブロック少量

9　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・焼土中ブロック中量，焼土粒子少量

10　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム中

ブロック少量

11暗褐色　ローム中ブロック・炭化粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

12　明褐色　ローム大・中ブロック多量，ローム小ブロック中量

13　黒　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片49点，須恵器片15点がP3・P5・P6・P8・Pll・P14

・P16を除く各柱穴の埋土から出土している。第165図1の須恵器杯片

はP4の埋土から出土している。
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第166図　第35号掘立柱建物跡実測図
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所見　本跡の時期は出土土器から判断して，8世紀前葉と考えられる。

第35号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 1 65 図 杯

須　 恵　 器

A ［13．4］ 底 部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑部，体部 内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 13 1　　 10％

1 B　　 4．1 平底 。体 部は外傾 して立ち上が り， 体部下端手持 ちへ ラ削 り。底部不 石英 埋土

C ［9．0］ 口緑 部にいたる。 定方 向のへ ラ削 り。 灰色　 普通

第37号掘立柱建物跡（第167図）

位置　調査8区の西部，LlOdl区。

規模　西部が調査区域外のため桁行及び桁行長は不明であるが確認できたのは梁行2間，桁行1間の建物跡で

ある。芯々間の梁行長約5．4mである。柱間寸法は桁行2．6～2．8m，梁行2．2～2．4mである。柱穴は，平面形

が長径約1．1m，短径約0．8mの楕円形で，深さ45～75cmである。

桁行方向　N－00

柱穴覆土　Plの第6層とP2第1層が柱の抜き取り痕と考えられる。その他の層は突き固められていることか

ら，埋土である。

Pl～P5土層解説（各柱穴共通）
1褐　色　ローム中ブロック・粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム中・小ブロック・粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム大・小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック・炭化物中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
5　明褐色　ローム大・中ブロック多量，焼土粒子少量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量
8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
9　明褐色　ローム中ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロック・炭化粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
10　明褐色　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量
11褐　色　ローム大・中ブロック多量，ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
12　暗褐色　ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子中量，ローム中ブロック・粒子少量
13　褐　色　ローム中・小ブロック多量，ローム粒子中量
14　褐　色　ローム中ブロック・粒子多量，ローム大ブロック・炭化粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
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第167図　第37号掘立柱建物跡実測図



遺物　土師器片16点，須恵器片4点が，P2・P3・P5の埋土から出土している。第168図1須恵器蓋はP3の

埋土から，2の須恵器蓋はP5の埋土から出土している。また，P2の埋土から土師器聾細片が8点出土してい

る。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して，8世紀後葉から9世紀前葉と考えられる。

≡≡≧勺。≠……∃＿＿＿＿＿＿ま≧ヨ
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

0　　　　　　　　5cm

：　；　！

第168図　第37号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第37号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図 版番号 器　 種 計測 値 （cm） 器　 形　 の ‘特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 16 8 図 其
皿

須　 恵　 器‾

A ［14．0］ 天 井 部 か ら口 緑 部 にか け ての破 片。 天井 頂 部 は右 回 りの回転 へ ラ削 り。 砂 粒 ・長 石 ・石 英 P 8 13 2　　 1 0％

1 B （2．2） 天 井 部 は 頂 部 が 平坦 で ，外 周 部 は 外 周 部 ・口緑 部 ロ ク ロ ナ デ。 ロ ク 暗 青 灰 色 P 3 埋 土 中

な だ らか に 下 降 す る 。 口緑 部 は屈

曲 し， 短 く垂 下 す る 。

ロ 目は弱 い。 普 通

2

蓋

須　 恵　 器

A ［16．4］ 外 周 部 か ら口縁 部 にか けて の破 片。 外 周 部 ・口 縁 部 ロ ク ロ ナ デ 。 砂 粒 ・雲 母 ・長 石 P 8 13 3　　 10％

B （1．5） 外 周 部 は な だ らか に 下 降 す る 。 口

緑 部 は 屈 曲 し， 短 く垂 下 す る 。

灰 色

普 通

P 5 埋 土 中

第38号掘立柱建物跡（第169図）

位置　調査8区の北部，LlOd3区。

重複関係　第35号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模　梁行2間，桁行3間の側柱式の建物跡で，芯々間の梁行長約5．3m，桁行長約7．6mである。柱間寸法は

桁行2．5～2．6m，梁行2．6～2．7mである。柱穴は，平面形が長軸約1．1～1．5m，短軸0．9～1．0mの隅丸長方形

で，深さ55～80cmである。

桁行方向　N－900－E

柱穴覆土　第1層が柱の抜き取り痕と考えられる。他の層は突き固められていることから，埋土である。

Pl～P12土層解説（各柱穴共通）
1黒褐色　ローム小ブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　色　ローム大ブロック多量，ローム中ブロック・焼土粒子中量
2　褐　色　ローム大・小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化物少　7　褐　色　ローム大ブロック多量，ローム中・小ブロック中量

且
旦

3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化物少量

4　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中
＿巨L

旦

5　明褐色　ローム中ブロック多量，ローム大ブロック中量

8　褐　色　ローム大・中ブロック多量，焼土粒子中量，炭化物少量
9　暗褐色　ローム大・中ブロック多量，ローム小ブロック中量，炭化

材・炭化物少量

遺物　土師器片72点，須恵器片34点，陶器片1点が，P4・P9を除く各ピットの埋土から出土している。第

170図1の須恵器杯は，P6の埋土から出土している。2の須恵器蓋は，P8の埋土から出土している。陶器片

は，撹乱による混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀後葉から9世紀前葉と考えられる。

第38号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測．値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 17 0 図 杯

須　 恵　 器

A ［1 1．6］ 底部 か ら口縁部 にか けての破片。 口緑部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 81 35　　　 30％

1 B　　 4．1 平底。休部 は外傾 して立ち上が り， 体部下端手持ちへ ラ削 り。底部一 赤色粒子 P 5埋 土

C ［7．6］ 口緑部 にいたる。 方向のヘ ラ削 り。 灰色　 普通
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第170図　第38号掘立柱建物跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　2m

←＿・｛－」

0　　　　　　　5clu

2　　　ヒ＝＝」一一一二∃

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第170図 蓋

須　恵　器

A ［14．4］ 天井部から口縁部にかけての破片。外周部・ロ緑部ロクロナデ。 砂粒・長石・石英 P8136　　　 5％

2 B （2．1） 外周部はなだらかに下降する。ロ

緑部は屈曲し，短く垂下する。

灰色

普通

P8埋土

第40号掘立柱建物跡（第171図）

位置　調査8区の北部，LlOc3区。

重複関係　北側部分が第5号道路状遺構に掘り込まれている。

規模　梁行2間，桁行3問の側柱式の建物跡と推定される。芯々間の桁行長約7・6mである。柱間寸法は桁行
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～mである。柱穴は，平面形が長軸0．9～1．4m，短軸0．6～1．1mの隅丸方形または隅丸長方形で，深さ35～50

cmである。

柱穴覆土　P2の第1層が柱の技き取り痕と考えられる。他の層は突き固められていることから，埋土である。

Pl～P4土層解説（各柱穴共通）
1黒褐色　ローム中ブロック中量

2　極暗褐色　粘土ブロック多量
3　褐　　色　暗褐色土多量
4　明褐色　ローム大・中ブロック多量

5　明褐色　ローム大・中・小ブロック多量

6　明褐色　ローム大ブロック多量

7　暗褐色　ローム小ブロック多量

所見　本跡の時期は，出土土器がないため不明であるが，東部が中世と考えられる第5号道路状遺構に掘り込

まれているため，それ以前と考えられる。

0　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿　　」

第171図　第40号掘立柱建物跡実測図

第41号掘立柱建物跡（第173図）

位置　調査8区の北部，MlOd3区。

重複関係　西部が第936号住居に掘り込まれている。南部は調査区域外である。

規模　梁行2間，桁行3間の側柱式の建物跡と推定される。芯々問の梁行長約5・2m，桁行長［5・7］mである。

柱間寸法は桁行2．4～2．6m，梁行2．5～2．7mである。柱穴は，平面形が長径0・9～1・3m，短径0・8～1・1mの楕

円形で，深さ48～100cmである。

桁行方向　N－80－E

柱穴覆土　第1層は柱の抜き取り痕と考えられる。他の層は突き固められていることから埋土である。

Pl～P7土層解説（各柱穴共通）
1黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック少量　　　　　　　　　6　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量

2　暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック微量　　7　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子中量
3　暗褐色　ローム中・小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子徴　8　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック少量

量
4　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
5　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片14点，須恵器片6点，鉄製品1点（刀子）がPl～P4の埋土から出土している。第172図1の

刀子はP2の埋土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器が細片のため判断できないものの，P4が9世紀後葉と考えられる第936号住居
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に掘り込まれており，それ以前と考えられる。 ［

∈＝コ＝
1
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第172図　第41号掘立柱建物
跡出土遺物実測図

第173図　第41号掘立柱建物跡実測図

第41号掘立柱建物跡出土遺物観察表

2m

［1－　トー・－1

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　土　地　点 備　　　　　　　　 考

長　さ（cm） 幅 （cm） 厚　さ（cm） 重量（g）

第172図1 刀　　　 子 （3．1） 1．1 0．3 （3．48） P2埋土 鋒部M8004　　　　　　　　　　 PL62

第42号掘立柱建物跡（第174図）

位置　調査8区の北部，MlOb3区。

重複関係　西部が第937号住居に掘り込まれている。

規模　梁行2間，桁行3間の側柱式の建物跡で，芯々間の梁行長約4・5m，桁行長約5・8mである。柱間寸法ほ

梁行2．1～2．3m，桁行1．8～2．0mである。柱穴は，平面形が長軸約0・9～1・3m，短軸0・7～1・2mの隅丸方形ま

たは隅丸長方形で，深さ40～50cmである。

桁行方向　N－100－E
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柱穴覆土　第1層が柱の抜き取り痕と考えられる。他の層は突き固めていることから，埋土である。

Pl～P9土層解説（各柱穴共通）

1黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　5　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム粒子微量　　6　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子・
3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化　7　黒褐色　炭化粒子多量，ローム小ブロック少量

粒子少量

遺物　土師器片87点，須恵器片33点がPl～P9の埋土から出土している。いずれも細片や小片であり，図示で

きなかった。Plから土師器饗片22点，須恵器杯片2点が，P5から土師器整片13点，須恵器杯片2点が出土し

ている。

所見　本跡の時期は，出土土器や9世紀と考えられる第937号住居に掘り込まれていることから判断して8世

紀中葉から後葉と考えられる。
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第174図　第42号掘立柱建物跡実測図

第43号掘立柱建物跡（第175図）

位置　調査8区の北部，MlObl区。

重複関係　東部で第45号掘立柱建物跡を，南西部で第935号住居跡を掘り込んでいる。

規模　梁行2間，桁行3間の側柱式の建物跡で，芯々間は梁行長4．0m，桁行長5．4mである。柱間寸法は梁行

1．9～2．1m，桁行1．7～1．9mである。柱穴は，平面形が長軸0．9～1．3m，短軸0．8～1．1mの隅丸長方形で，深

さ33～87cmである。
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第175図　第43・45号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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桁行方向　N－150－E

柱穴覆土　第1層が柱の抜き取り痕と考えられる。他の層は突き固められていることから埋土である。

Pl～P用土層解説（各柱穴共通）

1暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

2　黒褐色　炭化粒子中量，ローム中・小ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

5　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量

6　褐　色　口一ム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

7　暗褐色　ローム中・小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片7点，須恵器片2点が，P4・P9の埋土から出土している。第175図1の須恵器杯は，P9の埋

土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して9世紀中葉と考えられる。

第43号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 17 5 図 杯

須　 恵　 器

A ［12．0］ 体部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑 部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 P 8 14 0　　 10％

1 B　　 3，6

C ［6．0］

休部は外傾 して立ち上が り，口縁

部 は軽 く外反す る。

体 部下端手持 ちへラ削 り。 灰色

普通

P 9 埋 土

第44号掘立柱建物跡（第176図）

位置　調査8区の西部，MlOb2区。
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第176図　第44号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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重複関係　東部が第937号住居や第45号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模　梁行2間，桁行2間の総柱式の建物跡で，芯々間の梁行長約3．8m，桁行長約4・Omである。柱間寸法は

梁行1．8〈12．0m，桁行1．9～2．1mである。柱穴は，平面形が長軸約0・9～1・2m，短軸0・7～0・9mの隅丸長方形

で，深さ35～55cmである。

桁行方向　N－70－E

柱穴覆土　第1層が抜き取り痕と考えられる。他の層は突き固められていることから，埋土である。

Pl～Pg土層解説（各柱穴共通）
1　暗褐色

2　暗褐色

3　黒褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　褐　色

7　褐　色

8　黒褐色

ローム粒子・炭化粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
ローム小ブロック中量・炭化粒子中量
ローム小ブロック・粒子少量

ローム小ブロック・炭化粒子少量
ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量
ローム小ブロック・粒子中量

炭化粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片66点，須恵器片25点，灰粕陶器片2点が，P2～P4・P9の埋土や柱の抜き取り層から出土し

ている。第176図1の須恵器高台付杯は，P4の埋土から出土している。灰粕陶器片は細片のため器種は不明で

ある。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して8世紀と考えられる。

第44号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第176 図 高 台 付 杯

須　 恵　 器

B （2．8） 高台部から体部にかけての破片。 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回 砂粒 ・長石 P 8 142　　　 5％

1 D ［6．8］

E　　 O．6

底部から屈曲して体部は立ち上が

る。高台は 「ハ」の字状に開く。

転へラ削 りの後，高台貼り付け。 褐灰色

普通

P 4 埋土

第45号掘立柱建物跡（第175図）

位置　調査8区の北部，MlOb2区。

重複関係　東部が第44号掘立柱建物跡を掘り込み，西部が第43号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模　梁行2間，桁行3間の側柱式の建物跡である。芯々問の梁行長約3・8m，桁行長約5・5mである。柱間寸

法は梁行1．8～2．0m，桁行1．8～1．9mである。柱穴は，平面形が長軸（径）約1・Om，短軸（径）約0・8mの隅

丸長方形や楕円形で，深さ30～55cmである。

桁行方向　N－30－E

柱穴覆土　第1層が柱の抜き取り痕と考えられる。他の層は突き固められていることから，埋土である。

Pl～P9土層解説（各柱穴共通）

1暗褐色　ローム中・小ブロック少量，ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム中ブロック中量，炭化粒子少量
3　黒褐色　炭化粒子中量，ローム中・小ブロック少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

所見　本跡は，土器が出土していないために土器から時期を判断することはできないが，8世紀と考えられる

第44号掘立柱建物跡を掘り込み，9世紀中葉と考えられる第43号掘立柱建物に掘り込まれていることから判断

して，8世紀から9世紀前葉と考えられる。
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第46号掘立柱建物跡（第177図）

位置　調査8区の北部，M9a9区。

規模　北部が調査区域外のため詳細は不明である。側柱式の建物跡と推定されるが，確認できたのは東西2間

で，芯々間の長さ約4．3mである。柱間寸法は2．1～2．2mである。柱穴は，平面形が一辺0・8～0・9mの隅丸方

形で，深さ44～52cmである。

柱穴覆土　第1層が柱の抜き取り痕と考えられる。他の層は突き固めていることから，埋土である。

Pl～P3土層解説（各柱穴共通）

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム中プロッ

子少量

4　褐　色

5　褐　色

ク・粒　6　黒褐色

7　暗褐色

所見　本跡の時期は，遺物が出土していないため，不明である。

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

炭化粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

第177図　第46・47号掘立柱建物跡実測図

2m

ト－l－－‥」

第47号掘立柱建物跡（第177図）

位置　調査8区の西部，M9a9区。

規模　北部が調査区域外のため詳細は不明である。確認できたのは，東西2間で芯々間の長さ約4・2mである。

柱間寸法は2．0～2．2mである。柱穴は，平面形が一辺約1・1mの隅丸方形で，深さ32～50cmである。

柱穴覆土　第1層が抜き取り痕と考えられる。他の層は突き固められていることから，埋土である。

Pl～P3土層解説（各柱穴共通）

1暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　3　黒褐色　炭化粒子中量，ローム中・小ブロック少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量　　　　　4　黒褐色　ローム中ブロック・炭化粒子中量

遺物　土師器片5点，須恵器片6点が，Pl・P3の埋土から出土している。第178図1の須恵器蓋はP3の埋土

から出土している。

所見　本跡の時期は出土土器から判断して，8世紀と考えられる。
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第47号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の．特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 178 園 蓋 A ［14．0］ 天井部か ら口緑 部にかけての破片。 天井部 ・外周部右 回 りの回転へ ラ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8146　　　 30％

1 B　　 4．8 天井部か ら外周 部にかけてなだ ら 削 り。 口緑部 ・外周 内面 ロクロナ 石英 ・赤色粒子 P L 62

須　 恵　 器 F　　 2．7

G　 l．8

かに下降 し，口緑 部は屈 曲 して垂

下する。つまみは擬宝珠状。

テP。 褐灰色

普通

P 3 埋土

0　　　　　　　　5c汀l

！　；　！

第178図　第47号掘立柱建物跡出土遺物実測図

（3）溝

第35号溝（第179図，付図1）

位置　調査8区の南部，M9区。

規模と形状　確認できた長さ15．0m，上幅137～187cm，下幅47～90C皿，

深さ85～145cmで，断面はU字形をしている。

方向　M9d7区から北方向（N－00）に，直線的に延びている。

覆土　レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム大・小ブロック少量

遺物　土師器片515点，須恵器片139点が出土している。第180・181図1

・2の土師器聾，3～7の須恵器杯，8～10の須恵器高台付杯，11の須

恵器高杯，12の須恵器蓋，13の須恵器盤，15の須恵器聾，16の須恵器鉢，

17の須恵器甑は，いずれも覆土中から出土している。14の須恵器賓は南

部の底面から斜位で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して8世紀中葉と考えられる。

第35号溝出土遺物観察表

旦2。．6m

二三‾
旦2。．4m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」
第179図　第35号溝土層実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 18 0 図 嚢 A ［2 2．4］ 体部上位か ら口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲 母 ・長石 ・ P 8 149　　　　 5％

1 ‘B （7．0） 体部上位は内攣 して立ち上が り，頸 ナデ。内面へ ラナデ。 石英 P L 6 1

土　 師　 器 部で くびれ，口縁部は外反する。端

部は上方につまみ上げている。

にぷい赤褐色

普通

覆土 中

2

嚢

土　 師　 器

A ［2 1．0］ 体部上位か ら口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 150　　　　 5％

B （7．8） 体部上位は内攣 して立ち上が り，頚

部で くびれ，口緑部は外反する。体

部は上方につまみ上げている。

ナデ。内面へ ラナデ。 石 英

明赤褐色

普通

覆土 中

3

杯 A ［1 1．8］ 口緑部 ・体部一部欠損。平底。体 口緑部か ら体部内 ・外面ロ クロナ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 8 153　　　 60％

B　　 3．7 部 は外傾 して立 ち上が り，口緑部 デ。体部下端手持ちへ ラ削 り。底 灰 色 P L 6 1

須　 恵　 等 C　　 6．7 はやや外反す る。端部 は丸 く収め

ている。

部不定方向のヘ ラ削 り。 普通

火樺

覆土 中

4

杯 A　 12．8 底部か ら口緑部 にかけての破片。 口縁部 ・体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 8 154　　　 70％

B　　 3．9 平底。体部 は外傾 して立ち上が り， 体部下端回転へ ラ削 り。底部切 り 灰 黄色 P L 6 1

須　 恵　 器 C　　 7．8 口緑部 は軽 く外反する。 離 し痕 を残す一方向のヘラナデ。 普通 覆土 中
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第180図　第35号溝出土遺物実測図（1）
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第181図　第35号溝出土遺物実測図（2）

図 版番 号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 18 0 図 杯 A ［13．5］ 底 部 か ら口 縁 部 に か けて の 破 片 。 ロ 縁 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ クロナ デ。 砂 粒 ・雲 母 ・長 石 ・ P 8 155　　　 60％

5 B　　 3．5 平 底 。 休 部 は 外 傾 して立 ち上が り， 体 部 下 端 回転 へ ラ削 り。 底 部 切 り 石 英 P L 61

須　 恵　 器 C　　 8．2 ロ 緑 部 に い た る 。 離 し痕 を残 す 一 方 向 の ヘ ラ削 り。 灰 色　 普 通 覆 土 中

6

杯 A ［13．6］ 底 部 か ら口 緑 部 にか けて の 破 片 。 口 緑 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 砂 粒 ・雲 母 P 8 156　　　 20％

B　　 4．3 平 底 。 休 部 は 外 傾 して立 ち上が り， デ 。 底 部 切 り離 し痕 を残 す 一 方 向 暗 灰 色 覆 土 中

須　 恵　 器 C　　 7．8 口緑 部 にい た る。 の ヘ ラ ナ デ。 普 通

7

杯 A ［1 1．0］ 休部 か らロ縁 部 に か け て の破 片 。 口縁 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 砂 粒 ・雲 母 ・長 石 ・ P 8 157　　　 20％

B　　 3 4 平 底 。 体 部 は 外 傾 して立 ち上 が り， デ 。 底 部 一 方 向の ヘ ラ削 り。 石 英 覆 土 中

須　 恵　 器 C ［7．0］ ロ緑 部 にい た る。 灰 色　 普 通

8

高 台 付 杯 A ［13．3］ 口緑 部 ・体 部 一 部 欠 損 。 休 部 は外 ロ緑 部 ・体 部 内 ・外 面 ロ グロナ デ。 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ・ P 8 158　　　 60％

B　　 5．3 傾 して 立 ち上 が る。 高 台 は内 側 に ロ ク ロ 目弱 い。 底 部 外 周 回転 へ ラ 赤 色粒 子 P L 6 1

須　 恵　 器 D　　 8．6

E　 l．2

あ り， 「ハ 」 の 字状 に 開 く。 削 り。 高 台貼 り付 け後 ， ナ デ。 暗灰 色

普 通

覆 土 中

9

高 台 付 杯 A ［1 2．8］ 底 部 か ら口 緑 部 にか けて の 破 片 。 ロ緑 部 ，体 部 内 ・外 面 ロ クロナ デ。 砂 粒 ・雲 母 ・長 石 P 8 159　　　 3 0％

B （4．1） 高 台 部 欠 損 。 休 部 は外 傾 して 立 ち 体 部 下 端 ・底 部 外 周 回転 へ ラ削 り。 暗 灰黄 色 覆 土 中

須　 恵　 器 上 が る。 高 台 貼 り付 け。 普 通

10

高 台 付 杯 B （2．7） 高 台 部 か ら体 部 にか け て の破 片 。 底 部 切 り離 し痕 を残 す 回 転 へ ラ 削 砂 粒 ・長石 ・石 英 ・ P 8 160　　 30％

D　 1 2．0 高 台 は底 部 外 周 に あ り， 「ハ 」 の りの後 ， 高 台貼 り付 け 。 赤 色粒 子 覆 土 中

須　 恵　 器 E　 1．4 字 状 に 開 く。 褐 灰色　 普 通

1 1

高　　　 杯

須　 恵　 器

B （7．7） 脚 部 か ら体 部 にか け て の破 片 。 脚 脚 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 砂 粒 ・長 石 P 8 16 1　　 3 0％

部 は ラ ッパ 状 に 開 く。 灰 色

普 通

P L 6 1

覆 土 中

－205－



図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 180 図 蓋

須 ・恵　 器

A　　 8．0 天井部か ら口緑部 にかけての破片。 天井頂部は右回 りの回転へラ削 り。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 81 62　　　 80％

12 B （1．9） つ まみ欠損。天井部は頂部が平坦 外周部 ・口緑 部ロクロナデ。 ロク 石英 P L 61

で外周部は降下 し，口緑部にいた

る。口緑部は屈曲 し，垂下する。

ロ 目は弱い。 灰黄色

普通

覆土中

・13

盤

須　 恵　 器

A ［20．4］ 高台部か ら口緑部にかけての破片。 口緑 部，体 部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 816 6　　　 20％

B　　 4．1 平底。高台は 「ハ」の字状に開く。 底 部回転へ ラ削 り後，高台貼 り付 灰黄褐色 覆土 中

D ［11．6］

E　 l．4

体部はやや外 傾 して外方へ 開 き，

上方に屈 曲 して口緑 部にいたる。

口緑 部は外傾 する。

け。 普通

第 181図 嚢

須　 恵　 器

A　 22．5 頚 部 ・口緑 部一部 欠損。平底。体 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面 雲母 ・石英 ・長石 P 8168　　　 90％

14 B　 30．2 部は内攣 して立 ち上 がる。頚部 で 斜位 の平行叩 き。体部下端へ ラ削 灰 色 P L 6 1

C　 18．0 くびれ，口緑部 は外 反す る。 り。体部内面 に輪積み痕。 普通 南部底面

15

嚢

須　 恵　 器

A　 12．9 体部上位 か ら口緑部 にか けての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・礫 P816 9　　　 20％

B （12．8） 片。体部 は内攣 して立 ち上が り， 斜位 の平行叩 き。 灰 色 P L 6 1

頚部 で くびれ， 口緑部は外反する。 普 通 覆土中

第 180 図 鉢

須　 恵　 器

A ［29．8］ 体部か ら口緑部 にか けての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。体 部外面 砂粒 ・雲母 ・柵礫 P 81 48　　　 20％

16 B （17．2） 体部 は内攣気味 に立 ち上が り， 口 上位横位の平行叩 き。内面ナデ。 にぷい橙色 覆土中

緑部 は外傾す る。 体部内面指頭押圧。 普通

第 181 図 甑

須　 恵　 器

A ［33．6］ 底部か ら体部 にか けての破片。多 体部外面横位の平行叩 き。内面へ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 81 71　　　 35％

17 B （20．4）

C　 14．5

孔式。体部 は外傾 して立ち上がる。 ラナデ。 石英

灰色　 普通

P L 6 1

覆土中

（4）道路状遺構

第5号道路状遺構（第182図，付図1）

位置　調査8区の北部，LlO区。

規模と形状　東および西側とも調査区域外に延びているため，確認できた長さは28．0mだけで，溝の覆土の一

部が路面を形成している。溝の規模は上幅（180～280）cm，下幅（28～88）cm，深さは最深部で70C皿である。

方向　LlOc5区から西方向（N－900－W）に，直線的に延びている。

覆土　第2・4層は踏み固められた路面である。その他の層は，レンズ状の堆積状況から判断して，自然堆積

と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　明褐色　ローム中・小ブロック・粒子多量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
4　褐　色　粘土ブロック多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

遺物　土師器片36点，須恵器片13点，鉄浮1点，陶器片2点が覆土中から出土しているが，いずれも小片であ

る。

所見　遺構の形態から調査第7区の第3号道路状遺構につながる可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺

物からは判断できないが，第7区の第3号道路状遺構の覆土下層から土師質土器内耳鍋が出土しており，中世

と考えられることから，本跡も中世の可能性が高い。

第182図　第5号道路状遺構断面・土層実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」
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（5）土坑

表8　熊の山遺跡8区土坑一覧表

土坑

番号
位　 ‾置

長径方向

（長軸方向）

平　 面　 形
規　　　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主　　 な　　 遺　　 物

備　　　　　　 考

重　 複　 関　 係

新旧関係 （古→新）長径 （軸）×短径 （軸） （m ） 深 さ （cm ）

672 L lOf3 N －40 －W 楕　 円　 形 1．12　 x l，02 40 外傾 凹凸 人為

673 L lO8 － 円　　　 形 1．07　 X　O．98 25 外傾 平坦 人為

690 M lOe2 N － 1000 －W 楕　 円　 形 0．78　×（0，37 ） 80 外傾 平坦 人為 土師器片 S I －936→ 本跡

692 M 9 C4 N －4。－W 楕　 円　 形 0．90　 x　O，76 22 外傾 平坦
－

S I －932→ 本跡

693 M 9 b4 N 1 80 －W 楕　 円　 形 1．00　 x　O，76 48 外傾 凹凸 － S I －932→ 本跡

694 M lOd4 N －1090 －W 楕　 円　 形 1．16　 X　O．80 55 外傾 平坦 人為

695 M lOd3 N －107。－W 楕　 円　 形 0．88　 X　O．75 58 外傾 皿状 人為 須恵器 片 S B －4 1・P l→本跡

696 M lOe4 N －98。－W ［楕　 円　 形］ 0．67　 X　O．30 65 外傾 平坦 人為

（6）遺構外出土遺物

第183図　遺構外出土遺物実測図

－207－
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8区遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第183 図 杯 A ［13．2］ 底部か ら口緑部にかけての破片。 体 部外面 ロクロナデ。 内面へ ラ磨 砂粒 ・雲母 P 8 17 3　　　 60％

1 B　　 3．6 平底。体部は外傾 して立ち上が り， き体 部下端手持 ちへ ラ削 り。 内面 明赤褐色 P L 6 2

土　 師　 器 C　　 7．2 口緑部 にいたる。 黒色処理 。 普通 油煙付着　 表採

2

杯

土　 師　 器

A ［14．0］ 体部か ら口緑部にかけての破片。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母・赤色粒子 P 8 174　　　 30％

B　　 4．0 丸底。体部は内攣気味に立ち上が ヘラ削 り。内面 ナデ。 内面黒色処 褐色 表採

り口緑部 にいたる。口緑部は直立

す る。

理。 普通

3

短　 頸　 壷

須　 恵　 器

B （5．3）

D　 12．0

E　 1．1

底部片。低い高台が付 く。 ロクロ成形 。底部 内面 自然粕。 砂粒 ・赤色粒子 ・黒

色粒子

灰色　 普通

P 8 178　　 10％

P L 62

表採

4

蓋

須　 恵　 器

A ［12．2］ 天井部か ら口緑部 にかけての破片。 天井頂部は右 回 りの回転へラ削 り。 砂粒 ・雲母 P 8 179　　　 25％

B　　 3．1 天井部は丸 く，外周部はなだ らか 外 周部 ・口緑部 ロクロナデ。 ロク 灰色 P L 62

F　　 2．5

G　 1．2

に下降す る。口緑部は屈曲 し，・短

く垂下す る。つ まみは腰高のボ タ

ン状。

ロ 目弱い。 普通 表採

5

高　　 J不

須　 恵　 器

D ［14．0］ 脚部片。脚部は ラツノ七状 に開 き， 脚部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 8 180　　　 5％

E （8．6） 裾部 は屈曲 して垂下する。 石英 ・黒色粒子

灰色　 普通

表採

6

三　 足　 鍋

土　 師　 器

B （10．4） 足部片。足部はふんばる。 足 部へラ削 り後 ，ヘ ラナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石

石英

にぷい橙色　 普通

P 8 18 1　　　 5％

S I－9 29 付近表採

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

径 （cm） 厚　さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第183図7 土　　　 玉 2．0 2．0 0．3 6．40 表採 D P 8005　　　　　　　　　　　　 P L 61

図版番号 種　　 別 ・

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　 質

ノ

出 土 地 点 備　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第183図8 石　　　 核 2．8 3．1 1．1 6．75 黒　 曜　 石 表採 Q 80 04　　　　　 P L 6 2

9 石　　　 鉄 3．3 1．9 5 0．45 2．28 チ ャ ー ト 表採 Q 80 08　　　　　 P L 6 2
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5　9区の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

①奈良・平安時代

第950号住居跡（第184図）

位置　調査9区の中央部，P8a6区。

規模と平面形　長軸3．50m，短軸3．30mの方形である。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高は12～50cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。規模は，上幅12～26cm，下幅4～8cm，深さ7～10clnで，断面はU字形をしている。

叫声

第184図　第950号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦であり，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央を壁外に80cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで120cm，

両袖部幅100cmである。第5層には焼土粒子が中量含まれ，

と考えられる。煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる。

下面が赤変硬化していることから，下面が火床面

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム小ブロック少量
3　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子微量
4　にぷい赤褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，焼土粒子少量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量

6　黒　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量
7　黒　褐　色　焼土粒子中量，砂粒少量
8　黒　褐　色　焼土粒子微量
9　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子微量
10　黒　褐　色　焼土粒子少量，焼土中ブロック微量

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl・P2の上端は長径約22cm，短径約18cm，下端は長径8～12cm，短径5～8

cmの楕円形で，深さ10～14cmである。ともに北壁竃袖部寄りに位置している。規模と配置から判断して主柱穴

と考えられる。P3は南壁際中央に位置し，上端径22cm，24cm，下端径12cm，13cmの2穴からなり，深さは12

cm，13cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム大ブロック・炭化物微量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量，焼土中ブロック微量
5　黒褐色　ローム粒子微量
6　黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器片241点，須恵器片36点，石製晶2点（砥石・紡錘車），鉄製品（鎌），鉄津2点が出土している。

第185図1の土師器杯は，竃内の覆土中層から出土した破片5点が接合したものである。2の土師器杯は，竃

内の覆土上層から出土している。3の土師器高台付杯と5・6の須恵器杯は，竃内中央部からやや北寄りの火

床部直上から逆位で，5・6・3の順に重なって出土しており，二次焼成を受けていることから，支脚として

使用された可能性も考えられる。4の土師器高台付杯は，竃東袖付近の床面から逆位で，9の須恵器鉢は竃西

袖部内から出土した破片と竃内の中層覆土から出土した破片が接合したものである。7の須恵器杯は南東部壁

際の覆土下層から正位でそれぞれ出土している。8の須恵器鉢は竃西袖の補強材で，竃焚き口付近の床面から

出土した破片が接合した。10の砥石は南部壁際覆土下層から斜位で出土している。11の石製紡錘車は北西コー

ナー覆土中層から斜位で出土している。12の鉄製品（鎌）は中央部覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して9世紀後葉と考えられる。

第950号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の・ 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 18 5 園 杯 A ［14．0］ 底部 から口縁部 にか けての破片。 口緑部外面横ナデ。体部外面ナデ。 砂粒 ・雲母 P 9 0 01　　 6 0％

1 B　　 4．2 平底。体部 は外傾 して立ち上が り， 口緑部，体部内面丁寧なヘラ磨 き。 橙色 P L 62

土　 師　 器 C　　 6．2 口縁部 は軽 く外反す る。 底部一方向のヘラ削 り。内面黒色

処理。

普通 南 東部床面

2

ゴ不

土　 師　 器

A ［13．6］ 底部か ら口緑部 にか けての破片。 口縁部，体部外両横 ナデ。口緑部， 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 9 00 2　　　 40％

B　　 5．0 平底。体部 は外傾 して立ち上が り， 体部内面丁寧なヘラ磨 き。体部下 石英 P l底面

C　　 7．5 口縁部 にいた る。端部 は丸 く収め 端手持ちへ ラ削 り。底部一方 向の 赤褐色

てい る。 ヘ ラ削 り。内面黒色処理。 普通

ー210－
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第185図　第950号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考 ．

第185図 高 台 付 杯

土　 師　 器

B （3．2） 高台部‘一部欠損。高台部から体部 体部内 ・外面ロクロナデ。ロクロ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 9003　　　 50％

3 ． 下位にかけての破片。体部は外傾 目弱い。底部回転へラ削り。高台 石英 ・赤色粒子 竃内

して立ち上がる。 貼 り付け後，ナデ。 にぷい赤褐色

普通　 二次焼成

4

高 台 付 皿

土　 師　 器

A　 13．0 体部一部欠損。体部から口緑部は 体部内 ・外面ロクロナデ。底部へ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 9004　　　 70％

B　　 3．3 外傾 して立ち上がる。高台部は短 ラ削 り。高台部貼り付け後，ナデ。 石英 P L 62

D　　 6．1

E　 l．0

く 「ハ」の字状に開く。 明赤褐色

普通

竃内

5

杯

須　 恵　 器

A　 13．0 口緑部 ・体部一部欠損。平底。体 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒・長石・赤色粒子 P 9007　　　 90％

B　　 4．9 部は外傾 して立ち上がり，口緑部 ロクロ目弱い。体部下端，底部回 にぷい橙色 P L 62

C　　 6．8 にいたる。端部は丸く収めている。 転へラ削り。 普通　 二次焼成 竃内

6

杯

須　 恵　 器

A　 13．6 口緑部 ・体部一部欠損。平底。体 日録部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 9008　　　 70％

B　　 4．5 部は外傾 して立ち上がり，口緑部 体部下端手持ちへラ削り。底部切 石英　 にぷい赤褐色 P L 62

C　　 6．0 は軽 く外反する。 り離し痕を残す一方向のヘラ削り。 普通　 二次焼成 竃内

7

杯

須　 恵　 器

A　 13．5 底部から口緑部にかけての破片。平 口緑部 ・体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 ・P 9009　　　 55％

B　　 4．9 底。体部は外傾して立ち上がり，上 体部下端手持ちへラ削り。底部一 灰色 P L 62　南東部壁

C　　 5．9 位で軽 く外反し，口緑部にいたる。 方向のヘラ削り。 普通 際覆土下層

8

鉢

須　 恵　 器

B （12．4） 底部から体部にかけての破片。平 体部外面へラ削り。内面へラナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 9010 －　　 30％

C　 14．4 一 底。体部は外傾 して立ち上がる。 底。部一方向へのヘラ削り。体部

内面輪積み痕。

石英

灰色　 普通

竃西袖部内

9

鉢

須　 恵　 器

A ［31．8］ 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 9005　　　 20％

B （18．7） 体部は内攣気味に立ち上が り，口 縦位の平行叩き。内面へラナデ。 石英 竃西袖部内，竃内

緑部は外反する。 体部内面上位から下位指頭押圧。 にぷい赤褐色　 普通

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 ‘出 土 地 点 備　　　 考

長 さ（C皿） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重 量 （g）

第185図10 砥　　　 石 （9．5） 5．4 2．6 （200．9） 凝　 灰　 岩 南部壁際覆土下層 Q 9001　　　　 P L 62

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　 考

径 （cm） 厚 さ （C皿） 孔 径 （cm） 重 量 （g）

第185図11 紡　 錘　 車 4．7 0．6 0．8 19．4 頁　　　 岩 北西コーナー部覆土中層 Q 9002　　　　　 P L 62

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ（C皿） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第185図12 鎌 （10．1） 3．7 0．25 （24．0） 中央部覆土下層 M 9001　　　　　　　　　　　　 P L 62

第951号住居跡（第186図）

位置　調査9区の西部，P7a9区。

規模と平面形　南部が調査区域外に位置しているため詳細は不明であるが，長軸［5・60］m，短軸（4・10）mで

ある。

主軸方向　N－30－E

壁　東部から北東コーナーを経て竃にかけては削平されているため確認できなかったが，それ以外の部分は遺

存している。壁高は約7cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　竃西袖部から西部にかけて巡っている。上幅16～34cm，下幅5～20cm，深さ約6C皿である。断面はほぼ

U字形をしている。

床　はぼ平坦である。竃西神都付近が，特にP2を中心に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。大部分が削平されており，覆土の一部と火床部及び袖の一部を
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確認した。規模は，焚き口から煙道部まで100cmで，両袖部幅約120cmと推定される。第1・2層は焼土粒子が

多量に含まれ，2層の下面が赤変硬化していることから，火床面と考えられる。天井部は確認できなかった0

竃土層解説
1明赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
2　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
5　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
6　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック微量

7　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量，ロー
ム小ブロック微量

8　にぷい赤褐色　焼土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・粒子少量
9　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

10　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl・P2の上端は径60～66cm，下端は径26～30cmの円形で，深さ51～70cmであ

る。それぞれ東西コーナー部から竃及び中央部寄りに位置している。規模と配置から主柱穴と考えられる。P

3は北西コーナー部の壁際に位置し，上端は長径38cm，短径20cmの楕円形，下端は径16cmの円形，深さ42cmで

ある。性格は不明である。P4・P5は竃両袖部壁際に位置し，上端径32～40cm，下端径16～20cmの円形，深さ

60～61cmである。性格は不明であるが，竃施設に伴う柱穴の可能性も考えられる。

≡≡≧勾2
0 10cm」

第186図　第951号住居跡・出土遺物実測図
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覆土　覆土が薄いため，堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器片67点，須恵器片13点，陶器片1点，土製品（支脚）2点，鉄製品2点（角釘），鉄浮1点が出

土している。第186図1の須恵器蓋は，北西コーナー部壁際の床面から逆位で出土している。2の須恵器蓋は，

北西部の床面から正位で出土している。3の鉄製品（角釘）は北西部床面直上から，4の鉄製品（角釘）は覆

土中から出土している。陶器片が覆土中から出土しているが，撹乱による混入と考えられる。また鉄浮が出土

しているが，鍛冶炉等は確認されていない。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して8世紀後葉から9世紀前葉と考えられる。

第951号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 18 6 図 蓋

須　 恵　 器

A ［14．6］ 天井部か ら口緑部にかけての破片。 天井頂 部回転 へラ削 り。外周部 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 90 12　　　 3 0％

1 B　　 3．2 天井部は頂部が平坦 で，外周 部は 口緑部 ロクロナデ。 ロクロ目は弱 石英 ・赤色粒 子 北西 コーナー部壁

F　　 2．6

G　　 O．8

なだ らかに下降する。口緑部 は屈

曲 し短 く垂下する。つ まみはボタ

ン状。

い。 灰色

普通

際床面

2

蓋

須　 恵　 器

A ［15．4］ 外周部か ら口緑部 にかけての破片。 外周部 ・口緑部 ロクロナデ。ロク 砂粒 ・雲母 ・石英 P 90 13　　 2 0％

B （2．3） 外 周部はなだ らかに下 降す る。 口

緑 部は短 く垂下す る。

ロ目は弱 い。 灰 色

普通

北西部床面

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第186図 3 角　　　 釘 （3．4） 0．5 0．4 （2．24） 北西部床面直上 M 9 00 2　　　　　　　　　　　　　　 P L 63

4 角　　　 釘 （3．2） 0．6 0．5 （3．1 6） 覆土中 M 90 0 3　　　　　　　　　　　　　　 P L 63

第953号住居跡（第187図）

位置　調査9区の中央部，08j9区。

重複関係　中央部を第7号道路状遺構に掘り込まれている。

規模と平面形　北部が調査区域外に位置しているため詳細は不明であるが，長軸3．75m，短軸（1．95）mであ

る。

主軸方向　N－00

壁　壁高は約10cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北部の調査区域外は確認できなかったが，それ以外は巡っている。規模は，上幅14～26cm，下幅4～12

cm，深さ2～14cmで，断面はU字形をしている。

床　ほぼ平坦である。

竃　竃が付設されていたものと考えられるが，遺存している部分においては確認されなかった。

ピット　2か所（Pl～P2）。南東コーナー際に位置するPlは，上端が長径20cm，短径10cm，下端が長径10cm，

短径6cmの楕円形で，深さは19cmである。性格は不明である。南壁際中央に位置するP2は，上端径14cm，下

端径8cmの円形，深さ18cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットの可能性も考えられる。

覆土　8層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　色　ローム小ブロック・焼土粒子微量

2　黒　色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
6　褐　色　ローム粒子中量
7　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

8　黒　色　ローム小ブロック・粒子微量



遺物　土師器片75点，須恵器片22点，石製品1点（砥石）が出土している。第187図1の須恵器杯は南部の壁

溝底面から横位で出土した。2の須恵器杯は，南東コーナー部際の覆土中層，南部壁際の床面，覆土中から出

土した破片が接合したものである。3の石製品（砥石）は，南西コーナー壁際床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して8世紀中葉と考えられる。

∴，．

∴、・　．・

第187図　第953号住居跡・出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 187 図 杯 A　 12．8 完形。平底。体部 は外傾 して立ち 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 P 90 14　　 100％

1 B　　 4．3 上が り， 口緑部 にいた る。 体部下端手持ちへラ削 り。底 部二 褐灰色 P L 63

須　 恵　 器 C　　 7．6 方向のヘ ラ削 り。 普 通 南部壁溝底面

2

杯 A　 13．2 底部か ら口緑部 にか けて の破片 。 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 90 15　　　 65％

B　　 4．0 平底。体部 は外傾 して立ち上が り， ロクロ目弱い。体部下端 手持 ちへ 灰色 P L 63　南東コーナー

須　 恵 ．器 C　　 8．7 口緑部 にいた る。 ラ削 り。底部二方向のヘラ削 り。 普通 部覆土中層，南部壁

際床面，覆土中
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図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　 質 出　土 地 点 備　　　　　　　　 考

長　 さ （cm） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm ） 重 量 （g ）

第187図3 砥　　　 石 （9．8） 4．1 2．0 （137．5） 凝　 灰　 岩 南西コーナー部壁際床面 Q 900 3　　　　　 P L 6 3

（塾　時期不明

第952号住居跡（第188図）

位置　調査9区の中央部，P8a5区。

規模と平面形　長軸4．08m，短軸3．80mの方形である。

主軸方向　N－20－W

壁　東部は確認できなかったが，それ以外の壁高は8～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦である。竃西袖部付近に踏み固められた部分が確認できた。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。削平されているが，覆土の一部と両袖を確認した。規模は，焚

口部から煙道部まで110cmと推定される。両袖部幅は100cmである。第1・3層は焼土粒子が多量に含まれ，下

面が赤変硬化していることから，火床部と考えられる。また，煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる。天井

部は確認できなかった。

富士層解説
1にぷい褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量，砂粒少量

2　黄　褐　色　ローム粒子・焼土粒千・秒粒少量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量，焼土中ブロック

砂粒少量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック微量

旦20．0m
5　4

第188図　第952号住居跡実測図

5　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック・
砂粒少量

6　黒　褐　色　粘土小ブロック中量，ローム粒子微量
7　黒　褐　色　焼土粒子微量
8　黒　褐　色　粘土ブロック
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ピット　3か所（Pl～P3）。Pl・P2の上端は径約40cm，下端は径約20cmの円形で，深さはそれぞれ40cmと

50cmである。それぞれ北壁の東西コーナー部と竃の中間に位置する。規模と配列から，主柱穴と考えられる。

P3ほ南壁近くの中央に位置し，上端径38cmのほぼ円形で，深さは16cmである。位置的に出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。

遺物　出土していない。

所見　出土遺物がないため，本跡の時期は不明である。

表9　熊の山遺跡9区住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位 置

主軸方向

（長　 軸）
平面形

規　 模 ．（m ）

（長軸 ×短軸）

壁高

（cm ）
床面

内　　　 部　　　 施　　　 設
覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　 考

新旧関係（古→新）壁溝 主柱穴
出入口
ピット

ピ ット 炉 ・竃 貯蔵穴

950 P 8 a6 N ．－20－W 方　 形 3．50 ×3．30 12～50 平坦 全周 2 1 竃
－

人為
土師器（杯・高台付杯・高台付皿），須
恵器（杯・鉢），鑑紡錘車，砥石

951 P 7 a9 N －30 －E 不　 明 ［5．60］×（4．10） 7 平坦 一部 3 2 －
竃

－ －
須恵器 （蓋），釘

9 52 P 8 a5 N －20 －W 方　 形 4．08 ×3．80 8－20 平坦 － － 2 1 竃
－ －

953 0 8 j9 N －00 不　 明 3．75 ×（1．95） 10 平坦 一部 1 － 1 － －
人為 須恵器 （杯），砥石 本跡→SF 7

（2）溝

第34号溝（第189図，付図2）

位置　調査9区の東部，P9区。

重複関係　第7号道路状遺構を掘り込んでいる。

規模と形状　長さ10．7m，上幅34～66cm，下幅14～28cm，深さ11

～23cmで，断面はU字形をしている。

方向　P9aO区から北方向（N－00）に，直線的に延びている。

覆土　レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

2　にぷい褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック微量

笥匪‾　旦一軒
0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第189図　第34号溝土層実測図

遺物　土師器片3点，須恵器片1点が覆土中から出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡の時期は，出土遣物が細片のため判断できない。重複している第7号道路状遺構が8世紀～9世紀

後葉と考えられ，それより新しい。比較的浅いことから，区画溝と考えられる。

（3）道路状遺構

第7号道路状遺構（第190図，付図2）

位置　調査9区の北部，09区。

重複関係　第953号住居跡を掘り込み，第25・26号井戸，第34号溝に掘り込まれている。

規模と形状　東および西側とも調査区域外に延びているため，確認できたのは長さ48・Om，上幅72～140cm，

下幅62～86cm，深さ14～20cmである。遺構の中央部で，平面形が長軸（径）38～200cm，短軸（径）26～110cm

の隅丸長方形や楕円形で，深さ3～12cmのくぼみが確認できた。

方向　09jO区から西方向（N－900－W）に，直線的に延びている。

覆土　第1層は硬く踏み固められている。他の層は，レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。
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土層解説
1褐　色　ローム粒子少量，硬い
2　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子微量
3　明褐色　ローム小ブロック・粒子微量

4　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片177点，須恵器片143点，鉄津10点，陶器片8点が出土している。第190図1の須恵器短頸壷は

西部の覆土上層から出土したものである。また，鉄津は混入したもの，陶器片は撹乱により混入したものと考

えられる。

所見　本跡の時期は，古墳時代後期から8世紀代にかけての土器が出土しているため，それ以降であり，9世

紀後菓以降と考えられる第25・26号井戸よりは古い。したがって，8世紀から9世紀後葉と考えられる。また，

遺構の中央部で確認できたくぼみは，補修痕の可能性も考えられる。

旦哲　聖等壷　∈博一
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l1－　ト1－－11

第190図　第7号道路状遺構土居・出土遺物実測図

第7号道路状遺構出土遺物観察表

0　　　　　　　　5cm

」　；　【

図版番号 器　 種 計測値（cIu） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第190図 短　 頚　 壷 A ［5，2］ 休部からロ緑部にかけての破片。体

立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‾立　、

ロ緑部から体部内・外面ロクロナ 砂粒

灰色

P9024　　　 5％

表採1

須　 恵　 器
B （4．9） 都は外傾して止ち上がり，屑郡で内

傾する。口緑部は短く直立する。

7‾0 火

普通

木

0　　　　　　　　5cl¶

し＿；　！

0　　　　2cm
！：：！

第191図　第25号井戸跡
出土遺物実測図

（4）井戸跡

第25号井戸跡（第192図）

位置　調査9区の東部，09j7区。

重複関係　確認面から0．5mの深さまで第26号井戸跡を掘り込み，第7号道

路状遺構に掘り込まれている。

規模と形状　掘り方は漏斗状を呈している。確認面での平面形は径1・26mは

どの円形で，上半は約1．6mの深さまで緩やかに狭まっていき，それから下

は径0．7mの円筒状に掘り込まれている。確認面下2．7mの深さまで調査した

が，その下は湧水のため調査を断念した。本跡はローム層と粘土層を掘り抜

き，さらに下まで掘り込んでいる。

覆土　各層ともロームブロックや焼土ブロックを含み，人為的な堆積と考え

られる。

土層解説

1明褐灰色　焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒多鼠焼土中ブロック中量
2　褐　　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・粘土粒子多量，焼土中ブロック・炭化物

中量
3　褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子多量，焼土中ブロック中量
4　にぷい橙色　ローム中ブロック・粘土粒子多量

5　褐　　色　焼土中ブロック・粘土粒子多量，焼土中ブロック・砂粒中量
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遺物　土師器片1点，須恵器片2点，鉄製品1点（鉄鉱）が覆土中から出土している。第191図1の土師器高

台付杯と2の鉄鉱は，覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して，9世紀後菓以降のものと考えられる。

④　も7

ヽ

1

1

－

1

1

1

1

～

l

l

l

「
十
1
－
－
′
′

SE　25

第192図　第25・26号井戸跡実測図

第25号井戸跡出土遣物観察表

SE25　　　　SE26

62

ES

「
＼
つ
l
l
l
、
1
1
1
－

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 191図 高 台 付 杯

土　 師　 器

B （3．0） 高台部か ら体部 にかけての破片。 体部内面丁寧なへラ磨 き。外面 ロ 砂粒 ・赤色粒子 P 90 17　　 10％

1 D　　 6．8 高台 は 「ハ」の字状 に開 く。体 部 クロナデ。高台貼 り付 け後 ナデ。 明赤褐色 覆土中

E　 l．3 は外傾 して立ち上がる。 内面黒色処理。

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長　 さ（C皿） 幅 （cm） 厚　さ （cm） 重 量 （g）

第191図2 銑　　　 鉄 （10．7） 1．6 0．5 （16．0） 覆土中 M 9004　　　　　　　　　　　　　 P L 63

第26号井戸跡（第192図）

位置　調査9区の東部，09j7区。

重複関係　確認面から0．5mの深さまで第25号井戸に掘り込まれている。また，第7号道路状遺構に掘り込ま

れている。

規模と形状　掘り方は漏斗状を呈している。確認面での平面形は径1・46mの円形で，上半は約1・5mの深さま

で緩やかに狭まっていき，それから下は径1．1mの円筒状に掘り込まれている。確認面下2・7mの深さまで調査

したが，その下は湧水のため調査を断念した。本跡はローム層と粘土層を掘り技き，さらに下まで掘り込んで
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いる。

覆土　各層ともロームブロックや焼土ブロックを含み，人為的な堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，焼土中ブロック・粘土粒子中量
2　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック多量，炭化物・粘土粒子中量
3　褐　色　焼土中ブロック・焼土中ブロック・粘土粒子多量，砂粒中量

遺物　土師器片25点，須恵器片13点，礫1点が覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，判断する出土遺物がないため不明であるが，9世紀後菓以降と考えられる第25号井戸に

掘り込まれているため，それ以前と考えられる。

第27号井戸跡（第193図）

位置　調査9区の東部，09i6区。

規模と形状　北部が調査区域外に位置しているため，詳細は不明であるが，掘り方はほぼ漏斗状をしている。

上部の平面形は径［1．4］mの円形で，確認面から1．0mの深さまで狭まっていき，下部は径0．8mの円筒状に掘

り込まれている。本跡は，ローム層と粘土層を掘り抜き，さらに下まで掘り込んでいる。確認面から2．0mの

深さまで調査したが，それ以下は壁が崩れやすく危険が伴うため調査を断念した。

覆土　調査できた範囲の覆土は，ブロック状の堆積をしており，廃棄時に埋め戻したものと考えられる。

土層解説
1灰　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・炭化物少量
2　暗　褐　色　焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック少量，炭化材微量
3　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土大ブロック・粘土中ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量
4　にぷい黄褐色　砂粒多量，粘土大ブロック中量，焼土中ブロック・炭化粒子微量

5　暗　褐　色　粘土中ブロック・粘土小ブロック・砂粒中量
6　にぷい褐色　ローム粒子中量
7　暗　褐　色　粘土中・小ブロック多量，砂粒中量

所見　本跡の時期は，遣物が出土していないため不明である。

第193図　第27号井戸跡実測図

一塩j， 2m」
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（5）地下式境

第16号地下式場（第194図）

位置　調査9区の中央部，P8a9区。

主軸方向　N－60－W

規模と形状　竪坑は長軸0．72m，短軸0．62mの，長軸が主軸に一致する隅丸長方形で，深さは0・4mである。

主室は長軸3．45m，短軸2．37mの，長軸が主軸に直交する隅丸長方形で，深さは1・02mである。天井部は崩落

しており形状は不明である。壁は竪坑・主室ともほぼ垂直に立ち上がる。壁高は竪坑が約44cm，主室が約86cm

である。底面は竪坑・主室とも平坦で，竪坑に比べ主室が40cmほど低くなっている。

覆土　25層からなる。第18層のローム大ブロックは，天井部が崩落したものと考えられる。その他の層は，レ

ンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。第3～6層は竪坑から流れ込んだものと考えられる。

土層解説

1黒褐色　粘土中ブロック・小ブロック中量，焼土粒子・
炭化粒子微量

2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック微量
3　黒褐色　粘土中・小ブロック少量，ローム小ブロック・

焼土粒子・炭化物微量

4　黒　色　ローム小ブロック・粘土小ブロック微量
5　黒褐色　粘土粒子中量
6　黒褐色　粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・焼土粒子・

粘土中ブロック微量
7891011

暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

黒
黒

褐色　焼土粒子微量
褐色　粘土小ブロック微量

黒褐色　粘土大ブロック中量
黒褐色　粘土大ブロック中量，粘土中ブロック微量

⑥

2　3　4　5　6　7　8　9　0　1　2　3　4　51　1　1　1　1　1　1　1　2　2　2　2　2　2
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黒褐色　ローム粒子微量

黒褐色　ローム粒子中量
黒褐色　ローム小ブロック，焼土粒子微量

色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

黒
黒
黒
暗

焼土粒子・炭化粒子微量
焼土粒子少量，ローム粒子微量
P

 

P

ーム粒子少量
－ム大ブロック・ローム粒子・粘土粒子多量

褐　色　ローム粒子中量
黒褐色　焼土粒子・粘土中ブロック微量
黒褐色　粘土粒子中量，粘土中ブロック微量
褐　色　ローム粒子中量，粘土小ブロック微量

褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子少量
ーム粒子・粘土粒子中量

焼土粒子・粘土小ブロック微量

2m」



遺物　土師器片147点，須恵器片104点，鉄浮1点，和鏡1面，古銭4点，礫3点，陶器片3点が覆土中から出

土している。第195図1の和鏡（菊花文鏡カ）は，南東部壁際底面から鏡面を下にして斜位で出土している。

2～5の古銭は「成平元賓」・「皇宋通宝」・「紹聖元賓」で，それぞれ中央部の覆土中層から重なり合って

出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して中世と考えられる。性格については，埋葬関連施設と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　5cm

！　　；　　！

第195図　第16号地下式墳出土遺物実測図

欝16号地下式墳出土遺物観察表

図版 番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

材　　 質 備　　　　　 考

面 径 （cm ） 厚　 さ （cm ） 紙 座 径 （cm） 紐 径 （cm） 紐 高 （cm） 重 量 （g ）

第 195 図

1

和　　　 鏡

（菊花文鏡カ）

10．6 0．2 5 1．8 0．55 0．5 174 ．0 青　　 銅 M 90 0 6　 南 東 部 床 面

P L 6 3　　　　　 100％

図版 番号 鋳　　　　 名 初 鋳 年 （西 暦 ） 鋳　 造　 地　 名 出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　　 考

第195図2 成　 平　 元　 賓 99 8 北　　　 宋 中央 部 や や北 寄 り覆土 中 層 M 90 07　　　　　　　　　　　　　 P L 6 3

3 皇　 宋　 通　 賓 103 8 北　　　 宋 中 央 部 や や 北 寄 り覆土 中層 M 90 08　　　　　　　　　　　　　 P L 6 3

4 皇　 宋　 通　 賓 103 8 北　　　 宋 中央 部 や や北 寄 り覆土 中層 M 90 09　　　　　　　　　　　　　 P L 6 3

5 紹　 聖　 元　 賛 109 4 北　　　 宋 中央 部 や や北 寄 り覆土 中層 M 90 10　　　　　　　　　　　　　 P L 6 3
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（6）土坑

第681号土坑（第196図）

位置　調査9区の東部，P9a8区。

規模と平面形　中央部から南部が調査区域外に位置しているため全容は不明である。確認できたのは，東西

2．20m，南北（1．25）m，深さ55cmである。平面形は隅丸方形と推定される。

壁面　外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　9層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。第8層は鋳造鋳型片や焼土ブロック

・粘土ブロックが密に堆積している。第8層直上の第4層は黄灰色の粘土大ブロックが含まれ，鋳造鋳型片が

少量出土している。

土層解説

1暗褐色　粘土中・小ブロック多量，炭化物・粒子中量
2　暗褐色　粘土中・小ブロック多量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
3　極暗褐色　粘土中・小ブロック多量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子中量
4　極暗褐色　粘土中・小ブロック多量，炭化物・炭化粒子中量，鋳型片少量
5　黒褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・粘土中ブロック・粘土小ブロック中量

6　極暗褐色　焼土粒子多量，ローム中ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土中ブロック・粘土小ブロック中量
7　黒褐色　焼土粒子・粘土中ブロック・粘土小ブロック多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量
8　黒褐色　粘土ブロック・焼土ブロック，鋳型片多量
9　極暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土ブロック中量

遺物　土師器片1点，須恵器片1点，土製品136点（鋳造鋳型片），青銅製小玉1点が出土している。第197図

1の鋳造鋳型片は中央部から北寄りの覆土中層から出土している。第198図2の鋳造鋳型片は中央部から南寄

りの床面から出土している。第197・198図3～7の鋳造鋳型片は中央部から北寄りの床面直上からそれぞれ出

土している。2・3・5の鋳造鋳型片は鰐口の鋳型の一部である。1・4の鋳造鋳型片は灯寵の蓮華座の鋳型

の一部である。6・7の鋳造鋳型片は梵鐘の龍頭の鋳型片である。8の青銅製小玉は西部壁際の覆土中層から

出土している。土師器片と須恵器片は混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して中世と考えられる。性格については，複数の鋳造鋳型片の出土状

況から判断して，鋳造遺構ではなく，鋳造鋳型の廃棄土坑と考えられる。

⑥－　．忘

▲超m
叫

第196図　第681号土坑実測図
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第197図　第681号土坑出土遺物実測図（1）
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、一　　　　　・一・．　　　　　　、

第198図　第681号土坑出土遺物実測図（2）

第681号土坑出土遺物観察表

貫字≡

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号種　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　　　　　 考

口径（cm）器高（cm）底径（cm）重量（g）

第197図1鋳　　　型 － （10．1） ［33カ］．（1139．1）中央部から南寄りの覆土中層DP9001灯籠蓮華座鋳造鋳型片　PL64

第198図2鋳　　　型［24．4］ 7．6
l

［23．0］ （889．3）中央部床面 DP9002　鰐口鋳造鋳型片　　　PL64
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図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 重 量 （g ）

第198図3 鋳　　　 型 ［26．4］ （4．5） － （232．4） 中央部床 面直上 D P 9 00 5　　 鰐 口鋳造鋳型片　　 PL 64

第197図4 鋳　　　 型 － （4．2） ［32．0］ （16 9．5） 中央 部床面 直上 D P 9 00 6　　 灯籠蓮華座鋳造鋳型片 PL 64

第198図5 鋳　　　 型 ［20．0］ （5．1） － （188．2） 中央部床面 直上 D P 9 00 8　　 鰐 口鋳造鋳型片

図版番号 種　　 別 ‘
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第197図6 鋳　　　 型 （10．6） （6．9） 2．4 （198．0） 中央部床面直上 D P 9 004　　 梵鐘龍頭鋳型片　　 PL6 4

7 鋳　　　 型 （5．8） （3．1） （1．3） （16．8） 中央部床面直上 D P 90 09　　 梵鐘龍頭鋳型片　　 P L6 4

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　さ （cm） 幅 （cm） 重 量 （g ）

第197図8 青銅製小玉 0．45 0．5 （0．22） 西部壁際覆土中層 M 9011　　　　　　　　　　　　　　　 PL 64

表10　熊の山遺跡9区土坑一覧表

土坑

番号
位　 置

長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　　　 模
壁面 底面 覆土 主　　 な　　 遺　　 物

備　　　　　　 考
重　 複　 関　 係
新旧関係（古→新）長径（事由）×短径（軸）（m ） 深さ （cm）

68 1 P 9 a8 N －880　－E － 2．20　×（1．25） 55 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土製品（鋳型）

682 0 9 i9 － 円　　　 形 1．18　× 1．18 42 外傾 平坦 人為 土師器片

683 P 8 a7 － 隅丸長方形 1．10　×　0．95 20 外傾 凹凸 人為

686 P 8 b 6 N －0。 楕　 円　 形 0．90　×　0．85 20 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

（7）遺構外出土遺物

9区遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・．色調 ・焼成 備　　　 考

第 199 図 嚢

土　 師　 器

A ［20．6］ 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 P 9027　　　 5％

1 B （13．2） 体部は内攣気味に立ち上がり，頸 ナデ。一部へラ磨き。 赤褐色 表採

部でくびれ，口緑部は外反する。 普通 P L 64

0　　　　　　　5cm

！　　；・．F

第199図　遺構外出土遺物実測図
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611区の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

①　古墳時代

第734号住居跡（第200図）

位置　調査11区の中央部，GlljO区。

重複関係　北壁を第733号住居に，南東コーナー部を第19号地下式境に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．30m，短軸4．20mの方形である。

主軸方向　N－180－W

壁　壁高は約40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　第19号地下式顔に掘り込まれて確認できない部分を除き，巡っている。上幅10～15cm，下幅5～10cm，

深さ約10cmで，断面はU字形をしている。

床　平坦で，壁際を除き踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外へ20cmほど掘り込んで，砂を多量に含む砂質粘土で構築されている。煙道部は第733号

住居に掘り込まれている。両袖部幅は110cmである。袖部内面は火熱を受けて赤変硬化が著しい。火床部は床

面とほぼ同じ高さで，焼土ブロックと焼土粒子とが約10cmの厚さで堆積している。煙道は，比較的緩やかな傾

斜で立ち上がる。竃土層中，第7層が砂粒を多量に含んでいることから，天井部の崩落土と考えられる。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック少量
2　極暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
3　灰　白　色　焼土粒子・灰多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子少量

4　にぷい褐色　焼土中ブロック・粒子中量，ローム粒子少量
5　赤　褐　色　焼土中ブロック・小ブロック・粒子中量，炭化粒子少量
6　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック少量
7　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒多量，炭化物中量，炭化粒子少量

8　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック中量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は，それぞれ北東部，南西部，北西部に位置し，径60～65cmの円形で，

深さは70～75cmである。規模と配置から主柱穴と考えられる。P4は径約45cmの円形で，深さは37cmである。

P5は径約35cmの円形で，深さは25cmである。P4及びP5は，位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・炭化物微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・炭化物中量，ローム粒子少量

遺物　土師器片296点，須恵器片4点及び土製品1点（支脚片）が出土している。第201図に示した土器はいず

れも土師器である。1・3・4の杯，6の聾は北東コーナー付近の床面から正位で，2の杯はP5の覆土中層

から逆位で，5の杯は竃東袖端部の覆土下層から逆位で，7の甑は北東コーナー付近の床面から斜位で，8の

支脚は竃内の覆土下層から斜位で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して6世紀前半と考えられる。
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第200図　第734号住居跡実測図

第734号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l　一一－－「－　」

0　　　　　　　　　　　　1m

トー1一　十　－・ll

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第201図 杯 A　 12．8 体部 ・ロ緑部一部欠損。丸底。体 口緑部内 ・外面，体部内面横ナデ。 砂粒 P llOOO3　　 95％

1 B　　 4．9 部は内攣 して立 ち上が り，明瞭な 休部外面へ ラ削 り。内 ・外面黒色 にぷい黄橙色 P L 65　北東コー

土　 師　 器 稜 を持つ。口緑部は外反する。 処理。 普通 ナー付 近床面

2

珂こ A　 12．8 体部 ・口緑部一部欠損。丸底。体 口緑 部内 ・外面，体部内面積ナデ。 砂粒 ・雲母 P llOOO4　　 90％

B　　 3．7 部は内攣 して立 ち上が り，明瞭な 休部外面へ ラ削 り。内 ・外面黒色 にぷい橙色 P L 65

土　 師　 器 稜 を持つ。口緑部 は直立する。 処理。 普通 P 5覆土中層

3

珂こ A　 12．0 休部 ・口緑部一部欠損。丸底。体 ロ緑部内 ・外面横ナデ。体部内面 砂粒 ・雲母 P llOOO5　　 95％

B　　 5，2 部は内轡 して立 ち上が り，明瞭な 雑な横ナデ，外面へ ラ削 り。内 ・ にぷい橙色 P L 65　北東コー

土　 師　 器 稜 を持つ。ロ綾部 は内傾す る。 外面黒色処理。 普通 ナー付近床面

4

杯

土　 師　 器

A　 12．8 ロ緑部一部欠損。丸底。休部は内 口緑部内 ・外面，体部内両横ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P llOOO6　　 95％

B　　 4．5 攣 して立ち上が り，明瞭な稜 を持 体部外面へ ラ削 り。内 ・外面黒色 雲母 P L 65　北東コー

つ。口緑部は直立す る。 処理。 にぷい黄橙色　 普通 ナー付近床面

5

杯 A　 14．0 口緑部一部欠損。丸底。底部内面 口緑部内 ・外面，体部内面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P llOOO7　　 95％

B　　 4．3 中央部が径 約3．5cm の円形 に わず 体部外両へ ラ削 り。内 ・外面黒色 にぷい褐色 P L 65

土　 師　 器 かに くぼむ。休部 は内野 して立ち

上が り，明瞭な稜 を持つ。口緑部

は外反する。

処理。 普通 竃東 袖端 部 覆 土

下層
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第201図　第734号住居跡出土遺物実測図

図版番号 券　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 20 1 図 聾 A　 ll．5 口緑 部一部欠損。小形。平底。体 ロ緑部内 ・外面横ナデ。体部 内面 砂粒 ・礫 P llO OO 8　 9 5％

6 B　 12．0 部は内野 して立ち上が り，頚部 と ヘ ラナデ。体部内面に は輪積痕が にぷ い橙色 P L 6 5

土　 師　 器 C　　 8．0 の境で段 を成す。頚部か ら口緑 部 残 る。外面へ ラ削 り後，ナ デ。底 普通 北東 コー ナ ー 付

は頗やか に外反す る。 部木葉痕。 近床 面

7

甑 A　 21．4 完形。無底式。休部 は横やかに内 ロ緑部内 ・外面横ナデ。休部 内面 砂粒 P l lO OO 9　 1 00％

B　 23．8 轡 して立 ち上が り，頚部 との境で ヘ ラナデ。体部内面 には輪積 み痕 にぷい橙色 P L 65

土　 師　 器 C　　 6．8 段 を成す。頚部か ら口緑部は穏や

かに外反す る。

が残る。外面へ ラ削 り後， ナデ。 普通 北東 コー ナ ー 付

近床面

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　　　　 考

径 （cm ） 長　 さ （cm ） 重 量 （g ）

第20 1図8 土 製 支 脚 12．0 4．0～6．5 76 7．9 竃内覆土下層 D P llO O I　　　　　　　　　　　　　 P L lO 4
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第735号住居跡（第202図）

位置　調査11区の中央部，H12bl区。

重複関係　南部で第762号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　西部が調査区域外へ延びているため，確認できたのは南北軸4．85m，東西軸（2．55）mである。

北及び東コーナーが直角であることから，方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は20～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅15～20cm，下幅10～15cm，深さ約10cmで，断面はU字形をしている。

床　平坦で，各コーナー部を除き踏み固められている。

竃　北西壁中央部を壁外へ50cmほど掘り込んで，砂質粘土で構築されている。撹乱のため煙道部の大部分は壊

され，西袖部は調査区域外へ延びている。遺存する東袖部の内面は火熱を受けて赤変硬化が著しい。火床部は

床面から約10cm掘りくぼめられ，ロームの大・中ブロックが厚く堆積している。火床面は径約25cmの円形に焼

土の大ブロックが広がっている。竃土層中，第8層が粘土及び砂粒を多量に含んでいることから，天井部の崩

落土と考えられる。

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　4　極暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量
2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック少量，焼土中ブロック・炭化粒　5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック微量
3　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子　7　暗　褐　色　砂粒多量，ローム粒子・炭化物微量

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　褐　　色　粘土粒子・砂粒多量，炭化粒子中量

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは北コーナー付近に位置し，径約55cmの円形，深さ44cm，P2は東コーナー

付近に位置し，径約50cmの円形，深さ54cmである。Pl及びP2は規模と配置から主柱穴と考えられる。

覆土18層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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1
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1
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1
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1
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1

6

1
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1
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ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム中・小ブロック少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量

ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化物微量
ロ

　

ロ

　

P

 

P

 

P

 

P

　

ロ

　

P

 

P

 

P

 

P

 

P

 

P

ーム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
－ム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
－ム粒子・焼土中ブロック少量
－ム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

－ム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
－ム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
－ム粒子中量，粘土粒子少量，ローム中ブロック・小ブロック微量
－ム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
－ム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

－ム小ブロック中量，ローム粒子少量
－ム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量
－ム小ブロック中量，ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
－ム粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片364点，須恵器片5点及び土製晶1点（支脚）が出土している。第203図に示した土器は，すべ

て土師器である。1～3の杯は竃東側の床面から正位で，4の杯は中央部やや東寄りの覆土下層から正位で，

6の聾は北コーナー部の床面からつぶれた状態で横位で出土している。5の聾は覆土中から出土している。7

の支脚は竃内の覆土下層から出土している。図示しなかった遺物のほとんどは土師器聾の体部細片で，混入し

たものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して6世紀後半と考えられる。
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